






















































理想の娘なら世界最強でも可愛がってくれますか？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●『父親』が生まれた瞬間




　麗うららかな春の陽ひ射ざしに、粉雪が舞う。

　傾いた高層ビル。骸がい骨こつめいた装甲服をまとった男が、瓦が礫れきの狭間はざまに立っている。突き抜けるほど青い空から降り注ぐ場違いな雪は、大気中の汚染物質が凝固した結晶体だ。

　皮膚に触れれば体温で溶け、吸い込めば呼吸器を冒して『死』よりなお悍おぞましい結果をもたらす『天使の綿毛』は、その害を忘れてただ見上げれば息を呑のむほど美しかった。

「──……きれいだ」

　青い空に白い雪。きらきらときらめきながら降り注ぐ粉のイリュージョン。その源は、気密装甲服の男のすぐ近くに横たわる、巨大な怪物の死し骸がいだ。

　ソレは蜘く蛛もに似ている。肉色をした瘤こぶの固まりめいた胴体から伸びた八本の足は、生身の肉から生じたとは思えないメタリックな質感を持ち、道路の舗装を引ひっ掻かいている。

　全長、約２２０メートル。質量、推測不能──。

「指令所、第二〇二戦闘兵団の戦果を確認した。ステージ５、死瘤蜘蛛キヤンサースパイダー撃破。周囲１キロを高濃度汚染地域に指定、マーキング願います」

『こちら指令所、了解。ご苦労様でした』

　マスク内のインカムに囁ささやくと、耳骨を直接震わせて返事が返ってくる。

　ヒクヒクと蠢うごめく怪物の死因は、肉色をした胴体の瘤を斬きった裂傷によるものだ。まるで割れた風船のように、圧力に負けてこぼれ出した血ち糊のりと臓物は、さわやかな春風に触れるとたちまち分解され、きらめく粉雪のような『天使の綿毛』となって降り注ぐ。

　人類の敵──胞子獣ベノムスダームは、殺すよりもその後の方が厄介だ。

　生物として死のうとも、その肉体を構成する有害物質は雪のように分解されて拡散され、周辺の土壌や大気を汚染する源となり、永遠に残ると言われている、が──。

「消去開始。……──また軍の公式記録と差が出るな」

　撃破されて間もない蜘蛛の怪物は、この瞬間にもシュワシュワと音をたてて分解され、粉雪のような胞子を噴き上げて、周辺に汚れた『雪』を降らせている。

　大自然に呑まれた崩壊都市。

　廃はい墟きよに積もる汚染物質のベール。

　瓦礫の谷間から顔を出す異形の草花。

　その光景は、惑星の主が人類から別の生物に変わってしまった事実を示していた。

「──よし」

　装甲服の外殻、右腕から肩にかけてのパーツがほんの一瞬、唸うなり──。

　そこから覗のぞいた生身の腕が、何の変哲もないその拳こぶしが、大きな蜘蛛の死骸に触れた瞬間。

　数百トンはあろうかという質量が、文字通りに消えた。

　手品のような一瞬の奇跡。だがそれをなした男はまったく動じることなく、当然の如ごとき落ち着き払った態度で、再びインカムへ囁きかける。

『任務完了。これより帰還する──ん？』

　一方的な通信を残し、立ち去ろうとしたその時だった。

「……声？　動物の……違う。地球上生物のデータベースに無い、この声は……？」

　腰にくくった刀の柄つかに手を添えて、万全の警戒を以もつて進む。装甲服に装備された高感度センサーは的確に音源の位置を発見し、ＡＲ化して視界に投影してくれる。

「これ、か……？」

　片側の壁面が完全に崩れた廃はい墟きよの中に、それはあった。

　膝ひざまで深く積もった汚染物質の綿毛を払いのけると、滑らかな金属が現れる。つるんと磨かれた外殻は傷ひとつなく、わずかな駆動音がまだ『生きて』いることを伝えてくる。

「大戦前の遺物、保護ポッド……。まさか、生き残りか？」

　汚染物質を払うが、年代や仕様のわかる刻印やマークは何もない。ほのかに温かい外殻の一部が透明に変わり、ふわふわとした保護材に包まれた赤ん坊の姿が見える。

「……ヒトの、赤ん坊……だと？」

「ふやぁ……だぁ、きゃっ♪」

　透明な装甲を叩たたきながら、赤ん坊は無邪気に笑っている。

　正体を掴つかみかねて、男はしばし沈黙する。このポッドが古い時代、人類が繁栄を極めた絶頂期の遺物なのは間違いない。だがこの元気な赤ん坊がその当時から生きていたのか、あるいは何らかの手段でポッドに詰められ、最近ここに捨てられたものなのか──。

（情報が足りなすぎる。詳しく調べてみないと判断はできない、か）

　ポッドは年代物だが、この子は元気すぎる。お腹なかを空すかせている様子もなく、上機嫌に笑いながら、見えない壁の向こうにいる彼に向かって手を伸ばしていた。

「……生きているんだな。君は」

「ふゃー？」

「ふ、ふやー……？　……ははっ。はははははは……！」

　不思議なおかしさと愛いとおしさに、男はつい笑みをこぼしてしまった。

　棺ひつぎめいた保護ポッドを抱き上げる。中身が斜めに傾かしいだせいだろうか、抗議するように赤ん坊が声をあげたのを聞いて、慌てて声をかける。

「悪いが、少しだけ我慢してくれ」

「やー」

「……了解、でいいのだろうか？」

　透明化した外殻の中で、赤ん坊は無邪気にこちらを見上げている。

　その正体はまったくわからない。けれど、その姿を見ていると心が安らぐ。機械じみた自分の中に突然熱い血潮の流れる心臓が生まれ、ドキドキと高鳴っているようだった。

　と、その時──

『……冬とう真ま、無事っ？　戦果確認なんて雑用、早く終わらせて帰ってきなさい！』

　突然、通信が届いた。

「カチュアか。こちらは問題ない。ちょっとした拾い物をした、すぐに帰投する」

『そう、ならいいのよ。……けど、納得いかないわね。結局二〇二に手柄を譲ることになるなんて』

「軍部の実績をアピールするためには、ステージ５の撃破実績と公式確認が必要だ。ほぼ瀕ひん死しまで弱らせたカチュアが納得できないのはわかるが、勘弁してやってくれ」

『わかってる。……一番負担がキツいアンタに言われたら、何も言えないわよ』

　同僚の幼ささえ感じる声が、不意に優しく変わり。

『……熱いシャワーを用意して、待ってるわ。ご苦労様』

　労ねぎらいの言葉を受け止めた時、男──白しろ銀がね冬とう真まはふと思いつく。




「シャワーもいいが、それよりまず──おっぱいを頼む」

『……はあ!?』




　この日、この瞬間。前触れも、自覚も、何もないままに娘と出会った男──白銀冬真が『父親』へと生まれ変わってから十四年後。




　父娘おやこの物語は、平凡な朝から始まる。












●うちの愛まな娘むすめはパンツをはけない




「朝、だ」

　疑問形ではなく、断じるように白しろ銀がね冬とう真まは目を覚ます。

　ピ……！　瞼まぶたを開くのとほぼ同時に鳴り始めたアラームを止める。

　時計は見ない。時間はいつもきっかり、午前六時半だ。完全に調整された体内時計は、自分に設定した八時間の睡眠を誤差二秒の範囲内でこなしていた。

「寝具を使う前時代的なベッドでなければ、半分で済むんだが……」

　最前線で使用している密閉型のタンクベッドは、魔法技術による迅速な導眠と温度管理、酸素量の調整により、使用者を四時間以下の睡眠で健康を維持可能な短眠者シヨートスリーパーとする。

　彼自身は機械的な補佐など必要なくそれが可能だが、それに必要なリソースを他に流用できるとなれば有用だ。『洗濯機にブチ込まれて寝てるみたいだ』と前線兵士には非常に不評ながら、冬真としてはあの密閉感は嫌いではない。

　それなのに、不合理なベッドとシーツを使って眠る理由とは──。




「……んみゅ……？　おとー、さま……」




　右半身にほのかな温ぬくもりを感じる。

　やわらかくてあたたかい何かがしがみついている感覚だ。

「雪ゆき奈な。……またか。もう十四歳さいだというのに、甘えん坊だな」

　温めたミルクのような甘い温もり。

　自分以外の体温で温められたシーツをめくると、そこには──。

「むにゃ……おとーさまの、おむね……かちかち……」

　きっと寂しかったのだろう、夜中にベッドに潜り込んできたらしい、愛娘の姿があった。

　寝ていた冬真の足に自分の足を絡めると、身長差のせいかちょうど彼の腕の付け根、肩のあたりが枕まくらになる。素っ気ない官給品のシャツをくんくんと子犬のように嗅かぎながら、あどけない天使のような女の子は、ごろごろと喉のどを鳴らしていて。

「また、ひどい寝相だな……。上も下もこのありさまで、よく眠れるものだ」

「にゅう……だって、おとーさまが。あったかぃ……でしゅからぁ……」

「俺の体温が高めなのは把握したが、だからと言ってパジャマを脱ぐのはよせ」

　結局のところ、これなのだ。

　寝室はきちんと分けているのに、ほとんど毎日一緒に寝ようとしてくる愛娘の存在が、合理的なタンクベッドを廃止させた原因であり、父娘おやこの『日課』のはじまりで。

「まったく、お前はまたそんな恰かつ好こうで……。せめて下着はしまいなさい」

　娘の姿を観察し、いつもの如ごとく注意を述べる。

　血圧が低いせいか、朝が弱くて寝相も悪く──パジャマの胸元をあられもなくはだけ、桃色のスポーツブラとふくらみかけの胸、綺き麗れいなおへそを丸出しにしている。

「腹部を冷やしてしまうぞ」

「しゃわー、あびたあと、すぐ、きたから……べとべと、きもちわるくて……」

「よく乾かしてからベッドに入りなさい」

「はんせい、してましゅ……にゅう……………………すう、すう…………………………」

　甘えきった面持ちで、おもちのように蕩とろけた顔を見せてくる寝ぼけ娘。

　きわどいラインまでずり下がったパジャマのズボンと下着が、未成熟ながら最高の美を追求して計算されたような少女の肢体を、花びらのごとく彩っているのがわかる。

（決を採るまでもない──）

　無表情のまま、冬とう真まは内心で世界を代表した判決を下す。

（──やはり俺の娘は、客観的に観みても最高に美しく、かわいらしい）

　それは証明するまでもない当然の帰結である。

　１＋１が２であるという事実を式で証明する必要などないように、あどけない十四歳さいの愛まな娘むすめは歴史的遺産に認定すべきだと思えるほどかわいい。

　もっとも、もし本当に指定されるようなら全力で妨害するだろう。父として娘と一緒にいられないのは、彼にとっては死を宣告されるに等しいのだから。

（旧時代の言葉では──『尊い』とか『よさみがある』とか、『もうマジヤバい』『語ご彙い力りよくが死ぬ』などと言ったそうだが。そう……褒め言葉が見つからないほど、かわいい）

　そんな戯たわ言ごとを、冷静な仮面を外さないままに、冬真という男は思考する。

　娘、白しろ銀がね雪ゆき奈なは身長１４１センチ。十四歳の娘としては少々幼い。どことなくクールさを漂わせる顔立ちながらあどけなさをも併せ持ち、極上のバランスを誇る美の妖よう精せい。

　だがそれに比べると、親たる冬真はごく平凡だ。二十九歳、身長は１７６センチ。そこそこの体格と平均的なレベルの顔立ちで、あえて特徴を述べるならばその機械的な表情と、常に引き締まった印象を与える鋭い目つきくらいだ。

　髪の色もまったく違う。地味な黒一色の冬真、新雪を思わせる銀に近い白髪の雪奈──彼女の名前の由来となったそれは、血縁を主張するには類似点に乏しいと言えるだろう。

　が、多少距離が近すぎる点はあるものの──。

　白銀冬真と雪奈は、十四年間を共に暮らした、『父娘おやこ』である。

　家族とは、愛とは、父娘は血縁関係ではない。歴史を紐ひも解とけば親子相あい食はむ愛憎劇など、サンプルを抽出するまでもないほど大量に見つかるものだ。

　健全な親子関係に必要なのは『情』であり『愛』であり──論理とは相反する『感情』。それをこの父と娘はお互い、あふれるほどに持ち、惜しみなく与え合っていた。

「起きなさい、雪奈。……今日は入学式の日だ。指定した手順通りに起床すること」

「んっ……おとーさま……あと、もうすこしだけ……むにゅぅ……」

　いやいやをするようにシーツに潜り込んで逃げる娘を追いかける。

　温ぬくもりが残るシーツの海を泳ぐ少女は、わがままさえも愛らしい。無表情に、されど隠しきれない感覚に口元を和ませたまま、冬とう真まは愛まな娘むすめを追いかける。

「雪ゆき奈な、あと二分三十秒だ」

「ふにゅう……」

　……ぷにぷに（ほっぺをつつく音）。

「雪奈、あと二分だ」

「あと、すこしだけ……えへへ…」

　……ぷにぷにぷにぷに（ほっぺを何度もつつく音）。

「雪奈、あと一分だ」

「はい……おとーさま……。おはようございます……？」

　……ぷにぷにぷにぷにぷ（激しくつつこうとしてストップした音）。

　ようやく前時代的な寝具から身を起こし、寝ぼけ気味の目をこする雪奈を前に、先ほどまで娘の中毒的柔らかほっぺを堪たん能のうしていた指先を、冬真は冷静に眺める。

「娘の頬ほおと猫の肉球の類似と相関、リラクゼーション効果について論文が書けそうだ」

「……すとれす……猫、にゃー……。だめですよ、おとーさま……？」

「そういうものだろうか。人類再生機構内の閉鎖ストレス緩和に有用だと思うのだが」

「いえ、それでしたら……雪奈より、おとーさまの抱き枕まくらの方が、いいでしゅ……」

「誰だれが買うんだ。それは」

　寝相が悪いわけでもないのに、ひどくはだけたパジャマの襟から覗のぞくふくらみの影。












　発育がいいわけではないだろう。十四歳さいという大人と子どもの端は境ざかい期きにあり、今まさに実をつけようとしている蕾つぼみのような肢体は魅力的で。

「だいぶ目が覚めてきたようだが、まだまだだな。着替えてきなさい、雪ゆき奈な」

「う～ん……。では、支度、してきます……。お父様。ふわふわ……」

「ああ」

　大きく伸びをした時にこぼれるうなじ、イルカのように滑らかな腋わき。

　その生物学的な造形美はまさに神の恩おん寵ちようである。妙な性的嗜し好こうを持つ者に目をつけられてしまわないか、その可能性を考えるだけで、冬とう真まは内心穏やかではない。

「雪奈。今日は寒い、できるだけ厚着をしなさい」

「そう、です？　でも、今日は……晴れ、だって言ってる……」

「平均気温は小こ春はる日和びよりと設定されているがお前は基礎体温が低い。故に気温差による体調の不安定化を避けるために、そうすべきだ。──それと、犯罪抑止のために」

「……密閉環境での、伝染病感染拡大は、犯罪……。うん、わかった……」

　いや、抑止されるべきは性犯罪だ。と、喉のど元まで出かけた言葉を冬真は呑のみ込んだ。

　少々想定とは異なる見解だったが、まあいい。

　そんな想おもいをおくびにも出さず、ベッドから起きた娘の背中を押しながら、冬真はリビングルームへ移動する。家族用に設計された住居ブロックは、それそのものが一個の閉鎖生態系として機能するように設計されている。

「家宰バトラー、窓を開けてくれ。新鮮な酸素を吸いたい」

『承りました』

　音声入力により反応したＡＩが、窓を開く。

　広々としたリビングルームからは緑豊かな庭が一望できる。開いた窓から微風とともに吹き込んでくる新鮮な空気は、庭樹や芝に採用された植物により生産されたものだ。

　その育成には住居ブロックの廃水に含まれる有機物質が自動的に利用される。

　旧時代の遺伝子操作技術と魔法技術の併用で改良されたそれは、単なる観賞用ではない。十分に成長した段階で『収穫』され、サラダなどの形で食べられる新鮮な野菜だ。

　その栽培にヒトの手は一切必要ない。

　環境管理のために設計された家庭用ＡＩ──人工精霊・『家宰』の補助システムにより、完全に外部と隔離された状況でも、酸素と植物性の食料のみは十年単位で自給可能なように設計されている。

　それこそが、人類衰亡の危機における住環境管理で──。

「『ヒトという種を未来に存続させるための、あらゆる努力』──か」

「……なにか、ゆった？　おとーさま……？」

「人類再生機構の理念だ。俺も、そして雪奈も今日からそれに加わる。おめでとう」

「ふにゅ……ありがとう、ございます？」

「祝福の言葉は何度言っても、何度聞いても心地よいものだ。……さて、朝食にするか。雪ゆき奈なも、着替えたらリビングに来なさい」

　ポンと軽く頭を撫なでてから、リビングとつながった台所に向かう。

　自動的に庭から収穫された植物性有機物は、調理器により粉砕されて栄養素ごとに分類、調理された『カードフード』となる。

「これはこれで合理的だが、情緒に欠けるのは確かだな……」

　自動調理機から提供されたのは、レンガ状のブロックだ。赤、青、緑、黄、白など各色が点線状の切れ込みで繋つながっており、簡単に手で割りそのまま食べられる。

「家宰バトラー、今日の収穫食材から前日指定した食材を」

『承りました。植物性蛋たん白ぱく質しつによる合成卵白と卵黄、生食用未加工植物の子葉です』

　ジュウッ。

「この時代、料理などというものは娯楽でしかないが──」

　人間の精神活動には『娯楽』と『ゆとり』が不可欠だ。ストレス解放のためには栄養素を充足させるのみならず、食事によって精神を解放する必要がある。

　電気調理器によって温められたフライパンに油脂をしき、植物から合成された合成卵を焼いて甘味料を添加し、熱によって凝固した蛋白質を丸めていき──無事、完成。

「いつもの玉子焼きとサラダ巻き、スープになるが……かまわないか？　雪奈」

「ふぁい……」

　寝室の方に声をかけると、まだまだ寝ぼけた調子の声が返ってくる。

　やれやれと思いながら冬とう真まは、合成卵の玉子焼きをメインに、少しボソボソとしたパンのような食料ブロックを分ける。

　肉に近い味付けが施された赤、緑、黄のものを細かく切って旧時代のキャベツに似た葉にくるみ、調味料を加えて巻いたサラダ巻き。残ったブロックはお湯とスープの素もとを加え、ふやかしてやればモソモソとした食感が消え、旧時代で言う『麩ふ』に近いものになる。

　手際よく準備を整え、食卓に一輪の花を飾ると共に皿を並べると──。

「おとーさま……あれ？」

「どうした、雪奈。食事の支度は完了している、早く席に着きなさい」

「……ぱんつ、どこ……？」

「……何？」

　理解しがたい言葉に振り向くと、冬真の全神経が凍結した。

　もともと雪奈はひどい低血圧だ。特に朝に弱く、起床後数十分間は意識レベルが非常に低く、言語も不ふ明めい瞭りようで意識も混濁している。親として非常に心配している『弱点』だ。

　が、それにしても……。

「雪奈。着替えろと言ったはずだが」

「だって……ぱんつ……ない……すぅ……」

「待て、寝るな。起きろ、雪奈。二度寝してしまったら数時間は飛びかねんぞ」

　器用なもので、立ったまま眠りそうになっている愛まな娘むすめに声をかける。

　一度起動してしまえば娘の頭脳は極めて効率的だ。知性も理性も常人を遥はるかに超えて、超人的とすら言えるレベルにある。

　しかしハイスペックの代償か、睡眠という形でシャットダウンした場合、起動するまでひどく時間がかかってしまい──。

「……シャツを羽織った時点で眠気が意識レベルを圧倒したか。今後の課題だな」

　辛かろうじてパジャマを脱ぎ、制服のシャツを肩に羽織った状態で、雪ゆき奈なはそこにいた。

　寝汗で湿った下着を寝ぼけたまま脱いだせいだろう、足首に丸まった下着が足あし枷かせのように絡まっている。廊下にスポーツブラも転がっている。歩きながら脱ぎ捨てたらしい。

　──つまりは、ほぼ裸にシャツを羽織っただけの惨状で。

　普通の男なら目のやり場に困って、顔を背けるくらいはしたかもしれない──そう理解しながらも、冬とう真まは眉まゆひとつ動かさず冷静なまま、ただ端的に言い聞かせた。

「落ち着け、雪奈。……衣類のローテーションを確認しろ。支給された下着は確か、入学式に備えて臨時洗浄に回しているはずだ。予備も含めてロッカーにあるだろう」

「でも、どこにもない……おとーさま……ふあぁぅ……」

「待て。寝るな。立ったままポーズを固定して眠るのはよせ。ここで意識を落としたら、確実に遅刻する。入学初日からそれではお前の将来に大きな傷を残してしまう」

　器用なもので、立ったまま眠りそうになっている愛まな娘むすめを諭し。

「……下着なら、今持ってくる。眠らずにそこにいなさい、雪奈」

「ふぁふ……すやすや……」

「返事、と考えていいのだろうか。まったく、いくつになっても子どもだな……」

　十四歳さいとはいえ、まだまだ甘えが抜けない子だ。拾ってきたばかりの赤ん坊の時から、いくらも変わっていない気がする。もちろん、その愛いとおしさも含めてだが。

「……世話が焼ける。まあ、そこがかわいいのだが」

　わずかに微笑ほほえみながら、冬真が料理で汚れた手を洗い、洗面所へ向かおうとすると──。




『──お客様がいらしています。お客様がいらしています』

『おはよう、冬真。開けてくれる？』

「……む？」

　家宰バトラーの報しらせと訪問者の挨あい拶さつを受け、冬真は操作パネルに目を向ける。

　パネルに表示されたカメラ映像には、玄関に立つ人物が映っていた。すぐにでも開くと思っていたドアが開かなかったせいだろう、彼女はどこか訝いぶかしげに玄関を叩たたく。

『さっさと開けなさいよ。アンタが寝坊してるとかありえないし、そこにいるでしょ？』

「……少し待ってほしい。室内が少々散らかっているんだ」

『それこそありえない状況よね。アンタの部屋が散らかってるなんて、学生時代から一度も見たことないわよ、そんなレア風景。……もういい、こっちで開けるわ』

　玄関パネルにロック解除の暗号キーを入力しはじめた彼女に、冬真は無言で対抗する。

　家宰バトラーに命令。家主としての最上位命令権でロック解除申請を却下。最後のタッチを終え、開くと思っていた扉の前に立ってから、彼女はそれに気づいたようだった。

『ちょっと。……開かないんだけど、そっちで何かした？』

「少々都合が悪い。家主がいるのに合鍵で入るのは不作法だと思わないか？」

『アタシ達たちの仲で、いまさら気にすること？　……変わんないわね、杓しやく子し定じよう規ぎの尺取虫』

「生物保存館のブース内でしか見られない生物にたとえられてもな……」

　モニタに映った女──同い年にもかかわらず、未いまだ十代にさえ見える、若々しく瑞みず々みずしい赤髪紅眼の美女、カチュア・ヴェルミオーネは不機嫌そうに玄関先で仁王立ちしている。

『……アンタにしては歯切れが悪いわね。どうしたの、何か言いたいの？』

「いや。ふと思ったが、学生時代に比べて衣服の選択基準が変わったな。昔はもっと……。装飾性の強い私服を選択していたように記憶しているが」

『アンタね、学生時代から何年経たつと思ってるのよ？　……さすがに十代の頃ころみたいな、あんな恰かつ好こうできるわけないでしょ。責任ある立場なんだし』

　言葉遣いは若々しいが、服装は落ち着いたスーツ姿だ。髪型もしっとりとして大人びており、豊かに成長した肢体もあって、裕福な地位で働く女性の趣がある。

　年齢は、二十代後半。だが肌も若々しく、豊かすぎるほど豊かな胸元とくびれた腰は、きっちりとしたスーツで抑えてなお、美しく咲いた女盛りの色気を放っている。

（昔通りなのは、言葉遣いくらいか。……職場では普通なのに、俺の前だけはこうだな）

　学生時代からの旧友だから、会えば当時を思い出してしまうのだろうと理解している。

　職場では謹厳実直、品行方正。きっちり自分の仕事をこなし、多くの部下を使いこなす優秀な管理職であるカチュアだが、冬とう真まやその家族といる時だけは学生時代のままだ。

（とはいえ、プライベートまで縛る必要はないか。それより……）

　枝道に逸それかけた思考を整理する。問題は後ろに立つ、下着を穿はいていない愛まな娘むすめである。それさえ解決すれば、今訪れた旧友を迎え入れることに何の問題もない。

『……それに、見せたいヤツもいないしね。あ……アンタがいれば、別だけど……！』

「知人に好印象を与えるため、服装に気を遣うのは良いマナーだ。俺という個人の好感は水準以上に得ているのだから、むしろ俺がいない時に実行すべきだと思うが」

『それって……アタシのことが、す、好き……って、こと!?』

「？　当然だ。戦と友もよ」

　冬真にとって、カチュア・ヴェルミオーネは戦友であり親友だ。

　公私共に関係性が深く、あらゆる面で共に行動する機会が多い。個人的な好感も十分に抱いており、娘を別にすればその生命、安全への優先度は自分以上に高い。

『……うん。そうよね、わかってるわよ。期待なんか、してないんだから……』

「期待？　……そうか。今日の衣服の選択は正解だ。とても似合っているぞ」

『……無駄に耳がいいわね、アンタ！　そういう時は聞こえないフリでいいのよ！』

「理不尽だ。何な故ぜそうなるのか、合理的な説明を要求したい」

　褒めれば怒る、褒めなくても怒る、戦友の感情フローチャートには問題がある。

『[image: ][image: ][image: ]っ、いいのよ、そんなことは！　それより開けなさい、入学式までもうあんまり時間ないんだから！　元軍人なら時間厳守、当然でしょ!?』

「当然だ。俺の行動規範にも五分前行動はある。だがこの場合懲罰を受けてもいいから、せめて三分ほどそこで待機していてほしい。──心配いらない、すぐ終わる」

『は？　三分？　あんたから三分も目を離したら、天地をひっくり返してても不思議じゃないわよ。言いなさい、何をやらかしたの』

「さすがに勘がいいな……。すまない、今回の問題について、管理監督上の責任は俺にある」

『……何があったの？　教えて。あのコに何かあったんじゃないでしょうね!?』

「すまない。……俺の責任だ。まさか、こんなことになるとは」

『まさか、事故!?　救急医療班の要請は必要!?　って、アンタなら下手な医者よりよっぽど知識あるわよね……まさか、何か専用の設備が必要な事態とかそういう──』

「設備は不要だ。対処におよそ数分もらえれば問題ない」

　パンツを穿はかせるだけである。ほんの数分、いや数十秒もあれば──

「おとーさま……。おまたが、すーすーする……」

「……ッ!?」

　即座に音声センサーを手で塞ふさぐ。だが、遅い。

　カチュアの超人じみた地獄耳は、小さいとはいえ人の声を聞き逃すはずもなく。

『自分の娘に何やってんのよアンタコラァ!?　まさかっ、まさか……!!』

「落ち着け。何の危害も加えていない。冷静に対処すれば解決できる些さ細さいな問題だ」

「おとーさま……さむい……ぬくぬく、したい……」

『聞こえたわ！　聞こえたわよ、今！　アンタって奴やつは……親馬鹿こじらせて、とうとうやりやがったのね！　いつかやると思ってたけど！』

「おい」

　聞き捨てならんぞ、と突っ込む暇もない。

『過ちは断じて見過ごせない。戦場で背中を合わせた戦友として、止めるわ、その悪！』

「待て。カチュア、待──」

　──ドガッ!!　ズガッ、ガツンッ!!

　拳こぶしをふりあげたカチュアの映像を最後に、カメラが暗転する。

　そして強烈な破壊音と共に、リビングから玄関につながる廊下に轟ごう音おんが響いた。

　灼しやく熱ねつ、閃せん光こう、熱を含んだ煙が火災報知機を鳴り響かせようとするのを寸前で止める。

『──正面扉が破壊されました。緊急警報発令、犯罪行為をつうほ──』

「管理者権限で遮断。通報不可。……素手で装甲扉を叩たたき割るのはよせ、カチュア」

「罪を裁くためならささいな犠牲でしょ。弁償するわよ、何枚でも!!」

「だから誤解だと言って──」

「ぐだぐだうるさいっ!!　住宅ユニットごと買ってやるから待ってなさい!!」

　破砕音と共に侵入してきた戦友カチユアを出迎えた、瞬間。

「……ふえ？　えっと……今の音、何ですか。敵襲……でしょうか。……お父様」

「敵じゃない。というか雪ゆき奈な、起きたのなら下着を穿はきなさい。すぐに」

「し、したっ……雪奈ちゃんの下着を下ろして何してるのよ、アンタは!?」

　ようやく目を覚ましたらしい雪奈が、突然の出来事に対応できず固まっている。

　仕方ないな、と冬とう真まが代わりにスカートを戻したものの──そのしぐさを目の当たりにしたカチュアは、ますます紅ぐ蓮れんの眼めをとがらせて。




「────咆ほう哮こうせよ、《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》ッ!!」




　灼しやく熱ねつが、顕現した。

　それは魔法騎士にのみ与えられる魔法と呼ばれる技術の精髄。

　世界に刻みこまれた偉業を、栄光を、歴史の重みそのものを転写インストールした魔法騎器デバイスと、触媒たる聖遺物の剣を重ねた瞬間、目覚ましい変化が彼女の肉体を覆おおい尽くした。

　魔法騎士の誇り、異能の証あかし──錬核武装。手にした剣から生じた火の粉を受けるたび、彼女の肢体を包んでいたスーツが原子構造から組み替えられ、別物に変化していく。

（原子構造式、転換。被服保護術式、展開。──衰えていないな、カチュア）












　その迅速な手並みに驚嘆する。

　瞬時に服が消きえ失うせ、素肌を晒さらした女の肢体。麗しい体に光となった原子が触れていき、その心を表すような深紅のボディスーツが出現し、肉を弾ませながらその身を覆おおう。

　ところどころに鱗うろこを思わせる装甲をアクセントに散らし、爪つめや牙きばをあしらった雌めす型の竜。

　手にするは炎のように波打つ刃やいばを持つ両手剣、フランベルジュ。竜殺しの聖人の遺物を用いて構築された伝説の武器は、煮えたぎるような波動を放つ。

　しかし。常人ならば見ただけで戦意喪失、失禁土下座で逃げ出すだろう敵意を──

「よせと言っているだろう。……カチュア」

　白しろ銀がね冬とう真まは、朝起きて娘の朝食を作る時と何ら表情を変えることなく、たったの一言ではねのけてみせた。

「……ッ!?」

　歩み寄り、炎の魔剣に触れるという、ただそれだけの行動で。

　本来ならば一瞬にして肉を焼き、骨をも灰に変える超高温の刃が、キラキラと輝く砂のようなものに分解されながら、煙のように消えていく。

「話を聞いてくれ。……いいな？」

「ノーって、言わせないつもりでしょ。……この、バカ」

　炎が消え失せ、ライターを擦こするような音と共に、錬核武装がかき消える。

　剣と共に、怒りもまた鎮火したのだろうか。カチュアは落ち着いた様子で息をすると、どこかすねたような顔つきで、戦友にして絶対敵かなわないライバルを見上げる。

「──強すぎよ、アンタ。ナメてんの？」

「子育ての役には、立たないがな」

　どこか切なげに答え、冬真は焼失した玄関を眺めると、憂ゆう鬱うつに息を吐いた。





　　　　†






「ごめんなさい、です。お父様。もう、大丈夫」

「朝弱いのは知ってたけど、いつもこうなわけ？　……酷ひど過ぎるわよ、ちょっと」

　カチュアの乱入からおよそ二十分後。

　顔を洗って着替えた雪ゆき奈なは、すっきりとした顔で食卓に着いている。

「カチュアおばさまにも、ご心配おかけしました。………………………………ぷい」

「こら、本当に謝る気があるならこっち見なさい」

「やです。……お父様、どうしてこの人、お家うちにいるんですか？」

「ホントいい性格に育ったわね、冬真。アンタ、どんな教育してんのよ」

「すこし人見知りの気があるだけだ。カチュアも毎日うちに通えば、雪奈も心を開くだろう」

「絶対やです。だって……カチュアおばさま、お父様を見る目……やらしいです」

「そそそそそんな目で見てるわけないでしょ!?　や、やあねえこの子はっ!!」

「お家うちを壊すし、いやらしいし……おばさまこそ、きょーいく、必要です」

「うぐっ……」

「まあ、家の玄関が壊れた以外は大きな問題ではない。それより早く食べなさい、雪ゆき奈な」

「はい、お父様。……おいしいです」

「そうか。今日は入学初日だ、しっかり食べておきなさい」

　娘を優しく観察し、おろしたての制服姿に冬とう真まは感慨深く微笑ほほえんだ。

　これから入学するロータス・ボトム第一魔法騎士学園のそれは、閉鎖環境における希望。故にそれを目にする人間への視覚的効果も考慮して設計され、スタイルを補正して男なら雄々しく、女性ならば優美に魅せるさまざまな仕掛けが施されている。

　──いわば全人類の旗艦フラツグシツプモデル。

　その誇り高い制服が、妖よう精せいのごとき美少女である雪奈のために設計されたかの如ごとく見事に調和し、時間を忘れて見み惚とれるほどに似合っている。

「無表情だけどあんた今思いっきり鼻の下伸ばしてるでしょ。……この親馬鹿」

「……わかるのか。さすがカチュア、長いつきあいだけのことはあるな」

「当然でしょ。デタラメ体質にデタラメ能力のアンタと長年つきあってれば、ね」

　父娘おやこの食卓に割り込む形になったカチュアは、白さ湯ゆのカップを片手に座っている。

　錬核武装を解き、清廉なスーツ姿に戻った彼女は、デニールの濃いタイツにくるまれた美しい脚を持て余すように足を組みながら、不機嫌そうにカップを傾けた。

「魔法騎士の能力の源──錬れん素そそのものを霧消させる、抹消体質。衰えてないわね」

「技術なら使わずにいれば鈍るだろうが、これはただの体質だ。呼吸を止められないのと同じように、俺が生きている限り変わらないだろうな」

「それで済まされたら、死ぬほど苦労して制御してるこっちの立場がないんだけど？」

「成果は出ている。……錬核武装の起動時間、現役時代より３％以上短縮されているぞ。前線を離れても訓練は怠っていない、予備役の鑑かがみだな。カチュア」

「遥はるか上から言われても嬉うれしくないわよ。まったく……」

「あの……おばさま。それにしては、頬ほおが紅潮しているような……？」

「雪奈、そういうことは観測していても黙っていなさい。プライベートな情報だ」

「……この父娘は、揃そろってデリカシーがないわね！　バカッ！」

　頬を赤らめてテーブルを叩たたくカチュアに、冬真はわずかに口元を緩める。

　彼の『体質』は極めて特殊なものだ。現在の人類社会で唯一のユニークスキル……故にその価値は通常の枠には収まらず、一般的な基準で評価することができない。

「いい機会だから言っておくわ。──アタシはランクＡ。人類の中じゃあほぼ最上位よ。それを軽々と手玉にとれるアンタは、家庭で専業主夫やってる器じゃないのよ、本来」

「現在の評価システムに対する不満か？　評議会に知られれば減点対象だな」

「いいのよあんな老害。ランク外だからって軍属年金も削減されてるんだから、アンタはもう少し怒ってもいいわ。アタシが許してあげる」

「そうもいかん。十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい無くして、人類史の存続はないからな。──それに」

　不満げなカチュアを諭すように、冬とう真まは断じる。

「雪ゆき奈なと共に飢えることなく、安全な場所で暮らしていける。それだけで充分さ。むしろ多少有用なスキルがあったからといって、既存の評価に収まらない人間を特別枠で優遇しては不公平だろう」

「はいはい。……そんなだからいいように使われるのよ、まったく」

「社会への奉仕は人類の義務だからな。現在の俺の役目は娘を一人前に育て上げることだ。今日はその第一歩、記念すべき日だ。改めておめでとう、雪奈」

「はい。……ありがとう、です。お父様。でも……」

　冬真に語りかけられて、雪奈はどこか不安をにじませた仕草で首を傾かしげる。

「大人になっても、お父様と、ずっと一緒にいたい……です。……だめ、ですか？」

「いいに決まっている。永遠に一緒でも問題ない。むしろ積極的に推進すべ──」

「はいそーこーまーでー！　アンタたち、イチャつきはじめたら長いんだから！」

　パンパン！　と手を叩たたいて父娘おやこ二人の空気を破るカチュアを、雪奈は恨めしげに見た。

「ところで……朝から、何のご用ですか？　……カチュアおばさま」

「さっきから気になってたけど、せめて『お姉さん』にしてくれないかしら雪奈ちゃん。アタシはまだ二十代よ？」

「そろそろ記念すべき三十路みそじ……だったような？」

「ええ、そうよ。アンタの大好きな『お父様』と同い年！　アタシがおばさんだったら、コレだって立派なおじさんよ」

「お父様は、お父様、ですよ？　いつまでもかっこよくて、素敵な……雪奈の、大好きなお父様です」

「えーそーね、そーでしょーよ！　コイツときたらいつまでたっても学生時代と同じ顔で、こっちが釣り合うようにどれだけ苦労してると思ってるのかしら、まったく……！」

「わかります。背伸びするの……大変です」

「そうよね。あーもう、だから嫌いになれないわ、このコ……！」

　最初こそギスギスした空気だったのに、いつのまにか共通の話題で盛り上がるあたり、これが女子ネットワークというものなのだろう。その話題が自分でなければなおいいが、結果として冬真を話題に、ふたりの女子はいつのまにか休戦条約を結んだようだ。

「ところで、カチュア。少しいいか？」

　新たな話題を切り出す頃ころ合あいと見て、冬真は口を開いた。

「何？」

「ロータス・ボトム第一魔法騎士学園の学園長ともあろう者が、入学式当日の朝に入学生の家を訪問とは。どういった用向きだ？」

「連絡事項ができたのよ。一応機密に属するし、公共ネットには載せたくないから直接。他の父兄にはメッセンジャーが行ってるけど、アンタには旧知のアタシが来たの」

「そうか。……差し支えなければ今聞こう。食事の時間はあと五分延長する」

　脳内のスケジュール表を調整しながら言う冬とう真まに、カチュアはふと息を吐いて続けた。




「端的に言うわ──アンタ、雪奈ちゃんと一緒に学園に通いなさい」




「珍妙な話だな」

「今年度から『親子同伴通学』の施行が決まったのよ」

　魔法騎士就任が内定している高ランクの生徒は、卒業後即軍属となり前線に行く。

　そうなってしまえば家族と過ごす時間は取れなくなる。高確率で戦死または行方不明となる軍生活において、幸福な思い出は生存へのモチベーションを高める上で重要な要素だ。

　とはいえ。

「ずいぶん思い切ったな。学校生活でもプライベートを忘れないよう、家族を学園に招くという狙ねらいなんだろうが……」

「ええ。規定では十三歳さい～十八歳までは教育期間だけど、高ランクで評価の高い生徒は、繰り上げで戦場に行くこともあるから……後方での時間は貴重よ、知ってるでしょ？」

「確かに。……俺達たちの時代は、入学と同時にほぼ隔離されていたからな」

　魔法騎士学園での生活は、ほぼその内部だけですべてが成り立つ閉鎖環境だ。

　一度入学してしまえばそれこそ家に帰る必要などない。将来の戦場を見据えた教育には長い時間と厳しい指導が必要となり、生徒の心をケアする手段は限られていた。

「それを家族に期待する、ってこと。試験導入としてＡランクとＳランクの生徒は保護者同伴が義務化されるし、それ以下の生徒の親も定期的に招待する形になるわ」

「高ランクは義務、か。仕事がある親もいるだろうに」

「魔法騎士育成以上に優先度の高い仕事なんて、人類再生機構ここに存在しないわよ」

　カチュアの言葉に頷うなずいて見せながら、冬真はそれほど驚いてはいない。

　雪奈の入学に合わせてこういった政策を打ち出してくることは予想できていた。

　だが、聞いていなかった雪ゆき奈なは、パッと嬉うれしげに顔を綻ほころばせて──。

「学園でも、お父様と一緒？　……すごいです。雪奈は、夢を見てるんですか……？」

「ああ。俺も嬉しいよ、雪奈」

「ん……♪」

　穏やかな表情で頭を撫なでると、雪奈はあごを撫でられた猫のような笑顔になる。

　いつも大人しい娘がふと見せる、年相応の無邪気な笑顔。これを、いつも見ていたい。そのためなら、どんな苦労も辛つらくはない。

　そんな想おもいと共に手を取り合って喜ぶ父娘おやこを前に、カチュアは「こほん」と咳せき払ばらいをして介入した。

「浸ってるところ悪いけど、まだ続きがあるのよ。……はい、これ」

「《ステータスカード》か。軍属時代に見て以来だな」

「ええ。施設内の入場申請その他に必要になるから、常時携帯しなさい。再発行は申請がすごく複雑で面倒だから、無くさないようにしなさいよね」

「……お父様。お父様のカード……見たい、です」

「ああ、かまわない。……雪ゆき奈なのものも見せてくれるか？」

「はい……お恥ずかしい、ですが……」

「いちいち顔を赤らめてもじもじしない。無駄に背徳的な空気になるでしょうが」

「そうか？　むしろ健全な可愛かわいさが増していると思うが……」

「黙れ親馬鹿」

　カチュアの辛しん辣らつなツッコミに苦笑しつつ、雪奈のステータスカードを眺める。

　それは、この人類再生機構・凰おう花かで軍籍を持つ者に発行される階級章にして身分証だ。

　個人の素質によって千差万別、大きなバラつきがある魔法騎士の能力を指揮官が手早く把握するため、一目でわかるようその能力を数値化し、簡単にまとめてある。




【白しろ銀がね雪奈】位階：武傑ブレイド　総合評価：Ｓ

　ＨＰ：７０３８　錬素総量：８９１０　攻撃力：４２２１　防御力：３１９０　敏びん捷しよう力りよく：４４７９




「……呆あきれるほど高いわね、本当に」

　雪奈のカードを眺め、カチュアが言った。

「桁けた違ちがいと言うしかないわ。今年度の入学生で二位に大差をつけてのトップ。総合評価がＳランクに達する初年度入学生は稀まれにいるけど、これは紛まぎれもなく人類史上最強よ」

「平均がＤ、各数値２ケタから入学可能だからな。正規軍の部隊評価でも、これ以上の者はいないだろう。それこそ最前線の駆逐部隊や遊撃部隊のエースにさえ」

「なるほど……すごいこと、なのですね」

　雪奈本人は己の能力の凄すさまじさに自覚がないようだ。比較対象となる他の魔法騎士を、冬とう真まやカチュア以外に知らないのだから無理もないが──。

　Ｓランク魔法騎士とは個人で一旅団に匹敵する実力を持つ場合がほとんどだ。危険度順に１から５のステージを設けられた胞子獣ベノムスダームの、ステージ４までであれば、たとえ群れで押し寄せてきたとしてもたった一人で退けられるだろう。

　そんな力を身に宿しながら無自覚な雪奈は、無む垢くなる危うさを秘めているといえた。

「……あの、お父様」

「何だ、雪奈？」

「お父様のカード、おかしい……？」




【白銀　冬真】位階：該当なし　総合評価：Ｄ

　ＨＰ：１０２　錬素総量：２２５　攻撃力：１７２　防御力：１５５　敏びん捷しよう力りよく：１４３




「低すぎ、ます」

　憤ふん懣まんやるかたないという様子で、雪ゆき奈なは頬ほおをわずかに膨らませた。

「お父様との訓練で、私は勝ったことがありません。おばさまも、手玉に取られました。それなのに、このカードの数値は……バグ。だと、思います……」

「俺はスペックの差を体質と技術で埋めていただけだ。そして、そうした数値化できない技能はカードに現れないというだけだよ、雪奈」

「でも……だとしても、Ｄランクというのは……おかしいです」

　眉まゆをひそめ、雪奈はカードに記された『Ｄ』の文字を指先でなぞる。

「雪奈が、お父様より優れてるところなんて……ありません。それなのに、こんなふうに……まるで、貶おとしめるみたいに書いてあるのは、嫌です。取り換えても、いいですか？」

「ダメに決まってるでしょ。ありえないわよ」

　見事な足を組み直しながら、ため息をついてカチュアが答える。

「ランク認定は能力値の総計と実績を鑑かんがみて設定されるものよ？　それこそ勝手に変えられるような類たぐいのものじゃないんだから、わがまま言うのはやめなさい」

「でも……でも……」

　憤懣やるかたないという様子の雪奈だが、冬とう真まにとってその反応は予想済みだった。

「俺の能力が評価外なのは、今話した通りだ。正規の基準にないから仕方ない」

「……でも……それじゃ、お父様が、可哀かわい想そうです……」

「いいんだ、俺は。俺一人のために全人類が平等に判定される現規定を変更するなんて、非合理的に過ぎる。カチュアをはじめ、評価してくれる人間もいるしな」

「ええ。その辺りは、学校側からフォローしてあげるわ。期待しなさい」

「本当に……大丈夫、ですか？」

「何よその疑いの眼まな差ざしは」

「おばさま、うっかりさんですから。雪奈は、とても心配です」

「ちょっ!?　待ちなさい、雪奈ちゃん!?　アタシ、この歳としでドジキャラ扱いなの!?」

「……え？　違うんですか？」

「無む垢くな小鳥みたいな顔で首傾かしげないでくれる!?」

　おどけたようなやりとり。雪奈の唇がわずかに笑むのを肉眼で確認する。

　冬真とカチュアは言葉ではなく、互いに視線を合わせてコンタクトした。

「皿が空っぽだ。食べ終わったようだな、雪奈。──さ、次は何をするんだったかな？」

「歯、きれいきれい、磨きます」

「よろしい。行っておいで」

「はい。……おばさま、雪奈がいない間、お父様に変なこと、しないでほしいです」

「しないわよ！　いいから行きなさい！」

　ちらちらと名残惜しそうに振り向きながら、洗面所に消えていく娘の姿を見送ると──。

　冬とう真まは急に声のトーンを下げた。

「──なるほど。俺が演じるのは、平均値。Ｄランク、というわけか」

「そうなるわね。規格外のアンタには逆に窮屈で難しいかもしれないけど」

　対するカチュアの声からも雪ゆき奈なとやり合う時の華やかな気配が消え、年齢相応の落ち着いた大人の色香がこもる。

「アンタの正体は、人類の最後尾──地底学園都市において、誰だれにも知られるわけにいかないわ。だけど、今回の任務は最低限の戦闘は想定しておきたいから……」

「完全無能力の一般人でもなく、多少は戦えても不自然じゃない範囲。納得の塩あん梅ばいだな」

「……ごめんなさいね、大変な役目を押しつけちゃって」

「何、いずれこの日が来ることはわかっていた」

　お茶の間に重たい空気が満ちる。




「白しろ銀がね冬真上級曹長に命ずる。白銀雪奈の身に万が一が起きてはならない。人類の希望たる世界最強のＳランクを一人前の魔法騎士に育てあげるのみならず、彼女から一時も目を離さずに守り抜き──《大災厄ブラストダウン》を回避せよ。……これは、特務指令だ」

「──了解した」

　カチュアの口から一字一句違わず告げられた、軍部最高司令──十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいからの伝言を聞き届け、冬真は静かに敬礼した。

　あくまでも普通の、ありきたりの『父親』として。軍の公式に残らない、《名無しネームレス》、白銀冬真が始動したことを知る者は、まだ少ない。

　波乱の毎日を過ごす覚悟を決め、彼は冷めかけた朝食を口に含んだ。





●終末のファウンデーション




　──人類再生機構・凰おう花か




　それは旧時代の叡えい智ちの結晶、地上での生存権を胞子獣ベノムスダームに奪われた人類の最後の、かつ、唯一の生存圏である。

　二〇三〇年に発見された未知の物質、錬素。特定の手順──『魔法』と呼ばれる行動に反応して物理法則を書き換える『魔法原因物質』の発見は、世界に革命をもたらした。

『魔法』を人類の新たな可能性として研究する試みは急速に進歩、発展を重ねて、科学的手段により再構築された近代魔法手順が開発される。

　そして花開いた、魔法を科学に応用するのではない、科学を魔法に応用する主客逆転、『魔法復古』は、産業革命同様の一大ムーブメントとして人類史を塗り替えた。

　当然のごとくそれは軍事分野にも応用され、肉体への直接投与によって錬素への親和性を増し、優れた魔法能力を有する人間──『魔法騎士』が誕生した。

　最先端の技術を誇り、超常の能力を以もつて悪を討つ英雄でもあった彼らの存在は、多くの人間にとって憧しよう憬けいの対象となった。

　隆盛を極めた魔法と科学の時代。人類の黄金期。

　その絶頂時代の旗手は紛まぎれもなく魔法騎士たちであった。

　二〇四八年に発生した世界大戦、そして、最初の《大災厄ブラストダウン》により起こった変異生物、胞子獣の大発生とそれに伴う致命的な環境汚染を経て、魔法騎士の存在は、人類の希望として現在まで長く永く重宝されてきた。

　今や魔法および技術のサポートなくして、人類の生存は不可能。

　そんな中にあって、生存不能と化した地球上に残された唯一の楽園──旧アジア地区・日本の地下最深部に建造され、お国柄精密に設計された魔法技術により完かん璧ぺきな環境循環を再現、人類再生の役割を担い、地球全人口およそ一千万人を養う人工の方はこ舟ぶね。

　それこそが人類再生機構・凰おう花かである。




　その最深部。人類終末の危機に安全を保障され、魔法騎士の育成と保護を目的に設けられた教育特区の最難関、極端なまでの選別主義と実力重視によって育成された生徒のみが通うトップエリート養成学園こそ、ロータス・ボトム第一魔法騎士学園である。

　将来の凰花を担う魔法騎士たちを育てるために設けられた揺り籠かご。生徒はおろか家族や縁者までをも含む、一個の都市に等しい規模を誇る教育機関。

　全人口のおよそ八割が学生となる最深区画ロータス・ボトムには第一から第十までの魔法騎士学園が存在し、全学園を総すべる統括生徒会が行政を司つかさどる。

　その中でも最も優れた人材が集うのがロータス・ボトム第一魔法騎士学園だ。

　統括生徒会の人材もほぼこの『第一』から選出され、統括生徒会長グラン・マリアも、この学園の首席生徒である。

　前線エンド、中核ミドル、最深ボトム。

　巨大地下エレベータにより接続された全三層構造の人類再生機構、その三分の一に相当する行政権を持つエリート校への入学は、すべての親が望む夢であり願いだ。

　魔法騎士の才能は体内の錬素総量という生まれもっての才能に左右される性質上、どうしても先祖代々才能がある家系の者が突出した英雄候補となることが多く、意外な才能を見み出いだされて『第一』に入学する生徒はほとんどいないが──。

　当然、何事にも『例外』はあった。




「軍装品のコンテナが優先だ、積み込み急げ。第二ステーションは軍専用だ！」

　拡声器を片手に貨物兵団の将兵が街頭に立っていた。

「新規入学生は迷わないように列を組んで移動すること。第二、第三より正門へ！」

「外部生は行先を間違えないように乗り換えること。急げ！」

　最深区画ロータス・ボトムの玄関口とも言えるエレベータ駅に、初々しい学生たちが列をなす。

　地上へ直結した巨大シャフトから植物の根のごとく無数に分岐した鉄道は、毛細血管のように都市の隅々まで、大量の貨物や人員を日夜の区別なく輸送し続けている。

「ふ、ふわぁ……大きい。広い。くらくらしてきちゃう……」

　慌てふためいた態度で、人混みに揉もみしだかれた少女が列からはみ出す。

　視界を埋め尽くす生徒の群れ、その大半は第二から第十学園の生徒たちだ。

　エレベータを中心に、最深区画は十のエリアに分かれており、それぞれの学区にひとつの魔法学園が備えられ、それぞれが異なる分野の教育を生徒に施している。

　ここ、中央ターミナルから直接校舎へ向かう第一生と違い、他の学園に通う『外部生』は、ここからの乗り換えで各学区へ移動するため、朝の時間帯はひどく混雑する。

　慣れた者ならそれを避けるため、出発を早め、あるいは遅らせるものだが──真新しい第一学園高等部の制服を着た少女に、そんな暮らしの知恵が身に付くのはまだまだ先だ。

「空気、おいしい……。やっぱり中等部とは違うなぁ。ふふっ♪」

　輝くような黄金の髪。陽ひに映えて蜂はち蜜みつのように輝くそれを二つに分けて結び、未来への希望に蒼あおい眼めを輝かせた、およそ十四、五歳さいの女の子である。

「緑も多くて、光の割り当てもたくさん……すごい、全部が全部公園みたい！」

　人ごみから離れ、少女は髪をそよがせながら表へ出る。ターミナル駅は高台にあり、超近代的な深部都市の光景が一望できるが、そこには驚くほど多くの緑があった。

　植物の発する自然酸素のリラクゼーション効果、疑似的に地上と同じように再現された空から降り注ぐ陽の光。人類の未来を担うエリート達たちのために整えられた最高の生活環境は、他のエリアで育った彼女の目には天国に映った。

（光が強くて眩まぶしいくらい。……ううん、第十学園地区が薄暗いのかな？）

　うきうきと道を歩き出す少女に、道ゆく生徒が振り返る。

　制服を突き上げる豊かな胸元、しっかり運動していることを窺うかがわせるしなやかな手足。

　ミルク色の頬ほおと金髪は東洋系ではなく欧州系の血を引く事を伝え、目にするものすべて珍しいと言うかのようなキラキラした眼め、好奇心に満ちたしぐさは子犬のようだ。

　何よりもその表情──明るく、今まさに人生の幸せを謳おう歌かしている真っ最中のような、柔らかで穏やかな笑顔はすれ違う人すべてをほっこりとさせる魅力を放っている。




　──少女の名はアレイナ・スクロヴェーニ。




　その襟元と袖そで口ぐちにつけた階級章は、最深区画ロータス・ボトム外周部の第十学園中等部を卒業し、そして高等部進学と共に第一学園へ『抜ばつ擢てき』されたことを示す成功者の証あかし。

　だが、そんな厳いかつい肩書きとはまったく裏腹に彼女は。

「あれ？　……あっ、猫!!　猫さん、います!!　わ[image: ][image: ]っ、すごいっ!!」

　チラリと目の前を跳びすぎていった猫を追いかけて、子どもそのものという無邪気な笑顔で走り出した。

　都市内ストレス緩和のため、一定数放たれた『地域猫』。資源節約の観点からペットの私有が認められにくい学園生徒の間で可愛かわいがられ、写真データなども流通している。

　目を輝かせて猫を追いかけていくと、ある裏路地へとすばやく飛び込んでいくのが見え──薄暗いそこに、わずかに彼女は躊ちゆう躇ちよして。

「……ちょっとだけ、ちょっとだけっ。せめて写真を撮らせてくださ……あれ!?」

　ビルの隙すき間まに身を乗り出した時、資材の陰に古くなった毛布を丸めた寝床が見える。

　恐らく生徒が寮から持ち出したのだろう。一校のマークが入った毛布に包くるまれたのは、産まれたばかりの小さな子猫で──彼女が追いかけてきた猫は母猫らしく、労いたわるようにその顔を舐なめていた。ぐったりとした様子で鳴き声も儚はかなく、苦しそうに見える。

「子猫……。あなたの赤ちゃん、ですか？」

「にゃ～お……」

「ええと……。ちょっとだけ、失礼しますね。……診せて、ください……！」

　指先を伸ばし、ヒトの臭においをつけないよう、魔力波動のみを放って子猫を診る。

　脳内に描かれるワイヤフレーム。

　波動に跳ね返る病巣の影から問題を読み取り、同時に対策を考えて──。

「……都市管理機構の調整を受けていますから、栄養は足りてますね。遺伝子上の問題で、いくらか内臓機能に障害が……いけません、腎臓機能が、低すぎます」

　長い長い閉鎖環境下での繁殖は、人類以上に遺伝子プールの小さい愛あい玩がん動物、犬や猫の抱える社会問題として取りざたされている。そんな生まれながらのハンディを背負った一匹は、放置しておけば保健局が回収して治療する、あるいは──。

（……生存が困難として、処分されてしまうかも）

　ぐったりとした子猫を懸命に舐める母猫を見おろし、アレイナは一瞬だけ悩み。

「猫さん。……ナイショ、ですよ？」

「にゃ!?」

　いたずらっぽく微笑ほほえむと、伸ばした指先に魔力が灯ともる。

「固有絶技ロイヤルアーツ──《女神の唄ゴスペルソング》」

　それは妙たえなる調べ。救い手が奏でるラッパのような音と光が路地裏に響き、奇き蹟せきの力が病んだ子猫に降り注ぐと、その衰えた内臓機能を回復させ、遺伝子を修復していく。

「にゃあっ」

「……もう、大丈夫ですよ。ふふっ……よかった、猫さん……♪」

　汚れた毛布の中で、鼻先を弾はじかれたように頭を上げる子猫。

　ふにゃあ!?と声を上げ、親猫が訝いぶかしげに鼻を鳴らすが、うってかわった元気さで子猫は親猫にじゃれつきながら、ふたかたまりの毛玉となってゴロゴロと揉もみ合う。

（よかった……誰だれにも、見られてない）

　錬素を含有する魔法騎士、またはその候補生に稀まれに発現する固有絶技。

　中でも負傷や病気を治療する回復術式の使い手は軍医候補生として扱われ、優遇される。しかしアレイナはその厚遇を受けず、自らの絶技を隠し、学業のみで一校進学を決めた。

（この力は、隠すこと。……誰にもバレなければ、お父さんとお母さんの言いつけを破ったことにはなりません、よね？）

　両親への後ろめたさを感じながらも、猫を救えたことに安あん堵どする。

　と、ちょろりと子猫の傍そばを離れた母猫が、アレイナのブーツにまとわりつくように身を擦りつけてきた。

「きゃっ。あははっ、いいですよ、お礼なんて」

「にゃぁおんっ♪」

「ふふっ、かわいい……♪　お友達になってくださいね。あっ、どこ行くんですか？」

　アレイナの足元をすり抜けると、母猫は路地を飛び出す。

　子猫のために餌えさでも獲とりに行ったのだろうか。

　逃げられて残念そうにその背を見送るアレイナの、その耳が、不吉な響きを拾った。

「……フギャッ!?」

「猫さん!?」

　路地を飛び出した猫を、魔法の弾丸が貫いていた。

　インスタントに組める攻弾術式。

　威力はせいぜい小石を思い切りぶつける程度だが、小動物を傷つけるには十分で──猫の頭をかすめ、耳をちぎって消えた不可視の弾丸は、とっさに動けずにいたアレイナの靴先で魔力を失い、消きえ失うせた。

「大丈夫!?　……何てことをするんですか、あなたたち!!」

　アレイナは真新しい制服を血に汚すことを厭いとわず、息も絶え絶えの母猫を抱き上げる。

「はあ？　……何だ、この金髪女。外部生、しかも『白豚』かよ？」

　──白豚。

　欧州を含む旧ユーラシア地域から人類再生機構へとやってきた移民を祖先とし、眼めの色や肌の色が違う白はく麗れい種しゆへの蔑べつ称しようを堂々と吐いて、少年たちは彼女に迫せまる。

「待て、あの階級章。……お偉い一校生サマじゃねえか。しかも『編入組』……ガイジンが股またでも開いて潜りこみやがったのかよ？　白いケツは最高のオモチャだもんなぁ！」

「……その階級章……『ダイハチ』……っ!?」

　現れた少年たちは、ひと目でわかるほど無頼な空気をまとったゴロツキ紛まがい。

　第八魔法学園……初等兵教育に定評のある実践教育で有名な第八学区は、荒っぽいことで有名だ。最前線に配属される戦闘兵団や駆逐兵団の補充兵となることを想定され、戦闘以外の教育をほとんど省略された生徒たちは、粗暴で問題行動が目立つ。

　彼らのエリア内では生徒グループ間の抗争や対立が過激化しており……近年はそれから落ちこぼれた者たちが授業をサボタージュし、他学区に流入しつつあった。

（相手は、四人……。攻弾術式を使えるということは、陸戦科。無理……！）

　アレイナは戦闘経験がない。そもそも文官候補で訓練も最低限しか受けておらず、柄は悪くとも屈強な陸戦科の男子生徒四人を相手に勝ち目はまったくなかった。

　だが、それでも──目前の暴挙を見過ごせず、彼女はキッと顔を上げる。

「なぜ、こんなことをするんですか!?　誇り高い軍属として恥ずかしくないんですか!?」

「ハッ。使い捨ての駒こまにされるのが決まってる俺達たちと違って、さすがエリート様は言うことがハイソでいらっしゃる。お高く止まってんじゃねえよ、白豚が！」

「もともとこのロータス・ボトムは旧アジア──お前らを入れてやったのは『情け』だ。それなのに偉そうに俺たちを顎あごで使いやがって、ふざけんなクソが！」

「……きゃっ!!」

　襟首を掴つかみ、持ち上げられる。プチプチと音をたててボタンが弾はじけ、はだけた胸元から清せい楚そなレースで包まれたブラの影が覗のぞくと、男たちは情欲に満ちた目を向けた。

「エロい下着つけてやがるなあ……。おいお前ら、このクソ女に『教育』してやろうぜ」

「おう。士官候補さまに現実を見せてやるよ」

「へへっ……。おい、みんなも呼ぼうぜ。たっぷり楽しませてもらえそうだ……！」

「白豚のおっぱいってのも、いっぺん見てみたかったんだよなぁ……へへっ」

「っ……!!」

　怖くて、声が出ない。

　血まみれの猫を抱き、震えて縮こまるアレイナを取り囲む男たち。ヤニ臭い野蛮な体臭と興奮しきった体温に、少女の肌がぞっと粟あわ立だつ。

（いや……誰だれか、助けて……!!）

　だが、通学路から外れた街路には通行人の影すらない。

　それでも通りかかった数名の一校生は悪名高い『ダイハチ』の姿を見たとたん踵きびすを返し、見ないふりをし、関かかわり合いを恐れるように顔を背けてさっさと通り過ぎていく。

　誰だれも助けてくれない。このままでは、何をされるか……！

「いや……っ!!　助けてください、誰か……!!」

　頭に浮かび上がった最悪のビジョンに、アレイナが眼めをきつく閉じた時──




「──了解した」

「なっ!?」




　驚くほど間近で聞こえた声に、『ダイハチ』の四名が退いた。

　その間かん隙げきを、それこそ猫のように素早くすり抜けて──まるで影のような男が彼女との間に割り込むや、白けたような無表情で掌てのひらをつきつけて男たちを止める。

「雪ゆき奈な、その子の保護を頼む。いけるな？」

「はい、お父様。──あの、雪奈がお片付け……しますか？」

「いや、いい。……悪い子どもを叱しかるのは、大人の役目だからな」

　割って入ってきたのは男のみではない。

　へなへなと街路に座り込んでしまったアレイナの前に、新雪のような銀髪の少女が──階級章から、同じ一校の外部入学生だとわかる人物が立ちはだかる。

　その少女が誇りと信頼に輝く目を向ける、スラリとしたスーツ姿の背中。その姿は同じ目線で見上げるアレイナにも映り──振り返った拍子に覗のぞいた、平凡な顔立ちながらも、ハッとするような鋭い眼まな差ざしが心に刻まれた。












「大丈夫だったか？」

「は……はいっ!!」

　アレイナ・スクロヴェーニはこの時──『運命』に出会う。

　特徴のない顔立ちに鋭い眼めをもつ男と、妖よう精せいのように美しい少女。憧あこがれと共に見上げる英雄の背中と、生涯の親友を彼女は今、初めて目撃したのだった。





　　　　†






「はあ？　……何だよ、オッサン。階級章がねえってことは、予備役か？」

「教官でもねえなら引っ込んでな。ま、教官だとしてもてめェみてえな文民クラスなんざ、しょせん後方でマスかいてる雑ざ魚こにすぎねえ。陸戦兵サマに逆らってんじゃねえよ！」

　……何ということだろう。

「しばらく育児に専念している間に、ダイハチの陸戦科規定が大きく変わったらしいな。保護すべき文民を公然と侮辱し、暴行までほのめかす。軍法会議ものの重罪だ」

　石器時代からタイムスリップして現れたかのような男たち。

　ゴリラを思わせる筋肉をまとい、モヒカン、ドレッドヘアやスキンヘッドなど特徴的な髪型で決めた四人を前にして、白しろ銀がね冬とう真まは浦島太郎の気分を味わっていた。

「俺が学生の頃ころもダイハチは荒っぽかったが、気のいい奴やつらばかりだったぞ。前線では、皆逃げずに最後まで戦い抜く精鋭揃ぞろいだった。それが、これか……」

「お父様……第八魔法騎士学園陸戦科の戦闘規定と、法務課の見解……今、確認しましたが……そんな変更記録、ない、みたいです。つまり、この変な人たちは──」

　嘆く父の背後から顔を出し、雪ゆき奈なが手帳タイプの情報端末で口元を隠しながら言う。

　すると冬真は振り返り、拳こぶしを固めて今にも殴りかかってきそうな『ダイハチ』の四人をほぼ完全に無視すると、まるで生徒の誤答を諭す教師のように言った。

「変な人、と呼んではいけないぞ、雪奈。確かに多少挙動におかしい点はあるが、卒業後のお前は彼らのような兵卒を率いていく立場だ。尊重すること」

　──いい機会だ、雪奈を一人前の魔法騎士に育てるための、チュートリアルとしよう。

　そう考えて注意する冬真に、雪奈は素直にうなずいて。

「はい、お父様。では、この場合……どう、呼べばいいでしょうか？」

「そうだな。……多少悩むところだが、『軍令違反容疑者』あるいは、『軍役不適格者』と呼ぶのが正確だと思う。憲兵の捜査によってどちらが適切か判明するだろう」

「……てめェ、死にてえらしいな!!」

　あくまで慇いん懃ぎんに接する冬真に、よほど怒りを煽あおられたのだろう。

　油でも塗っているのか、テカテカと光る筋肉の束を誇示するように力ちから瘤こぶを膨らませると、四人の自称・陸戦兵は殺気を滲にじませて腰に手をやり、小型の魔法騎器デバイスを抜く。

　指先から走った魔法式の構成を読み取るや冬とう真まは告げる。

「訓練用攻弾術式Ⅰ──錬素模擬弾９㎜核12連詠唱型収束具か。訓練用を持ち出したな？　非武装地域に必要もなく携帯するとは、さらに罪状が増えるぞ」

「ああ、そうかい。てめェの認識票にそう書いておきな。──クソ野郎」

　言うと、先頭に立っていたひとりの『ダイハチ』が冬真に向けて引き金を引いた。

　その瞬間、特殊カーボンで成形された銃口に十二枚の仮装魔法陣が展開。一枚が収束して直径９㎜の魔法弾を形成すると、そのまま不可視の圧力に押し出されて音速を超える。

　──死んだ！

　その場の四人は、そう確信しただろう。

　訓練用の術式とはいえ、防御式が組み込まれたボディースーツ着用を前提としたものだ。無防備の人体などたやすく貫通、頭ず蓋がい骨こつをブチ割るだけの破壊力は十分にある。

　銃口を避よけるでもなくつまらなそうな顔でただ立っているだけのスカシ野郎が吹っ飛び、血ヘドを吐いてくたばる瞬間を少年たちは妄想し、だが──

「──お前達たち、陸戦訓練で何を教わったんだ？」

「へごっ!?」

　竜巻が起きた、と『ダイハチ』は思った。

　音もなく一歩踏み込んでいた冬真の腕が少年の手首を巻きこみ、銃口をあらぬ方向へ向けている。収束した９㎜錬素弾が訓練用の派手な光を引いて空へ消えた。

　手首、肘ひじ、そして肩。屈強な陸戦兵の関節を片手で制圧した冬真は、やれやれと言いたげなしぐさで眉まゆをひそめると、出来の悪い学生を叱しかる教師そのものの態度で言う。

「化学反応を利用する火薬式の拳けん銃じゆうと違い、魔法式の場合術者の演算能力によって発動に大きなラグが発生する。魔法詠唱式の授業はサボッていたのか？　この程度だったら魔法なんか使わず、素直に拳銃を使った方がよっぽどマシだ」

「ががががが……っ!?　痛いてェ、いてえよおおおっ！　は、放せ、いてて……！」

「格闘技能もひどい。近接格闘、ＣＱＣ実習に出ていないのか？　この極め方だと下手に力をこめれば、自分の筋力で自分の関節を破壊するだけだ。俺がかけているのと同じ方向に自分の体を進ませて、動きで外すのがセオリーだろうが。まったく……」

「い、いぎぎぎぎぎぎぎっ!?　な、なこと言ったって……ぎゃあっ!?」

　ゴキッ、と鈍い音が響き、少年は泡を吹いて道路に倒れた。

「て、てめえ、何しやがった!?」

「肩関節を外しただけだ。……栄養管理やトレーニング抜きに、増幅術式を継続掛けして肥大させた筋肉は柔軟性に欠ける。怪け我がの原因だぞ、注意すべきだ」

「……スカしやがって。マジでブッ殺してやる……！」

「先程の攻弾術式だけでも当たれば殺害は可能だが、何をいまさら言ってるんだ？　ああ、もしかして脅しのつもりなのだろうか……どうせなら攻撃してから脅せばいいだろうに」

　心底不思議そうに、冬真は言った。

「殺す、殺すと言いながら何もしないのでは──ただの雑ざ魚こにしか見えんぞ？」

「……やっちまえ!!」

　残る三人の少年たちが、次々にその固有術式を発動していく。

　それは魔法騎士の象徴、錬核武装の劣化品。その身に備わった固有の魔力属性を利用し、結界型防御、身体能力増幅などの効果をセットにした『属性術式』だ。

「炎、風、地か。……ということはこの倒れているのが水か？　いささか似合わないな」

「うるっせェ……死ねや!!」

　三人の『ダイハチ』の全身を、光り輝くエレメントが覆おおっている。モヒカン刈りが炎、ドレッドヘアが風、スキンヘッドが地──簡易とはいえ実戦用の術式だ。

（……少し、面倒だな）

　冬とう真まにとって、叩たたき潰つぶすだけなら造作もない相手だ。

　しかし──雪ゆき奈なの後ろで『はわわわ……』と震えている一般生徒アレイナの目がある以上、設定されたＤランクのスペックを超える挙動は避けなければ。

「うらぁッ!!　──燃えつきやがれっ!!」

「おっと」

　モヒカン刈りが掲げた掌てのひらから、灼しやく熱ねつの波動が噴射される。

（燃焼の結果として発熱するのではなく、直接『熱』という現象を具現化する魔法術式。構成文字数は二万五千六百文字、50ＫＢ程度か──学生にしても酷ひどいな）

　軍用魔法式ならば、『熱』『拡散』『増幅』など段階的に詠唱を区切り、同時多重詠唱を行った後に収束具で走らせ、ひとつの式とするのが普通だ。

　だがこれは『熱』という式のみを覚えて使っているのだろう。技術的には話にならないレベルだが、こちらは設定上Ｄランク。式の構成から読み取った限りでは、モヒカン頭の錬素総量と攻撃力はＣランクに手が届く程度には高く、力で押し切られるのが自然だ。

「────くッ！」

「へっ、防ぎやがったか。だが、次でッ!!」

　灼熱の波動に対抗するフリをして、大おお袈げ裟さに払いのける。

　あえて消去せずに浴びた熱波が前髪をチリリと焦がし、耳元をすり抜ける。調子に乗って攻めかかってくる男を冷静に見据えて、冬真は極少量の力を靴に込める。

「ぐはっ!?」

　冬真はモヒカンの二撃目をわざと受けて、ダメージを受けたフリをして後方に吹き飛ぶ。

　すると──

「っだぁ!?」

　攻撃した側であるはずのモヒカンもまた、膝ひざを抱えて痛がり出した。

　当然、それは冬真のしわざである。

　二撃目を放つ直前に割り込み、膝を蹴けったのだ。

　本来なら踏み潰すところだが、そこはあえて防御式で軽減できる程度にとどめておいた。

　ギリギリ食らいついたという演技をしながら、戦意をくじく程度に痛みを与えて撃退し、憲兵を呼んで逮捕させれば決着はつく。

　と、判断したのだが──




「……お父様に、何をするんですか……？」

「っ、雪ゆき奈な、よせ！」

　雪奈という不確定要素が、その計算式を狂わせる。

「ごへあっ!?」

　燕つばめが滑空するかの如ごとき雪奈の蹴けりが、真横から男の肋ろつ骨こつに突き刺さる。

　全身を覆おおう炎の障壁を学校指定のローファーが軽く貫通し、男は黄色い胃液を吐きつつ体を曲げて悶もん絶ぜつする。

　集中力を失い維持不能となった防御式が消えるのを見て、他の男が叫んだ。

「ぶ、武器も使わず防御術式を貫通しやがった。バカな、弾丸さえ熔とかす高熱だぞ!?」

「錬素量の違い、だな」

「はあ!?」

「火は氷を熔かすが、ロウソクの火に氷をトン単位で叩たたき込めば、熔ける前に火が消える」

　属性の不利を補って余りある、ケタ違いの能力差。

「くっ……増幅式を使ってやがるのか？　ただのチビガキじゃねえのかよ、クソ！」

　緑の風に包まれたドレッドヘアの男が、警戒するようにファイティングポーズをとる。

　一歩退ひいて場を見守る冬とう真まを守るように進み出た雪奈は、そんな男に平然と答えた。

「増幅式、ですか？　えと……保有錬素をつま先にまとっただけ、ですよ？」

「なっ……何、だとおっ!?　てめえ、Ａ……いや、まさか、Ｓランク!?」

「遅いです」

　敵の能力を読み違えるどころか、戦力の把握すらままならない者に勝ち目はない。

　コオオオッ……と、短い息吹と共に雪奈の全身に錬素が満ちる。小柄な少女の肉体が、ただ本来の力を呼び覚ましただけで防御式に包まれた男たちを遥はるかに凌りよう駕がする強度を得た。

　それは術式ですらない、基礎能力値の解放、ただ、それだけ。

「軍令違反、とか……難しいことはわかりません。でも、お父様への暴力だけは……司法がどーこーは関係なく……普通に許せません」

「な、舐なめんなあああぁぁぁぁっ!!」

　……遅すぎる。

　もはや絶望すら感じ、冬真は目を覆う。

　ドレッドヘアが全身にまとった風を束ね、竜巻を起こして雪奈を狙ねらおうと式を構成。

　演算──発動までが遅い。たかだか50ＫＢ程度の実行に数秒もかかっているようでは。

「えい」

「ごへっ……!?」

　雪ゆき奈なの速度に、敵かなうはずがない。

　スカートを翻し合成皮革の靴底に包まれた足から延髄を斬きるような蹴けりが繰り出され、ドレッドヘアは舌を伸ばして悶もん絶ぜつする。

「ノックアウト、か。……雪奈。ちょっといいかい？」

「はい、お父様。……もう少しきつめのおしおきのほうが良かった、ですか？」

「逆だ。雪奈は手加減を覚えなさい」

　仮にも最前線送りがほぼ確定している『ダイハチ』の陸戦兵候補が、いかにランク差はあれど格闘戦でたやすく、高等部へ進学したばかりの子どもに叩たたきのめされる……。

　マンガじみた光景を前に激げき昂こうし、最後のひとり、スキンヘッドの大男が歩み出た。

「手加減だぁ？　ふざけやがって。見てな、俺は雑ざ魚ことは違うぜ！」

　凄すごむスキンヘッド。その全身は結晶状に硬化した防御式で守られていた。あらゆる急所をくまなく鋼鉄の鎧よろいで包んでいるに等しいそれに、彼は自信を口元に載せて笑む。

「俺の防御式は破れねえぞ。地属性の結晶装甲は、実戦でも使われる人間要よう塞さいだ。生身で破れる強度じゃねえ！」

「……そうなのですか？　では、雪奈も本気を出した方がいいでしょうか……？」

「そのツラ、ぐちゃぐちゃにしてやんよ。整形手術の予約を忘れんじゃねえぞコラァ!!」

「たしかに、手術が必要になるかもしれんな……雪奈、ほどほどにな？」

「はい……お父様」

　こくりとうなずいた雪奈の体をなめるような冷気が絡みつく。




「──白く咲けきて。《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》」




　雪奈の持つ魔法騎器デバイスが激しい振動とともに白い光を放ち、猛烈な吹雪ふぶきが彼女の体を覆おおう。次の瞬間──そこには少女の姿はなく、固く閉ざされた氷の蕾つぼみが鎮座していた。

　ぱぁん──と、涼やかな音。ダイヤモンドダストを散らして花が咲く。

　煌きらめく氷の粒の中心で白と黒の相反する戦衣がひらめいた。華きや奢しやな手足を覆った可か憐れんな衣装。白雪姫のような髪に載った王冠は、世界最強のステータスを与えられたＳランクにふさわしい騎士王の証あかし。両手には伝説の名刀、抜けば玉散る絶対零度の刃やいば──『玉散』と『三氷』、二刀の業わざ物ものが煌めく。

「な、なんだこれは……錬核武装、なのか？　こんなの、見たことねえぞ……」

「江戸期の読み物なのだが。もう少し古典の勉強をすることをオススメする」

　何な故ぜなら人類史にまつわる知識は、史実であれ架空の伝説であれ、魔法騎士の力の足しにこそなれ荷物にはならない。

　錬核武装──魔法騎士は、錬核と呼ばれる触媒を用い魔法騎器で起動した特殊な魔法式と合わせることで人類が積み上げてきた歴史そのものを、武器や戦衣の形に凝縮して身にまとう。

　錬素とは超高密度な情報体。地球という星の記憶を保存した自然界の記録媒体。そして、その情報の密度は必ずしもすべてについて平等というわけではなく。

　偉大なる英雄、誰だれの記憶にも残る創作の登場人物、はたまた神に至るまで──。

　人類史の中で長く強く語られてきた存在が記憶された錬素をかき集めると、一個の宝石大の結晶──錬核になる。

　そしてその錬核に刻まれた存在と意識を同調し、理解し、錬素を通じて疑似的に英雄の力を借りる、それこそが選ばれし魔法騎士の本当の力なのである。

　ゆえに人類史や物語を学ばぬ姿勢は、魔法騎士としては下の下と言わざるを得ない。

「ふぁ……？」

　パァン！　と、氷が弾はじけるような音とともにスキンヘッドの頭が仰のけ反ぞった。

「峰打ち……あれ？」

　かすかに首をかしげた雪ゆき奈なの声は、男には聞こえていなかっただろう。

　軽く当てただけの刃やいばはちゃちな防御術式を易やす々やすと突き破り、剣の峰が顔面を捉とらえ、男の鼻骨をひしゃげさせていた。折れた数本の歯が宙を舞い、涙と汗と唾だ液えきが醜く飛び散る。

「ば、ばひゃな……お、おでの、防御は、攻弾術式さえふせぐ……のに……」

「頭が……悪すぎる……」

　冬とう真まは絶望的な気持ちで天を仰いだ。

「分厚いプレートメイルを着たところで象に踏まれれば圧死する。当然の摂理だろうに」

　錬核武装さえ必要なかったかもしれない。

　不可能な実験なのでこの仮定には何の意味もないが、雪奈のステータスを以もつて全力で殴れば、地球のマントルでさえ素手で砕ける。

　弾丸を何発防げようと、その程度の障壁、雪奈の破壊力の前では暖の簾れんに等しい。

「ひ、ひいいいいい何だコイツ！　無む茶ちや苦く茶ちやだああああ！」

「あばっ、までっ、おでも、おいでぐな！」

　雪奈のデタラメな戦闘力に恐れ慄おののいた『ダイハチ』が足をもつれもつれ、逃げ出そうとした。旗色が悪ければ撤退。なるほど、初めて賢い選択をしたなと冬真は感心した。

　問題は、その決断がいささか遅すぎたことだ。

「あ、あれ、足が、動かな……って、冷たっ！　冷たい冷たい冷たい冷たい!?」

「ぎゃあああああ！　足がっ、足があああああ！」

　男たちの足が、真っ白な氷に覆おおわれていた。いつの間にか白い冷気が路地に満ち満ちて、無関係な者には「今日は何か涼しいな」という感覚を、不届き者には死を覚悟するほどの絶対零度を与えている。

「雪奈の錬素属性は『氷』……つまり、温度低下だ。術式を作動させるまでもなく、ただ励起させれば周囲の気温は低下し、多少の意思を込めれば対象を凍結する」

「これ……どうしましょうか。コチコチになってしまいますが……」

　真っ青な唇をガチガチと震わせる男達たちの前にちょこんとしゃがみ込み、氷漬けの足を指でつんつんつつきながら、雪ゆき奈なは上目遣いに振り返る。

「カゼをひくのと、全身霜焼けぐらいは我慢してもらおうか。大丈夫だ、死なない。多少の応急処置は必要だが、それは看護兵か憲兵の仕事だ」

「なら問題ありませんね」

「え、えぇ……ほ、本当に大丈夫なんですか……？」

　あっさりうなずく雪奈の後ろで、金髪の少女が心配げな眼まな差ざしで男たちを見ていた。

　あんな目に遭ったというのに純粋に彼らを気遣っているようだ。雪奈を見る目にも驚きと尊敬の感情はあっても、ネガティブなものはまったくない。

　そんな反応に興味をそそられ、冬とう真まは振り返ってひとつ尋ねてみた。

「君は、雪奈が怖くないのか？」

「え？　……錬素総量がすごく多いだけですよね？　たぶん……Ｓランクですか？」

「その分析は正しいな。あの連中とは格が違う、申し訳ないことにな」

「はい。けど、普通に使いこなしているわけですから、怖がる理由なんてありませんよ。ものすごく力の強そうな人を見て、びっくりすることはありますけど」

「なるほど。それは……そうだな」

　驚くほど常識的な答えに、冬真はまじまじと少女を見た。いかにも穏やかそうな少女が、大人の好感を稼ぐ小こ狡ずるさではなく、ストレートな本音で今の言葉を言ったのがわかる。

　先ほどまで暴行されかけていた被害者にしては、人が好よすぎる気もするが──。

「……君は、いい子だな。名前は？」

「アレイナ。アレイナ・スクロヴェーニと言います。あの、ありがとうございました！」

「俺は白しろ銀がね冬真、あっちは娘の雪奈だ。……怪け我がはなかったか？」

「はい、びっくりしただけです。あの、冬真さんこそ、よければ、治癒を……！」

「その齢よわいで治癒術式を覚えているのか？　すごいな、今年入学なら緊急治療免許が取れる最低年齢ギリギリだと思ったが……まさか、無免許、というわけではないだろう？」

「大丈夫です。高等部受験の時、取りましたから！」

　治癒魔法は医療行為である。人体の構造を正確に把握していない時点での治療は後遺症の危険が残ることから緊急時以外禁じられており、他者への使用が認められるのは総合的な治療が可能な医師免許、ケガのみの治療に限定された緊急治療免許などが必要だ。

　このおっとりした金髪の少女は、思わぬ秀才らしい。下限ギリギリの十五歳さいで、本職の衛生兵が取るような資格をすでに持っているとは。

「……あれ？　火傷やけどは、してないですね。さっき炎を浴びたのに……」

「当たりどころが良かったみたいだな。前髪の先が焦げただけだよ、癒いやすまでもない」

「すごい……いえ、あの動きは偶然というより、うまく避よけた……そんな感じでした！　波を乗りこなすみたいに受け流して、逃がすような」

「よく見ているな。……昔取った杵きね柄づかだよ。軍属にはなれなかったが、初等教育はきちんと履修したからね。君も卒業までみっちり学べば、これくらいはすぐできるさ」

　──思ったより敏さとい子だ。

　脳内で冬とう真まは、アレイナ・スクロヴェーニの査定を上方修正する。無意識のものだろう、相手に興味を持ち、能力を把握するのは士官候補として得難がたい資質だ。

（……あいつはそれで、苦労していたからな）

　学生時代のカチュアなどは、圧倒的な才能ゆえに周囲の評価を低く見積もりすぎる──つまりは侮りすぎる傾向があり、それで何度も痛い目を見ていた。

　だがこの少女に限って、その心配はいらないだろう。周りへの気配りができ、労いたわりの心を忘れない者は、矢面に立つ騎士にこそ向かないが、兵がよくなつく士官になる。

「すごいです。娘さん……雪ゆき奈なさんの出力も凄すごいし、感激しました！」

　──まるで子犬だな。

　ぱたぱたとスカートの裾すそで翻る、柴しば犬いぬの尾が見えるような気がする。

　金髪の少女アレイナが曇りなき尊敬の目で彼を見上げていると──、その様子に氷漬けになったスキンヘッドの頭に霜で奇き天て烈れつな落書きをしていた雪奈が気づき、「むー」と、頬ほおをふくらませた。

「お父様は、雪奈のお父様です。取ったら、ヤ、です」

「ええっ!?　ご、ごめんね。そんなつもりじゃなかったんだけど……」

「それに、雪奈より、お父様のほうが凄いですから。雪奈のことは褒めなくていいので、お父様のことだけ称たたえてください」

「そ、そうなんですか？　凄いって、えっと、どのくらい……？」

「雪奈が１ぱわーなら、お父様は……ひゃくまんぱわー、くらいです。計算とか、できないです。い───っぱい上、なんです」

「わあっ……！　とにかく、凄いんですね！」

「知能指数が下がりそうな会話をするんじゃない、雪奈。まったくお前は、賢いくせに、たまにどうしてそう変な冗談を言うんだか……アレの影響だな、これは」

　時折自宅を訪れる、へらず口の絶えない『悪友』の顔を思い出し、冬真はぼやく。

「お前はＳランクで、俺はあくまでもＤランクだ。錬素総量の差は絶対的なもので、今も出力負けして攻撃を食らったくらいだ。人の実力は正確に判断しなさい」

「そんなこと、ないです。正確なら、なおさら……雪奈のほうが下、です」

「お前が上だ。認めなさい。それがルールなんだ」

「ヤ、です。そのルールは、雪奈のルールと違いますから、拒否します」

「こら、雪奈。……すまないアレイナ嬢、聞き分けのない娘で。見捨てないで、できれば仲良くしてやってくれ。多少とっつきにくいところはあるかもしれないが……」

　困ったように、ズボンにすがりつく雪奈をなだめる冬真。

　その顔は、どう見ても娘のわがままに困り果てる若い父親でしかない。後ろに氷漬けになったゴロツキまがいが四人倒れていても、今のふたりがもつ空気は自然だった。

　それを感じ取ったのか──アレイナは怯おびえのない、穏やかな表情で微笑ほほえむ。

「あの、雪ゆき奈なちゃん？　……今日、一校入学なの？　あの……私も、そうなんです！」

「……そう、ですか」

「うん。よければ、お友達になってくれると嬉うれしいな。いろいろ、お話しさせて！」

「お話……ええと……私の会話カテゴリの中には、『お父様の話』『お父様の話』『魔法術式の話』『お父様の話』くらいしか、ストックが……ないです……」

「おい雪奈。それはどう考えてもダメだろう。だからちゃんと娯楽アーカイブに目を通し、コミュニケーション用の話題を考えておけと言ったのに」

「でも……どんなアイドルや、どんな英雄を見ても、凄すごいと思えなくて。どう考えても、お父様の方が凄いです」

「そういう問題じゃない。共通の話題が必要だ、という話でだな……」

　きょとんと見上げてくる娘の不思議そうな顔に、何と説明したものかと悩んでいると。

「ふふっ……あははははっ♪　面白いんですね、雪奈ちゃんって！」

「……面白い。そう、なんでしょうか？　わかりません」

　こてん、と首を傾かしげて不思議そうな雪奈の手を、アレイナはがしっと強く握った。

「ええ、とっても。あの、私、お父さんの話がいいな。とっても聞いてみたいです！」

「……それなら、大丈夫です。会話カテゴリ、『お父様の話』ならいくらでもいけます」

「はい。……かっこいいお父さんの話、たくさん聞かせてください！」

「……はい。わかりました……」

　不思議なほど素直に受け入れた様子で、雪奈がつないだ手を上下に揺らす。

　アレイナが楽しげにそれに従って、まだまだ幼い少女たちは激しすぎる握手をしながら、年相応の笑顔を交わす。そんな様子を微笑ましく見守っていると──。

「あの……救護班、お願いします……」

「後にしろ。今、娘の『初めての友達』を記録しているところだ」

「たす……け……て……死ぬぅ……死んじゃぅぅ……」

「我慢しろ。お前たちのＨＰは回復できるが、娘の笑顔は一瞬だ」

　氷漬けになった男の懇願を無視し、かわいい娘の歴史を端末の機能で録画しつつ。

　レンズの向こう側で、冬とう真まはどこか冷静な眼めでアレイナを眺め、口に出さずに呟つぶやいた。

（ＧＢ単位の固有術式展開痕。いや、これは──『絶技』の領域か。やるじゃないか）

　ダイハチの四人が使ったＫＢ単位の簡易術式とは、単ケ位タ違いの情報量。

　その構造式の残ざん滓しを読み取り、その性質まで推理しつつ──冬真は必死で端末を掲げ、最高のアングルで友情を結んだふたりの姿を記録しようとするのだった。





●入学式




　──遥はるか地底にあれど、久遠の空は果てしなく蒼あおい。




　全三層からなる人類再生機構の各区画は、人類黄金期の技術力を結集して作られた巨大地下構造だ。衰退してなお一千万の人口を養う総面積は、社会行政を担う十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの機密データとして隠いん蔽ぺいされており、公開されてはいないものの──。

　食料生産を担う農業ブロック、各大陸の特異な自然環境を再現した自然保護特区、海洋生物遺伝子の保護を目的とした擬似海洋まで存在することから極めて広いと言える。

（元々は、日本の地下１００㎞ほどで発見された地底大空洞開発計画が起源と言うが──）

　少なくとも白しろ銀がね冬とう真まが知らされている過去の歴史記録では、そうなっていた。

　その成立は中生代にまで遡さかのぼると言われた大空洞は、黄金期を迎え繁栄を謳おう歌かする人類の手近な開拓地として、各国の盛んな資本投入により急激に発展したらしい。

　宗教も文化も異なる民衆を広く受け入れるため、人類再生機構成立以前の日本政府は、区画ごとの景観整備と分譲を推進していた。

　世界大戦と地上脱出を経ても、最深区画ロータス・ボトムはその名残を色濃くとどめ、その町並みは欧州資本によって旧ＥＵのそれに準じた住宅、建築基準により統一されている。

　故に、失われし欧州の風をとどめる大建築──旧ジオフロント大聖堂カテドラル、現第一魔法騎士学園大講堂は、祝賀に沸く数万の民衆を招き入れ、晴れの日を迎えようとしていた。




　無数の白しろ鳩はとが放たれ、壮麗な聖堂の外壁を飾るように飛んでゆく。

　ラッパが鳴らされ、大聖堂の外にまで集まった群衆が割れんばかりの拍手を贈る中……新入生と家族のみを受け入れたその内側で、さる人物が壇上に登る。




『ロータス・ボトム統括生徒会長──グラン・マリア様、ご登壇!!』




　ワッ…………!!

　観衆が、沸騰した。

　すり鉢状の客席に囲まれた中央。人民より身は低く、位は高く──人類黄金期の思想で設計された壇上へ、儀ぎ仗じよう騎士団が剣で作ったアーチの中を静々と歩く乙女がいる。

　黒と白を基調とした制服は、統括生徒会……即すなわち第一魔法騎士学園の最精鋭として未来の人類防衛を担う主戦力にふさわしい品だ。足を包むタイツ一枚、靴下一枚に至るまで、すべて奇跡の源たる錬素を配合し、必要とあらば即時実戦も可能な強度を有している。

（──なるほど、当代の生徒会長とはあれか）

　客席の片隅、父兄用に用意された最後列に座りながら、冬真は彼女を吟味する。

　グラン・マリア。栗くり色いろの髪を清せい楚そなボブにまとめ、微風にそよがせてゆっくりと歩み、分け隔てのない笑顔と共に手を振る姿は、十七歳さいの若さに似合わぬほど落ち着いている。

　袖そで口ぐちと襟元の階級章、胸に飾られたパーソナルマーク……個人識別章は一騎当千の証あかし。軍隊という群れの中にありながら、『個』の去就が全戦線に影響を及ぼす者にのみ与えられる栄誉は、伝統的な日本の家紋をモチーフとし、評議会より下賜されたものだ。

（九く曜よう巴ともえ紋もん──回転する勾まが玉たまは陰陽の相克を示す。つまりは多重属性の証。……なるほど、できるな、あれは）

　注目を惹ひかぬよう群衆にあえて埋没しながら、そんなことを考えている男をよそに──壇上の乙女は無数のスポットライトを浴びながらマイクをとる。

『──お集まりの皆さま。多くの雛ひな鳥どりを迎えるこの喜ばしき日を無事迎えられたことに、人類再生機構の礎となった父祖たちに、まずは心よりの感謝を捧ささげます──』

　同時に録画された映像はただちに三次元処理されて大聖堂の外に投影、巨大な三次元立体映像として出現する。最深区画ロータス・ボトムの街並みに映る映像に、その壮麗な姿に人々が注視した。

『──そして、黙もく祷とうを。人類再生、地上奪還という悲願のもと散って逝った多くの騎士に、戦死なされた先輩方とそれに続くであろう私たちに……』

　軍帽を外し、穏やかに隆起した胸に宛あてて黙祷するグラン・マリアに続き、一瞬にして沸騰していた群衆が口をつぐみ、黙祷を捧げる。

（……地上へ、地上へ。……そう、俺たちは、必ず戻るんだ……！）

（パパも、ママも……そのために散ったのよ。続くの、絶対。わたしたちも……！）












　決意に満ちた想おもいは、冬とう真まの聴覚を以もつてしなければ意味ある言葉には聞こえまい。

　耳が痛いほどの沈黙の中、唇の中のみで語られるようなわずかな決意を聞き取り、冬真は周囲に従って黙もく祷とうしつつも、どこか冷めた目で最高指導者を観察する。

（──見事だな。群衆の熱狂を一瞬で冷まし、自分の言葉に重みを増した）

　優れた指導者の資質はいくつかあるが、群衆の『熱』を操るのは民主主義体制において最強の武器となる。自己演出、自己宣伝を武器に大国の主に成り上がった指導者のごとく、このセレモニーの主導権をグラン・マリアはわずか一分の黙祷で奪ったのだ。

『地上戦線は安定し、安全を確保した居留地内での胞子獣ベノムスダーム駆逐と毒素の浄化が着実な成果を出しつつあることは、軍報道によってみなさまもご存じのことと思いますが──』

　冬真の思考がわずかに逸それた間にも、グラン・マリアの演説は続いていた。

『重ねて申し上げます。勝利の日は必ず来ると。わたくしたちの子、その子や孫たちが、地上の土を踏み、ホログラフならぬ本物の空の下で過ごせる日が近い将来、必ず訪れると──それは我が騎士団、そして全人類の悲願であり、本日入学する雛ひな鳥どりたち、一人一人が魔法騎士として巣立つことが、勝利へ続く階段のひとつであることを、どうか！』

　わずかに言葉を溜ため、麗しい瞳ひとみに涙を浮かべて──。

『──忘れないでください。入学おめでとうございます、新入生諸君、未来の騎士たち。わたくし、グラン・マリアは皆さまの母となり、姉となり、希望の空へと導くでしょう。後方で支えてくださる文民、家族の肖像を胸に抱き、末席にわたくしの面影を抱いて……その命を大切に、荊いばらと薊あざみの道にも耐え……共に乗り越えることを、切に願います！』

　それは懇願に近い言葉。最高指導者、国家の代表にも等しい地位に立つ統括生徒会長が衆目の中、人間らしい涙と共に、すべての人へ呼びかけている。

　演出されたものかもしれない。だが、それが何だろう。その場の群衆は皆心を動かされ、感情移入しきった眼めで統括生徒会長を『見下ろす』と、万雷の拍手を贈る！

『ありがとう、ありがとう──では、最後に。皆様、胸に手を。軍と人類に己が身を捧ささぐ、誓いの言葉を共に唱えましょう』

　拍手を浴びながら泣き笑い、目じりの涙をぬぐうけなげな姿──。

　そして彼女は告げる。胸に沿えた手に一輪の花もなくとも、『勝利』の花言葉を与えられた花をその手に持つことを夢想して。




『──人類に月桂樹ローリエの祝福を！』




　士気高揚の決まり文句をグラン・マリアが力強く宣言し、生徒たちや、《ヘブンリー・ロウズ》もそれに続く。

　場内は喝かつ采さいに包まれ、感動で涙する者までいた。

（これがグラン・マリア、か）

　高みに君臨するのではなく、あえて下から担がれる存在たれ。それこそが統括生徒会長、グラン・マリアの支配体制であり、入学直後からの二年間地位を保ち続けた秘ひ訣けつと言える。

（天然でやっているなら救世主。演じているなら人類史に残る英傑……か）

　否いや応おうなしに『特別』だと、その存在のみで主張するオーラがグラン・マリアにはある。壇上の彼女を守る儀ぎ仗じよう騎士団は、統括生徒会から選抜された精鋭揃ぞろいだが、彼らの崇拝と忠誠は間違いなく、軍という組織ではなく彼女個人へと向いているだろう。

（このまま放置しておけば特大の軍閥が内部に生まれることになるな。グラン・マリアの統治下で三年間育てられた魔法騎士、そのすべてが彼女の私兵になりかねない）

　望むならそれができるだけの、超越したカリスマの持ち主。冬とう真まがそれを認識した最さ中なか、演説を終えて降壇するかと思われた彼女が、ふと気づいたようにふたたび唇を開いた。

『最後に、私的なお願いをさせて頂きます。──最深区画ロータス・ボトムの防衛と治安維持を担う、統括生徒会直属の騎士団《ヘブンリー・ロウズ》は、人類のために共に戦う仲間、同志を求めています』

　ざわっ……！　と、聖女の演説に感激していた群衆に、欲望の色がにわかに沸く。

《ヘブンリー・ロウズ》。風紀を重んじ内部から取り締まる『白はく蓮れん』と、規律を重んじ最深区画全体の軍警察を統率する『黒こく蓮れん』に二分される、統括生徒会長の幕僚である。

　彼らは当代生徒会長が正式に軍人として昇格した際にはその部下として活躍することが求められ、選抜されれば栄達は確定。出世が約束される、人も羨うらやむエリートコースだ。

『《ヘブンリー・ロウズ》の末席、新たなわたくしの幕僚を、この場にて選びたいと思います。つきましては、選抜ですが──』

　──うおおおおおおおおおおおおおおおっ!!

　グラン・マリアの声は群衆の熱狂にかき消されることなく、さらに煽あおる。

『これまでは由緒正しき魔法騎士の血筋、貴族の推薦で選ばれることがほとんどでした。実際、騎士の才能とは血に左右されるため、合理的な選抜方法でしたが──今年は、その方法では発掘できない、真の才能を拾わなければならない……そう、ステータス歴代最高記録を全分野で塗り替え、入試時の模擬戦闘において試験官、最前線勤務の現役魔法騎士を圧倒してのけた新たなる英雄！』

　……悪い予感がして、冬真は天井を仰いだ。

　スポット・ライトが天井の梁はりに組み上げられたレール上を移動するのが見える。

　その角度、位置は予想通り。受付において彼から引き離され、全入学生を率いる最前列へ配置されたその人物は、鮮やかなスポットライトに照らし出された。




『わたくし、グラン・マリアが推薦いたします。──首席入学生、白しろ銀がね雪ゆき奈なさんを！』




　──おおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉおおおおおおぉぉぉ……!!




　それは、これまでで最も大きなざわめき。

　スポットライトに照らし出された雪ゆき奈なは、凜りんとした表情のまま立っている。

　困惑した様子も見せず、手を振るような愛想もない。その美しい貌かおはただちにモニタに映し出され、全学区に立体映像として配信されているのだが──そんなことはまるで関係ないと言わんばかりに、強固な芯しんが入ったような姿勢を崩さず傾聴していた。

「噂うわさには聞いてたぜ……今年の首席は、バケモノだって。最高に可愛かわいくて、最高に強い。全ステータス四ケタ超えのトリプルＳランク、しかも固有絶技ロイヤルアーツ持ち……！」

「今年の入試試験官、前線帰りで個人識別章持ち、おまけにステージ５撃破記録も持つ、スーパーエースだったんだぜ……!?　それを中等部が破るとか、おかしいわよ！」

「グラン・マリア様のお傍そばに侍はべるなんて。……羨うらやましい、羨ましすぎる……！」

「登校前、『ダイハチ』の奴やつらを四人叩たたき潰つぶして、軍警察に引き渡してから来たらしいぞ。こりゃ黒こく蓮れん入りは確定、そうなりゃ白はく蓮れんの天てん上じよう院いん春はる斗ととナンバー・ツーを争うのか？」

「とんでもないことになってきたな……号外出るぞ、やばいって、これ！」

　──すべては聞き取れないほどのヒソヒソ声だ。

　冬とう真まの聴覚を以もつてしなければまず聞くことのできない身内の会話、さらに情報は電波に乗り、最深区画ロータス・ボトムの全メディアが報道している。リアルタイムで映し出される現女王の手を、一躍次期女王候補に躍り出た雪奈がどう応ずるのか、全市民の注目が集まっていた。




『……ヤ、です。ごめんなさい』

「「「「……は!?」」」」




　ところが、そんな重圧などまるで意に介さずに──。

　いともあっさり頭を下げ、麗しく巻いたつむじを全市民に晒さらしてのけた雪奈に、その場の全生徒、全父兄が信じられないといった声を漏らした。

『……哀かなしいです。あなたほどの才能の持ち主と同志となれれば、地上奪還の大きな力となり、人類再生機構に貢献できると思ったのですが……』

　手をさしのべたままのポーズで、本心から哀しげに尋ねるグラン・マリア。

『愚かとお笑いになってください。それでもあえてお伺いしますが、わたくしに何か至らぬ点がありましたでしょうか？　同志たる資格なしと思われた、その理由とは……？』

　真剣な面持ちに場が静まり、痛いほどの沈黙が大聖堂に満ちていく。針のむしろも同然の空気の中で、そのすべてを完全に無視しながら──雪奈は、平然と言ってのけた。

『お父様と過ごす時間、なくなりますので……お断りしたい、です』

　え、そんなことで？　という空気が聖堂内に流れる。

『本年度より、軍籍昇格後長期にわたって家族と再会できないことを考慮し──高ランク候補生の保護者同伴登校がスタートしています。……つまり、ほぼ学生生活の間、ずっとお父上と共に過ごされる形になるのですが……？』

『でも……ぜんぜん足りない、です。卒業して、大人になったら……前線で、戦わないといけませんから。一分でも、一秒でも……たくさん、お父様といたい、です』

　──グラン・マリアの言葉が『公』ならば、雪ゆき奈なは『私』。

　学生にして公人の極致とも言える統括生徒会長に対し、あくまで学生時代は私人であると主張してのけたその胆力に、すべての生徒、そして父兄が圧倒されて声もない。

「……何ということだ、首席入学の自覚が足りんのではないか!?」

「いや、まだ十四、十五の少女ですからな。……無理もないでしょう、あのような可か憐れんな少女を、戦地に送らねばならないのは辛つらい。大義のためとはいえ……惨むごいですな」

　それでもなおいくらかの声が父兄席から上がる。

　ヒソヒソ声を聞き取った冬とう真まは、目も眩くらまんばかりの頭痛を覚えて天井を仰ぎ──

　高速でこちらに飛んでくるスポットライトと、映像記録装置に戦慄した。

「……参ったな、これは」

　カッ!!　──無数のスポットライトに照らされ、父兄席の冬真が浮き上がる。

　その顔立ち、その姿が三次元化されて映し出され、雪奈に並ぶように現れた。翌日の、軍事報道メディアの論調が手にとるように予想できる。

『公か私か？　学内政治に公然と反発してのけた銀髪のジャンヌ・ダルク──』

　陳腐すぎるほど陳腐なコピーがほぼ確実に実現する未来に、冬真が頭痛を感じながらも娘のために胸を張り、恥ずかしくない程度に姿勢を整えてみせた。

『その希望、承りました。……多くの騎士たちが胸にしまうはずの願いを言の葉に乗せてくださったことに感謝いたします、雪奈さん』

　そう言って頭こうべをたれると、グラン・マリアはふと目だけで冬真の方を見つめてきた。

　──見られている？　このタイミングでこちらを見るのは、偶然じゃあるまい。まさか、全参列者の座席順を記憶しているのか？

　と、冬真が感心した時、

『くすっ。……ふふふ、あはははははっ……♪』

『統括生徒会長閣下……いかがなされました？』

『いえ、大丈夫です。ふふっ……本当に強い愛情で結ばれた父娘おやこなのですね』

　顔を一いち瞥べつしただけで何を察したのか──彼女は微笑ほほえみ、悪戯いたずらな仕草で手を振って。

『承りました、雪奈さん。もし気が変わったら、いつでもいらしてくださいね？』

　麗しいウィンクによって、その場を華やかに締めくくった。

（グラン・マリア、か。雪奈に注目してくるとは思っていたが、予想通り面倒な相手だ）

　すべてが終わった後、冬真は一人思考する。

（ますます雪奈の動向と、その様子には目を光らせておかなければな）

　軍上層部から与えられた任務の、完遂のために。





●お父様は苦労する




「ＰＰＡ？」

『ええ。Parents-Professor Association……《親と教官の懇親会》ってところね』

　入学式終了後、大勢の父兄と講堂を出た冬とう真まはそっと列を離れ、階段の陰に身を隠した。そのまま端末を耳元に当て、カチュアと連絡を取り──。

「この後、出席すればいいんだな。了解した。そちらも例の件をよろしく頼む」

『はいはい、マスコミ対応ね。報道管制と軍統制をキツめに効かせたげるわ。……生徒の保護は学校側の仕事だし、正規ルートで指示するだけだから楽な仕事よ』

　ここ最深区画ロータス・ボトムの最高権力者であるグラン・マリアに雪ゆき奈なが逆らったのは確かである。

　そのまま報道を許せば娘に不当な危害が加わる可能性もあることから、マスコミ対応を学校側……旧友であるカチュアに依頼するのは、当然の流れと言えるだろう。

「しかし、ただ母校に通い直すだけかと思っていたが。ずいぶん義務が多いらしいな」

　入学式前に渡されたパンフレットと大量の確認事項が印刷された書類──再生可能とはいえ今時紙媒体に特殊加工の施された高級な冊子をざっと眺め、冬真は呟つぶやく。

「加入自体は任意だが、高ランク生徒の父兄のＰＰＡ参加は最優先扱い。軍属以外の文民でも軍務相当の貢献を認められるとは、普通の家庭なら配給ランクが繰り上がるな」

『それだけに、真剣に参加する家族は多いわよ。大多数は能力不足で軍役に就けなかった文民だけど……それなりに予備役や退役した魔法騎士も混じってるから』

「了解した。まあ、俺の顔を知っている奴やつがいるとは思えないが」

『平気よ、アタシもいるし』

「ああ、さすが学園長は多忙だな。父兄の会にも顔を出さなければならないのか」

『それもあるけど──ま、どっちにしろ参加することにはなってたわね』

「どういう意味だ？」

『ちょっと事情があってね。……ま、それはいいのよ、それは』

　はぐらかすようにカチュアは話を打ち切って。

『バカも一匹いるから、詳しい立ち回りはそっちに聞きなさい。ただし、授業周りのことは普通に参考になると思うけど、家庭問題は相談するだけ無駄よ』

「先輩か。確かにあの夜遊び癖は問題だが、せっかくの後方勤務だ。カチュアも見習って少しは羽を伸ばしたらどうだ？　プライベートの充実はストレス解消にいい」

『え？　ア、アンタとなら……け、検討、してやっても、いいんだけど……？』

「そうか。ならまとまった時間がとれたら連絡してくれ」

『ほんと!?　……本当でしょうね。嘘うそつくんじゃないわよ。じゃあ……!!』

　どこか浮かれたように声を上ずらせるカチュアに、冬真は電話口で微笑ほほえんで。

「雪奈を連れて中央街にでも行こう。完全人工素材でうまい中華を出す店を知ってる」

『──そんなことだろうと思ってたわよこの朴ぼく念ねん仁じん。死ねっ!!』

　ガチャッ、ツー、ツー、ツー……。

「……理不尽だな」

　通話の終了した端末を手に、なぜ彼女が過剰反応したのかを考える冬とう真まの裾すそが、ちょんちょんとついばむように引っ張られる。目を向けると、そこには雪ゆき奈なの姿があった。

「お父様……どちらと、お話し中なのですか？」

「ああ、カチュアだ。会食に誘ったら手ひどく断られた。……どうも中華は嫌いらしい」

「おばさまは……食べるより、お父様に食べられたい、とか？」

「こら、そんな言い回し、どこで覚えたんだ？」

「以前、ロンメルおじさまがお家うちに遊びにきた時に……おばさまは未開封のまま熟れることなく賞味期限切れが迫せまっている……と、言ってました」

「先輩のしわざか……。いいかい、雪奈。それは使ってはいけない言葉だ。あの人は尊敬できる部分もあるが、あまり言動を真ま似ねしてはいけないよ」

「……？　よくわかりませんが、お父様の言いつけなら、守ります」

　やや品性に欠けた雪奈の発言とそれを諫いさめた父親の言葉の意味を知ることもなく、脇に控えていたアレイナが声をあげた。

「で、でも……本当に凄すごいんですね、雪奈ちゃん。まさか、あのグラン・マリア様に直接お声をかけて頂けるなんて、本当にすごいことだと思うの……！」

　少し興奮気味のアレイナは、反応としてはごくごく一般的と言える。この最深区画ロータス・ボトムでのグラン・マリアの支持率はおよそ90％、稀まれに下落しても80％以下になったことはない。

「そんな雪奈ちゃんと同じクラスになれて、友達になれて。すっごく嬉うれしいです！」

「……そう。……です、か？」

　ほんのわずかに白磁の頬ほおに朱を添えて口ごもる雪奈。表情はまるで変化しないが、親の冬真にはよくわかる。ここまで明け透けに慕われて、どうやら心底照れているらしい。

（いい友達になれそうだな。……よかった）

　学生時代の記憶は冬真にもある。魔法騎士学園での生活は、人生で残り少ない自由時間。教育を終えれば軍役に就くか、不適格なら文民として働くかの二択なのだから。

「学生時代の友人と良い関係を築けば、後々得難がたい相棒、部下、同僚になるだろう。また、人間関係の機微を学ぶ意味でも重要だろう。──学校生活、楽しんでこい。雪奈」

「はい、お父様。こちらはこれから、教室へ行くことになっているのですが……」

　暗についてきてほしそうな意思を感じるものの、冬真はカチュアの言葉を思い出す。

「そうもいかん。これからＰＰＡに出席しなければならないからな、初日だし、顔合わせ程度で終わるだろうが……すぐに行くから、それまで大人しく待っていなさい」

「……はい。では、お父様。雪奈は良い子で待ってます」

　スカートの裾をつまみ一礼する娘の手を、傍らの少女がきゅっと引いた。

「じゃあ雪奈ちゃん、手をつないで行きませんか？　教室はあっちですから！」

「……て、手を、ですか。えっと……あっ……強引、ですね……」

　きゃっきゃ、とはしゃぎ声さえ聞こえてきそうな勢いで、娘たちが去っていく。

　手をつないだ後ろ姿をほっこりと見送ってから、冬とう真まは肩に手をやり、首を何度か回して筋肉をほぐして、蒼あおい空に向かって背筋を伸ばし──。

「久しぶりの母校、か。……ＰＰＡの会議室とやらは、どこだったかな？」

　学生時代の記憶を思い出しながら、懐かしい校舎を見渡して、冬真は歩き出した。





　　　　†






「ンで、端末握りしめてそんなそわそわしてんのか。死都のド真ん中で孤立した時だって無表情だったお前が死にそうな顔してっから、何事かと思ったぜ」

「……俺自身のことならどんな事態にも対処する自信はあるが、雪ゆき奈なは違うからな。人の親としては当然の反応だと思うのだが……そんなに酷ひどいか？」

「酷いわね。……ま、普段のアンタを知らない限りわからないと思うけど」

　ＰＰＡ集会が開かれる予定の会議室には、大勢の父兄が詰めかけている。

　軍務に就かない文民と軍属は、形式的には対等ながら、実質ほぼ絶対的な上下関係だ。

　文民は軍属に希望を託し、後方で安全に守られる対価としてさまざまな業務をこなし、生産や収益のほぼすべては地上奪還の大義のため、人類再生機構に託されている。

　だが優秀な人材はほぼ軍属となる教育システムにより、文民は選抜からこぼれた者──そういう意識があることから、どうしても立場は一段弱いものとなってしまう。

　ＰＰＡはその理念上、数少ない文民と軍属が対等の立場に立てる場である。

　魔法騎士候補生の父兄は軍属扱いとして遇され、階級の差に配慮することなく我が子の安全や育成のために意見することが許される。それで、選挙によって選出される会長職は全員が平等たることを示すため、会議場には全員が着席可能な大円卓がある。

「てかアンタ目立ってるわよ。教官側に平凡な文民が座るなんてほとんどありえないから」

「む……言われてみれば」

「でしょ。言われるまで気づかない時点で普段のアンタじゃないわ、気をつけなさい」

　文民と軍属のグループ両方から届く奇異の視線を感じ、冬真は娘の安否を案じるあまり手放せなかった端末を、後ろ髪をひかれる思いでポケットにしまう。

　そんな彼の右隣には、いつものシックなスーツ姿のカチュア。化粧を直したのだろうか、普段は見ないキャリアウーマン然とした顔で、胸を押さえるように腕を組んでいる。

「にしても、懐かしの母校で並んで座ってると──学生時代を思い出すねえ。ぬはは！」

「隣に座ったことはないでしょう、二学年上だったんですから……先輩」

　最後の言葉に意を込めて言うと、左隣から太い腕が肩にかかる。肩を組むように手を回されて、無精髭ひげの目立つ顔が間近に迫せまり、ほのかな香水の匂においがした。

「細かいことを気にすんなって。ほら、いい具合に熟れたオンナがたくさんいることだし、お前も出会いを求めてなんかしたらどうだ、朴ぼく念ねん仁じんよ！」

「……自分の年齢プラス十歳さいが最低基準の貴方あなたにとっては、そうかもしれませんが……」

「あん？　お前の国のボスだろ、トクガワ・イエヤス。後家さん大好きの。つまり本来、オレがアジアのスタンダードだっつーの。求めろ、温ぬくもりを。ママンの癒いやしをさぁ！」

「遠慮しておきます。自分は、娘を癒す側なので」

　片手を上げてピシャリと断ると、隣の男は「あちゃー」と大おお袈げ裟さに嘆いた。

　男の名はロンメル・スチュワート、三十一歳、独身。

　冬とう真まの学生時代の先輩にあたり、カチュアも含め一緒に行動していた『仲間』だった。紆う余よ曲きよく折せつあってから現在はこの第一魔法騎士学園の教師として任官している。

　無精髭ひげが目立つ白麗種であり、服はミリタリーのタンクトップにワークズボン。首からは認識タグを提げた、いかにも退役軍人らしい風体だが、腕時計やピアス、香水などの小物にセンスが光り、だらしなさを見事に崩したファッションに変えている。

「にしても、高齢の女性が多いですね。……先輩が興奮するわけです」

「だろ？　ま、しゃあないわな。たいてい働き盛りの男は軍属だし、前線勤務でなくとも中核勤務じゃ、束縛も多いＰＰＡに参加はできねーよ」

　つまり、とニヤニヤ笑いを浮かべてロンメルはそっと冬真の耳に囁ささやいた。

「人妻食い放題バイキング。……そう思うと萌もえてこねえ？　俺はくる！」

「……本当に手は出さないでくださいね、トラブルの種になるのはまずいですから」

「アタボーよ。ただまあ、ナイスな未亡人とかとの自由恋愛ならアリだろ？　ほら」

　にこやかに微笑ほほえみ手を振る先には、どこか熱を帯びた視線でこちらを見る四十がらみの女性がいた。大の女好き、年上キラー。しかも男臭さが魅力となって成功率はそれなりに高い、それがロンメルという男の厄介なところであった。

「なっ？　脈、ありそうじゃね？」

「いい加減にしなさいよ、このバカども!!」

　さすがに見かねたのか、右隣から身を乗り出してカチュアが囁く。

　豊かに張り出した胸がきつく腕に食い込んでいることを指摘すべきか、それとも黙って彼女に恥をかかせないようにするべきか──冬真が迷っている間にも、彼女は続ける。

「アンタたち、絡むとすぐ学生時代に戻るわね。恥ずかしいからやめなさいよ」

「男はいくつになってもガキみたいなもんだよ。玩具おもちやの値段が変わるだけだな。それに、欲望の解放がヘタな男にデキる奴やつはいない、ってね」

「先輩は常時解放していますから、それはそれで上う手まいとは言えない気がしますが」

「冷静なツッコミあんがとよ、後輩。おっと、そうそう……ダイハチと揉もめたって？」

「耳が早いですね。ずいぶん内規が荒れているようですが、何かありましたか」

　冬真の質問に、げんなりとした様子でロンメルは答える。

「お前ね、ダイハチが荒れる原因作っといてそれはねーだろ」

「……自分が、ですか？　覚えがありませんが」

「正確には雪ゆき奈なちゃんだよ、雪奈ちゃん。受験の時、実技訓練でダイハチ出身、今年予備役編入されたばっかのスーパーエース様をボコッたろ。手加減させろっつったのに」

「ええ、加減はさせました。一切負傷は負わせなかったと聞いていますが」

「手抜きがヘタクソすぎて公開処刑モノだったぜ、ありゃあ。エース様は最後にゃ錬核武装まで持ち出して襲いかかったっつーのに、素手だけで最後まであしらってみせやがった。プライドボロボロよ？」

　学校の顔が大恥かかされりゃ荒れもするわ、とロンメルは髭ひげの浮いた顎あごを掻かく。

「……なるほど、それは盲点でした。娘には言っておきます」

「そうしてくれや。報道管制がスッゲエ面倒くさかったんだからな？　ダイハチのガキ共から雪ゆき奈なちゃんの個人情報は秘匿できたけど、今回で漏れまくったし……頭イテーわ」

　当時の苦労を思い返してげんなりした様子のロンメル。そこへ、

「ま、個人的にはよくやったって褒めてあげたいんだけどね。知ってた？　あのエース様、十四年前にステージ５の撃破記録譲ったアイツよ。仕返しかと思ってたんだけど」

　にしし、と子どもっぽい笑顔をこっそり見せるカチュア。それに冬とう真まが答える。

「そうだったのか。……覚えてすらいなかったな。完全に偶然だ」

「ふーん。ま、ウチとダイハチの関係はもともと最悪だから気にしなくていいわ。今回の件で介入の口実も作れたし、じき《ヘブンリー・ロウズ》に手を回してシメるわよ」

「ンで、またグラン・マリア様の発言力が強まるわけだ。汚ねえ仕組みだぜ」

　皮肉めいたロンメルに、冬真は統括生徒会長の肖像を思い浮かべる。

　彼女からは権力者にありがちな汚職、裏表があるような空気は感じない。純粋に人類の行く末を案じ、自分にとれる行動を最大限にとっているだけだろう。……が。

（……結果として『真実』を知ってしまった時、何を選択するのか）

　答えの出ない杞き憂ゆうを覚えている間も、沈黙した冬真を置いてカチュアとロンメルの会話は途切れることなくポンポンと続いていた。

「加齢臭漂ってそうなアンタが汚いとか言ってもねー。何その香水、フローラル中年？」

「俺の男気あふれるアロマを加齢臭呼ばわりかよ……合成ムスクでこの香り、簡単にゃあ出せねーんだぞ？　Ｄランク予備役の軍人年金と副担任の給料じゃ厳しいってのに」

「努力が足りないのよ、ランク差は言い訳。現にアタシは二歳さいも年下なのに理事長よ？　本気で気合入れれば、アンタなら担任どころか学年主任くらい簡単でしょうに」

「やだ、しんどい。そこまで仕事したくねえ。あとカチュアちゃんはランクっつーより、そのでっぱいでチートしてっからなあ。そっちこそ理事長どころかアイドル狙ねらえね？」

「セクハラで処刑するわ」

「疑問形ですらないのか、さすがだな……。と、言いたいところだが」

　何気なく聞き流していたものの、そこで冬真は口を挟む。

「そこまでにしておいたほうがよさそうだ。──始まるぞ」

　大円卓にざわめきが起きる。少し足を引きずったオールバックの男が議長席に着くと、こほんと軽く咳せき払ばらいをする。整った顔立ちにエリート然とした重厚感ある姿は、いかにも名誉の負傷で現役を退いた軍属の典型、といった姿だった。

「本年度ＰＰＡ議長に選出されました、天てん上じよう院いん明あき臣おみです」

　にこやかに微笑ほほえむと、場の空気が明らかにほっと和んだ。政治家めいた穏やかな笑みは、円卓につく中年女性たちの歓心を買うのに十分だったらしい。「ライバルかよ……！」と、変な顔をしている左隣の声には耳を貸さず、冬とう真まはそっと身を引き締めた。

「では……新年度第一回、ＰＰＡ総会を開催いたします」




（そう特別なことをするわけでもないのか）

　ＰＰＡの役割は学生たちの指導を行う教官と、プライベートでのケアを行う父兄間での連携にある。初回ということもあってか、しばらくはさまざまな説明が進行した。

「学生たちは卒業と共に軍属となり、もう戻れぬやもしれぬ地上奪還の聖戦に参加する身。それ故にどうしても甘く、優しく接したくなるものですが……父兄の皆さまに置かれては、心を鬼にし、将来の孤独に耐えられるよう、一歩退ひいたケアを──」

「まったくです！」

「堕落の原因となる性知識の徹底排除、人類アーカイブの有害記録である漫画やアニメといった娯楽の禁止を促進しましょう！」

　華美な服装をした文民の女性数名が甲高い声で天上院議長の話に割り込んだ。行き過ぎた声を止めようとする議長を遮って、やや偏った過激な主張を声高に繰り返す。

　──ひどい価値観の押し付けだ。と冬真は内心で呆あきれた。

（止めるべきかもしれんが……教官や他の父兄に同調者が出ない限り、無駄だな）

　理事長として座すカチュア、副担任の地位にあるロンメルも口を挟まない。公権力である学園側が父兄の議論を遮れば、言論弾圧だのと騒ぎ出しかねないからだ。

（不毛だな。時間は限られているのに。これでは大事な議論が進まない）

「……ところで、白しろ銀がね冬真さん。貴方あなたの意見も聴かせて頂けますか？」

「は？」

　不意にかけられた声に顔を上げると、にこやかな天上院会長の示唆と共に──父兄たちの視線が冬真に集まる。

「……グラン・マリア様のお誘いを蹴けったあの首席生徒の……」

「……あらやだ、イケメン。やっぱり美男からは美少女が産まれるのかしら……」

「……あんな若くして父親だなんて。風紀の乱れも甚だしいです……！」

（……聞こえているんだがな）

　ヒソヒソ声はしっかり届いていた。過剰なまでに鋭い聴覚を持つことがたまに疎ましい。

「娘、雪ゆき奈なはＳランク、首席入学を果たしましたが──自分はＤランク、それも適正なしとみなされ軍籍に入れなかった文民です。この場で発言する資格は……」

　言いながら、冬真は自身のステータスカードを円卓に滑らせた。

　情報が読み取られ、自動的に着席している全員に共有される。一般基準をやや下回る、けなすところすらない平均的な低さに、微妙な空気が漂う。

「そう謙けん遜そんなさらないでください。見たところ学園長や教官の皆さまがたとも交友が深いようだ。教育論に深いご見識がなければ、とてもそのようなことはできますまい？」

　そんな空気を意に介さず、天てん上じよう院いん議長が追及すると。

「買かい被かぶりですよ。……学生時代、学園長や副担任殿とは親しくさせて頂きました。昔が懐かしく、ただ話が弾んだだけのこと。雪ゆき奈なに自分が教えることなど──」

　これまで過ごした十四年の記憶を思い返し、冬とう真まは確信を持って言った。

「雪奈のＳランクはひとえに母親が優秀だったからでしょう」

「ほう……。失礼ですが、奥様は？」

「とても優秀な魔法騎士でした。が、今は……お察しください」

　ああ、と周囲から納得とほのかな同情の声が響いた。

　戦死、未帰還、行方不明──人類再生機構において『死』は身近だ。生産力のほぼすべてを地上奪還という大目標に注ぎこみ、優秀な人材はすべて軍に吸収される世界では。

（家族を亡くした経験をもつ人も少なくない。深くは追及できないだろう。しかし……）

　内心、苦いものを覚えて冬真は奥歯をわずかに噛かむ。

（人でなしになった気分だな。こんな汚い、打算まみれの嘘うそをつくはめになるとは）

　大切なものを失った記憶はある。それは嘘偽りのない真実だ。しかし。

　それは──雪奈の母親ではないのだから、きっとこれは嘘。優しさに付け込んで追及を逃れるための、保身を目的とした嘘でしかない。だからこそ、胸の痛みは強かった。

「……わかりました。では、議論を続けましょう」

　天上院議長は冬真を慮おもんばかったのか話を打ち切り、話題を元に戻した。

　──これで目立たずに済む。

　冬真はホッと胸をなでおろし、そこから先は傍観者として父兄たちの議論を眺めた。

　喧けん々けん諤がく々かく、議論は踊る──が、結果として要約すれば『頑張ります』程度の意味しかない結論を教官側に発表する形となって、議論に疲れた父兄は討論を打ち切った。

「では、閉会の前に簡単な注意事項の連絡を──」

　開会前に比べてどこか老けたような印象を与える天上院会長は、深く息を吐きながらも端末を操作し、議題の最後に付け加えられた注意事項を読み上げた。

「──近年《騎士殺しの騎士》を名乗るテロリストの暗躍が噂うわさされていることは、皆さまご存じのことと思います。そう、魔法騎士のみを狙ねらう殺人鬼です」　ごくり、と場の参加者が緊張し、息を呑のむ。

　その名こそまことしやかに語られるものの、軍統制によって情報は知られていない。

「その正体は不明、容よう貌ぼうはおろか実在するかどうかすら不明ですが……」

　ＰＰＡの一員ともなれば、一般に語られない情報にも接するのだ──そんな意識があるのだろう、主に文民出身を中心とした父兄たちに緊張が走り、会長の次の言葉を待つ。

「……地上奪還の大義に反発する反逆者たちが《騎士殺しの騎士》へと同調し、サボタージュやテロリズムで我々の活動を妨害する事例が報告されています。我々父兄、保護者は子どもたちの盾となり、そうした危険思想から彼らを護まもらねばなりません」

　まったくですわ。その通り。などと声が上がる。

「はい。そしてＰＰＡに参画なされた全員が危機感を持ち、一丸となって我が子を守り、育てていきましょう。すべては人類の、そして人類再生機構のた──」

　天てん上じよう院いん会長が会議をしめくくろうとした、その時。

　……ビビィッ!!

　耳障りなサイレン音。入室許可とロック解除を待たず、教官権限でドアを開いた音だと冬とう真まにはわかる。周囲の目が会議室入り口に集中した時、そこには一人の教官がいた。

「何事？　会議中に強制入室なんて、ＰＰＡの方々に失礼よ！」

「も、申し訳ありません、理事長閣下！　でも、それどころじゃなく……あの、あの！」

　カチュアの叱しつ責せきを受けて、慌て切った様子で転がり込んできたその新卒らしい若々しい女性教官が荒らげた息を整える。彼女は、大量の汗で曇った眼鏡めがねを外して。

「な、中庭で、生徒同士が──決闘を始めました!!」




　あまりに意外な報告に、動揺の波が議場を押し流していった。





●騎士の決闘




「……納得できない!!」

　中庭に駆け込んだ直後、白しろ銀がね冬真は少女の鋭い叫びを聞いた。

　高い高い青空。春を再現した透き通った青を背景に、奇妙な熱気により生じた陽炎かげろうが、風景を奇妙に歪ゆがませ、息をするたびにむせるような熱気を感じた。

　野や次じ馬うまに詰めかけた大勢の生徒が放つ、過度な人口の密集による熱ではない。

　気象モデルの設定は『春』から変化なし。エラーで『夏』に切り替わったわけでもない。

　熱源は、一人の少女であった。

「アンタみたいなワガママな子どもが、セリカと同じＳランクだなんて！」

　冬真の眼めに、その美しい輪郭が映る。凛り々りしく結んだ唇、その身に宿す錬素属性を示すかのごとく、《火》のように映える深紅の焔えん髪ぱつ。

（似ている……？）

　駆け寄りながら、直感的にそう考える。炎をまとったその生徒は、彼がよく知る人物にあまりにも似すぎていた。今朝も元気に燃え盛っていた十年以上のつきあいになる親友に。

「父親と離れたくないなんてガキっぽい理由で、最深区画ロータス・ボトムの全住人の希望、救世主であるグラン・マリア様を拒んで……いったい何様なの!?」

　声を荒らげる赤毛の少女。

　そして、激しく詰め寄られている、もう片方の少女は、




「……？　救世主はお父様、ですよ？」




　雪ゆき奈な、だった。

　彼女はきょとんと首をかしげ、何を言っているんだ、という顔で相手を見つめる。

「こンの……父親離れもできないガキが……！　こんな奴やつがセリカと同格の班長？　首席合格のＳランク!?　ふざけんじゃないわよ!!」

　──それは、怒りを掻かき立てるための『呪じゆ文もん』だ。

　ヒトという生き物は元来攻撃性が低く、テンションを上げて精神を鼓舞しなければ、他の動物を攻撃することができない。

　精神力によって錬素を制御する魔法騎士にとって、自らの精神を言葉によって鼓舞する精神制御はお決まりの『戦闘準備』といえる。

「アンタなんかと同格なんて、セリカの誇りが許さないっ!!　絶対にその座から降ろしてやるわ……決闘よ!!」

　とはいえ、決定当日に決闘沙ざ汰たになるのは──。

「ここまで展開早いのは珍しいな、オイ。ま、昔いっぺん見たことあっけど……」

「ええ、先輩。歴史は繰り返すと言いますが……あの顔、見覚えがありませんか？」

「これ以上ねーくらいあるわ、あの特徴。お、ちょうど関係者っぽいのが来たぞ！」

　ルビーのように輝く髪をツインテールにまとめた少女の顔立ちは見比べるまでもない。

　錬素を励起すると透き通る髪質、火属性に特化した血筋を二人は知っていて──。

「……何を見てらっしゃるのですか？　淑女に対して不ぶ躾しつけですよ？」

　旧友二人からの視線を受けて、生徒たちの前だからか慇いん懃ぎんな態度を維持したカチュアが不服そうに睨にらみ返す。

　そして彼女は問題の渦中にある人物をちらりと見て。

「はあ……まったく、何やってるんだか。あの爆弾娘は……」

「お、やっぱカチュアちゃんとこの親戚か。学生時代まんまだもんなぁ、あの顔……」

　しみじみとロンメルが言う。

　そう、騒動を巻き起こしている火属性の生徒。属性を励起することで発する熱といい、白麗種特有の彫りの深い顔立ちといい、炎が揺らめくような髪といい。

「ええ、姪めいです。姉の娘で、ヴェルミオーネ家の継承候補」

　その言葉に、冬とう真まはかつて交わした会話を思い出す。学生時代に、戦地で時間を潰つぶす為ために交わした雑談の中、互いの家族について語り合った、過去の記憶を。

（人類再生機構の保護政策で、他文化圏出身者との結婚が規制されている中、ほぼ純血を保ってきたヴェルミオーネ家に、東とう亜あ種しゆ──日本人が婿入りしたと聞いた）

　それがカチュアの姉の夫であり、二人の間に産まれた娘が彼女だとしたら、その名は。

「──踊れ。《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》ッ!!」

（……セリカ・ヴェルミオーネ。なるほど、だからあの時、カチュアは──）

　どちらにせよＰＰＡには参加することになっていた──その言葉の意味することを知り、納得に頷うなずく冬とう真まの前で。

　爆炎の蝶ちようが、咲く。

　白麗種の特徴を濃く残す顔立ちのセリカ・ヴェルミオーネ。

　彼女が顕現させたのは焼け落ちる壮大な寺社、本ほん能のう寺じの幻影。幼名を『帰蝶』。伝わる名を『濃のう姫ひめ』とされる戦国の覇者、織お田だ信のぶ長ながの妻たる炎の姫がセリカの影に重なる。

「同調率は１００％、『帰蝶』の神話性を完全に再現している……見事だな」

「ああ……パネエわ、アレ」

　錬核武装には単純なステータス表記には現れないマスクデータ、『相性』が存在する。

　騎士の人格が武装の核となる英雄豪傑の逸話やパーソナリティと合わない場合、本来の力は発揮できなくなり、逆に適合するなら出力をさらに強化することも可能になる。

「だが、それだけじゃねーぜ。あの娘の位階……ヴェルミオーネの系譜なら、当然──」

　ロンメルは苦笑し、冬真が頷く。少女の足元に灼しやく熱ねつが集い、朱あかく透き通ったエネルギーの円盤が形成されるや、その身は強烈な咆ほう哮こうと共に空を舞う！




「──顕現、《火か焔えん揚あげ羽は》!!」















　焼けつくような熱風に髪をそよがせながら、少女の足元に竜巻がうねる。

　美しい蝶ちようを象かたどった機械であった。それは空に漂う錬素を利用して、自在に空を駆け巡る補助騎具アーテイフアクト──通称、飛翔盤ボード。

　銘を『火か焔えん揚あげ羽は』というその飛翔盤に足をかけ、少女は蝶をモチーフとした鍔つばで飾られ、炎を想おもわせる刃紋を鮮やかに光らす炎の豪刀を担ぎ、頭上を掠かすめるように宙返りして飛んでゆく。

　焔ほのおと共に分解された制服は、豊かに張り出した胸や腰をピッタリと覆おおう深紅のスーツを形成している。

　その影が空に溶け、バン!!と、破裂音が遅れて聞こえる。

「ヒュー！　音速を超えやがった!!」

「……機動性に特化した空軍、竜騎適正を持つ魔法騎士家。ヴェルミオーネの血ですね。学生時代のカチュアに勝るとも劣らない練度でしょう。あのスピードは油断ならない」

「大した機動性だ。ブラックアウトもレッドアウトも起こしてねえし、空戦技能だけならもう学校で教わることなんざないんじゃないか？　いい腕だぜ、あの娘」

「腕が良くても精神が未熟じゃ話にならないわよ……でしょう。だって──」

「一秒、あるいは二秒。まあ、それだけ保てば充分立派だ」

　気安い仲の会話で砕けかけた口調を慌てて戻したカチュアに、冬とう真まは冷静に告げた。

　それに彼女も厳格にうなずいて。

「──ええ、実力の差も読めない未熟者には、ちょうどいい薬です」




　次の瞬間、セリカは地面に叩き落とされていた。




「は……？」

　間の抜けた声が漏れる。

　音速で宙を旋回していたはずの自分が、何な故ぜ地面を舐なめさせられ、あまつさえ肩を踏みつけられ完全に制圧されているのかが理解できないとでも言わんばかりに。

　誰だれの目にも止まらぬほど、決着は一瞬だった。わずかにでも動体視力の優れた生徒であったなら、かろうじて刹せつ那なの輝きを認識したかもしれない。

　音速を超えた赤い蝶に、光速を超えた青白い蛇へびが食らいつく瞬間の、かすかな閃せん光こうを。

　しばしの沈黙の後──。

　セリカを踏みつけ、無表情で見下ろす雪ゆき奈なの姿を見た野や次じ馬うま生徒たちは。

『決まったああああああああああああああああっ!!』

　場を支配するほどの絶叫を轟とどろかせた。

　破られた錬核武装は元素レベルで解け、きらめく粒子を散らしながら元の制服に戻る。

「おいおい白しろ銀がね雪奈……あのＳランク、ヴェルミオーネを一瞬で倒したぞ！」

「錬核武装すら展開してないよな？　素の身体能力だけでアレかよ！」

「戦闘ですらなかったぜ!!　っべー！　まじやっべー!!」

「肌も真っ白で美人だし……憧あこがれちゃうなぁ」

「ヴェルミオーネさんもヤバかったけど、それより強いなんて！　白しろ銀がねさんすごーい！」

　生徒たちの素直な称賛の声が雪ゆき奈なに降り注ぐ。

　駆け寄ってきた生徒たちがわいのわいのと雪奈をもてはやし、質問の洪水を浴びせる。

「どうしてそんなにすごいことができるの!?」

「すごい……？」

　雪奈はきょとんと首をかしげて。

「ええと……雪奈は、すごく……ないですよ？　お父様なら、この子を倒すのに……一秒も、かからなかったと思います」

「「「「……え？」」」」

　野や次じ馬うま生徒たちの表情が固まった。

　またまた嘘うそおっしゃい。Ｓランクのセリカを圧倒できる人類最強Ｓランクの雪奈よりも強い人物なんて、いくら父親と言えどいるはずない──

　そう言い切るには、雪奈の声と顔はあまりにも無む垢くすぎた。

　お父様の方が強い。その事実に一点のくもりなく確信を持った雪奈の無表情には奇妙な説得力が宿り、異を唱えられる者は誰だれもいなかった。

（白銀さんのお父様って、どんなバケモノなんだろう……）

（保護者同伴通学の対象だから、明日の授業でわかるんじゃない？）

　そんなヒソヒソ声が聞こえてきて、冬とう真まは──。

「……勘弁してくれ」

　生徒の群れからやや離れた人垣にまぎれたまま、軽く目を覆おおって空を見上げた。

　嫌いや味みなほど疑似天体の空は青々としていた。

　──まったく……初日から厄介な話だ。任務の遂行に支障が出なければいいのだが。

　あまり父を持ち上げるなと、雪奈にはきつく言い聞かせておく必要がありそうだ。

「──どうして!!」

　地に伏したままのセリカが引き裂かれるような声をあげた。

「あんなに、がんばったのに……！　どうして、どうして、セリカはっ……!!　誰よりも、何よりも努力してきた。なのに、なのに、セリカが、アンタなんかにっ……!!」

「…………えと」

　血を吐くような言葉で責め、セリカは敗者として勝者を見上げた。

　激情の意味を理解できない雪奈は、言葉も出ない困惑顔のまま、親を探す子犬のようにあちこちへ視線を送る。

　先の雪奈の発言もある、ここで出て行けば必要以上に注目を浴びてしまうだろう。

　それは望むところではないが──。

「すまない。雪ゆき奈なを許してやってはくれないか」

「……アンタは……？」

「お父様……」

　──心細そうな娘を放ほうっておくことなど、できるわけがないのだ。

　うやうやしく膝ひざをつき、冬とう真まはセリカに手を差し出す。

「雪奈は昔から体が弱く、病院通いでな。学園という集団の一人としての生活に慣れていないんだ。それゆえに君の誇りを傷つけてしまう結果となり、とても心苦しく思う」

「……アンタが、そいつの父親……!?」

　セリカの言葉に群衆がざわめく。

　Ｓランクを圧倒したＳランクよりも強い大人。白しろ銀がね雪奈の遥はるか上を行く男。いやまさか、ありえない。そんな好悪入り混じった視線が背中に注がれるのを感じて肩をすくめながら、冬真は真しん摯しな目でセリカを見つめる。

「……その最強生物が体が弱いとか、何の冗談よ」

　文句を言いつつ手をつかみ、セリカは立ち上がる。

　土でよごれた制服が目に入るや冬真はポケットからハンカチを取り出して、紳士的に拭ぬぐってみせる。

「あ、ありがとう」

「君はなかなか礼儀正しいな。……俺の友人は、少し触れただけで無礼だなんだと顔を赤くして怒鳴り散らしたものだが」

「誰だれよ、その爆弾女は」

「ふっ、あはは……爆弾女か。やはりよく似ている」

「はあ？　ナンパのつもり？　……ふん。東亜種のくせに気が利くのね」

「大人をからかうのはよしてくれ。将来有望なＳランクを口説いたと知れたら、軍法会議もののおイタだ」

　そもそも大切な姪めいに何してるんだコラと、親友の燃えるツッコミが炸さく裂れつしそうだ。

「しかし不思議だな。見たところ君はとても礼儀正しい。何な故ぜ、うちの雪奈とトラブルになったんだ？」

「あっ……ああーっ！　そうだ！　アンタが父親……『お父様』ってやつ!?」

「？　そうだが？」

「一体全体どんな教育をしてんのよっっ！　そのファザコン娘、ヤバすぎなんだけど！」

　ビシィ、と指さす先を振り向くと、雪奈がこくりと首をかしげ。

「立候補でクラス委員になったから、うとうとお昼寝してたその子を起こして注意したら、『命令、ですか？　お父様以外の命令なら……お断りです。誰だか知らない人』とか言い残して、二度寝しやがったのよ!?　アタシは委員長のセリカ・ヴェルミオーネだって、名乗りながら説教してやったら、そいつなんて言ったと思う!?」




「ヴェルミオーネ……なんとなく、不快な感じで、聞き覚えがある名前です」




　怒鳴り散らすセリカの台詞せりふを引き継いで、そのときの再現のように、雪ゆき奈ながあまりにもひどい内容を呟つぶやいた。

「……雪奈。きちんとこの子に謝りなさい」

「謝る……何を、です？」

「雪奈は他人の家の名を侮辱してしまったんだ。それは、怒られて当然のことなんだよ」

「カチュアおばさまと同じ名前の、響きだったので……つい……」

「……は？　何、叔母さんと知り合いなの？」

　セリカはきょとんとして訊たずねた。

「俺の学生時代の級友でな。よく家に来るから、雪奈とも顔なじみなんだ」

「ふーん……そうなんだ」

　どことなく感情を感じさせないセリカの返事。

　何か含むところがありそうだが……まあ、今はいい。

「それで、いつもの調子で軽口をたたいてしまったようだが……言い訳にはならないな。雪奈」

「……はい」

「カチュアは大人で、親交が深いから許されるだけだ。それだって、親しき仲にも礼儀ありと言ってな……とにかく不用意に家の名を貶おとしめてはならない、いいな？」

「……はい。ごめんなさい、お父様」

「謝る相手は俺じゃない」

「ごめんなさい、でした……えっと……セ……セ……セロリ……さん？」

「本気で謝る気あんの!?　セリカよ、セ・リ・カ！」

「セリカ、さん」

「そう！」

「ヴェルミオーネ家を、ばかにするつもりはありませんでした。本当に……ごめんなさい、でした」

　ちょこんと頭を下げた雪奈の姿は、いつもよりもさらに小さく見えた。

　あまりにも強すぎる能力値、天然の性格ゆえに失礼な言動は多いかもしれない。だが、他人と交わる機会がこれまで少なかったがために人との関かかわり方を知らぬだけで、怒られればこうして素直に反省し、謝れる、心根の優しい子なのだ──と思うのは、親馬鹿が過ぎるだろうか？

　しかし得てしてこういった対人トラブルというものは。

「……わかればいいのよ、べつに」

　当人同士が『いい子』であれば、それほどこじれずに解決したりするものだ。

　照れ臭そうに顔をそむけるセリカと、無表情の中にもホッとしたような雪奈。二人の手をつかみ、冬とう真まは半ば強引に互いの手を握らせる。

「ちょっ、何すんのよ！」

「仲直りの握手だ。どうかこれから友達として雪ゆき奈なと仲良くしてやってほしい」

「仲良く……お父様が、そう仰おつしやるなら。セリカさんは、どう……ですか？」

　冬真の真剣な、雪奈の無む垢くな眼まな差ざしに見つめられ、セリカは照れた顔をさらに赤くして。ふんと荒い鼻息とともに胸を張ってこう答えた。

「……礼には礼で答えるのが貴族の流儀よ。白しろ銀がねパパの紳士的な行いに免じて、と、友達くらいなら、なってやるわ」

　パチ、パチ……。

　人垣の向こうからこっそり覗のぞいていたらしいアレイナが、いつの間にやら近くまで駆け寄っていて。両手を静かに打ち合わせ、称賛の拍手を送っていた。

　それを皮切りに野や次じ馬うまだった生徒たちや、駆けつけていた保護者の一部も拍手を続け、祝福の音は波紋状に大きく広がっていき──。

　パチパチパチパチパチ！

　やがて拍手は、喝かつ采さいへと変わる。

（一件落着、か）

　どうやら混乱は収束したらしいと判断し、ひと息つく。

（想定以上に目立ってしまったのは失敗だったな）

　相手に悟られないようあくまで自然体で冬真は人垣の方向を観察する。

（……誰だれかに、見られている）

　無数に注がれる野次馬根性的な視線とは明らかに性質が異なる。

　混乱の最さ中なか、正確にただ一点、冬真の動向にのみ目を配る何者かの気配。

　チラリと振った視線の端に、黒い帽子を被かぶった小柄な人影が映り、野次馬の中に消えるのが見えた。

（──監視か？　用心しておいたほうがよさそうだな……）




　そして嵐あらしのごとき登校初日は、桁けた外はずれの騒乱と共に終わり──。

　父娘おやこの学園生活は、暗雲と予兆を感じさせつつ始まるのだった。





●親子同伴通学の日常




「午前六時二十九分、起床。──誤差、マイナス二秒か」

　二秒前に止めたアラームを片手に、白しろ銀がね冬とう真まは独りごちる。

　やや遅れてデジタル数字が六時三十分を指し、彼はシーツから身を起こして自己点検する。四肢の末端から始めて徐々に関節を遡さかのぼり、自己診断術式による体内臓器のチェック。

（消化器系、クリア。循環器系、クリア。神経系、クリア。……多少の空腹を感じるが、基礎代謝カロリーが不足しているだけだな。……問題ない）

　新しい環境になじむまでは、自己診断も厳しめにするべきだろう。かつて過ごした戦場、汚染されきった地上の『死都』では、タフで弱音を吐かない奴やつから先に死んでいった。

（意欲に溢あふれる奴、人類の未来を信じてる奴、支援に期待してない奴……動機は違うが、自分は大丈夫だと信じて退ひかなかった奴が、死体袋に入って消えていく）

　主観の混じった情報ほど信用ならないものはない。希望というバイアスがかかった結果を鵜う呑のみにした行動は命取りだ。だからこそ毎朝、軍医並の自己診断術式を走らせる。

「……ん？」

　ふと違和感に気づき、冬真はベッドの毛布をめくる。

　自分の体温がわずかに残る軍払下げのそれには、何もない。いつもは寂しがりの子猫のように潜り込んでくる雪奈が、一瞬でもそこにいた痕こん跡せきすら残っていなかった。

（髪の毛一本落ちてない、シーツの皺しわも俺一人分だ。……何かあったか？）

　違和感を覚え、冬真は寝間着代わりに使っている下着姿のままベッドを降りた。自分の中での警戒レベルを一段上げながら気配を窺うかがい、慣れた廊下を進み娘の部屋へ向かう。

「雪奈。……おはよう、俺だ。部屋にいるのか？」

「むにゃ……。おとぅしゃま……でふ……？」

「……無事か。なら、いいんだが。昨夜は俺のところに来なかったんだな」

　軽くノックをすると、寝ぼけたような返事が返ってくる。

　ほっと胸を撫なで下ろし、ドアを小さく開けて中の様子を窺うと、薄暗く物の少ない部屋で雪奈が眠っていた。可愛かわいらしいパジャマを着て、冬真のお古のシーツを丸めて作った、大きな抱き枕まくらにコアラのように抱きつきながら、すやすやと──。

「……らって……」

「どうした、何かあったのか？」

「こどもじゃ、にゃいれす……。ゆきなは、もう、おとな、でしゅ……」

「……なるほどな。気にしていたのか」

　思わず苦笑を漏らしながら、冬真はほっとしていた。

　昨日の決闘騒ぎ──カチュアの姪めいセリカとの口論の時、父親離れができていない事実を子どもっぽいと責められたことを、雪奈は気にしているのだろう。だから、寂しくとも添い寝を諦あきらめたのだ。

　にゃむにゃむ、と未いまだ目が覚めていないらしい瞳ひとみで、雪ゆき奈なは眠そうに冬とう真まを見上げる。

「ゆきなは……おとーさまと、ずっと、いっしょに、いたいでしゅ……」

「ああ、わかってる。俺も同じ気持ちだよ、雪奈」

「いいこに……してましゅ、から……さんねんごに、おわかれ……いやでしゅ……」

　そう、学校生活を終えて軍に入れば今までのようにはいかない。Ｓランクの魔法騎士たる雪奈はそのまま人類復興の戦力として、最前線に送られることになるだろう。

　終わりが近い楽園。今が最高に幸せだとわかっているのに、この時間よ永遠に続けと願うのに、その想おもいはどちらも同じなのに──それが許されないことも、わかっているから。

「おとーしゃまと、いっしょに、いたい……」

「ああ。……わかってる、わかってるよ、雪奈」

「みゅ。ゆきなは……わるく、ないですよね。おかしく、ないですよね……？」

　眠たげな猫のように、ベッドの中から半身を起こす雪奈。寝ね呆ぼけた目の周りがほのかに赤く腫はれているのは、きっと怖い夢を見たのだろう──眠りながら泣いた、涙の滴。

　はだけたパジャマの胸元からふくらみかけの胸が見える。冬真はそっと手を伸ばし、服の乱れを直してやりながら……くしゃくしゃと髪を撫なで、おでこに軽く唇を寄せる。

「そうだな。魔法騎士学園に入ったら、もう大人だ。子どものままじゃいられない」

「……ふぁい……」

「ああ。だが、急に変わる必要はないさ。少しずつ、三年かけて大人になっていけばいい。雪奈が寂しくないように、それに俺自身も、お前がいない寂しさに耐えられるように」

「……かんがえたく、ないです。そんなこと……なれたくない、です……」

　同感だ、と冬真は想う。この小さな生き物が成長し、大きくなるさまをずっと見てきた。言葉を話し、歩くようになり、自分で何かを食べ、笑いかけてくれるようになるまで。

（今だって、そうだ）

　寝ぼけた雪奈の顔。哀かなしみと不安に揺れているけれど、安心しきったその油断。それは、この世界中で自分しか見ることのできない顔で、どうしようもなく愛いとしいものだった。

「……俺もだ。慣れたくなんかない。お前を放したくなどない。だが」

　ぎゅっとシャツを掴つかんでくる雪奈の手を優しく撫でながら、冬真は耳元に囁ささやいた。

「焦らなくていい、少しずつ大人になっていけばいい。……それでいいんだよ、雪奈」

「いっしょに、寝るのは……だめです？」

「たまになら問題ないだろう。毎日は難しいが、一日おきなら許容範囲だ」

「一日、おき……それくらいなら……がまん、できる」

　目が覚めてきたのか、はっきりと意味のある言葉を話し始めた雪奈は、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　よし、と胸を撫で下ろしながら、冬真はついでにこれからの注意をしておこうと思う。新生活の初日は過ぎ、問題点がいくつか洗い出せた。それを言い聞かせる必要がある。

「そのかわり……と言っては何だが、いくつか禁止事項もある。まず、必要以上に俺のことを持ち上げるのはやめてくれ。強さとは、宣伝するものじゃない」

「……でも、お父様は、雪ゆき奈なよりもつよい……です。ほんとうのこと、ですよ？」

「それでいいんだよ。学校では自立した態度を取り、何でも俺を持ち上げたり、俺に頼り過ぎないようにすべきだ。……騎士は、軍は、愛を弱さと侮る連中ばかりだからな」

「……やっぱり、さみしい。そんなの……」

　しょんぼりしてしまった雪奈。このままでは任務に障り、そして冬とう真まの良心が痛む。

「そのかわり、人目につかない家でならいつも通りの父娘おやこで問題ないだろう。いくらでも甘えていいし、生活のサポートは任せろ。……全部、お前を優先するからな」

　少しでも勇気づけてやろうと思い、そう言った。もちろん嘘うそではない。

　今の自分はすべてを雪奈のために使うと決めているのだから。そんな想おもいが伝わったのか、雪奈は寝ぼけてとろんとした眼めのままで、それでもしっかりと食いついてくる。

「ほんと？」

「ああ、もちろんだ。たっぷり甘えていいんだぞ──雪奈」

「えへへ……お父様、だいすきです……♪」

「ああ。もちろん、俺もだよ。大好きだ」

　抱きしめた娘の柔らかなつむじに顎あごを当て、グリグリとしてやる。

　「んんー♪」と可愛かわいらしく身をすくめる柔らかな娘を抱きしめる。ありのままの好意をぶつけ合うのは、大人になるとひどく難しいけれど──今はまだ、許されるだろう。

（いくつになっても、可愛いな。……俺の、たったひとりの娘は）

　安心して眠気に負けたのか、ふたたびうとうとと眠りはじめた雪奈を支えながら、その無防備な笑顔に微笑ほほえみかける。ひどく寝起きの悪い雪奈だが、ちゃんと話した内容は覚えていることが殆ほとんどだ。今の会話も、細かい点はともかく大筋は記憶しているだろう。

（今日の授業は、自重してくれると助かるが……）

　登校初日で統括生徒会長の誘いを断り、決闘騒ぎまで起こしてしまった。

　せめて、今日は無難に終わらせたい。そんな淡い期待をしながら、冬真は雪奈をそっと抱き上げると、朝の光が射さすリビングへお姫様のように運んでいった。





　　　　†






　キノコ由来蛋たん白ぱく質しつのソテーとサラダ、少量のカードフードで食事を済ませた後。

　父娘揃そろって登校した先は、旧時代における大学のそれに似た大教室だ。すり鉢状の席が教壇を囲むようにグルリと巡る形は、入学式で通された講堂のソレとよく似ている。

「ここは変わらないな。……設備は多少新調されているみたいだが、ほぼ同じだ」

「お父様が学生時代を過ごした教室……。雪奈は、うまくやれるでしょうか」

「心配ないだろう。勉学の知識や戦闘は教えたつもりだ。むしろ問題は生活の方だな」

　学校の勉強なら教えてやれる。だが、友達づきあい、人間関係を学ぶのは簡単ではない。父娘おやこという固定された関係のみではなく、対等の友人関係を築いて維持する経験は重要だ。

（が……この場合、授業中は難しそうだな）

　数十人が参加できそうな講義室、比較的光の入ってくる窓際の後ろから二列目に雪ゆき奈なと並んで座りながら、あたりの様子を観察する。寒天の培養基で育つ細菌のように、生徒はふたつのグループに自然と別れて固まり、授業が始まるのを待っている。

（ひとつ、保護者同伴登校が施行されていない低ランク組──）

　彼らは昨日行われた班決めの結果に従い、《攻撃》《防衛》《統括》の三班に分かれて、友達同士で座っている。昨日、雪奈が友達になったアレイナ・スクロヴェーニは防衛班に配属され、グループの外周部でぽつんと座り、小さく手を振っている。

「お父様。アレイナさん、どうしてこっちに来ないのです？」

「俺がいるからな……。親同伴のところに踏み込むのは躊ちゆう躇ちよするのだろう」

「……そういうもの、なのです？　むしろ大歓迎なのですが……」

「俺もだ。しかし、こういうのは干渉しない方がいい」

　疑問符を浮かべる雪奈には、理解できないだろう。低ランク組から離れたもうひとつのグループ、高ランクの保護者同伴組は、明らかにそれ以外と一線を画していた。

（どちらも居心地が悪そうだな。まあ、当たり前か）

　化粧をした『よそゆきの顔』をした保護者を連れて座っている同級生の傍そばへ近づくのは、普通躊躇ためらってしまうだろう。他人の親が醸し出すよそよそしい空気は、そういうものだ。

（常時監視されているようなものだからな。生徒も、高ランクと低ランクの間でコミュニケーションを欠けば連携に支障が出る。リスクは評議会も承知の上だろうが……）

　保護者が同伴して登校しているのは冬とう真まと雪奈以外にも数組いる。

　最も目立つのは、真っ赤な髪の二人組──カチュアとセリカの二人で、教室の真ん中に座っているのに、周りが避けて遠ざかるものだから、人波の穴がポッカリとドーナツ状に開いていた。

「……カチュアおばさまは、理事長先生です」

「そうだな」

「教師の人……すごく、やりにくそう……です」

「まあ、そうだろうな。評議会の意図は読めないが、現状はメリットよりもデメリットが目立つ。とはいえ、表立って批判するわけにもいかないが」

「……お口にチャック、だいじです」

　可愛かわいらしく言い、雪奈は清せい楚そな唇を端からチッと指でなぞってみせる。その仕草に軽く冬真が頷うなずいたすぐ後、教官が入室するとどこかよそよそしい空気が緊張した。

「頑張りなさい。少しでも教官殿に評価して頂くのよ!!　人類再生の礎となる勉強、一分一秒たりともよそ見をしてはいけませんからね!!」

「はい！　お母様！」

　生徒たちが、厚化粧の母親に迫せまられ頷いている。

　同伴登校でやってきた親は皆、授業の内容など理解できていない。だがそれだけに息子や娘の動きに集中し、言わば専属の見張りとして、少しでも怠けたり余計な真ま似ねをすれば口を挟むのだ。

（とてつもなく窮屈だが……ある意味、利点もあるのか）

　当然、冬とう真まにそんな必要はない。昨日の雪ゆき奈なの態度はマイペースが過ぎてひどいものだったそうだが、一度言い聞かせればきちんと修正するのが愛まな娘むすめクオリティである。

　無言のまま、しかしキリリとした面持ちで教師が読み上げるテキストを筆記する雪奈の姿を横目に、冬真はよしよしと微笑ほほえんだ。

「……魔法騎士を分類する位階クラスは六つ。武傑ブレイド、光聖クレリツク、竜騎ドラグナー、機巧マシーナリー、凶魔ネクロ、俊影シヤドウ……これらは『位階の六星ペタルグリフ』と呼ばれるこの図で表され、ステータスカードには最も適性が高いものが表示されます。中等部までは適正位階以外のカリキュラムは受けられませんが……」

　カツカツカツ、と今時古びた白墨で黒板に書きつける教官は、ひどく肥ふとった老人だった。野や暮ぼったいスーツに隠れて見えないが、ぎこちない足取りから片足が義足だとわかる。

　テキストを読み上げるだけのひどく退屈な授業。実戦を離れて何十年経たつのか不明な、老人としか言いようのない教官。父兄の素人意見にも頑とした答えを返せない始末。

「はぁ……」

　ため息をつくカチュアの髪が、寂しげに揺れた。

　彼女にもわかっているのだろう。今のやり方が歪いびつだということが。

　部下を統率する術すべを知らない高ランク生、横のつながりを持ちにくい低ランク生──。上も下も痩やせ細り、人材が枯渇した軍組織は年々弱体化していくばかりだ。

（畏い怖ふされる教官も、実戦経験豊富な兵士もいない。しかも不満の発散も生徒本人でなく保護者から。これでは何も育はぐくまれないし、いずれ何かが爆発しかねない）

　このまま放置しておけば問題はより大きくなりかねない。幸い、カチュアやロンメルといった教育側の人間と接触できる窓口がある以上、改善策を取れる余地はあるが──。

「あの、お父様……。あの、あのっ……」

「ん？　……どうした、雪奈。もじもじして、ちゃんと講義を聞いていなさい」

「はい。もちろんです、お父様……でも、そのっ……すこし、たいへん、で……」

　頬ほおを赤らめ目を伏せて、もじもじと腿ももを擦こすり合わせながら言う雪奈。

　わずかに眉み間けんに皺しわを寄せ、冬真はひたすら教本を読み上げる講義をチラリと見る。教本の内容をひととおりなぞるつもりらしく、話は位階ごとに得意とする術式に移っていた。

「えー、光聖位階に任じられた場合、将来は旧軍で言う衛生兵、軍医となります。さて、その役割についてですが──」

「光聖の術式に関しては、雪奈にもほとんど講義をしていなかったはずだ。教本にざっと目を通すだけとはいえ、おさらいしておいて損はない内容だと思うが」

「はい。それはわかるのですけど、あのっ……実は、その」

「ん？　……もしかして、体調でも悪いのか？」

「えっと……えっと、そのっ……お、おしっこ……」

「──了解した」

　緊急事態を認識し、冬とう真まはこれ以上ない極限の真顔でうなずいた。

　雪ゆき奈なはいい子だが、父親が絡むこと以外は自己主張に乏しいところがある。今回も恐らく、授業前にトイレに行っておきたいと言い出せずにいたのだろう。

　休憩時間まではまだ三十分ほどある。もちろん挙手して教官に許可を取れば、簡単に目的を果たせるだろう。恥ずかしいのなら、せめて自分が代わりに手を挙げてやろう。

　そう考え、冬真が手を上げようとすると──。

「──あの、お父様……。できれば、そのまま……っ」

「待て。尿意を我慢するのは健康に悪い。尿毒症や膀ぼう胱こう炎えんの危険もある」

「わかっています。けど……雪奈は、雪奈は、子どもじゃ、ないですからっ……」

　ぷるぷると涙目で震えながら、袖そでをきつく掴つかんで言うその顔は。

（……気にしているんだろうな）

　自分はもう大人だと──子どもじゃないと主張した朝の会話を、そこで冬真は思い出す。

　もし昨日の決闘で雪奈にダメージがあったとしたら、どんな攻撃術式よりも『ガキ』や『ファザコン』といった煽あおり文句が一番だろう。子どもらしい勘違いした素直さで、彼女は彼女なりに大人である自分を、我慢できる自分を証明しようとしているのだから。

「……しかたないな。丁度、光聖クレリツク位階の術式の話をしていることだし、やってみるか」

「え？　……何か、何か作戦があるのですか、お父様……!?」

「ああ。今から教えるのは戦場で錬素が尽きた際、戦線からの離脱に必要な最低限の錬素を調達する、緊急回避術式だ」

　錬素──魔法騎士が体内に保有し、攻撃、防御、錬核武装の展開など戦闘にさまざまに利用する力の源たる周期外元素は、騎士それぞれの才能に応じて保有量に限りがある。

　あらゆる新陳代謝と同じく自動的に生成されるものだが、一度体内の錬素を放出し尽くせば、全回復までに一日を要するだろう。錬核武装を維持する間は錬素が消費され続けるため、戦場のど真ん中で錬素を失い無力化される兵士も少なくない。

　そこで錬素切れの仲間にこの魔法をかけ、離脱を助けるのは補助役である光聖の仕事だ。

「あ、あっ、あのっ、それで……どうやって……」

「質量保存の法則がある以上、どこからともなく錬素を発生させることはできない。ゆえにこの術式は体内の不要な毒素、老廃物のたぐいを再利用する」

　毒素。そう、つまりは。

「体内の尿もまた──分解し、錬素に変換することが可能だ」

「そ、そう、なのですか？　全然……知りません、でした」

「前線の魔法騎士以外、知る必要のない知識だからな。俺はその手の雑学が好きだから、興味本位で調べたことがあるだけだ」

　事実と違っているが嘘うそではない。前線勤務が続いた折、待機時間を利用して研究グループを立ち上げ幾人かの仲間と式を完成させた張本人の言葉としては、やや客観を装いすぎているだけだ。

「……短いのに適切な構成……。臓器に必要以上の干渉をせず、こんなに簡潔に……これ、すごい技術なのでは……？」

「設備もない前線で開発できるくらいだから、そう難しい式じゃない。やってみなさい、雪ゆき奈な。慣れないうちは、その部位を指で押すと上う手まくいくぞ」

　冬とう真まはそっと机の下に手をやる。

　制服越しの下腹部に触れるか触れないかの距離で人差し指を掲げ、すっとなぞるようにスカートに包まれた足の付け根や腿ももへ、決して触れず滑らせてゆく。

　魔法式をコンパイルした魔法騎器デバイスが振動、精妙にコントロールされた錬素が少女の体内に注ぎ込まれていく。

「ふぁ……っ。お、お父様……っ、今、おなかの奥が、ぞわっとしました……」

「女性の場合、この位置には子宮がある。非常にデリケートな部分だから、干渉しないように注意することだ。自分でもやってみなさい、雪奈」

「は、はい……ええ、と……こ、ここですか？　お父様……」

「だめだ、干渉ポイントがずれているぞ。もう少し下げないと他の臓器に干渉する」

「は、はい……。あの、お父様。どのあたりを指定するのか、教えてください……」

　そっと机に隠れてスカートの裾すそをつまむ娘に、冬真はふむ、と小さく言った。

「慣れないうちは仕方ないな。……ここだ。人体の構造は男性、女性の性差はもちろん、個人差もそれなりにある。早めに自分の臓器の特徴やポイントは把握するように」

「んっ……お、お父様の式が、びんかんな、ところを……っ。ひゃんっ」

「落ち着け。尿道、膀ぼう胱こう、尿管、腎臓……生殖器への干渉を避けながら、自分のポイントを正確に把握する。できるな？」

「は、はいっ……わかりました、お父様……っ」

　微妙な臓器をポイントしたせいだろう、羞しゆう恥ちに頬ほおを紅あかく染めて雪奈は言う。なぜか息をひどく荒らげ、興奮している様子だったが──顔色ひとつ変えることなく、医療行為として冬真は淡々とこなしていく。

「お父様。……お父様、……んんっ……、ぁっ……イキ、ますっ……！」

「魔法式を実行する、と言いなさい。……聞いていないか」

「はあ……はあっ……できました、お父様。ひとりで、たしかにっ……」

　制服の袖そでを口に咥くわえ声を我慢しながらビクンと弓なりに背を逸そらした雪奈。頬を赤らめ、はあはあと息を荒らげて汗だくの顔をホッと安あん堵どに緩ませる。

「……臓器に干渉する術式は、軍医資格を持つ光聖クレリツク位階の者でもなければ使わない。慣れと専門知識が必要だし、事故の危険もあるからこれまでは教えてこなかったが……」

「もう、雪奈はオトナ……です。もっと、たくさん……知りたい、です」

「了解した。だが、まずは授業をちゃんと聞くように。自習時間にでも詳しく話そう」

「はい。……ありがとうございます、お父様……」

　なぜかじっとりと濡ぬれたような眼めでこちらを見上げる雪ゆき奈なの視線に穏やかに微笑ほほえみ返し、冬とう真まはふと視線を外した。

（見られた、か？）

　数人の生徒とグループを作り、説明された光聖クレリツク術式の再現をしている下位ランクの生徒たち。その中にあってお手本を見せているらしいアレイナの隣に、見慣れぬ女生徒がいる。

　それだけなら冬真が注目することはなかっただろう。だが彼女はチラリとこちらを見ると、ニヒヒと笑みを浮かべて。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]────!!　うひょ[image: ][image: ][image: ]っ、大胆っ……!!」

「え？　な、何？　何か私、へんなこと、しちゃった……!?」

「いやいや違うっスよアレちん。おっと見ちゃダメ、コドモにゃ早い！」

「え？　……え？　よく、わかりませんけど……？」

「いーのいーの、わかんなくって！　医療行為ってさ、考え方によってすっごいえっちな何かに見えるよね。うん。でも授業、授業っスからー！　わかってるっスからー！」

「え、えっち!?　え？　え～っ!?　わ、私、何かえっちだったの!?　ねえっ!?」

　疑問符を盛大に浮かべながらも、丸め込まれるアレイナ。

　その隣で、にんまりと猫のように笑った不思議な少女は──。

『ま・た・あ・と・で♪』

　両手の親指を合わせ、残りの指でハートマークを作り、ウインクまで飛ばしつつ。

　唇だけを動かしてそう言うと、キスを投げるように鳴らしてみせた。












●学食




「お父様……お昼、お弁当、用意……しちゃいました……？」

「ああ、作ってきたが──その様子だと、何か不都合がありそうだ」

「不都合じゃない、です。お父様の料理……好き、です。ただ……アレイナさんに、一緒に昼食を食べようと……誘われてて……」

「素晴らしい。同僚との食事は有効なコミュニケーション法だ。弁当のことは気にせず、行っておいで」

「あの……お父様も、一緒がいい、です……」

　午前中の授業、簡単な位階ごとの魔法式実習を終えて、昼食のベルが鳴った。

　第一魔法騎士学園のみならず、魔法学園高等部の学生食堂は戦場のソレとほぼ同じ食材と料理が提供される──

「──のは知ってたんスけど、素っ気ないランチっスね～。あぁ～ウチも手抜きしないで、雪にゃんみたいに弁当持ってくりゃよかったー！」

「我が家も豪華とは程遠いさ。贅ぜい沢たくな食事に慣れれば補給が滞った時に苦しくなるからな」

　擬似太陽光の割り当てが大きいテラス席、六人掛けの片側に隣り合って雪ゆき奈なと座ると、冬とう真まは弁当の包みを解ほどいて娘の前に出してやる。合成樹脂の重箱に詰められたおかずは、すべて各家庭で自給できる有機物を合成して作ったものばかり──。

「すまないな、雪ゆき奈な。どうしても男の料理だ、レパートリーに欠ける。卵焼きと肉モドキは食べ飽きたと思うが、安全かつ安価に調達できる食材はこれくらいでな……」

「ううん……お父様のたまごやき、だいすき。……はふ、はふ……にゃふ……♪」

　新鮮な卵を精緻な肌感覚で焼いた、黄金色のかたまりを頬ほお張ばる雪奈。保温材質の弁当箱のおかげでまだ熱いそれを火傷やけどすまいと口の中で、ふー、ふー、と息を吹きかけている。その顔は、とても幸せそうだった。

　その、傍ら。先の割れたスプーンで金属製トレイに載った食事をつついている女生徒が二人いた。そのうちの一人はアレイナ・スクロヴェーニ、冬とう真まも面識のある雪奈の新たな友達だが──。

「ちょっ、その生姜しようが焼きも合成っスか!!　Ｓランクなんだから、もっと豪勢に天然モノで豪ッッ!!遊ッッ!!キメちゃいましょうよぉ～。まじ美味っスよ天然チキン！最近、中央街？だっけ。なんかあのあたりに天然ハーブとスパイス使って圧力鍋なべで揚げるお店ができたんですけどーっ！　マジ流は行やってるらしいっスよ！」

「あ、そのお店、聞いたことあります。……でも、１ピース食べるだけでもすごく値段が高いって聞いたので、ちょっと手が出ないかな～……って」

「アレちんは無理っしょー！　あははは！　ウチらは首席合格の雪にゃんと違ってぇ～、ごっくごくフツーの一般生っスからね～！」

「……ずいぶんテンションが高い子だね。雪奈、彼女を紹介してくれないか？」

　アレイナの隣に座っている少女は、あの授業でハンドサインを送ってきた人物だ。

　黒髪を長くまとめた東洋系の顔立ち。そのわりに砕けた言葉遣いは、どこか品がよくて人懐っこい黒猫を連想させる。頭に嵌はめたカチューシャにはピコピコと動くネコミミ状のアクセサリが取りつけられており、余計にその印象を深めていた。

（いささか奇抜な外見だが、術式構成補助用の簡易収束具か。校則に違反しない範囲での装飾品、制服の改造。それに毛先の不自然な乱れは、プライベートと学校で大きく髪型を変更している証あかし。……総じて、一般的な生徒と判断するには逸脱点が多すぎる）

　探偵のような眼めで冬真が少女を計る中、紹介を求められた雪奈は小さく頷うなずいた。

「……同じクラスの人です。アレイナさんと、席が近かったので……」

「にひひっ、黒黒黒くろみつ黒くろ子こだよぉ。黒が三つでクロミツ、プラス黒い子どもで黒子っス！」

　東亜種にしても珍しい名前だ、そんな冬真の困惑を感じたのか、問われる前に解説する。ノリよくキメた彼女の隣で、まだ少し及び腰のアレイナが話題を繋つないだ。

「でも、珍しい名前だよね、黒子ちゃん。もしかして、地上のどこかの地名とか？」

「う～ん、そこまではわかんないっスね。ウチもなんとなく親から継いだだけっスから。ままままままっ、とりまよろしくっス、冬真せ～んぱいっ♪」

　ビシッ!!……と自分で効果音を口にしつつ、挨あい拶さつを決める。にまっと唇を釣り上げて笑いながら、彼女はテーブルに身を乗り出すと──対面に座る冬真に手を伸ばした。

「パイタ～ッチ!!　鍛えた大人の大胸筋チェ～ック!!」












「……!!」

「あぁ～！　なぁーんで避よけるんスか～！　プリーズ・タッチ・雄ッパーイ！」

「……すまない。娘の友達とはいえ、女性に触れられるのはいささか気恥ずかしい」

　ネイルの指が胸に触れる直前、とっさに身を躱かわした冬とう真まに黒くろ子こは不満げに抗議した。

　寸前で届かなかった指をいたずらっぽくワキワキと曲げる黒子に、

「あ、あわわわわ……。だ、ダメだよ、黒子ちゃん。恥ずかしいんだから、もうっ！」

　隣に座っていたアレイナが慌てて止めに入る。フリーダムな黒子と、止めに入る常識的な彼女の組み合わせは、短時間にしてはなかなか息の合った掛け合いを見せていた。

「てっへへへへ～♪　でも触ってみたくないっスか、アレちん!?　イケメンパパのむちむち筋肉とか、若い女の子ならぜひぜひ触ってみたいと思うところっスよ！」

「お、思うわけないでしょ[image: ][image: ][image: ]っ!?　……ちょ、ちょっとだけしか……！」

「……お父様に触れていいのはわたしだけ、です」

　文字通り、一瞬眼めを輝かせる雪ゆき奈なの剣けん幕まくに、黒子は「うひゃー!?」と大おお袈げ裟さに驚くと、オーバーアクションに詫わびる。そのおどけた仕草に、危険な雰囲気は微み塵じんもない。

　ただのお調子者、クラスに一人はいる砕けた空気の読めないタイプ──

「──なのか、本当に？」

「お父様、どうかなさいました？　額に汗をかいておられますが……」

「……少し、空調が悪いらしいな。気にしないで友達と話してかまわないぞ、雪奈」

　雪ゆき奈なにも、言えない。

　今、あの黒くろ子こという少女が触れかけたポイントはいわゆる経絡──錬脈とも呼ばれる、人体に存在する錬素ネットワークの中継点のひとつだ。

　魔法騎士の体内に流れる錬素は血液のように一定の規則性で循環している。その通り道になっているのが錬脈だ。だが血管にも肌に浮き出やすいポイントがあるのと同じく、この錬脈にも、脆い部分が存在する。

（人体のツボと同じ。強く突かれれば、麻ま痺ひ。正確に切断されれば、数日間錬素を扱える体は取り戻せないだろう）

　──黒黒黒くろみつ黒子。今、その錬脈の脆もろい箇所を正確に突こうとしたのは、偶然か？

「あれ？　せ[image: ][image: ]んぱいっ♪　ウチをニヤニヤ見ちゃって何かやらしーぞっ♪　あれれ、おかしいなこのカンジ、新たな春が始まっちゃったりー!?」

「そうだな。確かに、興味はある」

「はいっ!?」

　ぽん、と音を立てそうな勢いで一瞬頬ほおに朱色が差す。予想外の突っ込みだったのだろう、想定していた答えが返ってこないと多少の動揺があるタイプ──そう評価を修正しつつ、

「アレイナ嬢、セリカ嬢に続く、雪奈の三番目の友達だ。興味がないはずもないさ」

「ああ……そういう意味、ですか。お父様」

　ホッとした顔で雪奈がうなずく。

「……ほんのすこし、ドキドキ、しました。それなら……安心……」

「安心してもらえたのなら良かった。だが、雪奈。弁当が凍っているぞ？」

「つい、やってしまいました。解凍、しないと」

　掌てのひらから漏れ出た励起錬素によりコチコチに凍った弁当箱を手にとる雪奈。

　錬素を集め、魔法式を走らせて冷凍した弁当を溶かす雪奈に、向かいに座ったアレイナは、驚きながらもどこか楽しげな笑顔で、薄氷が張ったコップの水を珍しげに振った。

「もう、すっごくびっくりしちゃった……。いきなり冷たくなるから、雪奈ちゃん」

「人間関係の比喩じゃなく、物理的に温度が下がるあたりが問題だな。驚かせてすまない」

　まだまだ、錬素の総量はともかく制御に関して雪奈は未熟だ。

　あまりに圧倒的な出力故に、精妙なコントロールを学ばせるどころか、全力を出す機会すらない以上、止やむを得えないといえば止むを得ないが、いずれ改善しなければならない。

　そんな想おもいを抱えながら、冬とう真まは向かいの二人に笑顔を向ける。

「まあ、冗談はともかく……。自分はあくまで雪奈の保護者だ。通ってはいても生徒ではないし、先輩という呼称は正しくないな。名前で呼んでくれてかまわない」

「や、『先輩』がいいっス。ウチがそう呼ぶのは、おかしくもなんともねーんで♪」

「ふむ……？」

　含みを持たせるような言葉に、真意を問おうとした、その時。

　……ガチャン!!

「ここ、空いてるわよね？　……答えは聞いてないけど」

　食器トレイを叩たたきつけるように置いたツインテールの少女は、返事を待たずに座った。

　黒くろ子ことアレイナがざっと退き、ちょうどひとり分ズレた列によって、その整った顔が、冬とう真まの正面に据えられる。

「セリカ。よそ様の席に乱入するなんて、何を考えているのですか」

「叔母様は黙ってて。食事くらい違う人と食べたいの。せっかくのメニューが台無しよ」

「嫌うのは自由ですが、外に持ち出すのはやめなさい。ごめんなさいね、歓談中に割り込んでしまっ……冬真!?　それに雪ゆき奈なちゃん!?」

　座り込んだのは、セリカ・ヴェルミオーネ。そして彼女を咎とがめ連れ出そうとしていた女、合成香料を使った代用コーヒーのみを手にしたカチュアは見慣れた父娘おやこの顔に驚いた。

「いいさ、カチュア。授業中ならともかく、今は昼食中……プライベートだ」

　冬真の気さくな態度に、セリカはようやく味方を見つけたと思ったのか、胸を反らし、フフン♪　と鼻を鳴らしてみせる。

「なかなか話がわかるわね。そうよ、セリカはアンタたちに興味があるの。ま、一番は娘の方にだけどね」

「雪奈にか。なるほど、だから授業中も時々チラチラとこちらを見ていたんだな」

　冬真にとっては事実の指摘だったが、セリカはぐっと気まずげに息を呑のみこんだ。

「……そ、そんな些さ細さいなことはどーでもいいのよ!!　白しろ銀がね雪奈、セリカは貴女あなたにハッキリ言ってやりたいことがあって来たの。耳を貸してもらうわよ！」

「……？　どうぞ？」

　意外な反応に、冬真以外の視線が彼女に集まる。持参した水筒から注いだ白さ湯ゆを、茶席のように丁寧な仕草で味わいながら、雪奈は清せい楚そな物腰でセリカを見上げる。

「同僚との食事……コミュニケーションは大事……お父様に、教えられました、から」

「……い、意外とまともじゃない。その社交性があるなら、なんであの時グラン・マリア様のお誘いを断ったのよ!?　あんな生意気な態度さえ取らなければ、セリカは、あんたを……そのっ……す、素直にライバル認定できたのに!!」

　ほのかに頬ほおを赤らめるセリカに、雪奈は不思議なものを見るように首をかしげ。

「……お父様との、家族との時間を優先する発言……それほど生意気だった、ですか？」

「家族、家族、家族……ね。なんかずるいわ、幸せそうで。嫌でもついてくるコレしか、セリカにはいないのに」

　悔しげに奥歯を噛かみしめる音が聞こえた。あまりに冷たい姪めいの態度に、手持ち無ぶ沙さ汰たに立ったまま打ちのめされているカチュアへと、冬真はそっと囁ささやきかけた。

「……ずいぶん嫌われているな。何か家庭環境に問題があるのか？」

「うっさい、いろいろあるのよ。……ごめん、あとでちゃんと説明するわ」

「ああ。……フォローをその場で入れるあたり、カチュアの対人スキルにはかなりの進歩が見られる。あまり落ち込むことはないさ。……座ったらどうだ？」

「そういう訳にもいかないわよ。邪魔だろうから、離れたところで食事するわ」

「いいから座れ。ほら」

「あっ……！」

　カチュアの手を握り、軽く引く。ほんのわずかな抵抗を見せたカチュアだが、それに逆らうことなくそっと沈むと、冬とう真まの横にあるスペースに着地し、並んで座る──。

「──あ、ありがと……。じゃあ、お言葉に甘えるわね」

「かまわない。学園長をのけ者に食事を続けるわけにもいかないさ」

「ふふっ。……それもそうかしら。この肩書きにも、少しは役立つことがあるのね──」

　打ち解けた笑顔を見せるカチュア。だが、その穏やかさは突如凍りつく。

「さっそく実力者の父親に色目を使うの？　……汚いわ。そうやってお父様やお母様から、セリカが継ぐべき錬核武装を奪ったのね。本家の老人たちを誘惑して……不潔よ！」

「根も葉もないことを言うんじゃありません、セリカ！　アタシは保護者であると同時にあなたの上官。上官への侮辱は、厳罰の対象ですよ？」

「出たよ敬語。建前の証あかしよね。そうやって立場で脅すしかできないなんてダッサ！」

　セリカの眼めに宿るのは、根深い大人への不信感。

「だから信じられないのよ、大人なんて。自分で全部やったほうが遥はるかにマシだわ！」

（……かなり不安定だな。過剰な家庭内ストレス。メンタルケアが必要だろうか）

　爪つめを噛かむ仕草に、カチュアを睨にらむ目の鋭さに、それを察する。だが冬真が口を開くより先に、落ち着いたとはいえやはり気の強いカチュアがピシャリと告げる。

「だから、それは誤解だと言っているでしょう。下げ衆すなフィルターを通してばかりじゃ、真実は決して掴つかめない。軍属として、士官候補として改善すべき要素ではなくて？」

「嘘うそばっかり。セリカ、知ってるんだから！　学生時代、叔母様は寮で同室だった同級生のエッチな奴ど隷れいだったって。事あるごとに人前でおっぱい揉もまれてたって!!」

「は、はあっ!?　ちょっとそれどこ情報よ!?　デマにしてもひどすぎ!!」

　大人の仮面を打ち砕かれ、カチュアが席を蹴けった。

その視線に敵意が増幅したのか、セリカはギリッと奥歯を噛みしめて。

「また嘘つくんだ。セリカ知ってるんだから。学校で行事や騒動があるたびに首を突っ込んで、ご主人様に自分から喜んでおっぱい揉まれてお尻しり触られ、卒業後の進路まで合わせてついていった、使用済みどころか調教済みって噂うわさ、本当なんでしょ!?」

「なっ……それ、冬真の……違うから!!　あれは全部事故!!　水浴びしてたら、アイツが勝手に吹き飛んできただけだし、部屋が同室になったのも学園の不手際で──」

　チラチラとこちらの様子を窺うかがいながら、小声で叫ぶカチュア。

　その意図を察して、冬真は助け船を出そうと片手を挙げて、

「俺もカチュアとは同級生だが、そんな事実はなかったと証言させてもらおう」

「はあ？　……嘘。友達をかばってるんじゃないの？」

「そういう意志がないとは言わないが、事実は事実だからな。水浴びの場で接触した件は学園を襲ったテロリストとの戦闘で吹き飛ばされた結果で、たしかに乳房には触れたかもしれないが真しん摯しに謝った結果許されたので事件自体が成立していない。そもそも──」

「……はいはいはい!!　黙ってなさい、アンタは!!」

　説明しかけた冬とう真まを全力で静止し、カチュアは豊かな胸を張って全員に告げる。

「だ、だいたいっ……!!　最後の一線は一歩も越えてないんだし、時効よ、時効っ!!」

「そうだな、古い話だ。今さら蒸し返す必要もない。カチュアの件に関しては、俺が潔白を証明しよう。何なら公的な書類を用意しても問題ないが」

「……いらない。バカバカしい……。何それ、大人同士で馴なれ合っちゃって」

　ツン、と顔を真っ赤にして顔を反らすカチュアと弁護する冬真。その組み合わせを見て、セリカは苦々しい顔のままテーブルに肘ひじを突くと、フンと鼻を鳴らした。

「カチュアおばさま……。ずるいです」

「な、何よ雪ゆき奈なちゃんまで」

「……雪奈の知らないお父様を自慢するの、ずるいです。うらやましいです。……ぷい」

　涙目のカチュアを睨にらみ、頬ほおを膨らませる雪奈。

「カチュアをからかうのはそのくらいにしておけ、雪奈」

「む……雪奈は本気、ですよ？」

　可愛かわいらしくすねる雪奈に、冬真は苦笑した。

「セリカ嬢も、食事の席には合わない冗談だ。控えてもらえるとありがたいな」

「……ふん。叔母さんはちょっとくらい恥をかいた方がいいのよ。べー、だ」

　不満を顔一杯で表現してセリカはソファに身を沈め、食事を口に運び始める。

　雪奈もまだむくれているものの、解凍が終わった弁当からおかずをつまみ、食事を再開する。

　微妙な空気が重くのしかかるテーブル席に、ぱん、と軽く手拍子が鳴った。

「で、でも、凄すごいね。セリカさんに、雪奈ちゃん……。今年度入学の首席と次席、学園史上類を見ないＳランクが、ふたり揃そろって食事してるなんて！」

　軽く手を打ち、アレイナが話題を提供する。どこか焦ったような顔から、何とか場の気まずい空気を取り払おうと気を遣っているのがわかった。

「いや～。ホントっすね、もう。それでもアレイナさんはまだＥランクっしょ？　今後の訓練でＤも見えるから希望はあるけど、ウチなんかＦっスよ、Ｆ。希望ね～っ！」

「そ、そんなことないでしょ？　適正位階では伸びないけど、隣接位階の訓練をはじめたら相乗作用でクラスが上がったとか、そういう事例も過去にはあったらしいし……」

「いやー、どうっスかね～。ウチもわかってるっスよ、伸び代は微妙だなーって。だから、その乏しい力をできるだけ使えるようになるのが、この学校生活の課題っスね♪」

　あっけらかんと言うには、いささか重い話題だった。

　前線で戦う魔法騎士にとって、ランク差は非常に大きい。実戦での待遇や装備、部隊内での発言力に関かかわるのはもちろん、運よく戦死せずに勤め上げたとして、最終的な階級やその後支給される年金額も、ＤランクとＦランクでは圧倒的な差があるからだ。

「……確かに。だが、魔法騎士の力は単純な錬素総量──いわゆる、ランクだけでは計れないという意見もある。特に実戦経験者の間では、まことしやかに語られる噂うわさだ」

「あー、聞いたことあるっスねー。でもある意味夢物語じゃないっスか？　同じ攻撃でも、ランクＡとＤじゃ威力は天地の差。どんだけ頑張っても補い切れないレベルっスよ」

「出力の差を埋める技術も、なくはないがな。それこそ固有絶技ロイヤルアーツには、ステータスの差を覆すほどの可能性がある」

　固有絶技──。それは、魔法騎士個人が固有に持つ特別なスキル。

　基本的に固有絶技は生まれながらの才能であり、遺伝によって継承されるものもあるが、ほとんどは血筋に関係なく発現するものだ。特性としてＧＢ、ＴＢに達する総量を誇る魔法式さえ、絶技の領分であるならば魔法騎士本人の処理能力に関係なく、高速での実行が可能となる。

　そう、まるで自分の手足を動かすのに迷いや躊ちゆう躇ちよがないのと同じ──どんな複雑で高度な魔法式さえ、絶技であるならば手足の如ごとく扱える、故に低ランク魔法騎士のほとんどは、自分の固有絶技の発現と解明に希望をつなぎ、さまざまな訓練をするものだ。

「君も、ある種の『天才』であるように見えるが？」

「あはははは、そんなことあるわけないじゃないっスか。せ～んぱいっ♪」

　奇妙な経絡への干渉──それが彼女の固有絶技、低ランクを補う奥の手ではないか。その含みを持たせた問いかけを、知ってか知らずか、彼女は笑って躱かわしてみせる。

「そうかな？　今、俺に触れようとしたあの手つきは、特別なものを感じたが……」

「あー、アレはただの冗談っスよ？　いい体してるからつい手が出ちゃっただけで！」

「それで、的確に個人差が激しい錬脈への干渉──『点穴』ができるなら大したものだ。格闘術の才能、近接系の絶技が眠っているんじゃないか？」

　え、と驚きがテーブルに走る。雪ゆき奈な、セリカ、カチュア、会話に参加していなかった者達たちが興味を示したのを感じ取って、じとっと頬ほおに汗を浮かべた黒くろ子こは。

「やっだな～、そんな上等なモノじゃないっスよ♪　ただのセクハラっス！」

「ふむ、そうか。ならいいんだが……いや、良くはないが」

　躱したな。そう理解しながら、冬とう真まはあえてそれに乗った。

　この場で黒子を追いこんでも仕方がない。変に突き過ぎて暴発されたのでは面倒だし、ただの昼食の席でするには、個人の絶技に関する話題は重すぎる。

（固有絶技は魔法騎士のステータス……隠す理由はないし、公にして自分の有用性を示し、昇進や待遇にボーナスを得るのが普通だが。何か事情があるのだろう）

　それを察して口をつぐむと、ふと思わぬ方から声がかかる。

「でも、いいなあ……。そんな才能や技術が眠ってるなんて、黒子ちゃん、羨うらやましいよ」

　会話が一段落した気配を感じとり、アレイナが言う。会話を弾ませようとしているのか、わずかに自虐的なニュアンスをこめて、少し大げさにしょんぼりとして。

「私なんか、絶技はおろか術式の構成も演算も展開も苦手で……入試の時も下から数えた方が早い始末だし、実戦試験なんか教官に手も足も出なかったんだもん。いいなあ」

「そうか？　……回復系の光聖クレリツク治癒術式には、かなりの練度があると感じたが」

「え!?　……え!?　えと、たしかに、とくい……です、けど。それ……どうして!?」

「最初に会った日、怪け我がをした地域猫に治癒術式を使った痕こん跡せきがあった。その後見た時に、君から感じた錬素の余韻というか、気配を感じればわかる。あの容量は……」

「う、うきゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?　ちょ、ちょっと、待ってくださ[image: ][image: ]いっ!!」

　涙目になりながらテーブルに身を乗り出し、アレイナは無理やり冬とう真まに囁ささやく。

「……そ、それはナイショでお願いしますっ!!　お願い、なんでもしますからあっ!!」

「……いささか不穏な提案だな。しかし、あの絶技の存在を公表すれば、軍からの評価は非常に高くなると思うんだが。そう──『女神の業わざ』となれば、当然の待遇だ」

　光聖は、魔法騎士の六位階における軍医だ。治癒と回復、生命に関かかわる魔法式の扱いに長たけており、中でもそれに特化した固有絶技ロイヤルアーツは『女神』の名を与えられる。

　外傷の治癒、死亡直後の蘇そ生せい、難病の治療など……どれも難易度は高いが、戦時下では非常に有用なものばかりで、所持が公式に認められたなら将来は保証されたも同然だ。

「そ、そこまでわかるんですか……!?　え、どうして……!?」

「君のランクで、あの情報量の治癒術式を走らせるのは不可能だ。それを可能にするなら、その合理的な答えはひとつしかない。……秘匿するつもりなら、今後は術式展開後の痕跡を消す手段を考えたほうがいいと思う。あまり公に知られている式ではないが……」

「し、調べてみます……。お願いします、家族の言いつけなので、ヒミツで……！」

「わかった。今後は触れないようにしよう。勝手なことをしてしまったね、すまない」

「え、いえ、いいんですよ。ごめんなさい、こちらこそ、わがままで……」

　アレイナはほっとしたらしく、ようやく表情を緩めて微笑ほほえんだ。

　テーブルに半身を乗り出し、豊かな胸をふにゅりと潰つぶしながら上目遣い。その仕草は、少女に邪よこしまな想おもいを抱く類たぐいの人間であれば、非常によろしくない結果を招いただろう。

　だが、冬真はそれに言及することなく笑った。それにアレイナも笑顔を返し、二人は、食堂のテーブルごしに顔を思い切り近づけながら笑い合う姿となって──。

「……お父様。内緒話は、どうかと思います……雪ゆき奈な、とっても置いてかれてます」

「ああ、すまない。彼女のプライベートに関わることに触れてしまったもので……」

　そう告げると、隣に座るカチュアが眉まゆを吊つり上げた。そのまま手にしたカップの中身を飲のみ乾ほすと、大人らしい落ち着いた物腰で、おどおどとしているアレイナに言う。

「学校側としては、あまり詳しくは聞きませんが。もしも信じてもらえるなら、きちんと相談してもらえると嬉うれしいです。こちらからバックアップできるかもしれませんし」

「え？　あ、はい。す、すいません、ありがとうございます、学園長先生！」

「いいのよ。……相談するならその男だけはよしなさい、これ以上面倒なことになったらそれこそプライベートどころじゃなくなるから。……本気で頼みますよ？」

「え、あ、え……!?　は、はい……で、いいのかナ……？」

　戸惑うアレイナ。「にしし♪」と意地悪に笑っている黒くろ子こを挟んで──。

「ていうか叔母様のお小言なんかどうでもいいのよ。本題に入らせてちょうだい」

　口を挟んだセリカは、じっと雪ゆき奈なを見つめる。真剣な、情熱のこもった瞳ひとみ。それから同じ列に座る二人に視線を移し、眉み間けんにしわを寄せたものの……納得したように、軽く頷うなずき。

「少しランクが低いのが混じってるけど、まあいいわ。いずれ部下を率いる時のために、練習と思えばいいもんね。……白しろ銀がね雪奈！」

「はい。何ですか」

「──あんたたち三人、セリカの部下にしてあげるわ。……どう？」

「うっわ、図々しっ！　決闘で負けたセリカさんが部下になるべきじゃないんスかー？」

「うるさいわよ、オマケ２号。アンタ、昨日の組み分けで見たけど俊影シヤドウよね？　斥せつ候こう偵察、特殊任務専門位階。で、１号の方は光聖クレリツク位階、衛生兵枠。それに、白銀雪奈……！」

　瞳に熱を浮かべ、セリカは手を伸ばす。

　無防備な雪奈のそれをギュッと握りしめて。

「武傑ブレイドのＳランク。アンタを前衛に据えれば布陣が完成するわ。遊撃役として最も機動力に優れた位階、竜騎ドラグナーのセリカと組めば、無敵よ。無敵！」

「……組む、ですか？　んー……意味がよくわかりません」

「それよ。アンタどうせお父様のことにしか興味ないんでしょう。指揮とか戦術とか面倒なことは一切やる気がないわよね。──そのあたり、全部セリカが引き受けるとしたら？」

「……めんどくさいこと、全部やってくれる……です？」

　作戦勝ちだな、と冬とう真まは苦笑し、興味を示した雪奈の横顔を眺めた。

　なるほどセリカの狙ねらいはこれか。提示できるメリットを用意し、本気で説得に現れた。

　敗北した相手、自分より強い相手に対する対応はいくつかある。あくまで敵対するか、あるいは和解し同盟を結ぶか、完全に接触を断つかだが──同じクラスに通う以上、最後の選択肢が非現実的なことを考えれば、その選択は極めて合理的と言える。

「そのかわり、隊長はセリカがやるわ。一年生でたった二人のＳランクが手を組んだら、クラスを掌握したも同然、今後の学園生活の自由は保証されたようなものよ」

「……なるほど」

「悔しいけど、セリカは負けた。その相手であるアンタを、セリカは高く買う。この学校の誰だれよりも、ね」

　そう言い切り、セリカは真剣な眼めで雪奈を見つめ、熱く短く囁ささやいた。




「白銀雪奈。──ただの友達じゃ満足できない。セリカの、『戦友』になりなさい」




　言葉は強い。だが、その瞳は震え、顔は強こわ張ばって。

　不安に怯おびえる年相応の少女そのものの仕草で、セリカは友情を乞こうように求めた。





●名もなき影の集結




　昼食を終え、無事に午後のカリキュラムを終えると、校内の空気が明らかに和む。

　高度なカリキュラムを受ける一校生のスケジュールは多忙だ。午前と午後の授業を終え、公式非公式を問わずクラブ活動に所属している者はそちらで励み、生徒会や騎士団などの自治組織に参加しているなら、警けい邏らや巡察などの当番も回ってくる。

　部活はそれなりに盛んだ。各学区の魔法騎士学園による競争が認められていることもあり、また戦地へ赴おもむく騎士達たちの思い出、その名を記録に残すために奨励されており、時には軍務と等しい優先度を与えられることさえある事業、ただの遊びではないと認識されている。

　が、それは入学したばかりの新入生にはあまり縁のない話で──終業のベルが鳴ると、雪ゆき奈なの属する教室からは明らかに人が減り、特に父兄同伴登校ではない生徒達を中心に、放課後の予定などを話し合うグループが華やいだ空気を醸し始めていた。

「早く帰りたい、です。お父様成分、補充」

「ちょっとファザコン娘！　せっかく部隊を編成したんだから、演習場で自主練習よ！」

「義務、ですか？　……しょんぼり」

「ええっと、あの～……！　わ、私は部活の見学に行ったらどうかな～……って……！」

　終業と共に遺伝子保存資料に残された珍獣、コアラのように冬とう真まの腕にしがみつく雪奈。そんな彼女へ駆け寄っては演習に誘うセリカと、ふたりの背後で囁ささやくアレイナ。

　三者三様の空気の中で、一人だけ我関せずとばかりに無関心な人物がいた。

「君には何か予定は？　このままだと、どれに決まっても巻き込まれそうだが」

「かまわねーっスよ。ウチは雲のように自由に生きるオンナっスから、イヤなカンジならぴゅーぴゅー逃げるだけってゆーかー♪」

「正式な部隊での行動時は隊列を乱さないようにな。それ以外なら問題ないだろう」

「うわーおマジレス……。テンションだだ下がり～……」

　かまってもらえないのが辛つらいのか、大おお袈げ裟さに落ち込んでみせる黒くろ子こ。そんな会話の間も雪奈を筆頭にした三者会談は続いていたらしく、冬真の袖そでがちょいちょいと引かれる。

「予定は決まったか、雪奈？」

「はい。……お父様との帰宅を推すわたしに、セリカさんが演習を主張。平行線でしたが、セリカさんが息切れしたところで、アレイナさんの意見が中庸ということで通りました」

「議論に疲れ切ったところで第三の提案を通すとは、なかなか見事な調整能力だ。部隊間の連携には必要なスキルだと思う。今後が楽しみだな、アレイナは」

「そ、そんなこと、ないですよ……!?　たまたまです、たまたまっ！」

　照れきった表情で溶けかけるアレイナ。腕にしがみついたままの雪奈は細かく震えて、その微妙な振動とわずかな表情の変化に、冬真は愛まな娘むすめの心理を読み取った。

「……大丈夫だ、雪奈。怖がることはない。新しいものを見ておいで」

「でも、お父様。わたしは……お父様さえいれば、他には、何も……」

「狭い世界しか知らないのと、広い世界を知ってその中から選ぶのとはまったく違うんだ。まず、この学校をよく知って、知り合った人をよく知ることから試して欲しい」

　それは、親としての願いだ。こんな歪いびつな関係であっても、冬とう真まは雪ゆき奈なの未来を想おもって、幸福になってほしいと心底願っているからこそ──その髪をそっと撫なで、微笑ほほえみかける。

「行っておいで。楽しそうなものがあれば、入ってくるといい」

「……はい。お父様の願いであれば、喜んで」

　そっと指先が離れる。もうそれは震えておらず、雪奈はアレイナとセリカのもとへ歩む。二人の新しい友人に娘を預けると、冬真はポケットから端末を取り出して時間を見た。

「俺はこれからＰＰＡの集会に参加する。時計合わせ、17時に落ち合おう」

「はい。では、お父様。……頑張ってください」

「何、俺はただの一般会員だからな、やることがあるかどうかすら怪しいさ。では」

　そう言いながら、冬真が教室を離れる。

　だが廊下に出て数歩も進まぬうちに彼は立ち止まるや、チラリと柱の陰に視線を向けて。

「君も部活見学に参加した方がいいと思うが。特別な予定が無ければ、だが」

「トーゼン、お見通しっスか。見破られない自信はあったんスけどね、マジ凹へこみー……」

「会話に参加しつつ徐々に『存在感』を落としてフェードアウトする。潜入、諜ちよう報ほうなどに用いられるスパイ御ご用よう達たしの隠おん密みつ術式。その構成は当然普通の偵察教本には載っていない」

　探知に優れたレーダー役、真逆に部隊を隠いん蔽ぺいするステルス役としての役割を持つ位階が俊影シヤドウである。胞子獣ベノムスダーム戦において時に単純な打撃を凌りよう駕がする効果をもつとして重要視される。

　隅に潜ひそんでいた人影。あの教室から人知れず姿を消し、闇やみに溶け込んで冬真を尾行する気配を見せた──黒黒黒くろみつ黒くろ子こは、明らかに学生レベルを超えた俊影の手て練だれだった。

　放課後、人の多い時間帯だというのに、擬似太陽光の差す廊下に誰だれひとり人が現れないのがその証明になるだろう。人払いの忌避術式が、他の生徒を寄せ付けないのだ。

「やー、その手のいわゆる『ボッチ式』はともかく……その後の隠蔽、潜伏術式はかなり自信あったんスよ。ウチの気配、ゼロどころかマイナスのはずなんスけど……」

「それだ。隠いん蔽ぺい式しきが完かん璧ぺきすぎて、君が潜伏していた箇所が認知できなかった。たかが魔法騎士学校の廊下に、音ひとつしないゼロの空間があったら誰でも気づく」

「いやいや、フツー無理っス……。たぶん音の反響が返ってこないとか、ウチの発する熱や気配がキレーに消えてる感じから違和感を読んだんでしょうけど……」

「加えて、匂においだ。人が多く暮らしている建物には必ず匂いがつく。それが完全に途絶えている空間があれば、隠蔽術式を使っていると宣伝するようなものだ」

「……とんでもないっスね。目は日中に星が見えるレベル、耳はいかなる囁ささやきも聞き逃さず、鼻も警察犬並みっスか。さすが、こりゃ……本物っスね」

　影に潜んでいた少女が、蛇へびのようにすっと鎌かま首くびをもたげる。

　その昏くらい眼まな差ざし、伸ばした手首の腱けんがプクリと膨らむのを見て、冬真は警戒する。手に何かを持ち、取り出そうとしているのを読んだからだ。だが、それは……。

「止めないんスか？　武器、爆弾かもしれないっスよ？」

「どちらでもないからその必要はないな」

「あーもー、ブラフのかけがいのない人っスね、先輩っ!!」

　言いながら、袖そで口ぐちから彼女が取り出したのは、ステータスカードだった。




【黒黒黒くろみつ　黒くろ子こ】位階：俊影シヤドウ　総合評価：Ｆ

　ＨＰ：79　錬素総量：60　攻撃力：72　防御力：50　敏びん捷しよう力りよく：１２０




　ごく一般的な、と言うにはかなり残念なステータス。最難関で知られる第一魔法学園に入学できたのは奇跡に近い数字だろう。が、冬とう真まはそれに一いち瞥べつもくれず──。




「なるほど。──名無しネームレス、か」




　名前欄、姓と名の間に刻まれた一点の『　』スペース。

　一見ミスプリントにしか見えないそれは、何よりも明確に彼女の所属を証明していた。誰だれにも【在る】ということさえ悟らせず動く人類再生の鍵、最重要の礎となる影の印。

「そういうこと。ま、紹介前に先走ったのは、ルーキーならではと思ってくれや」

　廊下の影に潜ひそむ黒子、少し離れた位置に立つ冬真、そしてそのさらに後ろ──。

　あまりにも自然、空気から滲にじみ出るように出現した男に、冬真は舌を巻く。彼の感覚を以もつてしても、ぼんやりとしか感じ取れない隠いん蔽ぺい式しきの腕は、黒子のソレを遥はるかに超える。

「ロンメル先輩。……おかしいと思っていましたが、貴方あなたが焚たきつけたわけですか」

「おいおい、信用ねーなー。同じ任務に就く以上、相互理解って奴やつが必要だと思ったのさ。ンでまあ、若者が暴走するのを止めなかったってだけさ。言葉より体験のが早いだろ？」

　着崩した軍服も、斜めに被かぶった軍帽も、男っぽい肌の匂においまで。完全に隠すのではなく、適度に出して紛まぎれ込む、無色透明ではない。環境に紛れる保護色じみた術式。

　軍でも屈指の特殊術式の使い手。ロンメル・スチュワートという男は、白しろ銀がね冬真が一目置き、尊敬の念を向けるほどの人物であり……文字通りの『先輩』なのだ。

「しっかし、なっつかしいなー、あの食堂のセリフ。セリカちゃんの言葉、聞いたろ？　まんまカチュアじゃねえか、俺とお前を誘って部隊を創った、あん時のさ」

「二年上の先輩を強引に参加させたのはどうかと思いましたが。……結果として、体育祭や対抗競技で非常識な結果を出し過ぎ、公式記録抹消処分。やり過ぎましたね」

「そりゃお前のせいだろーが。俺はただお前に乗っかっただけ、表向きはカチュアちゃんが全部持ってってくれてっから、顔が売れてなくて助かったわ。おかげで教官もやれる」

「他に潜伏しているメンバーは？　新人と、俺と、ロンメル先輩、カチュア……」

「基本はその四人で一班を作ることになってる。当然、俺らのことは学校側にもナイショ。そこはいつものこったが、下っ端みたいな仕事やらされんのがなあ」

「一般兵卒扱いよりはマシでしょう。手て枷かせ足あし枷かせをつけられた地上任務は地獄でした」

「だろうなあ。ま、おかげで雪ゆき奈なちゃんに出会えたわけだから、ラッキーじゃねえか？」

　けらけらと屈託なくロンメルは笑った。が、突然その眼めが鋭く変わり──。

「──俺達たち《名無しネームレス》は見えざる剣だ。人類再生と地上帰還って夢を決して壊すことなく、この方はこ舟ぶねを支える名もなき人々の暮らしを守る。汚れ仕事の特殊部隊よ」

「ニシシッ。……何というか、ときめくワードっスよねー！　忍者部隊っスか？」

「ま、だいたい合ってるがチト違う。前線を支える軍人どものケツ持ちさ」

　黒くろ子この言葉に、コリコリと顎あごの下を掻かきながらロンメルは答えた。

「仕事の大半は、テロ屋の始末だのカルトの摘発だのの地味なモンだしな。手柄は表向き全部騎士団に回さなきゃならんし、政治のしがらみも面倒くさい」

「法とは、煩雑なものですよ。ロンメル先輩」

「お前に言われるとつい納得しちまうなあ。ま、その特性上俺らにとっちゃ、ランクだの出力だのより器用さや狡ずるさの方が重要だ。たとえばそこの黒子みてーなクセのある絶技、才能の持ち主だったり。そこのモンスター親父おやじみてえなトンデモ野郎だったり、な？」

　思わせぶりな流し目と共に、コツコツと靴音を響かせながらロンメルが歩み寄る。ほぼ隣に並ぶと、冬とう真まはロンメルと共に陽光を背にして立った。

「その表現には抗議したいですね。俺は父親ですが、モンスターではありません」

「よく言うぜ、魔力無効の一撃必殺。神さえ殺せるチート野郎が。ま、お前は例外として俺らにＳランクみてえな超出力はいらねえ。黒子の固有絶技ロイヤルアーツは間違いなく役に立つぜ」

「……先輩のお墨付きですか。具体的には？」

「錬脈断ちリンクカツト。人体錬素ネットワークへの干渉と強制切断だ」

「魔法騎士の無力化に特化した絶技。……なるほど、点穴がうまいわけだ」

　人体に血管や神経と同じく張り巡らされた人体錬素ネットワークを錬脈と呼び、それを形成する極小の繊維を錬素糸と言う。細胞間の分子に張り巡らされたナノ単位のソレを、極めて特殊な感覚で察知し、効果的に切断すれば──生せい殺さつ与よ奪だつは思いのままだ。

「そういうことっス。自己紹介が遅れてスンマセン、せ～んぱいっ☆」

　それこそ武器すら必要ない。指先ひとつでヒトを殺せる暗殺者垂すい涎ぜんのスキルを持つとは思えない、あっけらかんとした笑顔で、黒子はニシシと笑った。

「かまわない。当面君の技能を活いかす場面はないと思うが、そこは理解しているか？」

「そりゃもう、当然っスよ。ヘタしたら封印モノの固有絶技をそのまま保有できる上に、それを役立てられるんなら……多少のことなら、喜んで我慢しますから」

（……ほう）

　道化の仮面がわずかにズレた、と冬真は感じた。

　錬脈断ちは極めて強力な固有絶技だが、仲間であるはずの魔法騎士を対象とする技だ。それゆえに対胞子獣ベノムスダーム戦能力が重視される軍においては評価されにくい。

　生まれ持った自分の力を活用したい。その思いは誰だれにでもあり、決して否定できない。それが正しい目的のために使われるのであれば、喜びもひとしおだろう。

「へへ～♪　でもこれってセンパイとウチだけの間のヒミツっスよね？　きゃ[image: ][image: ]っ！」

「……肘ひじはやめなさい、肘は」

　猫のようにすり寄ると、脇わき腹ばらをツンツン肘で打たれる。このノリだけは慣れるまで時間がかかりそうで、先の苦労を思うと冬とう真まはほんの少し落ち込んでしまう。

「っと、そろそろ行かねーとやばいぞ、冬真。カチュアちゃんが待ってる」

「ＰＰＡ総会か。了解した、黒くろ子こは雪ゆき奈なたちに合流するのか？」

「特に命令は受けてないっスね。仲良しチームもいいっスけど、本業はこっちなんで……。ま、適度に顔は出しますけど、カバーですからあんまり熱心にはね？」

「……そうか」

　おどけたような言い方に、ふと引っかかるものを覚えて……。

　冬真はロンメルと共に進みかけた足を止め、トテトテとついてきていた黒子を見る。

「雪奈に接近したのは、任務だから。１００％混じりっけなく、それだけだろうか？」

「そりゃもうトーゼン、そうっス……と、特殊部隊に所属する美少女非正規工作員としてはドライに答えるべきなんスけどねー。……実は、それだけでもなかったり」

　冬真の質問を予期していたのか、黒子は頭の後ろで手を組み、天井を見上げる。まるで独り言のように、自分自身の感情を整理するように、わずかに考えながら。

「最初はね、ただの監視対象っスから。遠くで見るだけでいいと思ってたんスけど……。けど、間近であの顔見ちゃったら、つい友達になりたくなっちゃいましたねー。アレマジ反則っスよ、かわいいなんてもんじゃないし──何より、アレですね」

「……アレ？」

「センパイに思いっきり甘えてる、あのゴロゴロなつきまくってる猫ちゃんみたいな顔。アレ見ちゃったら、もうダチになるしかないなー、って思っちゃいました。てへっ♪」

「うわー、プロらしくねえなあ。サイテーな理由だぜ、そいつはよ？」

　歩きながらロンメルが笑い、冬真も釣られたように笑みを刻む。

「ぎゃー！　処分されるぅ!?」

「しねえよ、バカ。プロらしくねえサイテーの理由だが、サイコーに大事なことだぜ？」

「任務におけるモチベーションの維持管理は、極めて重要だ。そして雪奈のメンタルケアに、身近に親しく、背景を知っている人間がいてくれるのは非常に助かる」

「ほっ……意外と寛容なんスね？」

「──かまわない。友達として、娘をよろしく頼む」

　背後関係、裏の事情、思惑。だが、そんなものは友情を育てる障害にはなるまい。

　自分が過去そうであったように。隣で並んで歩く友人や、これから行く先で待っている、相棒とさえ言える女騎士──カチュアのような人間関係を娘に与えてやれるならば。

「何ニヤニヤしてんだよ、おめーは。気持ち悪いぞ、オッサンのニヤケ顔ってのはよ？」

「ロンメル先輩の方が年上でしょう。どちらかといえばその称号はそちらに譲りますよ」

「ピチピチの女生徒にしてみれば、お二人ともオッサンだなーって感じっスかね？　あ、ゴメンなさい！　気にしてましたー!?　傷つけちゃいましたー!?　公平にジャッジすると、ロンメル教官の方がオッサン臭いっスから許してください。ひとり負けっスよ！」

「うるっせー!!　用事は終わったんだから、はよ帰れ。ったく……！」

　笑い声が起きる。うまくやっていけるかもしれない、そんな根拠のない感覚を共有して、三人はそのまましばらく、夕焼けに染まる無人の廊下を歩いていった。





●義務はほどほど、部活は無双




　ＰＰＡ集会場に指定された会議室には、雑然とした空気が漂っていた。

　慣れない授業に参加したためだろう。すり鉢状の階段教室に座った父兄の多くは疲労を隠せない様子で、過半数を占める年配の女性はどうにか背筋を伸ばしているものの、男はグッタリと机に伏し、あるいは椅子にもたれている者さえいる。

「おうおう、お父さんは大変だわ。……こういう時、女の方が強いってのはマジかもな」

「主夫をやってみて理解しましたが、女性がそうした面に注意を払うのは、極小規模での外交に等しいからですね。住宅ブロック内でのマウンティングなどに関かかわるようです」

「うげー……やだやだ、所帯じみてて。お前もすっかり家庭が板についちまったな。ま、カチュアちゃんは願ったり叶かなったりかもしれねーけど。働くオンナだしな、あいつ」

「彼女の場合、そんなせせこましい行動は不要でしょう。高名な魔法騎士の家系ですし、使用人や執事も大勢働いていますからね。俺まで雇う余地はないかと」

「そーゆー意味じゃねえよ、バーカ。……っと、ベタベタするのもまずいか。後でな！」

　共に集会場の扉をくぐったロンメルと別れ、冬とう真まは周囲を見渡す。

（席配置は、通知にあった通りか）

　端末に着信していたメールを思い出し、頭の中で内容を参照する。父兄や教官の交流を促進するため、という名目で、今日の集会は執行部の側から着く席を指定してきている。

（前回のような派閥ぐるみでの連帯を封じる手だろうが──）

　年齢や性別などの要因で会員同士が連帯し、派閥を作るのは避けられない。集会の時、それが固まっているとそれだけで議場に圧力がかかり、発言力が強まってしまう。

　それは自分も同じだ。教官側とつるんでいるとみなされたのだろう、カチュアの席ともロンメルの席とも微妙に遠く、チラリと目配せする程度のことしかできそうにない。

（主に厄介な女性グループの発言力を弱めるための、天てん上じよう院いん会長の策か。効果はそれなりにあるようだが──なるべく、早く終わってくれると助かるな）

　放課後の雪ゆき奈なの様子を見に行きたい。と、冬とう真まがぼんやり考えていると。

「白しろ銀がね冬真さん……ですね？」

「？　失礼だが、君は？」

　冬真の隣に座ったのは、端正な顔立ちの少年だった。身につけているのは第一魔法学園の制服だが、肩章や襟章の階級章に違いがあり、生地は眩まぶしいくらいの純白だ。

「白い制服に金の襟章……《ヘブンリー・ロウズ》の所属、いや、騎士団長殿か」

「はい。僕の名前は天上院春はる斗とと言います。父はＰＰＡ会長で退役少将、天上院明あき臣おみ」

　そこで言葉を切ると、少年はクスリと微笑ほほえみながら冬真を見た。

「娘さんがグラン・マリア様のお誘いを受けていれば、彼女の上司になる予定でした」

「なるほど。……すまない、父離れのできない娘で。今日はわざわざ、そのことを？」

「ハハ、まさか。生徒の風紀問題はＰＰＡのみならず、《ヘブンリー・ロウズ》も憂慮する所ですから。連帯して事に当たれるよう、交代で担当者が出席する形になったんです」

「なるほど。事実上、《ヘブンリー・ロウズ》は憲兵団の上位組織ですからね」

「ええ。ついで、と言っては何ですが、お話しできるチャンスがあればと思っていました。……入学式の後、グラン・マリア様は大変お心を痛められています」

「そうですか。それは申し訳ない。ですが……」

　遠回しに雪奈を非難しようとしているのか。一瞬そう感じたが──。

「いえ！　勘違いしないでください。グラン・マリア様が嘆かれているのは、雪奈さんや貴方あなたに対してではなく……あくまで、ご自身の傲ごう慢まんを悔やまれているんです」

　自分が誘えば断られることなどありえない、そう思っていたらしい。

　だからこそ入学式の場で名指しのパフォーマンスまでして求めたのだ。自分の側近たる近衛となれば将来は約束されたようなものだから、当然といえば当然の──。

「『──あまりにも醜い、傲慢』と、グラン・マリア様は反省なさっています。人が騎士たるは愛する人を守るため、家族のためであり、それが人類のためであると」

　ならばこれから戦に赴おもむく騎士が、家族との時間を大切にしたいと願うのは当然のこと。……そんな想おもいさえ忘れてしまっていたと、学園都市の長は嘆いたという。

「『正式にお詫わびをしたいので、お茶会はいかがですか？』　……と、グラン・マリア様からの伝言です。今日はそれをお伝えしたくて、隣に座らせてもらいました」

「それは、畏おそれ多い。我々父娘おやこのような些さ末まつなことでお心を騒がせ、申し訳ありません」

「些さ末まつなど。グラン・マリア様はすべての市民の平和と幸福に心を砕かれるお方。ぜひ、招待を受けて頂ければ助かります。その知らせこそ、何より御み心こころを安んじるでしょう」

　本気の眼めだ、と冬とう真まは思う。彼の曇りなき眼は、グラン・マリアという存在への忠誠にキラキラと輝き、疑う気持ちなど微み塵じんもあるまい。

（悪い言い方をするなら、頷うなずくばかりのイエスマン、だが……）

　ひとまず社交辞令的な笑顔を作り、熱い笑顔を向けてくる彼に向けて、机に隠すようにして手を伸ばした。

「ええ、もちろん。……日時をご連絡頂ければ、必ず」

「それはよかった!!　ありがとうございます。きっとお喜びになりますよ！」

　白い歯を輝かせ、こっそりと握手を交わしながら微笑ほほえむ少年。その無邪気な笑顔を間近で見ながら、冬真はふと人が動く気配を感じて教壇を見た。

「では、第二回ＰＰＡ集会を開催いたします。皆様、ご着席ください」

「あっ、始まるみたいですね。ありがとうございました、白しろ銀がねさん。では、お話は後で」

「ええ。こちらこそ、お気遣い頂きありがとうございました」

　重厚な面持ちの男が壇上に上がったのを見て、春はる斗とが席に着いて聞く体勢を取る。

　親子だけあって、壇上の天てん上じよう院いん会長と隣に座る春斗の雰囲気はよく似ている。

　春斗に皺しわを増やし、肉を削そいで白髪を混ぜればそっくりだろう。親子仲も悪くないようで、開会の挨あい拶さつをする父親に春斗が贈った拍手は誰だれよりも強く会場に響いていた。

（……父親の方も、それは同じ、か。家族関係は、良好らしいな……）

　派手な拍手を聞きつけて、天上院会長がピクリと顔を上げるのが見えた。政治家めいたアルカイックスマイルにわずかな感情が戻り、心もち胸を張って彼は続ける。

「では、本日の議題についてですが……会員の皆さんは、端末をご覧ください」

　言われ、参加者たちが各自の端末に視線を落とす。ＰＰＡからの連絡事項として届いたメールには、『部活奨励期間中の自主警備について』と記され、資料が添付されている。

「ご覧の通り、入学後二週間は新入生の部活動奨励期間です。昨年の資料を参照するなら、強引な勧誘や入会後のトラブルなどで、大小の差こそあれ問題が頻発しております」

　添付された資料は非常に見やすくまとめられ、一目で入学直後に多発する問題の概要が理解できるようになっていた。

（特に体育会系の部活は顕著だな。経験や技術で埋め難がたいランク差が如実に出る。おまけにまだ人間関係が定まっていない微妙な時期だ。トラブルが起こるのは必然だろう）

　学生時代のトラブルを思い出し、冬真は天上院会長の言うべき結論を読み取った。

（だからこそ、警備を強化しようという考えか。資料には学園内の効率的な巡回ルートや、統括システム監視網の死角になりやすい部分までチェックしてある……が）

　よくぞここまで、という感心が50％。そしてもう半分は。

（ここまでやる必要があるのか？　……高ランク生徒の父兄でも、魔法騎士ですらない者も多い。抑止力として頼れるとは思えないし、それに……何だ、この違和感は？）

　詳細な資料があるのなら、それこそ《ヘブンリー・ロウズ》や憲兵隊といった本職に委ゆだねた方が、成果は確実に見込めるだろう。強引に父兄を参加させる必要がどこにある？

　そんな冬とう真まの思考とは裏腹に、一部の父兄が気炎を上げる。

「異議なし！」「賛成ですわ！」「子ども達たちを正しい道へ導いてみせましょう！」

　たとえ席が離れていようと、おばさまグループの結束は固いらしい。

　真っ先に賛同したリーダー格の女性に従い、取り巻きの数人が声を上げる。ざわざわとＰＰＡ会員達の間に動揺が走り、特に力に自信がない父兄は困惑の色を濃くしていたが。

（まずいな。……表立って反論しがたい）

　子どもを守る、導くというのはシンプルな正義だ。だからこそ反論の余地がない。

　注意に従わせる実力に乏しい父兄にとって、掲げる目的は崇高でも実行しにくく、かつ拒否も難しい命令に、ヒソヒソと困惑した囁ささやき声が議場に満ちていく。

「学園長。……教官側からは何かありますか？」

「いえ、ＰＰＡの活動に干渉する気はありません。ですが、校内の巡回や警備はこちら側でも行っていますし、それこそ《ヘブンリー・ロウズ》や憲兵団の管轄でもあります」

　天てん上じよう院いん議長の問いにカチュアは『公人』としてのキリリとした顔で答える。

「校内の巡回、警備、トラブルの抑制……魔法騎士たる生徒達を従わせるのは、時として実力行使を伴う危険な行為です。作成頂いた警備計画は見事なものですが、父兄の方々にそんな危険を担わせるわけにはいかず……また、教官および騎士団による警備へのＰＰＡからの不信感を表明するもの、と感じるのですが、いかがでしょうか？」

「……まさか。ただ私はＰＰＡとして、教官や騎士団の方々の力になりたいと……」

　口ごもる天上院会長に、思わぬ方向から助け舟がやってくる。

「はい、父さん。いえ──議長、発言の許可を」

「春はる斗と……いや、騎士団長殿。意見をどうぞ」

「はっ。《ヘブンリー・ロウズ》の代表として意見を述べさせて頂きます。父兄の方には非戦闘員も多く、学園長のご心配も尤もつともです。そこで、騎士団ないし憲兵隊からのホットラインを敷設し、端末を使った緊急回線で、至急現場へ駆けつける体制を作ってはいかがでしょうか？」

「一理ある。それが可能ならとてもありがたいが、できるのかね？」

「もちろん。我が《ヘブンリー・ロウズ》は意い気き軒けん昂こう、常時出動が可能ですから！」

　誇らしげに言い切って見せる春斗に、大勢の父兄が拍手した。

　その甘いマスク、頼もしい態度に早くも魅了されたのだろう。先ほどまで不安げだった低ランクの父兄も血色を取り戻し、嬉うれしそうに賛意を示しているが──。

（目立ちたくはない。が、放課後長時間拘束されるのは、まずいな）

　教官側のカチュアやロンメルが表立って反論できず、他に異論を唱えてくれる者もない。迷いをほんのわずかな時間で断ち切ると、冬真は手を挙げた。

「……失礼、ひとこといいでしょうか？」

「これは、白しろ銀がねさん。充分話はまとまったかと思いますが、何か……？」

　不審げに天てん上じよう院いん会長が壇上で眉まゆをひそめ、冬とう真まはそんな彼を見下ろしながら続ける。

「過剰な警備、警戒はかえって生徒の自主性を損ね、彼らの独立の機会を奪うのではないでしょうか？」

　冬真がずっと感じていた違和感の正体がそれだ。子ども達たちの安全を守ると言えば聞こえはいいが、事実上放課後もくまなく生徒の活動を監視し続けることになる。

「自分にも覚えがありますが、入学後しばらくの間は教室、部活などになじめず、行き場の無い子ども達が生まれます。いずれ、収まるところに収まるものではありますが……」

　そうした生徒の『逃げ場』として機能するのが、放課後の自由時間だ。部活の合間に、補習の隙すきにほんのちょっと先輩や教官の眼めを盗んでひと休みするような──そんな余裕。

　巡回警備はトラブルを抑制するのと引き換えに、そうした余裕を無くす行為と言える。

「故に、過剰な警備には反対します。放課後の時間、我々父兄が見守るのも大切ですが、我が子を信じて自由に過ごす時間を与えるのも重要ではないでしょうか」

「生徒達は、自分達の問題は自分達で解決できるようにならねばなりません。我々父兄は、あくまで生徒を見守る立場。こうしろ、ああしろと束縛すべきではないのでは？」

「……難しいところですね。プライベートを、子どもの自主性を大切にしたいという白銀さんの気持ちはわかりますが、今回の警備は安全上、やるべきことと考えていましてね」

　天上院議長は複雑な面持ちで頷うなずき、腕を組みながら考える。

（──ここだな）

　チラリと他の父兄の表情を一いち瞥べつした冬真は、気が熟したと確信する。

「皆さんはどうですか？　自分の意見に賛成の方、いらっしゃいませんか」

「わ、私も、生徒の自主性を尊重するべきだと思います！」

「白銀さんの言う通りですね。そもそも治安維持の力を持たない我々が目を光らせたところで、いざトラブルが起きた時に何ができるとも思えません」

　次々と冬真の意見に賛成する声が上がる。水を得た魚のようにパクパクと口を開いて、自分も自分もと警備の中止を求める父兄の姿を見て、冬真は自己嫌悪した。

（マインドコントロールのようで気分が悪いな。まったく）

　意識の高い教育ママたちや天上院議長のようなタイプは少数派、ほとんどの父兄はただ制度のために顔を出している事なかれ層に過ぎない。さりとて自分から怠惰な提案をする勇気もなく黙っていた者たち……冬真の演説は、そんな人間を動かすためのものだった。

　会場の空気から旗色の悪さを察したのだろう、天上院議長は残念そうに肩をすくめる。

「ＰＰＡ活動は任意参加、義務ではないというのも法で定められた規則。では白銀さんと、同じ考えの方は自主警備から外す、という形でいかがでしょう？」

「ではそれで。自ら警備したいと願う方の信念まで否定する気はありませんから」

「決定──ですか。本当なら貴方あなたのような賢い御仁に行動を共にしてほしいんですけどね」

　皮肉めいた言葉を冬とう真まに投げかけた天てん上じよう院いん議長の、フラットな視線から目を逸そらした。

「すみません。信条なので」

　──真面目まじめに職責を全うするこの男には申し訳ないが、無駄な時間を過ごす気は毛頭ない。自分には果たすべき任務があるのだから。

　この場にいない娘を想おもい、冬真は注目を浴びながら着席した。
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「考えられる限り最悪の部隊ね、セリカ達たちは」

「……そう？　バスケットボール、テニス、サッカー。全部、勝ってる。です」

　ほのかに汗ばんだ額をタオルで拭ふきながら、雪ゆき奈な、セリカ、アレイナの三人が歩いている。

　授業で使う演習場をいくつかのスペースに区切り、それぞれのユニフォームを着た先輩達が模範演技やレクリエーションを披露している。

　今日から開放された、体育会系クラブの勧誘会。

　屋内で行われている文化系クラブは後に回して巡り、いくつかのクラブで体験活動を済ませた後、あてもなく歩いている最中のこと──。

「成績の問題じゃなく、協調性の問題よ！　オマケでメンバーに入れてあげたのに、あの黒くろ子こってヤツはいつのまにかいなくなってるし、だいたいっ……！」

　シャー！　とヘビのような叫びをあげつつ、セリカは憤りをこめた足取りで闊かつ歩ぽする。その迫力に怯おびえた人波が次々と避よけていき、クラブを紹介する声も小さくなってゆく。

「白しろ銀がね雪奈！　どの体験競技でも絶対セリカより上の成績とるの、イヤミ!?」

「……こういうことで手加減しては面白くない、学園生活を楽しめ、と……」

　火が出そうなセリカの視線を受け流し、雪奈はほわほわとした面持ちで小首を傾かしげる。

「……そうお父様が仰おつしやっていたので、ベストを尽くしただけ、ですよ」

「嘘うそじゃなさそうね。本気で言ってるのは……まあ、いつものことか。はぁ……」

「ま、まあまあ……。セリカさん、それでも私よりは遥はるかに上じゃないですか！　ね？」

「最低水準ギリギリクリアの貴女あなたに言われても嬉うれしくないわよ!!　……はあ、まったく。怒ってるセリカがバカみたいじゃない。のんきにいつまでも笑ってないでよね！」

「す、すいません！　えへへ……♪」

「ほめてないわよ！　何で嬉しそうなのよ、まったく……!!　とにかく、あんなフヌケた部活はお断りよ。もっと実戦的で、歯ごたえがある競技はないのかしら!?」

　なぜか頭を押さえてはにかんだ笑みを浮かべるアレイナを叱しかりつけ、セリカはずんずんと歩いてゆく。そんな彼女に従いながら、残るふたりはそっと笑みを交わした。

（セリカさん、言葉は乱暴だし、強引なところはありますけど──）

　そう嫌いではないですね、と雪奈は想う。少なくとも彼女はまっすぐで、何をするにも熱く挑んでくる。適当に流すのではなく、常に本気で競ってくるのだ。

　今まで、父たる冬とう真まとカチュア以外に──そんな風に誰だれかに関心を抱かれたことがなく、アレイナのように半歩ほど退ひいた心地よい距離に、誰かを近づけたこともなく。

　だからだろうか、雪ゆき奈なはこれまでに感じたことのない想おもいを感じていた。

（この時間は……とても、興味深いです。お父様）

　胸にそっと手を当てて、心の中で父の面影に報告する雪奈。

「あっ、いたぞ！　さっきの女の子たち!!」

　遠くから雪奈たち目がけてさまざまなユニフォームを着た大勢の生徒たちが駆けてくる。

　誰も彼もが、ギラギラと目を輝かせて。

「サッカー部に入部しませんか！」「いや、白しろ銀がねさんの才能を活いかせるのは我が剣道部をおいて他にはなかろう！」「セリカちゃーん！　一緒にテニスやろうよー！」

　男子女子を問わず、各部活動からの一斉のオファーである。

　体験と称したミニレクリエーションで、在籍部員たちをちぎっては投げ、ちぎっては投げの活躍をしていた新入生Ｓランクを獲得せんとわいのわいのと詰めかける。

「ちょっと、邪魔よ!!　セリカたちは、お遊びみたいな部活をやる気はないっての!!」

「あはは、人気者だね♪　あれ？　雪奈ちゃん──」

　もみくちゃにされるセリカの悲鳴を聞いて微笑ほほえむアレイナの視界の端に、ふと──

「──今、笑った？」

「……そう、ですか……？　自分では、よくわからないです。でも──」

　目に入った雪奈の微笑は、まったくの無意識の産物だったようで、ぱちぱちと瞬まばたきして首をかしげるばかり。けれどその無表情は確かな喜びの色に彩られていた。

「──とても、心がぽかぽか、します……♪」




「雪奈……大きくなったな……」

「あれれー、おっかしいなー♪　こんなトコに女子高生を見守るヘンタイがいるぞー♪」

「見守ってはいるが、変態になった覚えはない。……任務を果たしているだけだ」

　街角に設置された擬似太陽灯に隠れ、熱くなった目頭を押さえながら白銀冬真は答えた。

　彼の背後からすっと滲にじみ出すように現れた黒黒黒くろみつ黒くろ子こは、からかうように笑っている。

「存在感が薄いな。先輩が見せた、迷彩型の隠いん蔽ぺい式しきか。見ただけで摸倣できたのか？」

「まー、ウチ天才っスから♪　先輩方の切り札、デキるかぎりパクらせてもらうっスよ！　にしてもあの人器用っスね、出力は大したことないのに応用ヤバいっつーか……」

「《名無しネームレス》の中でも、ロンメル先輩はかなりできる部類だ。錬素総量の低さを応用式で補う、誰でも考える結論をあそこまで完かん璧ぺきにこなせる人材を、他に知らない」

　そう真面目まじめに答える冬真に、にしし♪　とほくそ笑みつつ黒子はすり寄る。

「男の友情っスなー♪　キマシタワー、ここに建てます？」

「旧世代の隠語を使うな。知っているだけで、旧史料にアクセス可能な立場を示す」












「あやややや、マジメッスね～。なのにＰＰＡの巡回協力を断るあたり、何か理由が？」

「警備活動なら俺個人で行う予定だった。二度手間になるし、《ヘブンリー・ロウズ》や憲兵を待機させておけば余分に人員の消耗が増える。無駄だ」

「過保護。親馬鹿一代っスね、セ～ンパイッ♪」

「雪ゆき奈なを守るついでだ。他の生徒のトラブルも発見次第処理するが、雪奈が巻き込まれる可能性を減らすためでしかない。当然のことだと判断している」

「？　……先輩、何を……って、ウヒャッ!?」

　言った直後、冬とう真まは瞬時に振り返り、物陰に向けて拳こぶしを突き出した。

　が、即座にそれを引っ込めて。

「カチュアか。黒くろ子こはともかく、接近するなら事前に通知を入れてくれ、驚く」

「アンタに全力で奇襲をしかけたって傷ひとつつけられないでしょうに。強い割に警戒は絶対崩さないんだから、襲いかかりがいがない男よね、相変わらず」

　現れたカチュアはひどく面倒くさそうな顔で、タイトスカートを曲げて地面にしゃがむ。冬真の隣にちょこんと座った彼女を見下ろすように、トテトテと黒子が近寄って──。

「え、それは性的な意味でってことっスか？」

「教育的指導を受けたいなら、いくらでも受けさせてあげるわよド新人」

「ごべんなざいっ!?」

　下から唇を思いっきりつねられ、涙目になって退散した。憮ぶ然ぜんとした顔で唸うなるカチュアの様子に、何か言いたいことがあるのだろうと冬とう真まは察して話しかける。

「ＰＰＡ総会の決定、気に入らないらしいな」

「当然でしょ。対テロ警戒でクソ忙しい時に、大して役にも立たない父兄の自己満パトロールに憲兵と騎士団の戦力張りつけなきゃいけないとか、何の意味があるのよ」

　公的な場では絶対に口に出せない愚痴をこぼす彼女の隣で、冬真はポケットを探る。

「ひとつどうだ？　目が覚めるぞ」

「いらないわよ。またカフェイン錠剤でしょ？」

「今回はメントール結晶だ。ロンメル先輩がパイプに詰めて吸っているものだな」

　ハッカの主成分であるメントールは、スッとした清涼感と覚かく醒せい効果を持ち、成分を抽出した結晶体は冷暗所でなら容易に保存可能で腐らない。空気の汚染が問題視されて喫煙の文化がほぼ完全に廃れた今、パイプなどの喫煙具はほぼこれに代替されている。

　小さなプラスチックのチューブに詰まった結晶から漂うハッカの香り。それを唇に当てて深々と吸い込むと、ツンとした香りに粘膜が刺激され、眼めが覚める──。

「……悪くないわね」

「ああ。ため息をつきたい時には、便利なものだ」

　弱音を吐くすべがない大人の言い訳には、とてもいい。

「ねえ、冬真。アンタこれ、ちゃんと洗った？」

「吸うたびに蒸留水で洗浄しているし、それは新しいものだから不潔ではないぞ」

「……そう。そんな遠慮しなくていいわよ。戦場じゃ、気にしなかったじゃない」

「ここは戦場ではないからな。配慮は必要だと思っていたが……」

「いいってば。吸いさしでも何でもいいんだから。……か、間接キスとか……そんなの、アタシの口紅がついた後のをアンタが吸うとか……全然なんでもないし」

「そうか。どれ」

「ふわっ!?」

　カチュアの唇に挟まっていたチューブを取り、冬真は胸にハッカの香りを深く吸う。

　清涼感ある空気を肺に満たし、鼻孔から抜くと──スッキリとした感触を感じ、冬真はしゃがみこんだカチュアに目線を合わせるように座った。

「セリカのことは俺に任せろ。できるかぎり、守るから」

「……ごめん。ありがとう」

「いいさ。戦友だからな」

「……ええ。戦友、だもんね？」

　チューブをくわえて笑み、わずかに乱れたカチュアの髪を整えてやる。たとえ慣れない総会に出た後、疲れ切っていても様子を見に来ずにはいられないほど心配な、身内。

「親馬鹿同士は惹ひかれ合うってコトっスかね～？　ひゅーひゅー！　爆発しろ！」

「だから旧世代のスラングを多用するのはよせ」

　冷やかしてくる黒くろ子この声も耳に入らず、化粧ごしにもわかるほど頬ほおを赤らめて。

　カチュアはそんな自分を隠すように俯うつむいたまま、しばらく動けずにいた。





　　　　†






　──そんな多忙な一日が、そうして終わり──。

「お父様、雪ゆき奈な、戻りました。……早くお家うちへ帰りたい、です」

「ああ。何事もなかったか？」

　校門の前で約束の時間通りやってきた雪奈を出迎え、受け止める。冬とう真まの胸板あたりに柔らかな髪を押し付けて、香りをマーキングするように頬ほおを摺すり寄せる、可愛かわいい娘を。

「はい。いろんな部活を体験しました。最後にやった……集団模擬戦、楽しかったです」

「実戦を想定した対戦競技か。錬核武装を非殺傷設定で使用したスポーツに過ぎないが、雪奈とセリカ嬢、二人もＳランクが来たとあっては先輩方も肝を冷やしただろうな」

「ふるぼっこ、というらしいです。ああいうの」

　苦笑する冬真に、雪奈はあくまで天然にそう答える。──お労いたわしや先輩部員。冬真は心の中でひそかに合唱した。

「思えば、チームワークを求められる集団戦は、ほとんど教えてやれなかったな」

　今の冬真の公的な交友関係は、せいぜい稀まれに訪ねてくるカチュアぐらいのものだ。特に雪奈を交えてつきあえるといえば選択肢がなく、ずっと二人きりだったから。

「でも、ほとんどいつもと同じでした。連携……？　みたいなのはなくて、雪奈とセリカさんで、勝手に戦って、勝手に勝っちゃいました。先輩方、茫ぼう然ぜん自じ失しつ」

「それはやりすぎだな……」

「やっぱりこれでは……お父様みたいな、立派な騎士には、なれませんか？」

「いや。ゆっくりと覚えていけばいいさ。最初は一緒に遊ぶだけでもいい、多くの時間を仲間と過ごすんだ」

「……。セリカさんやアレイナさんと。それは、素敵かもです」

　花のつぼみのように笑む雪奈。だが、すぐに萎しおれるように笑顔が曇る。

「でも、そうすると……お父様と過ごす時間が減ってしまいます。それは……」

「気にするな。学生時代は短いんだ、思いっきり楽しんだ方がいい。それに──」

　端末を取り出し、こんなこともあろうかと用意しておいた画像を呼び出す。

　学生時代から残っているわずかなデータ、かつて過去を処分した時に思い出として残しておいた、わずかな記憶の証明──カメラに向けて楽しげに笑う数人の男女だった。

「あ……これ、お父様……。すごい、すごく……顔は変わらない、のに。雰囲気が……」

「青いと言うか、若いと言うか……だろ。カチュアや先輩、後輩も含めて四、五人くらいで小隊を組んでいてな。背中を預け合う仲間であると同時に、代えがたい友だった」

「この写真、コピー、ほしいです」

「ああ。もちろんだ。つまり、何を言いたいかと言うとな」

　画像に目を輝かせる雪ゆき奈なと目を合わせ、かつての思い出と今の自分を比べるように。

「──今を楽しめ、雪奈。俺以上に、ずっと傍そばにいることになる、友達との時間を」

「ん……わかり、ました。お父様。ありがとう、ございます……」

　データが送られた端末を大切そうに抱きしめ、雪奈はこくりとうなずく。

　そんな娘と手を繋つなぎ、歩いて帰宅する途中。機嫌よく歩きながら、器用に親指をタッチパネルに滑らせる雪奈に、冬とう真まは訊たずねた。

「メッセか？」

「はい。明日も、一緒に行動したいです、と……お友達に、連絡を」

「いささか事務的に過ぎるが、心がけは素晴らしい。頑張りなさい、雪奈」

「えへへ。はい、お父様……♪」

　頭をぽんぽん撫なでられた世界で一番強い娘は、世界で一番可愛かわいい笑顔を見せた。

　いつか人類の希望となるべき最強の騎士を育てる──その重い責務を、この瞬間ばかりは忘れたいと思う冬真であった。





●迫せまる軍靴の音




「──胞子獣ベノムスダームとは、汚染された動植物の総称である」

　引退した予備役兵からなる戦技教官がテキストも見ずに説明する。

　演習場の一角に作られた旧時代の廃はい墟きよは、死都と称される汚染環境を再現したものだ。粉雪のように降りしきる猛毒は無害なダミーに置き換えられているものの、隔離フェンスを越えて立ち入る場合は密閉された耐毒装甲服、ないし錬核武装の使用が徹底される。

「その基となったのは旧時代、地上に生息していた多種多様な生物群である。現在、人類再生機構・凰おう花かの遺伝子プールや生物保存館において、一部は見ることができるが──」

　語る教官の眼めは昏くらい。当然だろう、彼らは汚染物質にまみれた地獄の戦場を駆けまわり、運よく生きながらえた帰還兵。地獄のような記憶を思い出すたび、苦痛を感じるのだろう。

「──が、胞子獣はもはや生物ではない。恒温動物、変温動物、原型となった生物の構造にかかわらず、彼らの臓器はほぼ結晶化して停止し、時間をかけて細かく崩れてゆく」

　墓標の群れのような高層建築、雪のような粉が舞う廃墟のただ中に整列した生徒たち。その大半は固有の錬核武装を持たず、装甲服の上から属性防御式を発動している。

　魔法騎士ではない父兄は、厳重に密封された完全防護服を身につけているが──安全性と機動力を担保した結果、『バスタブ』と称される重装備に、まともに動けずにいる。

　そんな父兄が漏らす、ぜいぜいという苦しげな息遣いが通信機から響く中。

「研究が進む以前の開戦初期、そのありさまから科学チームはこれを一種の菌類であると考えていた。事実、旧時代の生物には昆虫などに寄生する菌類の存在が広く知られていた事もあり、その先入観からつけられた名称が、胞子獣ベノムスダームである」

　薄汚れ、傷やへこみが目立つ装甲服をまとった教官が端末を掲げる。テキストを参照しろという示唆だと解釈し、生徒たちは迅速に、多くの父兄はのろのろと画面を開く。

「かつてこの惑星に百億もの人類が住んでいた。技術は発展し、他の惑星系にまで進出の手を伸ばしかけていた。人類の輝かしい未来、そのすべてを胞子獣が奪ったのだ。我々は戦わねばならない、全人類の夢を、希望を、本物の太陽の光を奪った悪魔どもと!!」

　熱を帯び、涙ぐんだ声のそれは、授業と言うよりは演説だった。事実、多くの生徒達たちが感銘を受け、バチバチガンガン装甲を鳴らして拍手している。

「ロータス・ボトム第一魔法騎士学園での授業も三日目、諸君らも慣れてきたことだろう。故に対胞子獣戦闘訓練の初授業においては、実戦形式で執り行うこととする！」

「おおっ……!!」

　教官の指示によって運び込まれてきた密封コンテナの中身に、生徒たちが声を上げる。

　サイズは人間の子どもほど。背中を大きく曲げ、拳こぶしを地面につける独特のポーズで座り、堅固な透明ポリマーをしきりに叩たたき、体毛のように細い汚染物質を撒まき散ちらしている。

　その眼球にあたる部分はボコリと盛り上がった肉にく腫しゆに覆おおわれ、視覚は機能していない。が、耳にあたる部分は肥大し、カッと開いた顎あごには結晶質の牙きばが並んでいた。

「訓練に用いるのは、死都より持ち帰った有毒物質に汚染された生物だ──かつて地上に生息していた、ニホンザルの汚染体。ステージ１、小鬼ゴブリンである」

　記録映像ではなく、はじめて目にする胞子獣の姿にどよめきが広がる。

「え、あんなもんなの？　思ったより小さい」

「もっととんでもないのを想像してた。あれくらいなら倒せるかも……」

　そんな声さえ聞こえる中、意図したとおりの反応だとばかりに教官はニヤリと笑う。

「なお、この小鬼の検体となったニホンザルは遺伝子保存館で保護している同種の生物中、老衰で死亡しかけていた個体に『今朝』汚染物質を極少量、投与したモノである」

「え……!?」

　生徒と父兄の侮りが、驚きに変わった。

　その筋骨隆々たる姿、小型でも狂暴な面構え、どう見ても蘇よみがえった死体には見えない。

　が、同時に端末に表示された動画──厳重な装甲服をまとった研究者が小さじ一杯程度の汚染物質を瀕ひん死しの猿に与えると、劇的にその姿が変わる様子に息を呑のむ。

「投与後、二十四時間以内ならば崩壊はほとんど進んでおらず、汚染物質も除染によって無害化できる程度に抑えられる。が、胞子獣に共通する特性として──他の個体が発散する汚染物質に触れれば触れるほど、その個体は強大化し、巨大化していく」

　故に、胞子獣の指標として『ステージ』が設定される。母体となった生物が汚染物質に浸食されてゆく中、どれだけ原型を保っているかの目安として。

　ステージ１では少々狂暴で感染能力のある猛獣程度。

　ステージ２では知能や統率力を備え、魔法騎士側もそれなりの実力者と準備を以もつて迎え撃たねば足をすくわれる。

　ステージ３ともなれば魔法騎士顔負けの異能を操り始め、群れを成して都市ひとつを壊滅の危機に晒さらし、討伐にはＡランク騎士率いる一個師団の出動を要する。

　ステージ４は単体で国の半分を壊滅させるとし、討伐には平均的なＳランク魔法騎士をリーダーとした最低Ａランクの部隊で臨むことが義務付けられている。

　そしてステージ５は──《大災厄ブラストダウン》と呼ばれる人類絶滅危機を招くとされている。

　かつて人類が地上を追われることとなった大戦では、たった五体のステージ５胞子獣ベノムスダームがそれぞれ一大陸を火と病魔の海に変えたという。

「この個体は感染初期、ステージ１。諸君らが考えた通り、しかるべき武装があれば確実に対処可能だ。が、しかし──」

　忘れてはいけない、と教官は一同を見渡し。

「奴やつらは、殖えるのだ。それも、生物とは思えない方法で」

　ガウ！　ガウ！　ガウ！　ガウ！　ガウ……!!

　無数の咆ほう哮こうに取り囲まれ、生徒と父兄が一瞬竦すくむ。その場に教官が運び込んできたのは巨大な密閉容器、その中には数十匹の『小鬼ゴブリン』が詰め込まれており──すべてが、単独で隔離されている個体と同じ顔、同じ体格、同じ姿で、敵意に満ちた声をあげていた。

「複写コピー。戦争初期、犠牲を払って得た貴重な戦訓である。討伐されず放置された胞子獣は、自然に殖えるのだ」

「きょ、教官。質問があります！」

　勇気を振り絞ったのだろう、前列に立っていたひとりの男子生徒が挙手する。

「言ってみたまえ」

「はい。その、それでは胞子獣は無限に殖えるのですか？　それでは、倒しても倒しても敵が尽きることはなくなるように思うのですが……！」

「その質問は半分正解で、半分間違いだ。胞子獣は放置しておくと増殖するが、しだいに複製は劣化していく。また、複製から複製が生まれることもない。ひとつの原型アーキタイプから複写される限界は、種にもよるが１００から１０００とおおよその研究結果が出ている」

「そ、そうですか、それでは……！」

「なお」

　そこで教官は意地悪げに、かつ深い絶望をたたえた眼めで質問した生徒を睨にらんだ。

「汚染される以前、旧時代の地球に生息していた生物はざっと８７０万から９００万種。個体数に至っては計測不能であり、それがさらに最大１０００倍されると思え。だが喜べ、無限ではない。理論的にはいつか必ず尽きるはずだと言える」

「…………!!」

　ざわざわと起きる動揺。どれだけ自分達たちが絶望的な戦いをしているのか、軍属以外明かされないその一端を彼らは初めて耳にしたのだ。

「旧時代は現代以上に優れた武器、大量破壊兵器が存在していたと聞きますが……」

「いい質問だ。確かに旧時代は熱核兵器をはじめ、火薬の燃焼反応を利用した銃砲による過剰ともいえる武装が存在した。しかし、それは──『生物を殺す』ための装備だ」

　弾丸によって臓器を破壊されても、胞子獣ベノムスダームは死なない。ほとんど機能が停止している為ため、壊れるだけだ。ほぼ無機物である胞子獣を殺す最も有効な手段、それは。

「魔法式による焼却、切断、凍結……。そうした手段を大々的に用いる以前は、各国軍が争うようにそれらの兵器を使用し、胞子獣を駆逐せんとしたが、すべて失敗に終わった。魔法式を用いない兵器は胞子獣を破壊できても、汚染物質を除去、鎮静ができず──逆に大量かつ広範囲に、汚染を撒まき散ちらすことになった」

　それは極めて愚かな人類の過ち。戦訓を得る前の開戦初期、従来と同じ感覚で戦った各国は、逆に汚染物質を全地球に拡散させた。

「隣国で使用された熱核兵器は汚染物質を成層圏にまで巻き上げ、分解されることなく全世界に拡散した。結果、無害だった生物が次々と胞子獣に変化し、世界同時多発的に胞子獣との戦争が始まった。……人類史の汚点、『終末の雪』である」

　あまりの被害に、かえって淡々と伝える教官の言葉が凄すご味みを帯びる。

「当時、すでに魔法騎士システムの原型は存在していたが──まだまだ旧時代の軍部には従来の兵器にこだわる勢力が多く、その暴走によるものと言われている」

　結果、人類は衰退した。魔法騎士の用いる術式によって汚染物質の除染、焼却が可能と確認されるまでの間、極地を除くほぼ全世界が深刻な汚染を受けた。

「魔法騎士の活躍により胞子獣の侵攻を一時食い止めることに成功したものの……戦線は極めて不利となり、当時アジア地区、日本で開発されていた超深度開発計画。いわゆる、地球内部の大空洞を居住用に開発するジオフロント構想が注目され、最後の人類の方はこ舟ぶねとして、各国の魔法騎士を中心とする生存者を受け入れた。それが、ここ──」

　人類再生機構・凰おう花かの成立。全世界から集まった魔法騎士の血脈を伝える避難所であり、種の存続を賭けた最後の希望、絶望に押し込まれた希望の生きるパンドラの箱だ。

「故に、その将来を担う未来の魔法騎士、英雄諸君。──諸君らの奮闘に期待する。では、呼ばれた者から前に出たまえ。一人一殺、小鬼ゴブリン討伐実習を執り行う」

　そして教官は戦場に出る者へ送る定型句を口にする。

「──人類に月桂樹ローリエの祝福を！」

　狂気を帯びた宣告に、生徒たちの恐れおののく声が通信機に載った──。




「きゃああああぁぁああああぁぁぁああああっ!!　む、無理です[image: ][image: ][image: ]っ!!」

「アレイナ・スクロヴェーニ!!　やる気あるのか!!　第十学園に戻るか、白豚が!!」

「そ、そんな、そんなこと言われても……うう、うう、きゃあああああっ!!」

　アレイナ、開始五分でリタイヤ。小鬼は教官による代理討伐となった。

　実習失敗につき、後日再挑戦──。




「こんな雑ざ魚こ、一瞬で焦がし尽くしてやるわッ!!」

　拘束を解き放たれ、吼ほえ猛たける小鬼ゴブリンに急速で接近。《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》を抜刀、すり抜けざまの一いつ閃せんにより、逆袈裟に切り払われた胞子獣ベノムスダームは、蒼あおい焔ほのおと共にメラメラと燃えていく。

「最も効果の高い、錬核武装での斬ざん撃げきに焼却術式を乗せて汚染対策も万全、か」

「文句なしで総合評価Ａだな。……さすが学園長の姪めい、実戦的な訓練を積んでいる」

　教官達たちの好評を受け、わずかに誇らしげに胸を反らしたセリカは、ふと小さな拍手──酷こく似じした錬核武装をまとい、彼女の勝利を祝福するカチュアをきつく睨にらんだ。

「この程度でそんな顔するワケ？　……期待してないんでしょ、セリカに」

「そんな訳ないでしょう。その歳としでそれだけできれば充分、そういう評価ですよ」

「フン。……そう。だとしても、まだ早すぎるわ」

　そう言い、セリカはカチュアに背を向ける。その眼めは、実習の順番を待ついかつい装甲服の集団に混じった、白い錬核武装の少女に向けられていた。

「見せてもらうわよ。白しろ銀がね雪ゆき奈なの番……！」

　大勢の生徒が羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめ、セリカが熱い視線を送る中。純白の錬核武装をまとった初雪の少女は、励起した錬素の放つ斬きりつけるような寒気をまとっていた。




「《村雨むらさめ》を抜くまでも、ないです」




　──ゴキィンッ!!

　平手打ち、ただ一撃。

　小柄とはいえ重量１００キロ近い類人猿の突撃を前に、糸一筋ほども表情を変えず。腰に帯びた刀の柄つかにすら手を触れず、白銀雪奈は平手で小鬼の頬ほおを張り飛ばす。

　ゴギリと嫌な音がして、脊せき椎ついがズレた。あらぬ方向に首が曲がった小鬼の巨体が倒れ、地面に接するよりも早く……接触した頬から強烈な冷気が生じ、一瞬にして凍結する。

「が……ァ……？」

　なぜ己が破壊されたのか理解できない……そんな響きを吐き出し、芯しんまで凍結した猿はまるで落とした硝子がらす細工のように粉々に砕け散っていた。

「セリカさんも歴代トップクラスだが……それ以上か。錬核武装すら使わず、素の出力で汚染物質ごと完全に凍結させるとは。除染も完かん璧ぺき、拡散も起きない……！」

「ＳＳＳトリプルエスランク。……そう評価する他ないだろうな」

　教官の評価を耳にして、群衆がどよめく。

「やってくれるわね。それでこそセリカの戦友ライバルよ。……白銀雪奈!!」

　セリカは額に汗を浮かべ、気丈に笑う。ただその圧倒的才能に恐れおののき、拍手するだけの生徒や教官たちと違い、彼女の目にはいつか超えてやるという野望が燃えている。

　だが、そんな熱い宣戦布告をされた側は──。

「──お父様、見ていてくれました……？」

「ああ、もちろんだ。訓練通りだが、格下相手とはいえ残心は怠らないようにな」

「はい。……油断はいたしません。雪ゆき奈なはお父様のもとへ帰りたいですから」

　トテトテと歩み寄り、自称ライバルなど歯し牙がにもかけず、装甲服姿の父親にすり寄る。その姿にセリカが肩を震わせ、次の瞬間一気に炸さく裂れつした。

「ちょっとアンタ!!　人の宣戦布告をガン無視とか、どういうことよ!!」

「え？　……何かしていたんですか、セリカさん。まったく、気づきませんでした……」

「ム、ムカつく……！　いい加減にしなさいよ、このファザコンバカ娘!!」

「……失礼です。お父様が大好きなだけで、ファザコンではありません……」

「それをファザコンって言うのよ、自覚ないの!?」

　演習後の戦場に、そんなバカげた会話が響く。他の学生たちが演習を続け、皆苦戦し、時には教官の手を借りて小鬼ゴブリン討伐を成功させる中、ただひとり──。

（……懲罰はやっぱりあれか。定番だな）

「にじゅ……きゅ[image: ][image: ][image: ]っ……。さん、じゅ[image: ][image: ][image: ][image: ]……っ！」

　ぷるぷると腕を震わせながら、演習場の片隅でダミーの汚染物質を浴びながら腕立てをする装甲服。その中身は言うまでもない、ただひとり演習に失敗したアレイナだ。

　冬とう真まはそんな彼女の敗因を解析する。深く考えるまでもなく、メンタル面の問題だろう。彼女の出力なら小鬼一匹仕留めるには十分だし、いかに攻撃に不向きとはいえ、術式構成もＧＢ単位まで編める以上、かなりの高水準にある。本来、負けるはずのない戦いだ。

　が、負けた。

　ビビッたからだ。シンプルな話、怯おびえたマッチョはキレたヤクザに負ける。一度気迫で敗れ、尻尾しつぽを巻いてしまえばどれほどスペックに差があろうと勝てはしない。

「さんじゅ、に[image: ][image: ][image: ]……!!」

　装甲服を着たままの腕立て伏せ、というバカげた懲罰訓練を真面目まじめにこなしている辺り、体力は見かけ以上にあるのだ。見た目と違って腕力のみでは数百キロに及ぶ装甲の重みを支え切れないため、筋力増幅の術式を常時走らせ、激しい運動の中でも集中を切らさない意志力が問われる基礎訓練は、素人には決してできない。

（そこさえ克服できれば、化ける……か？）

　そんな想おもいを抱きながら冬真がアレイナを見ていると、プルプルと震えていた腕ががくりと落ちる。

「さんじゅ、きゅ[image: ][image: ][image: ]……っ、わわわわっ!?」

「ちょっ、大丈夫なの、アンタ？」

　たまたま近くを通りかかったセリカが、バランスを崩して地面に伏したアレイナに気づいて駆け寄った。

「わ。ありがと。……心配かけてごめんね。えへへ」

「べつにいいけど。あんまり無理しちゃダメよ。体は魔法騎士の最大の資本なんだから」

「うん……。で、でも、私ってトロいから。みんなの百倍頑張らないと、追いつけないし。へばってる場合じゃないなーって。あはは」

「大人しい顔して意外と頑固ね、アンタ。うまくやれないことがあったら教えたげるから、いつでもセリカを頼りなさい」

「う、うん……ありがと。セリカちゃんって、なんだかお姉ちゃんみたいだね」

「何よ。人をオバサン扱いして！」

「ええっ!?　してないよう！」

　──そんな生徒同士の微笑ほほえましい光景を遠巻きに眺めながら、冬とう真まは思う。

（セリカ・ヴェルミオーネ、か）

　初日の雪ゆき奈なとの決闘といい、食堂でのカチュアへの態度といい、気性の荒い娘かと思ったが、なかなかどうして面倒見のいい心根の優しい女の子じゃないか。

　だとしたら、カチュアとの軋あつ轢れきには何か深い理由がありそうだ。

（戦友の姪めいであり雪奈の友人。お節介かもしれないが……可能な範囲でフォローさせてもらおうか）

　雪奈を立派な魔法騎士に育てるためにも、それは大切な仕事のように思える。

　自分への言い訳も抜かりなく、冬真はひそかに決意するのだった。





●ヴェルミオーネ家




　放課後。冬真、雪奈、アレイナ、黒くろ子この四人はセリカに連れられてヴェルミオーネ家を訪れた。

　最深区画ロータス・ボトム有数の魔法騎士家として知られるヴェルミオーネ家は、その財産に応じた優遇措置を受けており、庶民が暮らす住居ブロックを遥はるかに超える面積が与えられている。

　昨日、放課後も一緒に行動しようという雪奈の誘いに乗った他三人──特にセリカが、小隊の結束を固めるには全員で訓練よ！と言い出して、戦闘訓練を行うことになった。

　とはいえ学園の訓練スペースを使えば不要な野や次じ馬うまを集めてしまいかねない。それは、昨日、部活見学会で充分学習した。

　ではどこに行けばいい？　そんな全員の疑問に、得意顔で答えたのもまたセリカである。

『セリカの家に来ればいいわ。普通のお家うちの十倍はあるし、専用の訓練場もあるのよ！』

　その言葉に嘘うそはなかった。

　ヴェルミオーネ家の屋敷の前に到着した一行は、荘厳な門構えにおおっと感嘆の声をあげる。セリカの鼻も天を突かんばかりだ。

「ふふん──って、なんで父親もついてきてるのよ、雪奈」

「だめ、なのですか？　お父様と一緒……嬉うれしいですよ？」

「いや、友達と遊──訓練するってのに、保護者の目があったら台無しでしょ」

「すまないセリカ嬢。俺も俺でカチュアに用があるんだ。君達たちの訓練に口は出さないよ」

「そう？　それならいいけど。わざわざあんなオバサンに会いに来るなんて、白しろ銀がねパパもずいぶん物好きね！」

「あはは……あまり彼女をいじめないでやってくれ」

　相変わらず毒の強いセリカの言動に、冬とう真まは苦笑して頬ほおを掻かく。

　これでいい。常に雪ゆき奈なの傍そばに在り、監視しなければならない任務について、打ち明けるわけにはいかないのだ。場所がヴェルミオーネ家であれば、カチュアに会いに来るという大義名分でついてくる──それはカチュアとも事前に取り決めていたことだった。

「お屋敷……大きいです……」

　そわそわしている雪奈の横顔を眺め、そういえばカチュアがうちに来ることはあっても、雪奈をカチュアの家に連れてきたのは初めてだったなとほっこりした気持ちになった。

　そして、門をくぐって中庭を抜け──。

「よく来ましたね、皆さん。歓迎いたしますよ」

「カチュア……お前というやつは……」

　見慣れた戦友の顔を見た途端、冬真は落胆にも似た声とともに肩を落とした。

「な!?　失礼──ですね。何な故ぜ、絶望した顔をされなければならないのかしら？　まさか、この服……嫌いだった……？」

「そういうわけではないが。何だ、この有り様は」

　生徒の前だからと理事長らしさを取り繕うとする建前と昔と変わらぬお転てん婆ばな本性との間でせめぎ合いながら応対するカチュアに対し、冬真は左右に目をやり苦言を呈す。

「「「「お帰りなさいませ、白銀様!!」」」」

　赤絨じゆう毯たんの両りよう脇わきにずらりと並んだメイドの壁。まるで要人の来訪や屋敷の主あるじを迎えるような有り様で、とても一友人に向ける歓待ではない。

「この家の主となった覚えはないのだが。カチュア、どういうことだ？」

「さあ。……勝手に勘違いしたんじゃないかしら、きっと」

　ズラリと並んだメイド達。それはかまわない、富貴な家柄には都市経済に貢献するため、また広大な私有設備の維持管理のために人を雇う義務がある。

　が、メイドと共に出迎えた女主人の服装には大きな問題があるだろう。

　バックリと胸を開けた派手なドレスを着たカチュアに、冬真は。

「珍しい服装だが、俺との予定の後に社交場にでも行くのか？　あるいは要人の接待だろうか？　そのわりには、やや節操に欠けるような気もするが」

「そ、そんな訳ないでしょう？　冬真が来るからってアタシが気合を入れたカッコして、わざわざ着替えてシャワー浴びて下着穿はき替えて待ってたとでも言いたいのかしら」

「いや、全然。今更俺を接待しても仕方なかろう」

「……このクソ鈍感」

「ん？」

「なんでもありません。姪めいの友達に恥ずかしい恰かつ好こうを見せたくなかっただけです」

「今のお嬢様ほど恥ずかしい恰好もそうそうない気がしますが」

　背後からぼそりと聞こえた声にカチュアが振り向くと、メイド達たちが一斉に顔を背けた。

「──おいコラ聞こえてんのよクソメイド。どこの誰だれ？」

「カチュア様は三百六十五日、常に最高のお嬢様です。マム！」

「アンタ達……。まさかとは思うけど、後ろから撃つ気じゃないでしょうね？」

「い、嫌ですよお嬢様。忠誠心溢あふれる私達がそんな真ま似ねをするはずがございません！」

「そうそう、いくらイイ男だからってキャー！　抱いてー！　なんて、心で思っていても実行には移しませんからご安心ください。お嬢様を出し抜いて白しろ銀がね様をワンチャンなんて、そんな滅相も」

「……もういいわ。アンタ達は今すぐ本館に戻ってなさい。呼ぶまで近づかないように」

「「「「かしこまりました、お嬢様」」」」

　忠実に一礼し、メイド達は隊列を組んで邸宅へと入っていく。やけに短いスカートから、ガーターベルトで釣られたタイツをチラチラと冬とう真まに見せていく挙動、そしてチラチラと好奇の目を向けてくるのは不審だったが。

「お父様……？」

「気にするな。……まったく、学生時代と変わらないな、この雰囲気は」

「アタシもまさかここまで変わってないとは思わなかったわよ。まったく……。ごめんね、雪ゆき奈なちゃん。べつにそこの朴ぼく念ねん仁じんに何かさせたりはしないから、安心してちょうだい」

「はい、おばさま……。でも、おばさまもあまり近寄らないでほしいです」

「うぐ……今回ばかりは、反論の余地もないわ……」

　わずかにカチュアの肩が下がる。その様子にわずかな懐かしさを覚え、冬真は微笑ほほえむ。

「相変わらずだな、この屋敷は。来るのはずいぶん久しぶりだが、働いている人達にも、いくらか知った顔がある。ずっと雇用を継続しているのか？」

「まあ、ね。広い家だし、伝統的な建材や設備の取り扱いは慣れないと難しいから、簡単に替えも利かないし。建て替えや修理もできないし」

「今時木造の建造物に、家宰バトラーや自動調理機もないんだったな……」

　どれほどグレードの低い住居ブロックだろうと、その生活環境を調整するＡＩ、家宰による統括管理は必ずある。食料の自動生産や室内の自動清掃、風ふ呂ろの支度や食器の洗浄、ゴミ処理に至るまでほぼあらゆる家事は自動化され、使用人など必要ない。

　だが、この家にとっては不可欠だ。自動管理を組み込んでいない家の維持管理には人力を以もつてするほかなく、そのためには多くの人手が必要で、学生時代冬真がヴェルミオーネ家を初めて訪れた時などは、カルチャーギャップに苦労したものだ。

「寮で二人暮らしを始めた時など、涼しい顔で実家から持参した呼び鈴を鳴らしていつまでも首を傾かしげているから、なぜかと聞いてみたら……」

「ちょっと、昔話はやめてくれる？　しかも子ども達の前で……恥ずかしい」

「『呼んでいるのにどうしてメイドが来ないのかしら？』と真顔でルームメイトに聞く奴やつを俺は初めて見た。あの時はほとんど絶滅した生物を再発見した気持ちだったな」

　過去の他愛たわいない思い出を語ると、娘達たちは皆一様に感心していた。カチュアだけは羞しゆう恥ちに頬ほおから耳まで赤くしていたが、さすがにこの程度では力ずくで止めに来たりはしない。

「──何よ、イイ歳としして色気づいちゃって」

　かわりに冬とう真まの言葉を遮ったのは、不機嫌そうなもう一人の令嬢だ。

　セリカは叔母の渾こん身しんのお洒落しやれを一いち瞥べつして、不快感たっぷりに吐き捨てる。

「ほんと、いやらしい。セリカの友達の目を腐らせる気？」

「セリカ……。べつに、子どもたちの邪魔をする気はありません。……自由になさい」

　カチュアもどこか気まずそうに目を逸そらし、わがままな姪めいに反論ひとつぶつけない。

　強い衝突こそ起こらなかったが、だからこそ冬真の目には、二人の関係が寒々しいものに見えてしまう。

（やはり……放ほうってはおけん、な）

　戦友の悲しげな横顔は、冬真にそう思わせるに十分すぎた。





　　　　†






　その後、娘たちはヴェルミオーネ家の訓練場にて実戦形式の戦闘訓練を始めた。




「雪ゆき奈なが敵の進軍を防ぎ、雪奈が敵エースを押さえ、雪奈が前線に切り込んで領地を獲得しますので、アレイナさんは援護をお願いします」

「うんっ、まかせて！　……………………でもあのそれ、私なんにもやってないよね？」

「雪奈が突っ込んでくるわ！　セリカが止めてる間に黒くろ子こは──黒子ォ!?　アンタちょっ何くつろいでるのよ!?」

「やー、どうせユッキーに張り合えるのはセリっちだけっスから。が～んばれ♪」

「かわいこぶった声出すんじゃないわよ、こンの腹黒子ぉーっ!!」




　二対二に分かれた娘たちが仲良く（？）競い合う姿を眺めていると、自然と頬が緩む。

　雪奈が発生させた豪快な爆発音を館の窓ごしに微笑ほほえましい気持ちで聞いていた冬真は。

「カチュア。セリカあの子と何があった？」

「──アタシに母親の代わりは務まらない。ただ、それだけの話よ」

　冬真の端的な問いに、カチュアの口から切なげな吐と息いきが漏れる。

「姉さん達が亡くなったとき、あの子はまだ四歳さい。思い出なんてほとんどない。だから」

「人づてに聞く英えい雄ゆう譚たんで父と母の面影を夢想するしかなかった、か」

「ええ。ヴェルミオーネ家が誇るＳランク騎士として勇敢に戦った母と、そんな彼女の傍そばに寄り添い共に在り続けた父の遺志だけが、セリカにとっての繋つながりなのよ」

「おとぎ話の中だけに住む、両親……切ない話だ。だが、そうか──」

　冬とう真まはひとつ納得を得て言葉を続ける。

　この御ご時じ世せいだ、戦場で華々しく散った両親を持つ子どもは多いが、セリカだけは──

「──両親の思い出、錬核武装に刻まれた《記憶》に触れられないのか」

「ええ。その通りよ、冬真」

　錬素とは超高密度な情報体。地球という星の記憶を保存した自然界の記録媒体。その力を引き出した錬核武装を身に着けて魔法騎士が戦えば何が起こるのか。

　そう、命を賭して胞子獣ベノムスダームと戦い抜いた彼らの勇姿、英えい雄ゆう譚たんもまた星の記録の一部となり、錬核武装に追記される形で保存される。

「《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》には君の姉──セラフィナ中将の記憶が残されている。……いや、残されてしまっている、と言ったほうが正しいか」

「本当なら魔法騎士の子どもは名誉の戦死を遂げた父や母の錬核武装を受け継ぎ、思い出に浸る機会を得られる。そうやって心の傷を癒いやし、まっすぐに育つのだけど──」

「──見せるわけにはいかない。こればかりは、たとえ実の娘であっても」

「そう、なのよね。だって、姉さんは。セラフィナ中将は」

「人類に牙を剥いてしまったから」

　重々しい冬真の言葉にカチュアも浅くうなずく。

　窓の向こうから聞こえてくる娘たちの無邪気な声も、どこかむなしく聞こえてしまう。

「《[image: ]龍焔聖剣》の継承権をムリヤリ奪ったくせに、最前線にも出ずに学園理事長の座に甘んずるヒドい大人──あの子から見たアタシの姿は、ざっとそんなモンね」

「それは、誤解だ」

「大人の事情なんて、子どもを欺く言い訳にはならない。……嫌われ者を引き受ける覚悟くらい、姉さんを討ったその日に決めてるわ」

「覚悟をしたら大丈夫だ、と？　だとすれば、家族の戦死を嘆く者はいない」

「……うるさいわね、カッコつけさせてよ。もう」

　本当は辛つらい想おもいをしているのだろう──そう慮おもんばかった冬真の慰めに、カチュアは拗すねたように唇をとがらせた。

「戦友の事情は放ほうっておけないさ。それにセリカはＳランク魔法騎士。多感な時期を安定して過ごしてもらい、将来は最強クラスの魔法騎士の一人として前線に出てもらわなければならない──そんな人材を守り、無事に育てるのが俺達たちの任務だったはずだ」

「……たしかに。悔しいけど、アタシじゃ力不足ね。あの子のこと、全然ケアしてあげられてない……」

「任せろ。ここは、俺が出る。互いの弱みをカバーし合ってこその《名無しネームレス》。同じ部隊の人間なのだから」

　しゅんと沈んだカチュアの肩を頼もしくたたいて、冬真は窓を開けた。その眼まな差ざしは、《火か焔えん揚あげ羽は》に乗って空を滑空し、果敢に雪ゆき奈なに挑むセリカの横顔だけをまっすぐ見据えている。

「……ありがと。ホント、そういうところが素敵なのよね、アンタは」

　窓枠を飛び越え、娘たちのいる訓練場へと向かう冬とう真まの背中に、カチュアは掠かすれた声にかすかな恋慕をこめるが──

「ん。何か言ったか？」

「そんでもって、そういうところがクソなのよ。バーカ」

「？　よくわからんが、不快にさせたなら、以後気をつける」

　──いつもとまったく変わらぬ天然な真顔で問い返されて、不機嫌に罵ば声せいを返すハメになってしまうカチュアだった。





　　　　†






（何よ、大人同士でコソコソと……！）

　高度50メートル。《火か焔えん揚あげ羽は》を駆り上空を旋回するセリカは怒りに胸を燃やした。

　音速の世界の中ではっきり視界に収めるのは、建物の中、窓越しに二人並び立つ冬真とカチュアの姿である。

（白しろ銀がねパパは紳士的な人だと思ったのに。叔母さんとあんなに楽しそうに……やっぱり、汚い大人の仲間なのね）

　燃え盛る炎刀──《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》を握る手に力がこもる。

　両親の思い出が宿る錬核武装の継承権を不当に奪った大人達たちへの不満が炎に変じる。

「セリっち～、集中集中～」

「うるさい黒くろ子こ。サボって寝そべってるアンタに言われたくない！」

「あーいやほら、目の前に──」

「──チェックメイト、です」

「……っ!?」

　地上から声を張り上げる黒子の声よりも、小さな雪ゆき奈なの声のほうがハッキリと聞こえた。

（いつの間に、近づいて……!!）

　目を離したつもりはない。音速の中であっても多方向に注意を払えるのが自分の強みだ。

　前回の決闘で敗北したとき、雪奈の間合いも学んだ──はずだったのに……!!

「錬核武装、展開、してますから。前回よりは、強いですよ？」

「その計算も込みに決まってんでしょ!!　くっ……」

　雪奈の二刀をギリギリで回避。

　飛翔盤ボードのブーストに任せて距離を空け、どうにかこうにか体勢を立て直す。

「ホント、どこまで底なしなのよ白銀雪奈！　錬核武装によるステータスの上昇恩恵も、トーゼン視野に入れてたのに、その計算をさらに超えてくるとか──」

「逃がしません」

「──ちょ！　台詞せりふくらい最後まで言わせ──」

　空中で空振った後ならば、空を飛べない武傑ブレイドの雪ゆき奈なには隙すきが生じるはずだった。

　だが、そうはならないのが雪奈の最強たる所以ゆえんである。

　空を切ったうちの一刀が弧の軌跡を描いた瞬間、その場の空気が氷結し氷の足場が生成されたのだ。

　半径１メートルほどの氷の床を蹴けりつけて、方向展開、重力を逆らって加速。

　攻撃射程から逃れたはずのセリカにふたたび迫せまる──

（嘘うそでしょ!?　竜騎ドラグナーより軌道修正が速いなんて、同じＳランクなのにここまで違うの!?）

　悔しさがこみ上げる。わずか一秒に満たぬ間──音速戦闘に慣れたセリカの脳が加速して一秒を体感何千倍にも希釈しながら考えるのは、叔母の裏切りと努力した日々のことだ。

（名門の誇りしかなかったのに、錬核武装を奪われて。竜騎の唯一のアドバンテージだった、空も奪われて。どうしてセリカは何も手に入れられないの？　どうして──）

　少女の心の叫びは届かず、刀は無情に振るわれる。

　──が、斬ざん撃げきの感触は訪れなかった。




「単にステータス値をぶつけ合うだけでは戦闘訓練とは呼べない。──遊び止まりだ」




「なっ……!?」

「……お父様……？」

　二人の少女が同時に目を見開く。

　その視線が交わる先には、片足を《火か焔えん揚あげ羽は》の羽に乗せてバランスを取りながら雪奈の《村雨むらさめ》を二本の指で挟んで止める白しろ銀がね冬とう真まの姿があった。

（いつの間に……!?）

　気配も、乗られた瞬間の重みも感じなかった。

　ピンと指を放すと勢いを失った雪奈の体が落ちていき、地面にふわりと着地する。どうして父に止められたのかわからないと、ぱちぱちと瞬まばたきしながら首をかしげる。

　それをよそにセリカは食ってかかる。

「どんな体捌さばきよっ、だいたいそれっ、ソイツの攻撃を素手で!?」

「Ｓランクの斬撃も要は物理現象だ。力をうまく流せばＤランクの俺でも止められる」

「そんなわけないでしょ!!　子どもだからって馬鹿にしないで。騙だまされないんだから!!」

　──良い判断力だ、そんな呟つぶやきはセリカの耳には聞こえなかった。

　実のところ雪奈の攻撃は技術だけで止められるものではない。ステータスカードに反映されていないが、冬真にＳランクの攻撃を止め得る実力があるからこそだ。

　しかしそんな事実をおくびにも出さず、冬真はセリカのツインテールをかき分け、そっと耳に唇を近づけて。

「なっ……何するの、ヘンタイ!!　セリカは安い女じゃないんだから!!」

「聞いておく価値はあるぞ？　──雪ゆき奈なの倒し方だ」

「……!?」

　セリカの目の色が変わった。

「本気で言ってるの？　あの怪物を……倒せるって？」

「長年雪奈の訓練につきあってきたからな。あの子の動きの癖なら把握している」

「癖って。さっきのセリカと雪奈の差、見たでしょ？　その程度で埋められるわけない」

「弱気になっているな。勘違いしてはいけない。君は世界最強クラスの才能の持ち主だよ。ただ、うちの娘が世界最強そのものというだけで」

「娘アゲを忘れないあたり、娘が娘なら親も親よね。……ふんっ。テキトー言ってたら、許さないから」

「Ｄランクの俺にもできるんだ。Ｓランクの君にできない道理がないだろう？」

「ま、そりゃそうね」

　実際に雪奈の攻撃を止めてみせたのが効いたのだろう、セリカはあっさりとうなずいた。

「いいか、あの子は基本的に無表情だ。顔を見ても狙ねらいはつかめない」

「ええ、仏頂面よね」

「だが人間、内心は必ずどこか見える場所に出る。──雪奈の場合は、《村雨むらさめ》の先端をよく見ればわかる──」

　世界最強、最高ステータスを誇るＳランク魔法騎士、白しろ銀がね雪奈の弱点。

　その癖とは──。

「──左手に持った方の刀身がわずかに斜めに傾かしいだ直後、必ずまっすぐ来る」

「え……それだけ？」

「ああ、それだけだ」

　ぱちぱちと瞬まばたきするセリカに、冬とう真まは力強くうなずいた。

「又、空中で方向転換してくるアレだが──氷の足場を作り出せるのは右手の《村雨》だけ。つまり雪奈の右手側に回避すれば、追撃は受けずに済む。避よけられればあとはもう、落下中のあの子を追撃しておしまいだ」

「本当にその程度で、ステータス差を埋められるの？」

「ステータス差など、その程度の問題でしかない。君達たちはまずそれを学ぶべきだ」

　そう言い残して冬真は自ら足を外し、飛翔盤ボードから降りる。

　50メートルの高さから落ちたにもかかわらず悠然と着地し、パンパンと手を叩たたく。

「邪魔をして悪かった。さあ、訓練再開だ」

「……了解です、お父様。……ハッ」

　父の言葉にピクリと耳を動かし──雪奈が再始動。

　体のキレ、圧倒的ステータスによる威圧感、《村雨》の冷たく鋭い切れ味。

　どれもが先ほどまでと寸分変わらぬ、疲労さえ感じさせぬ見事な攻撃だった。

　しかし──

「……………………あれ？」

「よ、読めるっ。雪ゆき奈なの動きが。さっきまで、全然だったのに！」

　斬ざん撃げきは空振り。右手側に旋回したセリカが、落下する雪奈に迫せまる。

「……ッ」

　雪奈も負けじと右の《村雨むらさめ》で氷の足場を作り、セリカとは逆方向へ逃れようとするが。

「問題ないッ！　左方向にしか飛べないとわかれば……!!」

　やることはひとつ。

　そう言わんばかりに口にニイっと笑みを刻み、雪奈の軌道を読み切った動きでセリカが追撃する！

「そこだああああああああああッッッ」

「……!!」

　ズズン……！

　地鳴りのような重い衝撃音とともに、《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》が氷の錬核武装に叩たたき込まれる。

「……ッ」




「はああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　赤と白。二人の影がひとつとなって流星の如ごとく地に落ちる。

　地面への衝突と同時に巻き上がった砂すな埃ぼこりが晴れると、肩で息をしたセリカがいた。

「はあっ……はあっ……はあっ……」

　地面に組み伏せられた雪奈は大の字に倒れたままきょとんとしている。

　その真っ白な肌には傷ひとつついていない。

　雪奈の防御力は、Ｓランク全力の一撃を以もつてしても、打ち砕くことはできなかったのだ。

　実戦であれば無傷。しかし、これは実戦ではなく、模擬戦で。

　そう、ルール上は明白に──。

「あは、あはははは！　やったわ！　セリカの勝ちよ！」

「……負けた、です。お父様以外の人に。はじめて……」

　天に向けてグッと腕を突き上げて喜ぶセリカ。

　その後ろから、ぱちぱちと拍手をしながら冬とう真まが歩み寄った。

「おめでとう、セリカ嬢。見事だ」

「ありがとう、白しろ銀がねパパ！　あなたのアドバイスのおかげよ！」

「おや……」

　きらきらと輝く笑顔を向けられて冬真は拍子抜けした。

　カチュアの血筋なら、「これで恩を売った気にならないでよね！」と頑かたくなな態度を崩さない可能性も考慮に入れていたのだが。彼女に比べるとセリカは幾分か素直な性質らしい。

「雪奈に勝てるなんて……夢みたい……！」

「……ひどいです、お父様。セリカさんに、何か教えた……ですか？」

「ああ、少しな」

「……それはずるいと思う、です。むぅ……」

「雪ゆき奈なは一度敗北の経験を積むべきだったんだ。これを機に弱点を教えてあげるから、次までにきちんと克服しておきなさい」

　わずかに頬ほおを膨らませる雪奈に冬とう真まは少し苦笑いして。

「だが、Ａランク以下の魔法騎士では癖を見抜いた程度で雪奈を攻略することはまずできないだろう。アドバイスを一瞬で生かすセンス、そしてＳランクのステータス。君だけが持つ、君だけの実力が勝利には必要不可欠だった。そこは自信を持つといい、セリカ」

「うん……！　えへへ」

「ようやく笑ってくれたな。少しは信用してもらえたと思っていいのかな？」

「べ、べつに最初から嫌ってないでしょ。叔母さんと仲良さそうだから、ヤな大人の仲間なのかもって思っただけで」

「ハハ。君の気持ちはわかる。大人はずるくて、大切なことを隠してしまうからね」

「ほんとそれ。叔母さん、絶対何か隠してるのよ、アレ」

「──だが子どももまた、親に何か隠し事をするものだ」

「……!!」

「カチュアに言っていない、本当の気持ちがあるなら、言ってあげるといい」

「な、ないわよ、そんなの。セリカは、叔母さんのことなんて……大嫌いだもん」

「そうか」

　俯うつむいて腕を震わせるセリカに対して冬真は短く告げた。

「え……それだけ？　お説教とか、しないの？」

「しないさ。君の気持ちを知らない大人が適当なことを言っても、何も響かないだろう」

「……変なの。大人はみんな、説教したがりかと思ってた」

「誰だれしもみんな不器用なのさ。子どもの君がそうであるように。大人もまた、子どもとの接し方がうまくないんだ。だからこうして互いにすれ違う」

「白しろ銀がねパパは器用、ってこと？」

「残念ながら俺も不器用中の不器用だろうな。カチュアや雪奈にいつも言われる」

「なにそれ」

　クスクスと笑うセリカ。

「そうだ、そうやって笑えばいい。無理に大人に心を開く必要はない。だが、雪奈や他の友達──心を開ける相手にだけでも、そうして笑顔を見せるんだ。魔法騎士ひとりの力はたかが知れてる。だが仲間と通わせれば、自分だけでは気づけなかった発見を得て、格上の相手に勝てる可能性だって生まれるんだ──さっき、君自身が体験したようにね。二人でつかんだ勝利の味も、悪くなかっただろう？」

「……！　たしかに。白銀パパの力なしには、勝てなかった。でも──」

　ひと呼吸置いて。セリカは、太陽のような笑顔を浮かべた。




「雪ゆき奈なに勝てて、すごく嬉うれしかった！」




　──ああ、この子はもう大丈夫だ。

　その表情を見た瞬間に冬とう真まはそう悟った。

　両親を失った寂しさ、思い出を再生できないやるせなさ、そういった諸もろ々もろを払ふつ拭しよくするためにセリカが唯一すがれるものが家の看板であり、母と同じ一流の魔法騎士になるということだった。

　しかし当主の証あかしたる錬核武装《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》はカチュアに奪われたと感じ、学園首席の座も雪奈に奪われた。

　人は遥はるか天上の金貨を羨せん望ぼうこそすれ、手に入らぬことを悔やんだりはしない。

　手に入りそうなのにもう一歩で掴つかめないことこそ真に辛つらいものだ。

　何においても一番になれない──最高峰のＳランク魔法騎士であるセリカの苦しみは、他の多くの生徒に共有できないものだった。

　本来は、その悩みを聞いてやるのは親代わりであるカチュアの役目だが──。

　二人の関係性がそれをさせなかった。

（今回、こうして関与できたのは僥ぎよう倖こうだ。お節介だったかもしれないが）

　世界最強のＳランクである雪奈に勝ったという成功体験で、セリカはきっと変われる。

　そして雪奈もまた、敗北を知って魔法騎士として一歩成長する。

「ふっふふふーん♪　アンタたち、最強Ｓランクのセリカ様をリーダーと讃たたえなさい！」

「す、すごい。すごいですセリカちゃん。雪奈ちゃんも！」

「ちょっとアレイナ！　どうして二人並べるのよ！　名声は勝者だけのものでしょ！」

「え、ええっ……でも、どっちもすごいし……えへへ」

「ぎゃははは！　クソ調子乗っててウケる～！　セリっちってばカ～ワイイ～♪」

「はあ!?　そこ笑うトコ!?」

「お父様の力、です……が、負けたのは、雪奈の隙すきです。……認めます。でも──」

「……ふん。そりゃそうよね。アンタはこのまますっこんでるタマじゃないわよね」

「はい。次は……負けません。お父様に、セリカさんの倒し方、教えてもらいます」

「え……!?　ずるくない!?」

「セリっちが言うんスか、それ？」

　そんな娘たちのやりとりを微笑ほほえましく見ると、冬真は、屋敷の中で見守り続けていたもう一人の保護者──カチュアと軽く目配せして苦笑した。

　良いチームだ。と、心の底から冬真は思った。





●胎動




「……どうでしょうか？　お父様……？」

「最高だ、雪ゆき奈な。……その服が、お前のかわいらしさを最高に引き立てている」

　休日の朝、寝ぼけ癖の強い雪奈のために、いつもより一時間早いアラームで起きた冬とう真まは、熱いシャワーで娘を起こすと、用意してあった『お出かけ用』の服を着せた。

「少し、すーすー、するのですが……。この装備は、防御力が、低いのでは……？」

「その装備のスペックは社交性と放熱性に特化しているからな。まずありえないが、もし戦闘が予想される場合は即座に錬核武装を展開すること。だが……」

「……何でしょう、お父様？　じっと見て……」

「少しくるりとその場で回って見せてくれないか、雪奈」

「はい。……こう、でしょうか？」

「……ふむ。やはり最高だ」

　清せい楚そさを強調する白いワンピース、健康的な膝ひざ小僧からふくらはぎのライン。かわいいミュールで足首を飾った雪奈は、まるで春の妖よう精せいだ。娘の成長した姿を見ていると、心底愛いとおしさがこみあげて、胸に熱いかたまりができたような気がしてくる。

（……赤ん坊の頃ころは、手を焼いたものだが……）

　しみじみと思う。おむつの世話から夜泣きの対処、離乳食の準備やあらゆる家事、わずかに目を離しただけであちこち這はっていく行動力……。育児の苦労を知っているだけに、こうして娘が元気に、健康に、大きく育ったのを実感すると、幸福感で死にそうになる。

「今日は、中央街で買い物だな？　帰還予定は17時00分、時計合わせ」

「時計、合わせます。……お父様、一緒に来ないのですか？」

「友達同士のお出かけにまで父親同伴、というのは無理があるだろう。いろいろ溜たまっている家事や雑務もあることだし、今日は互いに個別行動としよう」

「はい。……でも、少し寂しいです……」

　桜色の爪つめをはむっと噛かみながら言うあどけなさに、胸がキュンと痛む。

（行けるものなら、一緒に行ってやりたい……）

　……が、全力で耐える。学園を卒業して戦地に赴おもむけば、ほとんど一緒にはいられない。それを思えば今からでも孤独に慣れねば、逆に娘のためにならないのだから。

「俺も寂しい。だが……楽しんでこい。その思い出を話してくれれば、十分だ」

「はい……。では、お父様。あとで、おみやげ話……聞いてくださいね？」

　寂しげに、かつ花咲くように可か憐れんに微笑ほほえむと、雪奈は住居ブロックを出ていく。

「家宰バトラー。声紋認証。セキュリティロック解除」

『──認証完了。ロック解除しました』

　雪奈を見送った後、冬真は早足で居間に戻った。ＡＩの許可を得て壁を叩たたくと、ダミーの絵画がクルリと反転して中に隠されていた軍用装備の数々が露あらわになる。

　今日のような日に備えて自らカスタマイズした特殊ステルス装甲だ。

「最高画質設定、ライブラリに追加。タイトル、『雪ゆき奈な、はじめての友達とのお出かけ』。……自動隠いん蔽ぺい式しき、常時化により不可視モードで実行。よし。問題ない」

「大ありっスよセンパイ。娘のお出かけを透明人間化して尾行するとか、ヤバキモっス」

「む……」

　手早く装備を装着した冬とう真まの背後から、聞き慣れはじめた声がする。振り向くとそこには、かなり砕けた私服の黒黒黒くろみつ黒くろ子こが、旧時代のパンクロッカーめいた姿で立っていた。

「黒子か。ロンメル先輩の迷彩式をすっかりモノにしているな。見事なものだ」

「そう思うんなら気配晒さらしたコンマ一秒以下で反応しないでくださいよ～……。本気で、撃ち殺されるかと思ったんスから。ほら、ソレどけてください、お願いだから！」

「他人の生活環境に無断侵入した以上、射殺されても文句は言えんぞ」

　攻弾術式の収束具、これも軍用最新鋭の拳けん銃じゆうタイプをホルスターにしまう。黒子が気配を現した瞬間、一切の迷いなくその位置をポイントしていた。

　もし黒子が刺客だったとしても、術式を構成する以前に撃たれて死んでいただろう。速過ぎて機械じみた反応速度に舌を巻きながら、黒子はふうと息を吐く。

「親馬鹿もイイっスけど、自分の仕事をしてくださいよ」

「仕事？　……ああ、そういえば」

　最前線を退いた後も冬真には多くの仕事があった。もちろん表立った動きは無いが──特に放置しておけば人類の存続に関かかわる敵、ステージ５の胞子獣ベノムスダームの出現状況については、毎月一度最深区画ロータス・ボトムの軍駐屯地で情報を受けとり、把握することになっている。

「確か今日、閲覧予定が入っていたな。……よし、後日に回そう」

「秒で決断しないでくださいっス。つーか、無理っスよ、リームー！　閲覧資格クリアランス５以上、あのグラン・マリア様ですら申請から開示に三日はかかる最前線の情報っスよ!?」

　つまり、国家元首すら閲覧許可を渋られる軍中枢クラスの極秘情報──。

　それを閲覧できるということは即すなわち、この人類再生機構・凰おう花かにおいてすべての情報を閲覧できるのに等しい。十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいと一部の軍上層部だけに許された特権。だが。

「情報保護の観点から、軍中枢の固定端末でのみしか閲覧できないというのは不便だな。いっそネットワークを介して共有できればかなり効率化できると思うが」

「その調子で何でもかんでもクラウドだのネットワークだのでつないだ結果、旧時代にはデカいシステムクラッシュで情報破綻を起こしたんスよね？　危ないっスよ、それ」

「仮想通貨破綻やそれに連なる世界恐慌か。……確かに、歴史には学ぶべきだが」

　現在公開されているネットワーク技術はかなり限定的なものだ。端末を所有していても、その通信はかなり限定されており圏外も多く、公開情報はすべて自動的に検閲されている。

「ま、軍上層部もピリピリしてるんスよ。ほら、最近はアレがあったので」

「……魔法騎士の失しつ踪そうか。よりによってそれが《騎士殺しの騎士》の仕業とはな」

「片腹痛し、って感じっスよね～。真実を知らないとそうなるかー、的な」

「皮肉な話だ。人類存続のためにのみ働く《騎士殺しの騎士》が──」

　マスクを被かぶりかけた手を止めて、冬とう真まは皮肉に笑みを刻む。

「──クーデター紛まがいの反抗勢力の旗頭にされているなどとは、な」

「ええ。今ウチら全員で内偵中っス。何かデカい動きがあるかもしれない、と」

「何か新しい情報が？」

「休暇で後方に戻った高ランク魔法騎士数人の失しつ踪そう、それに前線で行方不明になった者が何人か、都市内セキュリティの監視映像で発見されてるっス。……つまり」

「戦死を偽って凰おう花かに舞い戻ったということか。何か仕掛けてくるつもりかもしれんな」

「その可能性は高いっスね。……だから、先輩にはおとなしくしててほしいんスよ」

　正面から目を見つめて、黒くろ子こは互いの息が混じり合うほど近い距離から懇願するように。

「今ヘタな動きを見せたらマジで上層部がキレるっスよ。先輩に裏切られたら人類終わり──それを知ってて、全部任せられるほど、評議会のじーさま方はキモ太くないんで」

「俺にそんな意志はまったくないんだがな」

　それは、以前からずっと続いているくだらない枷かせだった。

「確かに俺の個人戦闘能力は高い。だが、それに何の意味がある？」

　考えるまでもない、当然の結論だ。単体として冬真は強い。この最深区画ロータス・ボトムのみならず、人類再生機構すべてをひっくり返すことすら可能だろう。だが、それをしたら。

「評議会に俺がとって替わるのか？　無意味だ。俺に政権担当能力はない。人間が論理のみではなく感情で動く以上、弾圧や恐怖政治以外で市民をまとめる手段がない。つまり」

「大荒れ確定っスね。それこそ、旧時代の共産圏ばりの弾圧でもしないと治まらない」

「そして、そんな無駄な浪費が許されるほど、今の人類に余裕はない。現在の総力戦体制を崩せばその時点で戦線は崩壊、地上奪還の希望によって存続している市民の戦意が鈍り、秩序は失われて人類は詰む。……当然の帰結だと思うのだがな」

「まー、それこそヒトは感情の生き物っスからね。評議会のじーさま方も理屈じゃなく、本能的にビビッてるんじゃないっスか？　……先輩の強さに」

「個人戦闘力の強弱で政権が運営できてたまるか、旧時代でも紀元前並の発想だぞ。俺がいくら戦えても、人類社会をすべて単独で維持することなどできるものか」

　旧時代の専制君主ですら、自分が食べる食料や使う武器を領民に造らせていた。個人での生存力が上がった時代とはいえ、生活支援や行政支援の一切存在しない世界でひとり、独裁者になることに何の意味があるだろう？　──それは、あまりにも無意味だ。

「快適かつ効率的な生活、俺や雪ゆき奈なが豊かな暮らしを維持するためには、現在のシステムの存続が望ましい。そんな当然のことを、評議会は何度となく確認してくるからな」

「そうっスねえ。……狡こう兎と死しして走そう狗く烹にらる、旧時代のコトワザっスけど」

「生あい憎にくだが、この世界では兎うさぎが多すぎて犬の手が回らん。あてはまるとは思えんが」

「先輩に手を出すとか、金の卵を産むガチョウどころか、ほぼ自殺行為っスね……」

　結局のところは信用されていない、ということなのだろうと冬真は思う。

　錬素無力化、一撃必殺の体質を持つイレギュラーを十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいは扱いかねている。はみ出した身でありながら枠の中で暮らそうと思えば、犠牲を払わねばならない。

「……やむを得ん、か。なら、黒くろ子こ。端末の用意はあるか？」

「そりゃトーゼン。ただ週末なんで、中央街の通信は混みあってるっスから……。あんまリアルタイムで連絡取るのはキビシーかもしれませんよ？」

「そこまでする必要はない。俺の代わりに雪ゆき奈なの休日を最高画質で録画、保存するように。カメラアングルおよび内容には注意すること。……期待しているぞ」

「……任務よりマジになってないっスか、親馬鹿……」

「当然だ」

　呆あきれ顔の黒子に、誇りをこめて冬とう真まは言い切る。

「俺は娘のために生きている。その次に戦友がいて、次に人類がある。任務の優先度は高いが、それでもやはり娘が上だ。本来ならついて行くところだぞ」

「はいはい。ゴタゴタ言ってないでさっさと行けっつーの!!　ちゃんと着替えて！」

「……面倒、かつ非合理的だ。まったく」

　深々とため息を吐き、冬真は着用しかけた装甲服を脱ぎ、軍の正装に着替えはじめた。

　見上げたデジタル時計はじき、午前九時。雪奈たちの待ち合わせは十時半、冬真が軍駐屯地で情報を閲覧するのも、ほぼ同じ時間に予定されていた。





●望まれざる帰還兵どもの[image: ]はん乱らん




　──最深区画ロータス・ボトム、中心部ミドル。

　市民が生活を送る住居ブロックは半独立状態、最低限必要な物資は自前で賄える。

　だが、人はパンのみにて生きるにあらず──贅ぜい沢たく品ひん、嗜し好こう品ひんの需要は絶えずあり、人類再生機構は支払った賃金を都市内で循環させるためのシステムとして、そうした品を扱う商業地を発展させた。家宰バトラーではなく人間の接客による温かいサービス、実用一辺倒の配給品とは一線を画するかわいい雑貨や美味な食事を供する商業ビル群には、入学式直後最初の休日ということもあってか、第一から第十の魔法学園生の姿が目立つ。

「えっ、あの子……」

「すげえかわいい……広報課の撮影かな？」

　そんな彼らの羨せん望ぼうと憧しよう憬けいを一身に集めるグループがあった。思い思いの私服をまとった四人──白しろ銀がね雪奈、セリカ・ヴェルミオーネ、アレイナ・スクロヴェーニ、黒黒黒くろみつ黒子はファストフードで簡単な食事をとった後、目当ての雑貨屋をぶらついている。

　さまざまなキャラクター商品は、旧時代の発掘品からモチーフを得たものがほとんどだ。発掘されたアーカイブから復刻された娯楽作品、動画やコミックなども多いが、売れ筋は人類再生機構が版権を持つ『公式』キャラクター群で、その売上は前線に寄付される。

「雪奈ちゃん、ほとんど食べてなかったけど大丈夫？　……おなか、すきませんか？」

「大丈夫。食べすぎると、お父様とのお夕飯、食べれなくなります」

「ファストフードとはいえ、天然肉１００％パティのハンバーガーっスからね～。ウチも、サイフに余裕があればたっぷり食べたかったっスよ。は～、貧乏は嫌っスねえ」

「そう？　……家のディナーの方が美お味いしいと思うけど」

「その発想はお嬢様通り越して若干イヤミ入ってるっスよ、セリっち」

「ちょっ近い!!いきなり距離詰め過ぎじゃないの、アンタ!?」

　中でも人気が高い、リクガメのバース君を中心とした『アニマルアーミー』系グッズの棚に向かい、きゃわきゃわとかしましい会話で盛り上がっていた。

「ままままま、いーじゃないっスか細かいことは♪　ンで何買うのかなー？　お嬢様♪」

「授業で使うものに決まってるでしょ!?　……ニヤニヤしてんじゃないわよ……！」

　怒りながらも、場の空気を乱さないように気を遣って小声で凄すごむあたり、根の優しさが抜け切れていない。誰だれよりも熱心に棚の雑貨を眺めるセリカを囲み、「みんな見て見てー、この端末カバー、かわいい♪」「バズーカゴリラ軍曹……かわいい……ですか？」「実はマッチョ好きなんスね、アレっち……」一同は完全に浮かれ切っていた。

「……みんな、とても、かわいいです。お父様に選んでもらえれば、完かん璧ぺきなのに……」

　じっと雑貨を眺めながら言う雪ゆき奈なに、ふんっとセリカが鼻を鳴らした。

「またそれ？　アンタはホントに親離れできてないわね、白しろ銀がね雪奈」

「はい。……たまにそういう反応をされるのですが……何か、問題でしょうか？」

　きょとんとした様子で小首を傾かしげ、雪奈は疑問を述べる。

「疑問の余地なし、ね。ホント、おめでたい奴やつよね！」

　鼻息荒く責め立てるセリカの顔に浮かんだ羨せん望ぼうを、アレイナは見た。

（セリカちゃんは、素直になれない子みたいだけど……）

　それ以上に正直者だ。強がりはしても嘘うそは言わないし、すぐ顔や表情に気持ちが出る。雪奈の父親語りに突っかかるのは、きっとその裏で複雑な想おもいがあるのではないか。

（あまり、踏みこまない方がいいかもしれないけど──）

　これから友達になる、なりたいのなら、あえて近づくことも必要かもしれない。

「……セリカちゃんの叔母様……学園長先生も、すごく美人ですよね」

「は？　何よ、いきなり。あんなのオバサンよ、臆おく病びよう者もののぽんこつロートルだわ！」

　憎まれ口を叩たたくセリカ。だが不思議とアレイナには、そのセリカの表情が父親のことを語る雪奈と重なって見えた。正と負、褒め言葉と憎まれ口、向きは正反対だが──。

「セリカちゃん。好きの反対って、聞いたことあるかな」

「は？　嫌いに決まってるじゃない。小学校の国語じゃないんだから……」

「言葉だとそうなるけど、気持ちだと。好きの反対は、無関心。……相手のことをまったく気にしなくなっちゃったら、本当に気持ちが離れたってことなんだって」

「何が言いたいのよ。アンタ」

「ご、ごめんね。セリカちゃん、ほんとに学園長先生のこと、嫌いなのかなって……！」

　セリカに凄すごまれて、早くも涙目になりつつ縮こまるアレイナ。

　するとセリカは意外にも苦笑すると、棚に並んだかわいらしいグッズのひとつを指先でつつきながら、唇を尖とがらせた。

「……嫌いじゃないわよ。ただ、ムカつくの」

「好きなひとに嫌がらせ……。……お子様？」

「うっさいわよファザコン。そんなんじゃないの。そんなんじゃ──」

　梅干しでも頬ほお張ばったような渋い顔で、セリカは棚の方を向いたまま小さくこぼした。

「子どもの頃ころは、好きだったわ。それこそ、小等部の頃とかはね。……最前線で活躍する、現役最強クラスの女魔法騎士。人呼んで《灼しやく髪はつの竜りゆう姫き》……セリカの、英雄だった」

　過去形にこめられた切なさが、深く場に染みこむようだ。十分に間を置いて、セリカは独りごとのように、胸に秘めた想おもいを吐き出していく。

「お母様やお父様が亡くなったあと、セリカの希望はおばさまだけだった。おばさまの背中を追いかけて、いつかあの人と剣を並べて戦列に立つ、それだけが願いだった。それが両親の仇かたきを討つことにもなると思って──必死に訓練したわ。なのに。なのに……！」

　きつく唇を引き結び、セリカは自然に励起した錬素でほのかな熱を放射しながら。

「なのに、あの人は、何の相談も無く前線から退いた。怪け我がをしたわけでもない、まだまだ実力は十分なのに……！　後進の指導にあたるとかいう名目で、最後方よ？」

「で、でも、学園長になって、他の騎士を育てる仕事は立派だと思うけど……」

「何言ってるのよ。学園長なんてお飾り、実務は全部統括生徒会長、グラン・マリア様が取り仕切ってるじゃない。教官相手の窓口役でしかない。その教官だって落ちこぼれだの時代遅れのロートルだので、一線で通用しなくなったポンコツ。結局は前線に行くまで、嘘うそやごまかしで固められた、将来の役に立たないカリキュラムを習うしかないって！」

　決して嫌っているわけではない。むしろ愛している──だが。

「好きなら、好きって言ったほうがいい……と思う。時間は、ちょっとしか、ないです」

「……!!」

　言い返したい、けど言葉が思いつかないセリカは、幼い感情をもてあます子どものようだ。そんな彼女に近づくと、アレイナはそっとその肩に手を載せた。

「あの……セリカちゃん」

「……何よ。アンタも、お説教するつもり？」

「そんなことしないよ。……ううん、できない。だって私達たち、知り合ったばかりだもん」

「だったら、余計なこと……！」

　キッと振り向いた彼女に、アレイナは思いがけない言葉をかける。

「私、セリカちゃんが好きだよ。素直になれないところとか、実は家族想いなところとか、こんなとろい私をチームに入れてくれたこととか。……感謝しても、したりないから」

「……は!?」

　予想外の返事に、セリカが凍りつく。その空白を突くように、アレイナは棚に手を突き、腰が砕けそうな彼女にすっと覆おおい被かぶさるような──いわゆる壁ドンの状態で言った。

「……セリカちゃんが好きだから、私、お友達になりたい。だめかな？」

「だ……ダメってことは、ないけど……っ！　何よ、いきなりっ!!　話、ずれてる！」

「あ、ありがとう！　でも、話はちっともずれてないよ？」

　にこりとアレイナは微笑ほほえみ、身を離す。頬ほおを赤らめたセリカが豊かな胸を押さえていると、いたずらっぽく微笑みながら、欧州の血を引く少女は彼女に手をさしのべた。

「私が好きって伝えたから、セリカちゃんは答えてくれたんだよね。だから、きっと……。学園長先生のことが好きなら、やっぱりその想おもいは伝えるべきなんじゃないかな」

「好きなら好きって、お互いが生きてるうちに伝えたほうがいいっスよ。ただケンカ腰でわめきたてるんじゃなく、軽く甘えてみたらどうっスか？　学園長もかーなーり、身内に甘いタイプっスから。案外デレデレになって言うこと聞いてくれちゃったりぃ～」

「で、デレデレ……!?　ほ、本当？　そんな可能性って、あるの!?」

「あるっスよ。てか、たった今証明されたっスから。ヴェルミオーネ家、押しに弱いのは血統的に明らかかな～ってウチ確信しました。敬礼！」

「そ、そんなことないわよ!!　好かれてるからって、こんなすっトロい子、セリカは……セリカは……た、ただの……ただの、大事な友達としか思ってないんだからっ!!」

「否定から二秒で『大事な』友達になったっスよこの人」

「ガード……ゆるゆる？」
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　顔を真っ赤にしたセリカは、黙って拳げん骨こつを振り上げ、ぽかぽかと叩たたく……フリをして。

「うるさいのよ、ばかっ!!」

　拳こぶしをピタリと止めてから、赤くなった頬ほおを隠すように後ろを向いた。

「うへへへへ……。もしかして友達は叩けないとか、そんな感じっスか？」

「うるさい。あんたはまだ、友達じゃないんだから。調子に乗らないでよね……！」

「じゃ、ウチとも友達になりま～っしょい!!　てかてか同じチーム、同じ小隊で休日に買い物、このメンツはもうウチ的にはバリ友ですし。違うとか、マジ片腹ペインっしょ！」

「う、うっさいっ!!　セリカは、セリカは……っ!!」

　素直になりたい。素直になれない。そんな、相反する想おもいが胸を過よぎるのがわかる。

（──あの子、みたいに）

　正直に想いを伝えてくれたアレイナの面影が。

（伝え、なきゃ──！）

　自分を打ち負かし、きっかけをくれた雪ゆき奈なが。

　肩ひじ張らずに絡んでくれる、黒くろ子このざっくばらんさが……羨うらやましい、とセリカは思う。

　焦げるような熱い感情をぶつけることしかできなかった自分。いつかわかってくれると、そんな風に思いながら、気持ちを伝える勇気を持てずに逃げていた時間が急に惜しくなる。

　そのくらい、今の言葉は彼女に効いていた。失う怖さは、よく知っていたからだ。

（お父様や、お母様のように。……いきなり、消えてしまう前に……）

　突然部屋が空っぽになる奈な落らくには、二度と堕おちたくないと思ったから。

　セリカは並ぶグッズの中で、ひとつのコーナーに目を止めた。今その棚から抜き出した、キャラクターものの人形たち。台座部分に小さな記録メディアが組み込まれており、人形の視点から等身大の映像を記録、各端末へ出力できる小型メッセージカメラ。

　とぼけた顔のリクガメを握りしめて、カチュアは呟つぶやく。

「……叔母さん。ううん、お姉ちゃんは……ほんとは、強いんだから……！」

　本当は、自分なんかよりずっと強い。それはわかっている、偉大過ぎる先輩だ。

「それなのに、戦わずにいるのは……きっと、セリカのせい、だから……。だからもっと、強くならなきゃ……。そうしたら、きっと、お姉ちゃんは、昔みたいにっ……！」

　張り裂けるような想いを耳にしながら、三人の友達は無言だった。ただ聞き、受け止め、他の誰だれの耳にも入らないように守っていた。その十センチほどの距離が、心地よい。

（慰めてほしいわけじゃ、ないんだから……！）

　甘い言葉も、優しい仕草もいらない。彼女が欲しいのは、ただそこにいてくれる他人だ。決意が鈍らないように、せっかく奮い起こした勇気を、無くさないように──。

「……ねえ」

「はい。どうかしましたか？」

「……これ、お会計してくるから。ちょっとだけ、ついてきてくれるかしら？」

　メッセージＢＯＴを示し、「それから」と短く繋つなげて。

「ありがとう。……アンタ達たちと今日、ここに来れて……本当に、よかった」

　若干の照れを含んだ、だが最高の笑顔でセリカは言った。

　それから数分後。

「メッセージ、吹き込み終わった？　……セリカちゃん」

「う、うん。大丈夫っ……アレイナ。あの、手とか……つ、つつ、繋いでいいかしらっ」

「え、は、はい……もちろんです。あ、ゆ、雪ゆき奈なちゃんも、どうかな？」

「それ、お友達に、必要なこと……ですか？」

「えーっと……たぶん？」

「何スか何スか、このくすぐったい桃色空気はぁっ!?　ひゃー！　ハッズい!!」

　結ばれたばかりのカップルのような初々しい感覚で手をつなぎ、微妙な空気を醸し出すセリカとアレイナ、マイペースの雪奈。その両極に挟まれた黒くろ子こが悶もだえまくる。

「メッセージ、吹き込んだんだね。じゃあ、学園長先生に、それを──」

「うん。わ、渡すつもり。……だけど、いきなり渡しちゃっていいのかしら？」

「イベント、とか……特別な日がいい……雪奈はそう思います」

「そ、そうよね、雪奈。いいこと言うわ。やっぱりここはいきなり襲いかかって、セリカに勝てたら渡してあげる、とかそういうのがいいんじゃないかと思うんだけど……！」

「うわー、ドン引き。サイテーにバイオレンスっスよねその感覚。蛮族っスか？」

「そ、そこまで言う、アンタ!?　じゃあ他に何かアイディアでもあるって言うの!?」

「特にないっスけど、このビルの上の階にカフェスペースがあるんで、そこでちょっくら作戦会議キメちゃうとか？　やっぱＪＫの昼下がりはお茶っスよね～」

「なるほど。……その定番は、興味深いです」

　子どものように握った手を放さないセリカの隣で、雪奈は端末から時間を確認する。まだ午後になったばかり、帰還予定の十七時まではまだまだある。

「雪奈も、それでいいです。……でも、おかしいですね」

「え？　何が？」

「気のせい、でしょうか。誰だれかに見られてるような」

「今さらっスよ～。ずーっと大注目だったじゃないっスか！」

　小首をかしげて言う雪奈に、黒子は笑って答える。

「そう、ですか。ならいいのですが……」
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「──目標を確認、五階のカフェスペースへ移動しました。教主様」

「よろしい。三分後より電子妨害を開始、各通信は閉鎖回線に切り替えなさい」

「は……！」

　それは十じつ把ぱ一ひと絡からげの魔法騎士学園生。遠巻きに雪ゆき奈なやセリカ達たちを見守っていたグループの片隅に紛まぎれ、チラチラと様子を窺うかがっていた根暗そうなシルエット。

　彼らは手にした端末で密ひそかに外部と通信し、その動向を緻ち密みつに報告していた。隠し撮りされた電子データは十数枚の画像となり、商業ビル玄関口に立つ男のもとへ送信される。

　それは人類再生機構の電子ネットワーク検閲網をすり抜ける、彼らが独自に設定した、閉鎖回線によって届けられ──その男、ギョロリと真円に眼めを剥むいた異相の人物は、手にしていた密閉型アタッシュケースを床に置くと、圧縮空気を抜いて気密を解除した。

　シュウッ──。

　甲高い気体の抜ける音がして、粉雪のようなものが舞い散り出す。

　キラキラときらめく輝き、驚くほど美しいそれをうっとりと眺めながら、男はあんぐりと口を開け、舌を伸ばしてそれを受け止める。まるで雪を食べる子どものように──。

「あ、あの……お客様？」

　接客に当たっていた店員が異常に気づき、近づいてくる。だが、すぐにその男が持つ、床でパックリと開いたケースの中身に気づくと、声にならない悲鳴をあげた。
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「おや。素敵な反応だ、軍属ですか？　……訓練は受けたようですねえ」

　輝きを撒まき散ちらすそれは緑の軍服。地上を死の都に変えたモノ、あふれる汚染物を浴び、一切の除染がされぬままに持ち込まれた、存在するだけで周囲を穢けがす猛毒の衣！

「これはね、ワタシの戦友たちのモノ。人類の真の解放の何たるかもわからぬまま、盲目となって命を落とした彼らの魂を解放するために──ワタシは、ここに、来たのです!!」

「け、憲兵を呼べええええええええっ!!」

　店員が叫ぶ。が、遅すぎる。男はケースから取り出したボロボロの軍服を肩に羽織るや、揃そろいの軍帽を斜めに傾け被かぶり直し、らんらんと歯茎と眼を剥いて、笑う。

「かかかかかっ……ココココ、キキキキッ……!!」

　絶叫と共にガラスが砕ける。表通りに停とまっていた大型トラックの荷台が破裂し、焔ほのおと細かな汚染物質が濛もう々もうと湧わき上がる中、数十匹の影が俊敏に街を駆け巡る。

　胞子獣ベノムスダームステージ２、大野鬼ホブゴブリン。ニホンザルを母体に浸食を深めた姿である胞子獣は、先日の実習に参加した者なら驚きの余り言葉を失うだろう。それはすべて同じ個体から分裂したコピーであり、隠匿され不正に育てられた兵器であった。

「───穢れよ、穢れよ、穢れよ、楽園!!　我ら、《エデンの蛇へび》なり!!」

　叫ぶ男。属性式を発動し、紫の霧──闇やみを象徴する穢れに呑のまれた骸がい骨こつのような姿で、胞子獣の群れが荒れ狂う惨劇を背後に、不気味な声で嗤わらい続けていた。




　死の粉雪をまといし怪物が仮初の安寧に揺られていた人々を喰くらっていく。

　地獄、地獄、地獄、地獄。大野鬼の群れに押しつぶされた市民が地上で溺おぼれ、喉のど笛を噛かみ千切られる。目から鼻から口から傷口から『白い死』が体内に潜り込む。

「げぼげげあごぼぼぼぼべ……ぐぼえっ!!」

　汚らしい絶叫を上げ、市民がまた一人倒れる。商業ビルの従業員が、通報状態になった端末を片手に持ったまま動かなくなり、その眼球が、突き出た舌が、鼻孔が結晶化をはじめ、ビシビシと音をたてて浸食されていき、逃げ惑う人の靴に踏まれると、まるでガラス細工のように砕け散り──その細かな破片がさらなる汚染を産む。

　死者が死者を呼び、汚染が汚染を呼ぶ。ネズミ残式に増えていく死の汚染グラフ。

「フ～ン。骨のない人間どもですねえ。まともに抵抗できるのはこれで全部ですか？」

　ニタニタと意地悪く、汚染物質にまみれた軍服を羽織り、『教主』は嗤わらう。

　足元には血溜だまりとグズグズの骸むくろ。霜のように音をたてて結晶化していく血けつ痕こんと肉片を、弄ぶように靴底で踏ふみ躙にじりパリパリと砕いて粉にしながら、ヒヒッと喉のどを鳴らして──。

「ざこ、ざこ、ざぁ[image: ][image: ]こ。ざこ、ざこざぁあぁぁぁぁあああ[image: ][image: ][image: ]こ!!　こんなクズを大量生産したところで、偉大なる神の使徒に勝てると思っているのでしょうか人類は!!　嗚あ呼あっ、愚か！　愚か愚か愚かなりッッッ!!」

『……教主様。ターゲットは五階、カフェスペースに籠ろう城じようしているようです』

「ホ？」

　調子よく叫んでいた男は、耳元のインカムから響いた声に骨ばった手をあてて答える。

「どういうことです？　奇襲に失敗したとでも言うのですか？」

『潜伏していた教徒が、予定通り全フロアで同時にケースを解放したのですが……どうも寸前で察知されたようです。Ｓランクターゲットと黒髪のチームメイトが、抵抗を』

「それで止められたわけですか。不ふ甲が斐いないですねえ、それでも人類解放の戦士ですか。まったく、情けない、情けない……。予定通りそのまま殉教しなさい、いいですね？」

『は。……人類解放の礎となれたことに、心から感謝を……！』

　ブツッ、と音をたてて通信が途切れる。

　フム、と呟つぶやいてから、教主は緊急停止したエスカレーターを眺めてニタリと笑う。

「一筋縄ではいきませんか。さすが腐ってもＳランク、促成栽培のザコ騎士とは比べ物になりませんねえ。だからこそ、だからこそ……ふふふ、ふふふふふ」

　抱ほう擁ようを求めるように両手を広げながら、教主は天井を仰ぐ。するとその意思を察知した胞子獣ベノムスダームたちが群れ集い、その足を持ち上げ、担ぎ上げて走り出した。

　自由になった両手で教主は端末を操作して、外部と隔離された商業ビル内の通信網へと接続して館内放送を乗っ取ると、甲高いハウリング音と共に叫びをあげる。

『Ｓランクのみなさぁぁぁん!!　解放してさしあげますよ。この腐り果てた世界から!!』

　胞子獣どものスクラムに乗りながら、教主は五階へ向けて駆け登るのだった。
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「だ、だめえええええええええっ……!!」

　カフェスペースの一角に、バーカウンターを利用した結界術式が張られていた。

　その主はアレイナ・スクロヴェーニ。収束具の補助なし、生体脳の演算のみで構築した直径５メートルほどの範囲内で、必死の救命活動が行われている。

（だめ……むり、長くはもたない……！　みんな、死んじゃう……!!）

　涙の滲にじむ眼めをきつく閉じ、アレイナは必死で結界を維持する。浄化の力を宿したそれは、吸いこんだ汚染物質を除染し、何とか中に引きこめた市民の命を辛かろうじて繋つないでいた。

「なんで……なんで、こんなっ……!?　あの人たちは、何なんですか……!?」

　数ＧＢもの大容量術式を走らせ、脳が腫はれる圧迫感と頭痛をこらえながらそう呟つぶやく。

　グッズショップからカフェスペースへ移動してすぐのことだ。店員の制止を振り切って入り込んできた不審な男たちが店内に汚染物質をバラ撒まいた。

　それに反応できたのは、たった二人だけ。

「まさか、自爆覚悟の汚染爆弾で攻めてくるとは思わなかったっスね……！」

「……雪ゆき奈なにも、わかります。あれは、悪い人たちです」

　俊影シヤドウにふさわしい迅速さで動いた黒黒黒くろみつ黒くろ子こと、超人じみた反応を見せた雪奈の二人だ。黒子は汚染物質の入ったアタッシュケースが開放された瞬間、コーヒーカップをテロリストの男に叩たたきつけ、怯ひるんだ隙すきにケースを奪って蓋ふたを閉めた。そしてほぼ同時に反応した雪奈が、氷の術式を展開し、ケースは分厚い氷に閉ざされた。

　しかし──

「二発目を用意してるなんてズルっスよ……どんだけ殺意高いんスか!!」

「たぶん全体ではそれ以上よ。他のブロックだってどうなってるかわかんないし！」

　極低温と超高温の属性式で我が身を守り、セリカと雪奈が汚染物質が浮遊するカフェで身構える。窓の外から見える景色は無骨な機密シャッターで覆おおわれ、空も大地も切り取られたかのように、周辺が完全隔離されているのがよくわかった。

「──踊れ、《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》ッ!!」

「白く咲けきて。《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》……！」

　深紅と蒼あお玉だまの錬核武装を展開し、ボディラインも露あらわなスーツ姿となったふたりを囲み、簡易マスクを装着した学生風の男たちが、攻弾術式の拳けん銃じゆう型収束具を向ける。

　それは先日『ダイハチ』の無頼漢どもが使っていたものと同種の武器。人類史の結晶とも言える錬核武装と比べれば石ころ同然の代物だが、数を揃そろえれば脅威となる。

　それを理解しているが故に、背中合わせに立ったふたりは頷うなずき合い──。

「加減はヌキ。わかってるわね、雪奈！」

「はい。容赦はしません。……斬きります」

　カカッ!!　……音をたててヒールが床を蹴けり、二条の閃せん光こうとなって二人の騎士が駆ける。

　靄もやのように漂う汚染物質に紛まぎれた、マスク姿のテロリスト。総勢八名が四人ずつに別れ二部隊を編制、結界に籠る一行を半包囲、左右からじわじわと迫せまっていたが──

「ひとぉつッ!!」

　キッと犬歯を覗のぞかせたセリカの斬ざん撃げきが一瞬にてひとりを両断、灰も残さず焼き払う。

「……ふたつ、みっつ……」

　雪ゆき奈なが両手の二刀を閃ひらめかせると、極低温の冷気が半月状のエネルギー刃を形成、空気中の汚染物質を凍結しながら直進して骨ごと凍結・粉砕する。瞬時に三人の仲間が討たれたが、テロリストは怯ひるむ様子もない。それどころか共通回線におぞましい声が響いた。

『おお……素晴らしい、祝福されし力よ、Ｓランク……！』

『選ばれし子らに幸あれ。我らの手で正しき道への解放を……！』

『おお、殉教の時ぞ。奮い立て、奮い立て、奮い立て!!』

「……っさいのよ、このカルト集団っ!!」

　激情に任せ、セリカが白刃を担いで躍りかかる。無数の攻弾が飛び交う中、そのすべてを属性式と錬核武装の防御に任せて弾はじきながら、ひとりを袈け裟さ懸がけ、ひとりを唐竹割りにして粉砕すると、その肉の一片すら残さず灼しやく熱ねつの余波が焼き払う。

　残る三名もまた、同様の運命をたどっていた。

　雪奈は二刀を以もつて弾雨を切り払い、踊るようなステップで進むと、セリカとは対照的な剣──ほぼ無音の『静』の剣にて彼らを物言わぬ骸むくろへ変えた。

　セリカにも雪奈にもまるで容赦というものがない。汚染物質を全身に浴びたテロリストは、もはや人型をしているだけの胞子獣ベノムスダーム未満の怪物だと正しく認識できているのだ。

「……終わったかしら？」

「……まだ。……たくさん、いるです」

　切り払われた敵の骸が結晶化し、汚染物質に分解されていくパキパキという音。その中に紛まぎれ、探査式を走らせていた雪奈は、階下から迫せまって来る何者かの気配を察知していた。

「黒くろ子こさん、わかりますか？　……下の方から、何か来ています」

「ステージ２、胞子獣。足音の感じからして二足歩行型、たぶん大野鬼ホブゴブリンがゾロゾロ。ンで、そいつらを支配してる術者がひとり……！　位階は凶魔、ランクは最低Ａ！」

「なるほど。黒幕のお出ましってこと？　……黒子、アレイナ、あんたたちは隠れてて。そいつらはセリカと雪奈が相手するわ。ヘタに出てこられたら足手まといよ」

「にゃはは、お気遣いありがとうございまーっす♪　……ケド、そういうわけにはいかないなーって思うので、ウチはいろいろ何とかしますよ。テキトーに期待よろで」

「え、え、え……!?」

　急変していく事態に追いつけず、アレイナは声をあげた。

　セリカや雪奈はわかる、ふたりの実力は圧倒的だ。だが自分の隣に隠れていた黒子までが立ち上がり、不敵に笑うのを見て、何か役に立たねばと焦燥感に駆られる。

「わ、私も何かしますっ!!　ええと、えっと……」

　迷い、悩み、何かを決意しようとしかけた時だ。

「バカ言わないで。アレイナ、アンタはそこにいて。──それが仕事よ」

「で、でも、セリカちゃん！　私、わ、わた、まだ言ってないことが……！」

「あとで聞くわ。アンタはそこにいて、大人しく守られてなさい。大丈夫、負けないから。魔法騎士の強さ。あの決闘で白しろ銀がね雪ゆき奈なが見せた強さの意味、わかった気がするのよ」

「……えっ？」

「やりたいことができた。守りたい誰だれかがいた。──カッコつけたい相手がいた」

　だから、とセリカは振り返り、はにかんで笑う。

「きっと強くなれたのよ。そうでしょ、雪奈」

「……はい。だからこその『騎士』。お父様に、そう教わりました」

「こんなときまで『お父様』なのね。ったくファザコンなんだから」

　そう言って、セリカはふっと笑う。

「でもま、嫌いじゃないわ」

　侍でもない。軍人でもない。戦士でもない。誰かを守り、誇りを胸に戦うモノ。

　旧時代、英雄と呼ばれた人たちから継承した正義の息吹がそこにある。それに気づいた今、セリカはどこまでも晴れやかで、雪奈もそんな彼女に喜んで隣を預けていた。

「でも、ここは閉鎖空間、です……飛翔盤ボードは使えませんが。やれますか？」

「ハッ、馬鹿にしないでよ。アタシだってＳランク。素の身体能力で十分最強だっての。飛翔盤アリなら１０００万パワーのところが１００万パワーになるだけよ！」

「その計算だと……雪奈は10億パワーくらいです？」

「せめてもっと自慢げに言いなさいよ！　何その冷静に事実を述べましたって顔！　……まあ事実なんだけど、それほとんど嫌いや味みみたいなモンよ？」

「自信、失なくしてしまいましたか？」

「──全然!!　やるわよ!!」

　セリカが狂暴に笑んだ直後、ソレは起きた。

『Ｓランクのみなさぁぁぁん!!　解放してさしあげますよ。この腐り果てた世界から!!』

　館内放送のハウリング。嫌悪をそそる金切り声と共に、下階に繋つながるエスカレーターを通り抜けて、わらわらと胞子獣ベノムスダームが現れる。結晶化した白い毛皮に包まれ、砕けかけた水晶細工のような透き通った筋肉を躍動させて襲いくる、大野鬼ホブゴブリンの群れ。

　筋肉の壁が雪奈とセリカを取り囲む。声の主は現れない、が、不可視の術式の波動がその獣けものどもを見えない力で操っているのが、その場の魔法騎士たちには理解できた。

「小こ賢ざかしい動きをするわね。けど、見え見えよ!!」

　本来の胞子獣に知性はない。たった一度の演習とはいえ、大野鬼の前身たる小鬼ゴブリンと戦い動きを見極めた二人にとってそれは自明のことだ。術式で支配され、操作されているこの怪物たちは、そうした本来の動きとは違い、攻撃にも防御にも人間らしいクセがある。

　前線勤務の長い騎士であれば、それは逆に勝手が違う──その目先を惑わし、テンポを狂わせて攻撃を受ける『騙だまし』の役割を果たすだろう。しかし、彼女たちは学生だ。

「胞子獣の動きより、ヒトの動きの方が、慣れてます」

　ふたりは一対の影となり、走り、斬きり、叩たたき潰つぶす。出力の差は圧倒的だ。敵の爪そう牙がは彼女たちの武装に傷ひとつ与えられず、対するこちらの刃やいばは胞子獣ベノムスダームを次々解体していく。

「す、すごいっ……！」

　結界を維持していたアレイナが思わず感嘆した。

　それほどまでに、二人の戦乙女の奮戦は凄すさまじかったのだ。次々と巨体が斬きり飛ばされ、灼しやく熱ねつと極寒が撒まき散ちらされる汚染物質を除染してゆく。数十匹の敵をものともしない。

　それがどれほどの偉業なのか、アレイナにはよくわかる。探査式を走らせるまでもなく、フロアは敵でいっぱいだ。どちらか一方がしくじれば包囲され、背後を突かれる。だが、まるで長年コンビを組んだ相棒のように、セリカと雪ゆき奈なは背中合わせのまま無駄なく的確に立ち回ってゆく。ランクＤ、Ｅの魔法騎士なら長い術式を詠唱し、消耗して強大な攻撃を放たねば倒せないステーシ２の胞子獣が、ただ剣をひと振りするだけで死ぬのだ。

（……私なら、あの胞子獣一匹も倒せないかも……）

　防御・治癒に特化した階位であることを差し引いても、アレイナの出力は低い。平均のＤすら下回るＥランクなど、前線では消耗品扱いの戦列兵だ。ただひたすら数を頼みに、撃って撃って撃ちまくり、下位種の敵を追っ払うだけ。

　そこには騎士の誇りや勇壮さなどカケラもなく、泥臭い塹ざん壕ごう戦せんやロマンのかけらもない旧時代の戦争が醸す、ただひたすら殺伐とした戦いがあるきりなのだ。

　だが──セリカは違う。雪奈も、違う。

「……戦闘訓練、やって良かったわね!!」

「確かに、悪くないです」

　勇者、英雄、そう呼ばれる者たちのみ成し得る戦い──栄光の戦場がそこに在る。

　ただひたすら剣を振るう。一瞬の詠唱と演算でＧＢ単位の術式を発動、爆炎の波動や氷の嵐あらしで群れを追い払い、雑巾を引き裂くように生まれた隙すきへ切り込み、さんざんに暴れる。

　斬る、撃つ、砕く、放つ、焼く、凍る、荒れ狂う。その戦いには危ういところなどなく、このままならばあと数分もあればケダモノの群れは駆逐されるだろうと確信できた。

「行くわ。ついてきなさい、雪奈!!」

「……んっ」

　ほんのわずかな強さをこめて雪奈が頷うなずき、セリカは笑う。

　すべての束縛から解き放たれ、彼女は完全に戦いのみに集中していた。残る敵はわずか４匹、エスカレーターの乗降口付近に溜たまり、威嚇のつもりか口々に咆ほえている。

「うっさいのよ……！　みんなまとめて吹き飛ばしてあげるわ!!」

　灼熱の術式が構成、演算、実行。セリカの周囲に出現した巨大な火球が、四つの砲弾となって発射されんとした、その時だ。

「……あれっ？」

「やばっ!!　術式、止やめ──!!」

　アレイナが気づき、黒黒黒くろみつ黒くろ子こが警告しようとする。無策に威嚇する怪物の足元、犠牲となった死者の骸むくろが不自然に積み上げられ、何かを隠すように山となっていたことを。

「え？」

　振り返ったセリカの目前で、灼しやく熱ねつの砲弾が四匹の胞子獣ベノムスダームを消滅させる。

　煙が、衝撃が、爆炎と熱気が結界まで届く。だがその直後、積みあげた死体に隠された極少量の爆薬──術式探査にかからない純化学の産物、気密ケースが破裂した。

「嘘うそ、スモーク!?　何も見えないっ……!!」

「ただの煙幕じゃない、高濃度の汚染物質。こんな量、どうやって持ち込んだんスか!?」

　視界がすべて白煙に沈んだ。

　きらめく汚染物質の結晶体が地吹雪ふぶきをつくり、魔法、肉眼、あらゆる感覚が阻害される。地上、死都でもそうそうお目にかかることのない濃度の汚染に苛さいなまれ、さしものＳランク、錬核武装持ちとて感覚を奪われてしまう。

「……アレちん、結界の維持だけお願いっス！」

「え？　黒くろ子こちゃん、待って！　結界を出たら、死んじゃうよ！」

「だいじょーぶ。アレちんと同じく、黙ってたっスけど……！」

　言うなり、黒子は密ひそかにつけていた指輪を外す。右手と左手に隠していたソレは、何の価値もない鉄と鉛のフェイクに見える──が、その芯しんたるは玉鋼。かつてさる侍が所持し、時代と共に朽ちかけた鉄を打ち直して中核とした触媒。それを魔法騎器デバイスと重ね合わせて。

「奔はしれ、《裏柳生やぎゆう》!!」

　それは虚構と幻想に彩られた錬核武装。

　徳とく川がわ幕府の黎れい明めい期きを支えた文武両道の達人、柳生宗むね矩のり。忍者集団の頭領とも呼ばれた人物の記録を魔法式化したのだろう。若わか鮎あゆのような少女の肢体を、デニールの濃いタイツに似た錬核武装が覆おおい尽くす。

　飾りもなく艶つやもなく、あらゆる影に溶け込む忍び装束は、瞬く間に展開された。

「黒子ちゃん、それは……！」

「ええ。同調率も出力もかなり控えめの量産型っスけど……足手まといにはならない自信はあるっスよ」

「ち、違うの。そうじゃなくって……！」

「何か持ってるなー、くらいは察してるっスよ。何か事情があるんだなー、とも。けど、今はそんな青春しゃべり場やってる場合じゃないんで、あとはよろっス!!」

「……だめえっ!!」

　涙をほろほろとこぼしながら、アレイナが手を伸ばす。だが文字通り影のごとく、少女はその指をすり抜けて結界を超え、汚染物質の雲に姿を消した。

　彼女の背中を見送って、アレイナ・スクロヴェーニは、心臓に釘くぎを打たれたような痛みを感じながら、へなへなとその場に座り込んだ。

　そして震える歯を噛かみながら、アレイナは呪じゆ文もんのように唱える。

「勇気、出さなきゃ……。私も、私も、私も……っ！」





　　　　†






　──アレイナの葛かつ藤とうをよそに、黒くろ子こは奔はしる。

　汚染雲に視界は完全に塞ふさがれ、目も耳もすべて死んでいる。外部を認識する手段はひとつ、忍びにはふさわしからぬ靴のカカトを強く床に叩たたきつけ、その音の反響を利用した感知式。

　コン！と踏まれた床を伝わって届いた音と微振動の反響が、周囲の状況を把握させる。障害物の中、血だまりと化したカフェスペース、立ちすくむふたりのヒト。

（音響解析。身長、体重、心拍、一致。敵味方識別完了、ユッキー＆セリっち!!）

　脳内に展開したマップに白点が点灯。味方の位置を把握し、それに一致しない敵を探す。過度の演算負担と焦りで脳が焼き付きそうになるが、無視して強行する。

（ヤバい、ヤバいっ……！　術者をフリーにしとくなんて、最悪っス!!）

　それは魔法騎士学園カリキュラムには存在しない、『対人戦』における常識──。

　位階の六星のうち、武傑ブレイド、光聖クレリツク、竜騎ドラグナーは正面からの戦いに長たけた『陽』の位階。それに対し、機巧マシーナリー、凶魔ネクロ、俊影シヤドウは騎士道に反する搦からめ手すら是とする『陰』とされている。

　剣けん戟げきを交わす正面決戦では陽の輝きには敵かなわない。だが機巧の支援、俊影の諜ちよう報ほう、凶魔の策略は時に陽を傾け、闇やみに沈めるに十分なのだ。

（ダイレクトを決めて凶魔を落とさないと、話にならないっ……マジヤベーっ!!）

　カカカッ!!と強く床を蹴けり、探針音を放ちながら黒子は焦る。思えば敵の動きはすべて、とある術式に符号していた。学園ではまず教えない陰の術式、彼女とて《名無しネームレス》に選抜され、そこで実例を目にしなければ想定すらしていなかった『裏技』に──。

（捨て駒ごま同然の味方の運用。汚染物質を溜ためこんだステージ２の使い捨ては、生いけ贄にえっスね。まんまと墓地を肥やされた上に、汚染をバラ撒まいて環境を整えれば……！）

　──あの術式が、発動してしまう……！

（……来たっ!!）

　ＧＢ、いや、ＴＢ級の大規模術式。超高濃度汚染でカモフラージュしても隠しきれないケタ外れの情報量が、エスカレーターとは正反対の方向に感知された。

（あの館内放送、ステージ２の群れはすべてエスカレーターに注意を惹ひくための囮おとり。大型術式を構築して実行するまでの時間稼ぎってことっスね。けど……！）

　このタイミングなら、間に合う。

（《無明剣》《必中投とう擲てき》《多重投擲》《障壁貫通》《暗殺撃》……《錬脈断ち》!!）

　ギリギリまで多重詠唱された術式が黒子に宿り、錬核武装が展開。その手に闇が凝縮し、一対の笠かさに似た円盤が現れる。それは柳生やぎゆう家の家紋、柳生やぎゆう笠かさに酷こく似じした一対の暗器。

（《片手独こ楽ま・柳生笠》!!）

　音もなく超高速で回転する無明の円盤。無明剣の隠いん蔽ぺい式しきで姿を隠し、ホーミング性能と同時発射性能を付与。防御を貫通し、黒子の眼めが見抜いた錬脈を正確に断ち即死に導く。

　白い靄もやの中、一心に詠唱する狂信の怪人。奴やつは黒くろ子こを察知できず、奇襲は成立する。避よけられない、勝利確定のタイミング。──が、チャンスは思わぬ策略に狂わされた。

「いました。……後方、フロアの反対方向。大規模詠唱……」

「了解。そこねっ!!　ブッ飛ばしてやるわ!!」

　雪ゆき奈なとセリカの声。そして──

（えっ!?）

　ニタリ、怪人が嗤わらうのを黒子は確かに目撃した。

　囮おとりで稼いだ１フロア分の距離。不ふ明めい瞭りような視界、機動力を発揮できない屋内戦。ＴＢ単位の大規模術式の演算は隠いん蔽ぺいしきれず、ある程度の位置を掴つかまれるのは時間の問題。

　そこまで敵が読み切っていたとしたら。こちらは武傑ブレイドと竜騎ドラグナーの二人体制。この状況で、魔法騎士教本通りに判断するなら、セリカと雪奈が次にとる行動は確実に読める。読めてしまう。

「火か焔えん揚あげ羽は!!」

　飛翔盤ボードの出現を感知。さらに多重詠唱──《加速》《加速》《加速》。屋内戦で可能な限り増幅式を重ねた、超高速での突撃が実行される！

「《三重加速》……《突剣迅雷》ッ!!」

　瞬時にセリカが距離を詰める。少女すべてが一振りの刃になったかの如ごとき超高速刺突。渾こん身しんの力を以もつて迫せまる白刃に、怪人は常人離れした反応を見せた。

「《聖せい[image: ]さん供出》《墓地追放》《即時召喚》《同調召か……ッ!!」

「遅いっ!!」

　術式が実行される直前に、セリカの刃やいばが怪人の胸板に突き刺さる。

　深々と鍔つばまでメリ込む剣、肺まで貫通したのか血の混じった泡を吐と息いきと共に膨らませ、痩やせ細った中にギョロリとした眼めを炯けい炯けいと輝かせた男は、昆虫のように笑った。

「ようこそ、ようこそ、ようこそ!!　……我が生いけ贄にえの姫よ!!」

「え……!?　嘘うそっ、ちょっ、離れなさいよ!!」

　グチュリ……と粘つく血けつ餅ぺいが錬核武装にへばりつき、手もろとも剣が抜けない。心臓にあたる胸板を真正面から貫かれながら、男はねっとりとした口調で喋しやべり続ける。

「姫よ。あなたも聞いたことがあるでしょう。不老不死!!」

「なっ……アンタがそうだとでも言いたいの!?」

「いえいえいえいえ滅相も！　ただ我ら凶魔は完全にではありませんが疑似的な不老不死に到達し得るのです。そう、死者に自我を与えたまま操る禁きん呪じゆ──生命の冒ぼう涜とくと疎んじられ、闇やみに葬られた魔法式を自分自身にかければ……クク、コキキ……この通り!!」

　炎の剣を胸に飲み込んだまま両手を広げ、教主は健在をアピールし。

「錬素尽きるまで半永久的に、自分自身という死体を操り続けることが可能なのです!!」

「このおっ……!!　なら、全身まるごと焼き尽くしてやるわ!!」

「おっと。属性式を展開されてはかないませんなァ……《対抗術式》ッ!!」

　それは他者の術式に介入し魔法の発動を阻害する術式だ。

　セリカの炎はあっけなくかき消され、さらに直前に魔法騎器デバイスが読み取った四つの式の、コンパイルが完了する。

　錬素不足を他者の生命によって補う《聖せい[image: ]さん供出》《墓地追放》、捧ささげた存在と関連するモノを招く確率を上げ、即時に出現させる《即時召喚》と《同調召喚》──。

（発動前にヤツの首をブッちぎ……ダメだ間に合わねーっス。セリッち近すぎ!!）

　１フレームの思考。手元の戦輪を投げ放てば怪人の首は刎はねられる。だが、ほぼ完全に密着しているセリカが射線に被かぶさってしまっており、誤射の可能性が拭ぬぐえない。

　黒くろ子この技は一撃必殺。ゆえに、リスクを取れず硬直してしまう。

「え……？」

　セリカ、黒子、双方の一瞬の迷い、停止の刹せつ那な──セリカが、呟つぶやく。

　黒子が誤射を避よけるために術式を修正し、雪ゆき奈なは多重の煙幕と欺ぎ瞞まんに視界を奪われ状況が把握できず、アレイナは結界の維持に追われ、セリカは粘つく血液に搦からめ捕られて。

　稼がれた時間に、術式が巡る。商業ビル全域で捧げられた生いけ贄にえ、倒された胞子獣ベノムスダームの屍しかばねが莫ばく大だいな情報に変換され、怪人のもとへ結集し、数ＴＢ単位の超多重術式が発動し──。

「あれ？」

　グチッ、と。

　内臓が──捻ねじれた。

　不可視の呪じゆ詛そが錬核武装の防御を抜け、少女の下腹部で結実する。とっさに身をよじる。だが発動した術式プログラムからは逃れられない。動きはじめた機械のように、運命は決まっている。泣こうがわめこうが逃げようが、術式は冷酷にひた走る。

「やだ。やだ。やぁ……っ!!」

　発作的な拒絶。

　くしゃりと顔が歪ゆがみ、温かいものが内うち股ももを伝う。体内に出現した違和感が肥大する。

　臓ぞう腑ふのねじれが拡大する。ニタリと術者は笑み、いやいやと身をよじる少女の頬ほおの際に愛いとおしげに乾いた唇を寄せると、処刑を宣告するように最後の術式を実行した。

「《召喚式サモン》……おいでませ、愛しき神の御み使つかいよ!!」

「……まだ」

　少女の声と悪魔のソレが重なる。

　かたや悲願を果たす歓喜の絶頂。かたや絶望に沈んだ未練の底で。

「──《彼方よりの招き手ハストウールアム》!!」

「なんにも、してな……」

　彼方かなたより招かれた胞子獣。ステージ４──危機レベル師団級、数万人の将兵を存在するだけで危険に晒さらすと判断される怪物の触手が、錬核武装を内側から突き破る。

　それはあたかも逞たくましく蔓延はびこる植物のごとく。脈打つ無数の血管に浸食され、湯気のたつ少女の中身をぶち撒まけながら、ソレはメキメキと音をたてて膨らんでいった。












「か……はっ……」

「セリカ……さん……？」

　友人の身に起きた現象を、雪ゆき奈なの脳は即座に理解できなかった。

　いや、したくなかったのだろう。

「愛いとしい、愛しい、立派な蛹さなぎ。大きく、大きく、大きくなぁれ──!!」

　それは妊婦と呼ぶには、あまりにも冒ぼう涜とく的に過ぎた。胸を貫くように突き刺さった少女の下腹部からあふれた粘液質の触手が、グニョグニョと蠢うごめきながら丸く固まってゆく。

　昆虫の腹。ブヨブヨとした肉の感触を伝えるあのおぞましさ、生物学の資料にのみ残る不気味さを見せつけるように触手のかたまりは膨らんで、異なる存在に変化していく。

「うるわしの処女よ。あなたの犠牲は無駄ではありません。そう、その命を以もつて人類史は終わり、新しい時代の幕が開く。偽りの楽園を捨てて、失われることなき永遠が！」

　ぐったりと、磔たつ刑けいを受けたようにセリカの肢体が力なく倒れかかる。豊かな胸の膨らみを鮮血が伝い、頂点から滴るそれを甘い蜜みつのように舐なめながら、怪人は叫ぶ。

「──消えよ、人類再生を謳うたう愚物ども。進化を受け入れ、自然と共に滅びましょう」

「……や……だめ……セリカさん……それ、違……」

　無残なセリカの姿に狼ろう狽ばいする雪奈。

　それをよそに教主は両腕を天に突き上げ朗々と勝利を詠よむ。

「祝福せよ、新時代の嬰えい児じの誕生を。そう、これこそが新たなる世界の幕開け」

「だめっ……だめ……」

「ステージ５を……神の化身を、祝福せよ!!」

「だめええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　父親の前でも、誰だれの前でも、これまでの人生で一度も発したことのない絶叫を上げて、雪ゆき奈なは《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》を手に突撃し、商業ビル全域が巨大な爆風に巻き込まれた。





　　　　†






　──事件発生直前、最深区画ロータス・ボトム、軍駐屯地。




「以上が、更新された前線区の戦況である。何か質問は？」

「特には。概おおむね現状維持、といったところでしょうか。……准将閣下」

　出頭した冬とう真まを出迎えたのは、無機質な固定端末ではなかった。

　重要機密の判を捺おされた前日付の報告書は、現場から最速で届けられたばかり。上層部向けに型通りの文言で脚色されているが、前線勤務の経験者なら充分に意味を読み取れる。

　要人を迎えるための応接室に通され、ご丁寧にふくよかな芳香を放つコーヒーを出され、前線の師団長たる准将が直接面会するという厚遇は、これまでになく。

（何か面倒な任務でも命じるつもりなのか？　だが、ウッドマン准将は階級こそ高いが、我々の指揮権を執る立場にない。評議会の頭越しに命令するつもりではなかろうが──）

　合理的な説明がつかないだけに、疑問が拭ぬぐえない。提示された戦況報告を眺め、机上に張り出された配置図と何度見比べても、自分が乗り出すような大きな変化はなかった。

「現状、貴官ら──の、出動を要する事態には陥っておらん。幸いと言うべきだろうな」

　軍幹部が《名無しネームレス》の名を呼ぶことはない。なぜならその部隊名は編成表に存在せず、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいと上層部以外は認識してはいけないから。

　故にいつも言葉を濁し、呼ぶ必要があるときはしばし言葉を切り、沈黙する。沈黙こそその部隊名であり、冬真をはじめとする隊員を示す暗号だった。

「ですが、閣下。情報部、特に内務調査班の報告に、いくつか気になる点が」

「内務調査？　……ああ、脱走兵の問題かね。確かに頭の痛い問題だ」

　ウッドマン准将は苦い顔でコーヒーを口にし、音高く啜すする。

　遠慮するな、と言わんばかりに軽く手を振って勧める上官に曖あい昧まいな無表情で応じながら、冬真は機密ランクの極めて高い書類をめくり、内容を精査して言葉に変えた。

「前線を支える魔法騎士、それもＤランク以下の兵はどうしても待遇が行き届かず、過度なストレスに晒さらされています。結果、死亡率と共に脱走率も高いのが通例ですが……」

　人類が生存できる場所は、この惑星上にただひとつ、人類再生機構しかない。故に脱走した騎士の多くは監視網をかいくぐり、機構の物資や電力を盗んで『自活』する。

　そうした不法居住者、脱走兵は憲兵が厳しく取り締まっているが──開発が完了し、監視網が構築された三区画の外、未開発の地底空洞や食糧生産プラント、生態系保存のため緑地化された遺伝子保護区などに潜り込まれれば捜査の手も及ばない。

「……内務調査班の報告によれば、ここ最近Ａランク前後の騎士までもが相次いで脱走し、監視を抜けて機構に潜入しています。原因に何か心当たりは？」

「不明だ。教育の質の低下、臆おく病びよう者ものの増加傾向によるものかもしれんが──我々はひとつの可能性を疑っている」

「──過激派カルト《エデンの蛇へび》」

「そう。世界に絶望し、人類もろとも心中せんとする敗北主義者どもだ。汚染された世界を受け入れるべきだと主張し、荒廃しきった地上を新時代の楽園だなどと妄想しとる」

「見解の相違ですね。……宗教的な情熱を抜きにしても、まともに呼吸もできない環境が楽園とはとても思えませんが」

「ぜひ連中に聞かせてやってくれたまえ。軍刑務所か、あるいは合同墓地でもかまわんぞ」

「このような局面、人類同士で殺し合っている場合ではないというのに」

　まったく、と嘆きたくもなる。旧時代の映画や小説では、よく価値観や文化が違う者が外敵を前に一致団結して立ち向かう展開が見られたらしいが、現実はこうだ。

　数百億から一千万まで数を減らしてなお、人類は人種や言語、生活文化や宗教観などの差を埋められないまま、団結どころか殺し合っている。

「直近の報告で、内務調査班が前線から最深区画ロータス・ボトムへの密輸ルートを摘発した。地上遺物の横流しや隠匿のたぐいかと思われたが──運び込まれたのは、どうも人間らしい」

「脱走兵が、ですか。しかし内部の監視網にかかるのは時間の問題では？」

「本来ならな。どうも連中、新しいＩＤ偽装手段を開発しおったらしい。魔法騎士学園の入学シーズンによるエレベーター駅の混雑を利用して、チェックを突破した痕こん跡せきがある」

「十名以上？　それもうち一人は元将校、Ａランクの凶魔ネクロ位階、ですか」

「かなり厄介な手合いだ。……摘発、あるいは処分は可能かね？」

「こちらは少人数です。大規模な情報収集、捜査活動となれば大量人員が投入可能な憲兵、あるいは《ヘブンリー・ロウズ》が適任と思いますが」

「出力の大きさだけで倒せる相手なら、初めから頼まんよ」

「それもそうですね。ご無礼をお許しください、准将閣下」

「いや、かまわんとも。カルトじみた連中が魔法騎士学園内で同調者を増やそうものなら、後の影響は計り知れん。確実に、迅速に、仕留めてほしい」

「情報は最優先でこちらへ回して頂けますか？」

「無論だとも。内部の毒を処理するのも貴官らの仕事だ。事が起きる前に処理したいが、万一間に合わなかった時は──」

　指を立て、斬きりつけるように斜めに切り下ろしてみせる准将。武力介入を示唆する仕草に冬とう真まは小さく頷うなずくと、分厚い資料を伏せて将校へ渡す。

「もういいのかね？」

「ええ。必要な情報はすべて記憶しました」

「……報告書の写しだけでも数百枚はあったはずだが、わずか数度見ただけで？」

「錬素の人体投与により、魔法騎士の多くは超人的な思考、演算、記憶力を持っています。閣下もおわかりの通り、数百万字を遥はるかに超える術式を諳そらんじるのに比べれば──」

「軽いもの、というわけか。……大したものだ」

　ため息に含まれる称賛の響きに冬とう真まは苦笑した。この程度のことで驚かれてしまうとは、魔法騎士のレベルの低下が昨今問題視されているのは、あながち老害の妄想でもないのか。

　そのとき──。

『か、閣下!!　ご来客中のところ申し訳ありません、非常事態です!!』

「どうした。前線で何か起きたのか？」

　派手なアラームを鳴らし、秘書官からの通話が着信。スピーカーを入れて受けた准将は、慌てた様子の相手に面食らいつつも、彼に想像できる最悪の事態を予想し……。

『いえ……違います』

　ゴクリと喉のどを鳴らす音が聞こえた。不安に声を震わせながら、秘書官は読み上げる。

『中央街で緊急警報が発令、第13区画を緊急全面封鎖。複数のステージ２胞子獣ベノムスダーム出現を確認、さらに該当区域からの通報によれば、現地に逃走中の脱走兵の姿が……!!』

「な、何だと!?　馬鹿な……憲兵団は何をしていた!!　《ヘブンリー・ロウズ》は!?　偽装ＩＤがあろうとそんな輩やからを都市中枢近くまで招き入れるなど、怠慢にもほどがある!!」

『は、そ、それが……。第一魔法騎士学園からの警備強化要請を受け、分隊をそちらへ重点的に割り振っておりまして、警戒が緩んだ隙すきを突かれたと申しますか、その……！』

「言い訳はいらん!!　ただちに鎮圧しろ、除染の準備も忘れるな、評議会の命令が下りしだい、ここの兵力をすべて動員する。急げ！」

　最深区画ロータス・ボトムの駐屯地は最後方……基本的には、前線で働けなくなった魔法騎士たちが滞在する拠点であり、当然、その練度は他の階層すべての駐留軍に劣っている。

『は。そ、それが……！　しょ、詳細は不明ながら、現地隔離地域内に……その……』

「まだ何かあるのかね。早く言いたまえ!!」

『ステージ５が……出現しました……』

「な、な、なんだと!?」

『現在は封鎖区域の外を出ていませんが、突破は時間の問題かと……！』

「ふ、ふ、ふざけるなあああああっ!!」

　狼ろう狽ばいしきり、泡を吹きながら准将はデスクを叩たたく。その醜態を間近にしながら、冬真は決して笑わない。なぜなら──。

「……中央街、第13区画……だと……？」

　互いの外出について打ち合わせた記憶が確かなら、彼女たちが出向く予定の商業ビル。

　端末を出し、緊急情報を確認……都市内ネットワークが完全にダウン、監視網も停止中。メールも送信できず、隔離地域内の情報を得る電子的手段はない。

『こちらは後方の訓練基地です！　ステージ５の対処可能な装備などありません！　前線から運ばせるにしても間に合わず、このままでは被害がどこまで広がるか……！』

「もういいっ!!　こちらで対処する、ひとまず封鎖区域付近の治安維持にかかれ！」

　怒鳴りつけるように通話を切り、准将はすがるような目で冬とう真まを見る。視線を察し、彼は短く頷うなずくや、応接用のソファからすっと立ち上がる。

「こちらの人員でしたら、自分を含めて数名が即座に配置につけます」

「……な、ならば……大至急頼む。討伐令はこれから指令本部宛で出す、出させる！」

「よろしいのですか？　我々の出動には評議会の承認が必要なはずですが」

「私は無能かもしれんが、恥知らずにはなりたくない。職を失うのもごめんだ!!　初動が五分遅れれば、どれだけ被害が拡大するかわからん。責任は私がとる、頼む！」

　ほとんど土下座せんばかりの懇願。この場に他者の目がないとはいえ、准将ともあろう者が無官の青年にとる態度ではない。

「承りました、准将閣下。……我々は至急、配置につきます」

「お、おお。頼む、頼んだぞ……！」

「はい。──人類に月桂樹ローリエの祝福を」

　一筋の光明を見み出いだしたような顔で祈る准将。彼に背を向け歩き出しながら、冬真は唇を強く噛かみ、鮮やかな痛みを感じながら、必死で走り出したくなる意志を堪こらえていた。

　冷静さを失うわけにはいかない。短絡的な行動は死を招く。カルト集団の侵入、狙ねらったようなタイミングでの事件、これは周到な罠わなだ。それも、明確な目的を持った。

「秘匿回線接続。全ユニットへ、緊急連絡」

　端末を手早くタップする。完全にダウンした民間回線ではなく、軍用に確保された回線を介し、仲間たちへ連絡。次々と「了解」のサインが送られてくるのを確認する。

「戦争だ。──楽園にまぎれた蛇へびを狩る」

　宣言しながら、ギリリと奥歯を噛む。それはただ一人の娘、テロの渦中にいるであろう雪ゆき奈なの身を案じる、理性で縛り切れない人間らしい感情のささやかな爆発だった。

「無事でいてくれ……雪奈！」





●[image: ]れん獄ごく具現




　最深区画ロータス・ボトム中央街、第13区画──商業ビルが林立する若者向けの娯楽街。

　魔法学園入学式から初の休日ということもあって、大勢の学生たちで賑にぎわっていた街が、今や地獄の坩る堝つぼとなり果てて、グツグツと煮えたぎっている。

　なお、それは比喩ではない。天井から落下した装甲シャッターによって密閉された内部には数百人を数える学生、従業員などが取り残されていた。

　肉の焦げる音。隔離区域内に生じた超高熱に晒さらされた金属が熱を持ち、輻ふく射しや熱ねつに炙あぶられた屍しかばねが脂を滲にじませながら焼けている。

　円筒状に密閉された隔離空間は今や灼しやく熱ねつのストーブだった。

　内部気温は80度を超え、気流に舞いあげられた汚染物質がはらはらと散る中を、巨大な蝶ちようが迷い子のように翔とんでいる。

「すばらしい……。美しい、美しいですよぉ!!　おお、祝福せよ、祝福せよぉ!!」

　街路に立ち、アスファルトの熱で膝ひざの肉が焼けるのにもかまわず、教主は空を仰ぐ。

　急激な脱水によって飛び出た眼球や唇はカサカサに乾き、ヒビ割れている。全身を闇やみの属性式で守っているが、胸に深々と負った刺し傷の治療すらしないまま、オーブンに放ほうり込まれたような熱に晒されているのだから、無事に済むはずがない。

　だが、怪人はまったく意い気き軒けん昂こう──楽しげに膝まで積もった汚染物質を蹴け散ちらしながら、高らかに天へそれを投げあげて、雪遊びをする子どものように笑い続ける。

「崇拝せよ、[image: ]れん獄ごく蝶ちよう。我らに安らぎをもたらす、聖なる処女を──！」

　それが崇あがめるのは天井付近を舞う巨大な蝶。

　翼長百メートルほどの巨きよ躯くを包むは太陽の業火。汚染された大気に包まれた地球では、まずお目にかかれない剥むき出しの超高熱炉、炉心たるはひとりの少女の骸むくろ。

『キキキ、キキキキキッ……？』

　アゲハチョウに酷こく似じした炎のエネルギー体は、そのルビーのように透き通った腹部に、少女の骸を抱え込んだまま飛んでいる。大きく欠けたシルエットは、あたかも琥こ珀はくに閉じ込められたまま力尽きた虫の化石のようで、あまりにも痛々しい。

　ステージ５──すなわち一個体で人類滅亡の危機をもたらす、超Ｓ級の胞子獣ベノムスダーム。

　名は、[image: ]獄蝶。火属性に特化して出現した生ける太陽だ。

　攻撃性こそ低いものの、ただ存在するだけで膨大な熱を撒まき散ちらし、周囲を焼き払う熱と乾きの使徒は、縦横無尽に商業ビルの上空を旋回する。

「水属の錬素を持つ魔法騎士は全員、装甲を冷やせ!!　……少しでも突破を遅らせろ！」

「なんだこの怪物は！　こんな奴やつ、倒せるのかよ!?」

　指示を飛ばしていた憲兵と、煌きらびやかな襟章をつけた《ヘブンリー・ロウズ》が顔を見合わせる。が、その顔に自信はカケラもない。

　前代未聞──最も安全とされた凰おう花かの最奥部に、最悪のステージ５出現。

　完全に想定外の大問題に、憲兵騎士団はおろかグラン・マリアすら明確な対策を打ち出せず、ただ結界式によって隔離を続け、破滅を先延ばしにすることしかできない。

　対策を練り、準備を整え、赴おもむくことができたのはわずか三名──。




「準備完了。これより隔離領域内に突入する。準備はいいな、カチュア」

「ええ。……侵入ルートは確保できたの？　それと、内部の状況は把握できてる？」

『こちらロンメル。安心しろ、黒くろ子この生存ビーコンが出てる。新人ちゃん、最低限の仕事はしたらしいな。生存者を連れて手近なシェルターに避難できたらしい』

「……」

「カチュア、セリカ嬢の安否を確認したいなら、質問を許可するが」

「ふざけないで。……アンタが娘の安否を訊きいてないのに、アタシだけ許すつもり？」

「俺には確信がある。雪ゆき奈なは無事だ。絶対に、生きている。……だから」

「そう。なら、いいわ。あの子の生存を、アタシも信じる。この目で見るまでは、ね」

『……わかってんだろ。ステージ５が出たっつーことは、二つに一つなんだぜ？』

「わかってるわ。けど、希望は捨てない。いえ、希望ですらないわね──アタシか冬とう真まか、どちらかが絶望するのは決まってる。この事態を止められなかった時点でね……！」

　漆黒の軍服姿の冬真と、錬核武装を展開したカチュア。両名はエレベータ駅から最深区画ボトムと中核ミドルを隔てる防御壁内に潜入していた。

　狭苦しい地下迷宮紛まがいの整備ルートを抜け、ちょうど床下は隔離区域。分厚い岩盤を撃ち抜けば、誰だれにも発見されることなく領域内へ潜入することができる。

「穴を開けたあとの閉へい塞そくは先輩に頼みます。準備は？」

『問題ねえよ。手ぇ貸したいところだが、俺はお前らほど特殊環境の耐性がないからな。錬核武装を展開しても、高温高圧のただ中じゃロクに動けねえ。……頼んだぜ』

「……お願いします。カチュア、頼む」

「ええ。わかってる。──『蝶ちよう』はアタシが抑えるから」

「その間に俺が生存者を救助、先輩に引き渡し避難させる。壁を開けていられるのは最大、十五分といったところだ。それ以上開けたままでは除染が間に合わない可能性がある」

「上等よ。……もっとヤバい条件の作戦だって、こなしてきたわ」

「ああ。いこう。──二人で」

　ボディラインも露あらわなシルエットのカチュア。ありきたりな一軍人姿の冬真。

　二人は光無き地下空間に対たい峙じし、後方で控えている仲間に合図を送ってから頷うなずき合う。カチュアの手にした炎の聖剣──《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》が、分厚い床を焼き熔とかす。

「───ネームレス総員、懲罰を執行せよ!!」

「了解!!」

　膨れ上がった熱が床に直径３メートルほどの円を穿うがち、膨大な熱波と汚染物質の雪が、新鮮な空気を求めて閉鎖空間に吹き込んでくる。待機していたロンメルが結界式を展開、自身は身を隠したまま除染と警報をカット、一切の出来事を隠いん蔽ぺいしている。

「突入、開始」

　床の焼失と共に放ほうり出された冬とう真まは、一切動ずることなく落下ダイヴ。

　グングンと迫せまる商業ビルは、焼け焦げたマッチのように見る影もない無残な廃はい墟きよとなり果てている。溶け崩れた天井近くを飛び回る[image: ]れん獄ごく蝶ちようの光で紅一色に染め上げられた街には、カラカラのミイラか炭の状態に成り果てた無数の骸むくろが転がっている。

　熱風を斬きり裂くように両手を広げて落下しながら、黒黒黒くろみつ黒くろ子こが放っているビーコンを感知、彼女が避難しているであろう建物のひとつへ向かう。

『キキキキ……!?』

　のっそりと上空で蝶が舞う。巨体故に緩慢に見えるが、実際の速度は極めて速い。

「させやしないわ。アンタの相手は、アタシなんだから……!!』

　落下する冬真を空中で補足せんと迫る[image: ]獄蝶の眼前を、朱あかい流星がすり抜けた。

　竜の鱗うろこを思わせるボードを足場に、空中に充満する錬素を乗りこなして空を駆ける女、深紅の聖剣を手にした灼しやく髪はつの騎士カチュア・ヴェルミオーネは、冬真と違い剥むき出しの顔でギリリと奥歯を噛かみしめてから、異形の蝶が腹に抱えた宝玉を睨にらんだ。

「やっぱり、ね」

　予測はしていた。

「……この火は、たしかにヴェルミオーネのモノだもの……」

　涙がこぼれる。だが高温の大気に晒さらされ即座に乾く。涙すら許さない、灼しやく熱ねつ地獄の中で、カチュアは愛いとしげに[image: ]獄蝶へ語りかける。

　──否。ステージ５の胞子獣ベノムスダームが腹にたずさえた、誰だれよりも見慣れた少女へと。

「セリカ」

　声をかけても、返事はない。磔はりつけのようになったセリカは、腹から下は胞子獣の腹部に埋まり、その目には生命の色が灯ともっていない。

　絶命。

　泣きたくなるほど残ざん酷こくで──笑ってしまうほど日常的な光景が、そこにあった。

「セリカあああああああぁぁぁぁあああぁぁ──────っ!!」

　竜騎ドラグナーと蝶、二対の炎は衝突し──弾はじけ、散る。





　　　　†






「……なるほど。生存の理由は、これか」

　半ば瓦が礫れきと化したビルに突入し、冬真は、焦げたファンシーグッズや警備員の骸に埋もれていたシェルターの入り口を発見した。

　内部で発動した多重型の要よう塞さい結界式が、卵の薄皮のごとく内部から支えることにより、辛かろうじてシェルター内は人類の生存が可能な状態を保っていた。

「ごめんなさい……！」

　結界を維持している少女の涙声が、聞こえてくる。

「アレイナ・スクロヴェーニ。……よくやった。今助ける」

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……!!」

　悲嘆に暮れた叫び。冬とう真まの探査術式が分厚い壁ごしに伝えてくるシェルター内の彼女の姿──異教の司祭を思わせる白しろ銀がねの装束をまとい、輝ける杖つえを手にした錬核武装。

（かなり古い。開発年度は数十年前──触媒は偉人の聖遺物か）

　それは彼女の家系に伝わっている品なのだろう。魔法騎士の家柄では、祖先が開発した画期的な術式を代々伝え、時代に合わせて改変、進化させていくのは当然のことだ。

　錬核武装にしても、大多数は軍や評議会からの貸与だが、カチュアのように家伝の私物を使う騎士は多い。ただし、強い武装を所持するには、それなりの家格が必要であり。

「わっ……わたしが、わたしが……！　もっと、はやくっ……！　うちに、迷惑とかっ！　そんな、くだらないことを、気にしないで、これを、使ってれば……!!」

「スクロヴェーニ……かつての欧州の名門。今やその名は忘れられ、野に下ったと言う。武装も手放したかと思っていたが……まだ伝えていたんだな、それを」

「はい。──《バルバラの聖せい[image: ]じよう》、大聖堂で数百年崇拝されてきた銀十字を触媒とした、古くからうちに伝わる錬核武装です。だから、こういう時には、とても……」

　それはスラヴに伝わる守護聖人。突然の病から人を守り、火難を避けて事故を防ぐ逸話から弾薬庫の守り神として砲兵の崇拝を集め、長く親しまれてきた存在。

　故に、火属性の防御結界には極めて強力な増幅効果がある。それに加え彼女が発動している固有絶技ロイヤルアーツ《女神の唄ゴスペルソング》による継続治癒術式の多重発動によって──。

「頼りになるっス、よ……。マジ、これなかったら、死んでましたから……」

「黒くろ子こか。生存者は他にいるか？」

「ええ。一般市民が十人くらい、全員意識不明で結界式に詰めてあります。雪ゆき奈なちゃんも、ギリ無事です。爆心地近くにいたんでヤバいかと思ったんですけど……」

　伝わって来る黒子のイメージはかなり弱っていた。まとう錬核武装もあちこちが焼け焦げ、破壊されている部分も多い。しかし治癒術式のおかげか、深い傷は残っていない。

「雪奈なら耐えられるはずだ。今は？」

「……助かったのはいいんスけど、動けないです。ショックだったんスね、やっぱ」

「……あんな。あんなの。あんなのって、ない。ないよぉ……!!」

　アレイナの涙声。沈ちん鬱うつな黒子の言葉。そして空を舞う[image: ]れん獄ごく蝶ちよう。

「やはり、アレはセリカの成れの果て、というわけだ」

「そうっス……。あのイカレ教主に術を受けて、致命傷を負ったと思ったら……。セリカちんの体が、あっという間に胞子獣ベノムスダームに変わって……。ウチは役立たずっス……すぐ傍そばにいたのに……守らなくちゃ、いけなかったのに……!!」

　飄ひよう々ひようとした態度をとる余裕もないのだろう。壁ごしに伝わって来る悲嘆を受け、冬真は彼女の、そしてシェルター内の状況が最悪に近いと悟る。

　親しい仲間の戦死、そして無残な敗北。

　生き残った者は自分の失敗に苛さいなまれ、さらなる失敗を招いて死んでいく。最前線では、何度も目にしてきた、最悪の無限ループ。

「嘆くのは後にしろ。今は生き残り、役割を果たすことが先決だ。自分の名を思い出せ、黒黒黒くろみつ黒くろ子こ！」

「センパイ……」

《名無しネームレス》のメンバーで決めた合言葉。

　人類の存続を裏から支え、胞子獣ベノムスダームとの戦争に貢献しながらも、表舞台で名を残すことを許されない者たちが、己の進むべき道を見失いかけたとき、唯一の道しるべとなる言葉。

　自分の名を思い出せ。未来にその名が残らぬことが宿命づけられているからこそ、名を呼ばれ、存在を主張できる今この瞬間の尊さを思い出せ。

「はい……やれるだけ、やってみるっス……！」

　黒子の声にわずかながら生気が宿る。

　わずかでも、零ぜろじゃないだけ上等だ。

「あと十分間は天井に脱出ルートが開いている。飛行系の術式は使えるか？」

「なんとか。ただ、ウチは俊影シヤドウだからまだイケるっスけど、アレッちや結界式詰めの一般人は自力飛行は無理なんで、補助してもらえます？」

「了解した。──それはカチュアが適任だな。俺があれを殺す間に、避難しろ」

「あれ、って……!?」

「もちろん、セリカのことだ」

　数多あまたの記憶が脳裏を過よぎる。地上で過ごした最前線勤務──友人、知人、戦友、そして淡い思慕を抱いた相手までもが散って行った、あまりにも儚はかない場所で過ごした記憶。

　この手にかけてきた、大勢の命。もはや胸は傷だらけ、血まみれの手は汚れたままだ。ならば、まっさらの白いハンカチを汚すことはない。汚したくなど、ない。

「手を汚すのは俺だけでいい。十分だ。雪ゆき奈なが無事なら、起こさず連れて行ってくれ」

「……そんな！　ちょっ、センパ……！」

「結界を解け。こちらから扉を開くのと同時にだ。至急脱出、いいな!?」

　返事を待たず、冬とう真まがシェルターの扉に手をかけた、その時だった。




「殺す……殺すとォ、おっしゃいましたかぁあああああァァァ……!?」




　さらに気温は上昇、１００度を軽く超える熱風の中、廃はい墟きよに現れた男の肉声が響く。

　髪は結晶化して粉々に砕け、肩にかけた軍服は焼け焦げ崩れて消えている。胸の刺し傷から流れた血は細かな砂状の粒子に変わり、無機物のようなヒビが全身に入っていた。

　そのギョロリとした目、ミイラじみた唇に、冬真は覚えがあった。

「脱走兵。凶魔ネクロ位階、Ａランク騎士。《エデンの蛇へび》教主か」

「ホヒッ。……知られていたとは光栄ですねえ。評議会の駒こまにしては実に迅速な対応です。ほめてあげましょう……ですが、あの方に手は出させませんよ？」

　教主は崇あがめ奉たてまつるように狂信の眼まな差ざしを天に向ける。悠々と空に君臨する、太陽の化身の如ごとき[image: ]れん獄ごく蝶ちようを仰いで告げる。

「あの方は福音。とうに終わった人類社会の再生などという夢で民を操り、不当な支配を続ける評議会のクズども、醜い衆生を救済する、救世主──聖なる処女なのですから!!」「貴様が諦あきらめたからといって、他人にまで負け犬根性を押し付けるな。テロリスト」

　きっぱりと冬とう真まは断じ──シェルターの扉にかけた手を放すと、拳こぶしを握る。

「たとえどんな地獄を見ていようが。家族が、肉親がどんな理不尽に遭おうが。どんなに同情すべき悲惨な過去があろうが──貴様は、ただの人殺しだ」

「人殺しの言葉は聞かぬと？　私の言葉に理ことわりを認めぬと？　──野蛮人ですねェ！」

「野蛮で結構だ。それに貴様はそんな殊勝な存在には見えん。とってつけたような理由で正当化しているが……誰だれかが大切に積んだ積み木を崩したくてしかたがない、それだけの愉快犯だろう。世界も、他人も、自分すらどうでもいいと嘲あざ笑わらう類たぐいの、な」

「お、ど、ろ、き、ま、し、たぁ～。あなたなかなか鋭いですねえ？　──カアァッ!!」

　口を動かしながら魔法式を編み、実行。周囲に満ちた死者の怨おん念ねんを吸収し、増幅式として用いた攻弾術式──呪じゆ詛その魔弾が、冬真の頭を撃ち抜かんと放たれた。

　その威力、精度、速度、どれをとっても非凡。攻弾術式は最もスタンダードな攻撃だけあって、術者の力量によって非常に威力が増減する。教主のソレは並みの錬核武装ならば貫通し、致命傷を与えるだけの破壊力を秘めていたが──。

「な……ッ!?」

「攻弾術式は効かん。というより、錬素を介した攻撃は、俺には通じない。肉体を使った打撃斬ざん撃げきにすら錬素を用いる魔法騎士なら、なおさらだ」

　魔弾は、消えた。まるで蝋ろう燭そくを吹き消すように、あっけなく──致死の魔弾を掌てのひらで軽く払いのけると、まるで虚無に呑のまれたかの如く消きえ失うせたのだ。

「……そんな。そういえば、あなた……属性式はどうしたんですか!?　この火か焔えん地獄で、軍服のみ。錬核武装も属性式もなしで、どうやって無事でいると……!?」

「俺の錬核武装は欠陥品でな、着たところで魔法による災禍を遮断する力などないんだ。それに属性式は、学生の頃ころから苦手分野だった」

「は、ははははははッ……！　まったくもってわけがわかりませんねぇ！　それで何な故ぜ、無事でいられると!?」

「そういう体質として生まれた。ただそれだけだ」

「体質？　我らが神の祝福を生身で浴びてもなお、目覚めを拒絶するとは!!　なんと、なんと罪深き存在なのですかあなたは!!　──いったい、何者なのです!?」

「奇妙な話だな。お前たちは俺の名を知っているはずだが」

「ヒョ？」

「活動に箔はくをつけるため首謀者として祭り上げた、真偽不明の都市伝説。そいつはどこの公式記録にも残らず、軍上層部や評議会から隠れて騎士を狩り、人類に対して牙きばを剥むく。敵の敵は味方と考えていたんだろうが──」

「まさか……！」

　冬とう真まは右手を前に出す。

　その手に触れるだけで死の雪とも呼ばれる胞子が教主の展開した攻撃術式ごと分解され、霧散する。

「とんだ思い違いだ、《エデンの蛇へび》」

「まさか、あなたはああああああああああああああぁぁぁぁあああぁぁぁぁ!!」




「俺が──《騎士殺しの騎士》が殺すのは、ヒトの枠から漏れてしまった騎士だけだ」




　次の瞬間、冬真と教主の距離は零ぜろとなった。伸ばした指が教主の眼がん窩かに突き刺さる。

　常人ならば痛みに絶叫するところだが、教主の口から出たのはただひたすらに困惑だ。

「《騎士殺しの騎士》が実在する……!?　そんな馬鹿な話があるものですか!!　あれは、我らが天命を果たすための空想の旗印。それを騙かたるとは、なんたる冒ぼう涜とく!!　許しません、許しませんよぉ!!」

「痛みも死の恐怖もなく剥き出しの敵意を見せる、か。なるほど、自分が死ぬことなど、一ミリも想定していない顔だ。──見えたぞ、お前の固有絶技ロイヤルアーツ。それは、己が身を死後も操り、不老不死の怪物となり果てる禁忌の技。……違うか？」

「ふ、ふふ、ふぅはは！　それがわかったところでなんだと言うのです!?　この禁きん呪じゆは、一度発動すれば永遠に自動発動し続ける、《対抗術式》で上書きされてもなお止まらぬ、自己増殖プログラムを組み込んだ魔法式!!　ゆえにィ……ァ!?」

「残念だが、無意味だ」

「ァ……ァ……ァ……？」

　自分の手の中で錬素の結晶が分解されていくのを冬真は感じる。

　凶魔ネクロの禁呪により永遠の慣性を得て動いていた怪人は、思考力と喉のどと顎あごの筋力の統制を失い、ぱっくりとあいたその口は意味を持たぬ空虚な音をだだ漏らすだけの物体と化した。

《対抗術式》による魔法式の書き換えも効かないはずの、絶対不死のシステム。しかしそれは、冬真の持つ固有絶技・《騎士殺しナイトキラー》の前では意味を成さない。

「ナ……ゼ……」

「たしかに、魔法式の上書きではお前を殺せないかもしれない」

　ボロボロと崩れ、灰かい塵じんと化そうとしている怪人に半ば教え諭すように冬真は淡々と言う。

「だが俺の《騎士殺し》は錬素の存在ごと、この世界から完全に消去する」

「れん、そ、を……」

「魔法とは高濃度情報体である錬素に干渉し、地球上で起こり得る現象を再現させること。そして魔法式は魔法騎器デバイスが理解できる言語に変換し、錬素へ命令を送る手段だ。ゆえに、魔法の最も純粋な源、根源である錬素が世界から完全に消失すれば──」

「ィ……ヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　たとえ不老不死のシステムが完かん璧ぺきに組まれていようと、それが錬素を用いた魔法であるかぎり、冬とう真まの前では文字通りの『無』でしかなく──。

　悲鳴を最後に骸むくろすら残らぬ灰の山と化した敵を見下ろして、冬真は淡々とオペレーターとして待機中のロンメルへと報告した。

「──標的、沈黙。人類史からの消去完了。これより次の作戦行動に移る」





　　　　†






「テロリストの懲罰、執行完了。カチュア、交代だ。そちらは救助に回れ」

『……了解。任せるわ。アタシじゃ時間稼ぎはできても、無力化となると──』

「気にするな。敵は同属性のステージ５。純粋な出力の比べ合いで押し切れるわけがない。……あとは任せろ」

『……了解』

　通信を切ると、教主の灰を踏みながら冬真はシェルターを開く。

　蒸された汗の匂におい──結界で防いだとはいえ、熱気をすべて防ぐのは無理だったのだろう。全身を濡ぬらし、密着した武装のあちこちから肌の色を透かせた少女が現れる。

「助かりました……。早く、この人たちを、外へ……！」

　素肌を見せるアレイナ。白い武装に濡れた肌が貼はり付き透けて、酷ひどい有様だ。しかし、そんなことは意にも介さず、ただひとりでも命を救おうと必死だった。

　そして負傷した黒くろ子こ。こちらは黒い武装を汗で濡らし、破れた隙すき間まからきわどい部分を覗のぞかせながら、あたかも手負いの獣けもののような剣けん呑のんな空気を放っていた。

「このままじゃ、帰れねーっス。……何かお役に立たせてください」

「必要ない。このまま帰還しろ、現状では新人に回せる仕事は──」

「はぐらかさないでください。まだあるはずっス、可能性が!!」

　それは冬真も思いつき、しかし真っ先に排除した選択肢だった。

　黒黒黒くろみつ黒子が《名無しネームレス》の一員たる理由。

　固有絶技ロイヤルアーツ、錬脈を断ち切る《錬脈断ち》は冬真ですら再現できない、さる特性を秘めていた。そう──ただ破壊し消し去るのではなく、『切り離す』という性質を。

「認めない。即時帰還しろ」

「でもっ！」

「わかれ、黒黒黒黒子。ステージ５の眼前に、子どもを差し出すわけにはいかな──」

「──お父様」

　思いがけぬ方からの声に、冬とう真まは弾はじかれたように顔を上げた。

　気を失っていたらしい、ぐったりとした様子──錬核武装も解けたのだろう。

　素肌にたれた汗の滴が、胸から腰、腿ももから足元へ滴る。錬素は励起され、属性式は維持されているというのに、本来まとうべき冷気が周囲の熱で相殺されてしまっていた。

「無事だったか……雪ゆき奈な!!」

「はい。お父様。けど……けど……」

　言葉にならぬ、というように、雪奈は天を仰ぐ。

　崩れた廃はい墟きよの空、太陽のように舞う獣けものと流星の如ごとき竜騎ドラグナーの戦いは続いている。交差する光点を地上から見上げて、雪奈は唇をきつく引き結び──哀かなしみと怒りをこめて告げた。

「わがまま……言わせてください。お年玉も、クリスマスのプレゼントも、お誕生日のお祝いも、もう何もいりません。……だから、だから……！」

「待て。雪奈。お前は……！」

　口を閉じさせようとした冬真を前に、雪奈は勇気と決意をこめて。

「セリカちゃんを、助けたいです。……だめ、ですか？」





●世界を消し去る絶技




　炎の鱗りん粉ぷんが、舞う。

　全長二百メートルをゆうに超えるステージ５の怪物、《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》にとっては些さ細さいな砂粒にしか過ぎないそれも、矮わい小しような人類には絶望の隕いん石せきであった。

　汚染物質まじりの炎の雨が次々に地上に降り注ぎ、学園都市の居住区が阿あ鼻び叫きよう喚かんの混乱に包まれる。居住区からの脱出を図ろうと我先にと建物を飛び出し逃げていく人々が炎に巻かれ、黒ずんだ死体が積み上げられていく。

『ァァァァァァァァ──ォォォォォォォ……』

　ソプラノに似た鳴き声を上げ、《[image: ]獄蝶》は人工の空を往ゆく。ルビーの腹に少女の遺体を孕はらんだまま、燃焼によるものではない、『火』の元素を象徴する錬素が生み出す純粋な火か焔えんを身にまとい、悠々と飛ぶソレは旧時代における最強の兵器──それこそ熱核爆弾の爆心地にいようと、『熱』という概念では決して傷つかないのだ。

　ソレはもはや壊れた概念のカタマリ。炎の翅はね、ルビーの腹、火花のような触角。昆虫の特徴を色濃く残した[image: ]獄蝶は、驚くほど単純な論理ロジツクで動いていた。

　──コッチ？

　何かに導かれるように、人類を滅亡させるだけの力を秘めた怪物はその顔と触覚を特定の場所へ向ける。

　地底学園都市、最深区画ロータス・ボトムの心臓。統括生徒会本部ビル。

「誰だれか、アイツを止めてくれええええ!!」

「このまま機関中枢を破壊されたら最深区画はおしまいだ！　インフラは壊滅、最深区画を切り捨てなきゃならなくなるぞ！」

「水使い、氷使いをもっと招集しろ！　予備役もだ!!」

「ほぼ全員すでに到着しています！　ああ、もう……ダメだ!!」

　憲兵団が絶望し天井を仰ぐほどの事態。隔壁の輻ふく射しや熱ねつで蒸し風ぶ呂ろ同然になった前線指揮所のウッドマン准将は、手にした端末から届く秘匿通話に、ネクタイを緩めながら答えた。

「こっちの状況は最悪だ。──そちらで何とかなるんだろうな!?」

『何とかね。ウチのエースが現場にいます。ついでに言えば、救出した生存者も十名ほど、こちらで確保しました。救助は軍部に譲りますよ、対外発表のネタにはなるでしょう』

　男の返答に、ウッドマン准将はやや顎あごの周りについた肉をわななかせる。

「生存者がいたのか!?　そ、それは助かるが……」

『排除作戦の作戦書も添付しました。承認を頂ければ実行します。《騎士殺しの騎士》に失敗はない。ステージ５の処理すらも例外ではありません。……ご安心を』

「術式の無制限使用許可はともかく、閉鎖区域内の監視式の全停止だと……！　そちらがどのような手段でアレを処理するのか、秘匿するつもりか!?」

　将官の一人であるウッドマン准将が《名無しネームレス》について知るのは、その存在と特殊工作部隊である事実だけだ。そのカラクリ──誰一人としてＳランク魔法騎士が所属していないはずの《名無し》が、何な故ぜ高ステージの胞子獣ベノムスダームをいとも簡単に殲せん滅めつしてみせるのかは、知れる立場になかった。そこから先は、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいと軍部トップの者のみぞ知る。

『見せてもマネのできるようなモンじゃありませんからね。《騎士殺しの騎士》の存在が公になっても問題ないんでしたら、監視下で実行しますが……いいんですかね？』

　ふう、と聞き分けのない子どもに説明するような口調が気に障る。ウッドマン准将の額に血管が浮き、急激に上昇した血圧に顔が赤黒く変わるが、辛かろうじて返事を絞り出す。

「……わ、わかった。今から三分後、全監視式を停止する。それでいいな!?」

『感謝します、閣下。それでは電子署名と魔法式承認の後、書類を本部へ願います』

「ええい、時代遅れの官僚主義め。杓しやく子し定じよう規ぎにもほどがある！」

『個人としては、賛成しますよ。とはいえ──』

　ウッドマン准将は端末を操作し、自分の錬素属性を以もつて個人を認証。評議会の印が捺おされた正式な書類に電子署名をし、送信。

『──国家ならず、個人が世界を守っている現状で、そちらがイニシアティブを取るためには必要な処置です。こちらとしても、痛くもない腹を探られたくはない』

「クーデターまがいの反逆者どもと一緒にされたくない、ということかね？」

『うちは基本、サラリーマンでね。上がしっかりしてるうちは任せたいんですよ』

「善処しよう。でないと──」

　はあ、と端末を抱え、今度は怒りではなく情けなさと無力感をたっぷりこめて。




「たった一人に背かれただけで、人類は終わりなのだから」




　消火作業の陣頭に立ち、ずぶ濡ぬれになったシャツとよれよれのタイを肩にかけて、准将は敗北者のように燃える障壁を見上げる。今にも崩れそうな金属の巨塔は、まるで旧時代の神話における、神の怒りに砕かれたバベルのそれを連想させた。
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　──ちょうど三分後、閉鎖区域の情報を外に伝えていた監視式がすべて停止。

　統括生徒会本部ビルの屋上に降り立った冬とう真まは、前方からゆっくりと迫りつつある赤い揚あげ羽は蝶ちようのシルエットをまっすぐ見据えつつ、インカムから聞こえてくる慣れた声に耳を澄ませた。

『交渉は終わった。作戦も承認された。今後の作戦行動は十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの認可を受けた、秘匿されちゃいるが正式な作戦行動だ。存分にやってくれ』

「助かりました、先輩。生存者の引き渡しは完了、続いて総員で作戦を開始します」

『あいよ。まあ、この借りは高いぜ？　とっとと帰ってきて飯でもおごれ──っつーか、素人ゾロゾロ引き連れて大丈夫かよ。お前はともかく、雪ゆき奈なちゃんは……』

　骸むくろさえも燃え尽きて、雪のように汚染物質が積もる赤と白の世界に並んだ五つの人影。先頭に立つ冬真は、秘匿回線ごしにロンメルと話しながら振り返る。

「…………」

　すぐ後ろに立つ娘の眼め。空を舞う灼しやく熱ねつの蝶を見上げる哀かなしげな瞳ひとみと、自分の手首を掴つかむ幼児のような指の細かな震え──恐怖、不安、緊張、すべてを感じるしぐさ。

　しかし、あらゆる苦痛から遠ざけることだけが、親の務めなのだろうか？　社会的にも精神的にも、娘は日々着実に大人に近づいているのに。

「心配ありません、先輩。雪奈は、大丈夫です」

「……お父様……！」

　きつく手首を掴む手に、そっと自らの手を添えて握り返しながら。

「雪奈は、もう大人です。いや、大人にならなければならない。だからこそ、彼女自身の決断を尊重する。もう夢見る時期は終わったんです。……この世界は、戦わずして生きることなどできないのですから」

『ま、それが今の世界だわな。しかたねえなあ、ったく』

　わずかな笑みで隠した深い嘆き。通信回線の向こうの戦友は、さらに続けた。

『カチュア、もう一度確認するぜ。キツい任務だ、特に身内を亡くしてるお前にはな。今なら俺が現地に行ってお前と交代するのも不可能じゃない。何なら──』

『──いらない』

　短い通信にこもった決意に、回線に参加していた全員が背筋を伸ばす。

　それほどまでに深く、鋭く尖とがった声。カチュア・ヴェルミオーネは[image: ]れん獄ごく蝶ちようを見ながら、手にした聖剣を握りしめる。この場を誰だれにも譲らない、そう言わんばかりに。

『あの子を看み取とるのは、アタシの役目だから』

　最後の最後で掠かすれた声を、ロンメルの吐と息いきが隠す。そのまま男は真しん摯しに続け。

『……オーライ、悪かった。作戦前に、この気遣いは失礼だったな』

『いいわよ。じゃあ、かまわないわね？』

『ああ、いいさ。……成功を祈る。うまくやれ！』

　激励と共に回線が切れるのを確認すると、冬とう真まは端末を装甲服の収納に仕し舞まう。

　そして右手を高く掲げ──。

「実行を承認。……焚ふん書しよ、執行」

　短い宣告と共に右腕を覆おおう装甲。鈍い色の鋼鉄が腕を拡大し、掌てのひらから溢あふれた錬素の光が、腹に響くリアルな轟ごう音おんを響かせながら実体化して、ひと振りの大剣を形作る。

（あれが……お父様の錬核武装……）

　雪ゆき奈なが驚きよう愕がくする。娘の前で、一度たりとも使ったことのない錬核武装。

　それは粗雑で、大ざっぱで、斜めに傾かしいだ四角い刃やいばに棒きれのような握りを溶接した、あまりにも飾り気のない『道具』だった。他の聖遺物が栄光に包まれ、その魂が示す華麗な歴史や逸話に彩られているのに対し、それは闇やみに埋もれたまま朽ちた残骸でしかない。

（聖遺物、じゃない。それどころか……元となる逸話が、何もありません。ただただ歪いびつな、世界から忘れられた者たちの集合体──）

　力などない。歴史などない。逸話などない。誇れるあらゆるものが存在しない。ただ、誰かのためにやらねばならないことを実行しただけ。誰も褒めてくれない歴史の闇。




「永遠を喰くらえ──《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》」




　世界から『無』の烙らく印いんを捺おされた者たちの記憶が集約した、奈な落らく色の錬核から生まれたそれは断罪刃ギロチンとも呼ばれし無慈悲な刃の姿に似ている。

　刀身は怨えん嗟さを示すような漆黒、しかし性質とは矛盾した神聖なる輝きをも帯びている。

　身を覆うはずの鎧よろいなどない。護まもるべきアイデンティティ、護るべき名がない者に、鎧も盾も不要なのだと言わんばかりに。腕だけを覆う装甲と巨大な剣だけを手に、冬真は怪物の前に堂々とその身を晒さらす。

「ステージ５は、人類滅亡レベルの災害をもたらす最悪の胞子獣ベノムスダームだ。半端な覚悟で相対すれば、必ず殺される」

　背後に立つ、仲間と呼ぶには幼すぎる少女たちへ冬真は突き放すような声で言う。

「覚悟の……上、です」

「いい返事だ、雪ゆき奈な。他の者も、いいな？」

「はいっス！」

「は……はいっ」

「アタシも子守りをしてる余裕はないわ。自分の身は、自分で守りなさい」

　緊張した面持ちで敬礼する雪奈、黒くろ子こ、アレイナ。

　そして、冷静な表情を保とうとしつつも、生徒の前で敬語を忘れているあたりに憔しよう悴すいが隠しきれないカチュア。

　その全員ひとりひとりの顔をしっかりと見て、冬とう真まはうなずいた。

「では、事前に伝えた作戦を実行する。──全員、己の任を果たせ」

「「「「了解ッ!!」」」」





　　　　†






　号令とともに最初に動き出したのは雪奈だ。

　Ｓランク特有の圧倒的な身体能力でもってビルの屋上から落下していく。

　熱気まじりの豪風に髪をなびかせながら頭から落ちていく。

　その間、雪奈の目は、じっと《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》の姿だけを見つめている。

（セリカさん……雪奈の、お友達……）

　同年代の子どもと交わることなく、父親の冬真とだけ過ごしてきた十四年間。友達いない歴の連続記録を同じ日に破った、アレイナ、黒子、そしてセリカは、雪奈にとってかけがえのない特別な存在になっていた。そう、思う。

　自分には力がある。実感こそなかったが、その事実は、冬真の態度や周囲の反応から何となく察することができた。

　それなのに──守れなかった。大切な友達であるセリカを、救えなかった。

　今、セリカは、《[image: ]獄蝶》の姿に変えられて、己の意思に反して街に災禍を降らせている。

　あんなに騎士としての誇りを胸に生きてきて、雪奈たちのチームの誰だれよりも人類存亡のために戦うと使命感を燃やしていた彼女が、人類に甚大なる被害を与えているなんて……質たちの悪い皮肉にも程がある。

（そんなこと、させません。セリカさんの炎で……人を守るための炎で……酷ひどいことを、しないでください……！）

　空中で体をひねり体勢を変え、ビルの壁面を蹴けりつける。

　ダンッ。冗談みたいに大きな音とともに大きな凹へこみが生じた。雪奈本人は知らないが、統括生徒会本部ビルはインフラ管理機能も備えているためにテロ対策も万全で、旧時代の弾道ミサイル程度では傷ひとつつかない金剛級の防御術式で守られている。

　そんな最高峰の壁でさえ、雪奈の発射台の役割を果たすのは容易ではなかったようだ。

　しかし──崩落しなければ、上等。無問題。

　壁かべ蹴げりの反動で発射された雪ゆき奈なの肉体はマッハを越え弾丸よりもなお速く、《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》の真下を滑空し、両手に持った二刀《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》を、一いつ閃せん。

「時を奪え──《絶氷》」

　瞬間。

　地上に降り注いでいた炎の雨が、ぴたりとやんだ。

「もう駄目だ……終わりだ。世界は終わりだぁ…………………………あれ？」

「おい、炎がやんだぞ！」

「なんだあれは!?　オーロラ、ってやつなのか……？」

　絶望に暮れる人々が見たのはまさしく現代の奇跡であった。

　地下の生存圏に追いやられた人類がもう長らく肉眼で見ていないであろう自然現象。

　時間停止は、凍結の延長線上にある技術と言われる。だとすれば、人類史に前例がないほどの究極に出力の高い氷使いは、時間を止める可能性を秘めているといえるだろう。

　そう。雪奈の絶対零度よりも尚なお冷たい刃やいばの軌跡は、生み出すことに成功したのだ。

　触れたものから時間を奪い、完全なる停止をもたらす空間を。

　天の川のようにきらきらと尾を引くダイヤモンドダスト。それは《[image: ]獄蝶》の炎が触れるたびにリアルタイムで凍結させる、絶対の防御壁であった。

「あれは今年首席で第一学園に入学した……たしか、白しろ銀がね雪奈……!?」

「ありがとう！　ありがとう！　やっぱりＳランクは人類の希望だ！」

　住民たちの歓喜の声、称賛の声が雪奈に浴びせられる。それに対して、何らかの反応を返す心の余裕は今の雪奈にはない。友達を亡くしたばかりなのだから、当然だ。しかしそれでも彼らの声は、自分の行いがセリカの目指した姿と重なっていることを感じて不思議と目頭が熱くなる。




「今のうちに怪け我が人にんを運び出せ！　今ならまだ助かるかもしれん！」

「ダメだ！　道が瓦が礫れきで塞ふさがれてて通れねえ！　クソっ、このままじゃ──」

「くっ……全員は助からんか。まあいい。なら、せめて未来ある若者から優先的に運べ。わしらみたいなロートルは、最悪死んでもかまわん」

　足を怪け我がした老人本人が自分に手を貸そうと集まってくる若者を叱しつ咤たし、若者を優先しろと喧けん伝でんする。

　目下の脅威から逃れたら、次に待っているのは助けられる人間と、助けられない人間の冷静な選別判断。非常事態には、人的リソースが限られる。だから、仕方ない。

　そんな、大勢の言い訳を──嘲あざ笑わらうように。

　否。大勢の無念の想おもいを──その大きな胸でもって、聖女の慈愛で包み込むように。

　清らかなる唄うたが、絶望の街に響き渡る。

（もう迷ったりしない！　お父さん、お母さん、ごめんなさい。私は、力を使いますっ！　私の力なんかで、セリカちゃんや他の人達たちを助けられるかはわからない。でも、このまま何もしないで逃げたら私……絶対に自分を許せないから……！）

　ビルの屋上のへりに立ち、アレイナ・スクロヴェーニは体内の錬素をすべて吐き出してもかまわないとばかりに、大容量の魔法式を展開する。

　固有絶技ロイヤルアーツ、《女神の唄ゴスペルソング》。

　触れているだけで温かさを感じるような柔和な錬素が、魔法式の影響で緩やかな波形を描く。その波は、救いを求める者にだけ聞こえる唄うた。

「おお……奇跡だ……。この声は女神か、天使か。傷がみるみる治っていく……！」

「心肺停止状態だった者も次々と目覚めて……いったいどこにこれほどの衛生兵がいたんだ？」

　女神の奇跡が一人の少女によってもたらされていることなど、最深区画ロータス・ボトムの住民たちには知る由もなかった。




　そして──。

　雪ゆき奈なとアレイナが全身全霊でもって《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》の被害から住民を守っている、その時。

　白しろ銀がね冬とう真まと、黒黒黒くろみつ黒くろ子この二人は。

「振り落とされないように、ちゃんと掴つかまりなさい！　アタシもあの怪物を前に、アンタらを構ってる余裕はないんだから！」

「問題ない。カチュアの飛翔盤ボードには何度か乗せてもらっているからな。慣れたものだ」

「ちょ[image: ][image: ][image: ]!!　まじ勘弁っス!!　吐く！　マジゲロ百パーセントっス!!」

「アタシの愛機に吐いたら承知しないわよ!?」

「我慢しまっス！　でも冗談抜きに、減速してくれないと目視できねーっスから」

「──ギリギリを攻めてみるけど。なるべく一発で決めなさいよ、二人とも」

「ああ。いずれにせよ、チャンスは一度だけだ」

　カチュアの駆る飛翔盤の同乗形態──他人を乗せるために拡張された本物の竜のような翼の上に、冬真と黒子は立っていた。背の低い黒子を冬真は左腕で強く抱きかかえ、右手で《無む貌ぼうの凶輝》を構え、その視線はまっすぐ《[image: ]獄蝶》を見据えている。

「ねえ……冬真。本当に、大丈夫なの？」

「信用できないか？」

「違う。だってアンタ、今から使おうとしてる、その技は──」

「…………」

　カチュアが言いよどむ。黒子も何かを察して黙る。そして冬真は。

「──あいつをこの世から消し去った技、だ」

　己を戒めるように、はっきり告げる。

　対外的に、雪奈の母親ということになっている魔法騎士。

　冬真がまだ第一学園の生徒だった頃ころ、学園中の注目を集めるＳランク魔法騎士がいた。

　彼女の最初の印象はクール。次に会った時には意外な幼さを知り、互いを知るにつれて、弱いところや優しいところがわかっていき、冬とう真まは多少なりとも彼女に惹ひかれていく自分に気づいていた。

　しかし冬真は戦場の中で起きたとある事件によって、彼女の存在をこの地球上から消去してしまったのだ。

「あれは仕方なかった……あのまま放ほうっておいたら、彼女は世界を滅ぼすまで止まらなかったもの。だからアンタは──」

「自分を責める必要はない。あの時も、カチュアはそう言ってくれた。だが──」

　悔やまずにはいられない。

　自分がもっと力を制御できていれば、彼女を救うことができたかもしれないのに。

　雪ゆき奈なは冬真の能力を認めてくれる。凄すごい凄いともてはやしてくれる。

　たしかに、冬真の本当のステータスは、ステータスカードに記述される数字よりも遥はるかに高い。いや、それどころか、人類史上最強Ｓランクの雪奈よりも遥かに高い、まさしく天文学的だ。

　だが、それに何の意味がある？

　そこまでの強大な力をもってできることといえば、ひとつまみで圧殺することだけ。

　小さな命を守ることには向いていないのだ。

「──黒くろ子この能力は、希望だ。あの日、俺ができなかったことが、お前の力を借りれば、できるかもしれない」

「……重責っスね。今日が実戦初日なんスけど……」

　まあでも、と黒子は続ける。

「頑張るっスよ。誰だれかに必要とされる。それはサイコーの気分スから!!」

「覚悟完了、だな。よし、行こう」

　冬真がふたたび《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》へ鋭い目を向ける。

　その視線に気づいたのか、《[image: ]獄蝶》もまた、ぬるりとその複眼を冬真へ向けた。

「──ァァァァァァァァアアアアアアァァァァァ……!!」

　胞子獣ベノムスダームの咆ほう哮こうが空気を震わせる。

　ゴルゴーンを彷ほう彿ふつとさせる禍まが々まがしい目玉模様の羽がフレアをまとい、赤く、朱あかく、紅あかく、凶悪な光が充満していく。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!　ヤバすぎっスよ、アレ!!」

「て、ＴＢ級……!?　うそ、おっきすぎ……きゃあっ!!」

　何の合図もなく放出された熱光線が飛翔盤ボードの横、ほんの数メートル先をかすめていった。

　魔法騎士ならば魔法騎器デバイスにＴＢ規模の魔法式を幾重にも書き込まなければ発動不能な超級魔法。それを、手足を動かすように、呼吸のように、ノータイム、ノーモーション、一切の致命的錬素消費を伴わずに発動してみせた。

　最深区画ロータス・ボトムの果て、エリアを隔てる隔壁に直撃し、ずずん……と人類再生機構全体が震動に襲われる。

「当たれば即死よ、あんなん。あれに突っ込めって？」

「すまない、カチュア」

「……謝るけど撤回する気はない、ね。オーケー。だからこそアンタよ、《名無し》01ネームレス・ワン。しっかり踏ん張ってなさい!!」

　魔法騎器デバイスにカチュアが体内錬素を注入。魔法式、コンパイル開始。

　赤光が煌こう々こうと噴射口に集まり、そして──。

「《突っ込めGO A HEAD》!!」

　名家の令嬢とは思えぬ言葉選び。だけど冬とう真まには聞き慣れた戦友の声とともに。

　世界が、加速した。




　作戦の概要を伝えたときの愛まな娘むすめの不安げな表情を、冬真は思い出す。

『見れば、わかります。ステージ５……雪ゆき奈なの力でも、倒せません。でも……』

『俺なら倒せる。あれを消し去ることができる固有絶技ロイヤルアーツを、俺は持っている。が──』

『セリカさんは……助かるんですか……？』

『蘇そ生せいの可能性は極めて低い。治癒系の希少な絶技──《女神の唄ゴスペルソング》を用いたとしても、難しいだろう。だが、奪還にリスクを払う価値はある。なぜなら』

『……セリカさんは、友達、です……』

『そうだ。──戦友を大切に思う。その命に別れを告げるために。家族を亡くした遺族に空の棺ひつぎを返すなど、許されることではない。だからこそ、この作戦だ』

　たとえ命を救えないとしても。

　すべての思い出とともに亡なき骸がらごとこの世界から消去してしまえば、後に残るのは永遠の虚無感だけ。誰だれよりもその辛つらさを知っている冬真だから。

『胞子獣とセリカの肉体は、錬脈によって接続されている。《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》を消し飛ばせば、間違いなくセリカも一緒に消してしまう』

『では……どうやって……？』

『だからこその黒黒黒くろみつ黒くろ子この力だ。コイツに《[image: ]獄蝶》の錬脈を見切ってもらい、正確に《[image: ]獄蝶》本体だけを消去する』

　もちろん、言うは易やすしで。

『成功率は極めて低い。俺たちの連携がわずかでも狂えば失敗。すべてうまくいく確率は５％もないだろう』

　人類再生の大義を重んじるなら、こんな作戦を認めるべきではない。

　戦友の奪還という意義とて怪しいものだ。セリカ・ヴェルミオーネは死んでいる。ただ葬るばかりの骸むくろを回収したとしても、その行為に数字で表せるようなメリットは存在せず、ただの感情的なリターンしかない。真っ先に切られてしかるべき、非合理的な考えだ。

（──だが）

　そこまで考えを巡らせてから、

（そんなものは、どうでもいい……！）

　醜い『大人』の論理を、冬とう真まは自ら否定する。

『あの娘は──セリカ・ヴェルミオーネは、雪ゆき奈なの戦友だ。たとえ期間は短くとも、命を預け合おうとした仲間を亡くしたことを、悲しむことも──悼むこともさせてやれなくて、何が親だ？　大局観など知ったことじゃない。計算なんかクソ喰くらえだ。そう……！』

　かつての過ちを想おもう。それはかつて冬真が戦い、そして失ったもの。

（……『あいつ』を亡くした時のような痛みは、もう二度と……！）

　苦痛を伴う記憶が脳裏に蘇よみがえり、首を振ってそれを冬真は追い出す。

『戦友ごと敵を消すような罪を担わせるなど、断じて認められん。そんな十字架を背負わせるくらいなら、リスクを負ってでも止める。それくらいできず、何が親だ……！』

　日ひ頃ごろ、あまり表情を動かさないが故に──仮面のようでさえある冬真の顔に、言葉に、隠し切れない深い傷を感じて、誰だれもが言葉を失う中……ただひとり。

『……大丈夫、です』

『雪奈……』

『お父様は……最強、ですから』

　それは、無む垢くな信頼。

　生まれたばかりの雛ひな鳥どりが親鳥に向けるような、絶対のもの。すべての運命を預けることに躊ちゆう躇ちよせず、そっと寄り添う。額に汗が滲にじみ、顔色は蒼あおく、大きな不安に晒さらされているはずなのに、決して笑顔は崩さない。

『守ってほしいなんて言いません。お父様にだけ責任を押し付けたりもしません。雪奈は、雪奈の友達になってくれたセリカさんのために。できることをしたい、です。だから』

　愛まな娘むすめはその小さな口から、心からの祈りを紡ぐ。

『おねがいします。……セリカさんを、助けてください。お父様……！』

『了解した』




　娘との約束を脳裏に浮かべ、冬真は加速した世界の中で腕の中の『眼め』に命令する。

「黒くろ子こ。……俺の眼と繋つなげ。照準は委ゆだねる」

「意識の直接接続っスか!?　……確かに精度は上がりますけど、記憶の混濁や精神汚染が高い確率で起こりかねないっス。他人の意識を入れるとか、怖くないんスか!?」

「かまわない、やれ。１％でも確率を上げられるなら、俺の意識など好きにしろ」

「……だあああああっ！　絶対バッチリ決めてみせますよ、そんなこと言われたら!!」

　影の少女の背中の温ぬくもりと共に編まれた構成が、心をノックする。冬真の心と黒子の心、ふたつが共鳴し合い、彼女の固有絶技ロイヤルアーツによる視界が冬真のソレと徐々に重なって、目に映る世界が上書きされていく違和感に耐える。

（この程度では、わからない。わかるはずがない。雪奈の痛みも、カチュアの哀かなしみも、戦友を亡くした子ども達たちの無念も、未来を奪われたセリカの意志も、何もかも……！）

　拡大された視界の中、ルビーの胎にたゆたう遺い骸がいの虚うつろな目と視線を合わせる。

　白黒を反転したような『死』の世界。白く割れたような亀き裂れつが走るソレこそ、錬脈だ。黒くろ子こと同調した視神経が送ってくる彼女の視みたもの、ひたすら荒涼とした虚無の中で。

「俺達の戦友を、返してもらう。これから共に過ごすはずだった時間を、希望を、願いを、夢を、ありとあらゆるものを、奪われてもう返ってこなくとも──」

　チャンスは一瞬。

　緊張はない。動揺もない。心はとうに凍いてついて、迷うことなど何もない。ただ想おもう、奥深くに生きているわずかな人がましさが、想像力が、深く胸を引き裂いてゆく。

　いつも不安げにあたりを睨にらんでいたセリカの影。誰だれよりも真剣に強くあろうとした少女を、冬とう真まは決して嫌いではなかった。素直になれないところも、強がるところも、かつてのカチュアそのままで、あまりにもそのまますぎて、きっとこのまま三年間を幸せに、雪ゆき奈なと共に過ごしてくれるものと思い込んで、今の世界の残ざん酷こくさを忘れていた。

　たとえ、とうに手遅れだろうと。

　生きている人間の自己満足に過ぎないとしても。

　この胸を締め付ける痛み──最強の力を持ちながら、守れなかった痛みを紛まぎらわせる。ただそれだけの意味しか無かろうと、絶対に成功させる。させてみせる……！

　二重に表示される生と死の視界。それが正確に一致するコンマ数秒。それを狙ねらい、死の線をみごとに断ち切って、滅ぼすべきモノと遺のこすべきモノを断罪する！

（すまない──）

　救えなかった懺ざん悔げのように。憎悪でもなく、怒りでもなく、悼むように。

　しめやかに振り上げた《無む貌ぼうの凶輝》。その場の意志ある者達が、濃密な『死』の気配に凍りつく。

　冬真の全身から吐き出される力。雪奈の出力も圧倒的だったが、冬真のそれに比べれば井いの中なかの蛙かわず、嵐あらしの前のそよ風に過ぎない。ほぼ無限に沸き上がる錬素の中から特定のモノを分類して、最も死を与えるのにふさわしい、処刑の刃やいばを具現化する！

　──《抹消弔鐘イレイズベル》。

　それは抹消の固有絶技ロイヤルアーツ。それがもたらすものは死ですらない。削り、こそぎ、何もかも、なかったことにする、死よりも残酷で乾いた特権。彼が生まれながらに持ち、戦場で磨き上げてきた能力の発動は、それを見たすべての者に衝撃を与えた。




（あれが、お父様の本気……!?）

　地上に氷の障壁を展開し終え、建物の屋上に駆け上がっていた白しろ銀がね雪奈が驚きよう愕がくする。

　冬真がまとう錬素はあまりにも異質。光ならず、闇やみならず、地水火風のいずれでもなく、人類が定義したあらゆる元素に当てはまらず──。

（────ない。なんにも。空っぽ…………）

　無言、空白、削り取られた情報。『何もない』がそこにある。何もかもを塗り潰つぶして、のっぺりと平へい坦たんなモノに塗り替えてしまうモノ、因果地平の彼方かなたへあらゆるものを吸い、圧縮して消し去る天体現象──ブラックホールの如ごとく、すべてを消し去る虚無。

　自分のソレを圧倒する虚無の解放が、氷の傘を浸食する。太陽の如き超高温を凌しのぎ続けた極低温が、消しゴムをかけられたように削れていくのだ。

　ギョロリと向いた《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》の熱線が冬とう真まを狙ねらう。だがそれすらも届かない、掲げた剣に吸い込まれるようにして消えてゆく。

（すごい……これが、雪ゆき奈なのお父様。人類の、最後の希望なんですね……）




　刹せつ那な、冬真は奔はしる。

　成功率５％？　チャンスは一瞬？　……十分だ。

　１フレームの攻防に命を賭ける超高位戦において、失敗不可能なタイミング。処刑の刃やいばが落ちるように。断罪の剣が首を刎はねるように、影の如く死神は駆ける。

『Aaaaaaaaaaaaaaaaaaaa………!!』

　恐怖と混乱。知性なき獣けものにそれが存在するとしたら、この光景がそうだろう。デタラメに解放された攻撃術式が、爆裂する火球が、粘るようにまとわりつく炎の精霊が、猛毒の廃棄物を含んだ瘴気の焔ほのおが、あらゆるものを焼き尽くす黒い龍りゆう炎えんが、雨あられと襲う。

　だが、そのすべてが届かない。範囲飽和攻撃、回避のしようがない余波さえも彼がまとう虚無の属性に塗りつぶされ、発動したたったひとつの絶技によって躱かわされる。




　光速を越えた領域の刹那の目撃者は、いない。

　黒い処刑具を振り下ろした瞬間、冬真がどんな表情をしたのかを。どれほど悼みながら、刑を執行したのかを見た者は。この世界、人類すべてを探しても雪奈の他には誰だれもいないだろう。

《無む貌ぼうの凶輝》が空を薙なぐ。胞子獣ベノムスダームの巨体全体を巻き込んで壮大に。それでいて、錬脈に沿って正確に、精密に。《抹消弔鐘イレイズベル》の消去現象がすべてを飲み込む中──少女の骸むくろが丸まっているルビーの輝き、胴体の部分から、あまりにも美しく透き通った血があふれて骸が産まれる。




「セリカ─────────!!」




　切り取られた虚無の空間から華きや奢しやな体がこぼれ落ち──

　空中に投げ出されて、汚染物質と煤ばい煙えんと水蒸気の混じった黒雲に落下していく。その姿を追って飛来したカチュアがボードを蹴け飛とばすように少女の骸むくろを抱き留め、共に落ちた。

　……ズンッ……!!

　一拍遅れて、胞子獣ステージ５の巨体がバラバラに分解され、失速し、降り注ぐ。

　生き物の屍しかばねとは違う。

　それは、砕けた宝石の雨のように見えた。





　　　　†






「セリカ……セリカ、セリカ、セリカ……!!」

　物言わぬ骸むくろと化した少女。深紅の宝石に閉じ込められた少女の遺体を抱きしめて──。

　カチュアは涙し、堪こらえきれない嗚咽おえつを漏らす。

「ッ!!」

　手にした剣を振り上げ、地面に突き立てる。何度も、何度も。

「ふざけるんじゃないわよっ!!　まだ、アンタには言いたいことがたくさんあったのよ!!　姉さんのこととか！　兄さんとのこととか!!　アンタが知らなかった思い出が……!!」

　血を吐くような慟どう哭こく。錬素が励起し、灼しやく髪はつが燃えるが──

　骸は微動だにせず。

「伝えたかった。一晩中でも何日でも話したかった!!　けど、アンタは、アタシを……!!　アタシを嫌ってるって、そう思ったから……。だから言えなくて。それでも正面からそう言われるのが怖くって、ずっと、ずっとっ……!!」

「カチュア……」

　大人の仮面をかぶらずありのままの声でカチュアは叫ぶ。

　あらゆる記録に残らない生の声に、そっとその場に現れた冬とう真まが割り込むが──そんな男の言葉などまったく耳に入らぬと言うように、彼女は怒り、嘆き続けた。

「なんで、死んじゃうのよ……!!　早いわよ、早すぎるわよ、こんなのってないわよ!!　アンタの成長が楽しみだった。アンタの幸福が願いだった。くだらないしがらみとは無縁の、綺き麗れいなままのアンタは、表舞台で輝ける最高の騎士になるはずだったのにっ……!!」

　セリカは、カチュアにとっての未来だった。影に属して機構の秩序を維持し続けてきた、いわば闇やみの騎士たるカチュアは、才能に恵まれた姪めいを表舞台に立たせてやりたかった。

「大人になったら……。アンタが大人になったら、アタシは……。何もかもあげるつもりだったのよ。家も、財産も、みんな、みんなっ……！　錬核武装だって、アンタが大人になって、真実を受け入れられる強さを身に付けたら、あげるつもりだった……！　アタシはどこかで普通のお嫁さんにでもなって、子どもを産もうって、そんな未来が来るのが、楽しみで……！」

　夢を砕かれた女の慟哭が、未来をなくした絶望が響く。

「──《女神の唄ゴスペルソング》」

「っ!!」

　地獄で希望を見み出いだしたように、カチュアが顔を上げる。

　慌てて駆け寄ったアレイナが、錬核武装の聖せい杖じようを掲げるや──聖なる救い手のラッパと浄化の光があふれ、朽ちた少女の骸むくろが復元されていく。

「んっ……!!　はっ……はぁっ……っ!!」

　細かな傷が消え、大きな損傷が光と共に埋められる。

　少女の姿はただ眠っているかのように整って──。

「……どうして？　ぜんぶ、ぜんぶ、治ってるのに……っ!!」

　アレイナの治癒術式が極限まで振り絞られるのが冬とう真まにはわかる。顔色は蒼そう白はくとなり、錬核武装の縁がブレはじめ、もはや限界が近いのだろう。アレイナは必死に友を救おうと努力を続け──冬真の隣で、その姿を目の当たりにした雪ゆき奈なが声をあげた。

「お父様。セリカさんは……」

「……無理、っスよね？」

　冬真の袖そでを引いて頼む雪奈に、影のように寄り添う黒くろ子こが苦しげに告げた。

「アレちんの固有絶技ロイヤルアーツは超強力な治癒術式──それこそ、明日から最前線で軍医が務まるレベルだけど。何の反応もないっス。まるで魂がここにないような。さっきの胞子獣ベノムスダームの中に置いてきてしまったような」

「そんな……。でも、でも、お父様なら……！」

　無邪気な期待が今だけは重すぎて、冬真は雪奈をそっと抱き寄せた。

「俺の絶技は、『消す』力だ。ありとあらゆる敵を、承認とあらば消してみせる。人類に演算不可能とされたＺＢ領域の術式演算も可能だし──治癒系の術式も唱えられる」

「それなら……」

「だが、無理だ」

　すべての外傷はアレイナの術式によって完全に治療されている。

　無傷の状態にまで復元された人体は、癒いやす部分などもうどこにも残っていない。

　人体というハードウェアは万全でも、それを動かすヒトの意志を、心──魂とでも言うべきモノを復元する術。完全な蘇そ生せい術式は、現代魔法の未いまだ到達していない領域だ。

「肉体を維持できれば、蘇生の可能性はゼロではないだろう。だが、それは消された魂を、彼女を彼女たらしめていた人格の情報すべてを復元せねばならない」

「情報、を……。それは、消えてしまったのですか？」

「…………」

　その疑問には答えずに。

　冬真は術式を続けるアレイナの杖つえを握り、カチュアの肩に手をかけた。

「そこまでだ。術式を止めろ、アレイナ。それ以上続ければ錬核武装すら維持できず、この場で汚染物質を浴びてお前まで死ぬ」

「っ……!!　そんな、そんなっ……!!　セリカちゃぁん……!!」

　無力感に囚とらわれたのか、膝ひざをついて泣くアレイナ。

「……ッ」

　唇を噛かみ、喉のどを鳴らす音。それは、合図だ。感情を切り替える合図。

　カチュアは立ち、それまでの混乱が嘘うそのように表情を和らげる。

　目に涙を湛たたえながらも、愛いとしげに頬ほおを撫なで、永遠に眠るセリカに向ける慈愛は、あたかも──。

「お父様」

「何だ、雪ゆき奈な？」

「セリカさんは、カチュアおばさまに、嫌な態度をずっと取っていました」

「ああ。……まったく、よく似た家族だ」

「それなのに、今のカチュアおばさまは……」

「ああ。──母親みたいだ。そう言いたいんだろう？」

　本当の親じゃない。心も通い合ってはいなかった。けれど、それでもその安否に涙を流し、命を救うためならば何でもする、命を懸けて戦える。それは──。

「大切な娘のためなら、どんな絶望とでも戦える。──それが、『親』って生き物だ」

「……あれ……？」

　ふと、雪奈が何かに気づいて声をあげる。

　冬とう真まの傍そばを離れ、とてとてと歩いていき、セリカの遺体があった場所の瓦が礫れきを分けた。

　そこにあったのは、メッセージＢＯＴ。カメのバース君が描かれたフィギュアは、包装が焼け焦げて無残な形になっているが──中身の記録媒体は無事だった。

「セリカさんの、プレゼント」

「《[image: ]れん獄ごく蝶ちよう》に取り込まれたとき、一緒に巻き込まれてたんスね。これ、学園長に宛あてたもんスよ」

「これを……アタシに？　あの子が……？」

　カメのフィギュアを受け取るとカチュアは、震える指で、再生ボタンを押しこむ。

　口がぱくぱく間抜けに動き、記録された音声が再生される。




『──叔母様。セリカです。あの、えっと……』

『思ったより照れるわね、こういうの。けど、もう嘘をつくのは嫌だって、そう思った。雪奈が、アレイナが……黒くろ子こはまだ慣れないけど、まあいいわ。誰だれかが傍にいてくれて、学園に進学できて、叔母様と学園に通うようになって……少しだけ、変われたの』

『叔母様。あなたのこと、セリカは大嫌いだった。お母様やお父様の娘であるセリカが家や武装を継ぐのに反対したって、継承を争う敵だって……そう思ってたから』

　呼吸音。決意を固めるのに必要な一拍の間。

『……違うんじゃないか、って思ったの。ねえ、叔母様。なんで、セリカを見る時は、あんな風に怖い顔をするの？　白しろ銀がねパパや雪奈と話す時みたいに優しく、その、お母様みたいに、笑ってくれたら。セリカは……きっと、セリカは……！』

『……カチュア叔母様と、話ができると思う。セリカを認めてくれない理由を聞いて、セリカを本当はどう思ってるのかって、ぶつかっていけると思うから』

『だから、お願い。……叔母様』




　最期の言葉は──。




『──このメッセージを聞いたら、セリカの前で笑ってみて。

　きっとその日は、す、素直に……叔母様と、お話しできるはず、だから……！』




　きっと頬ほおを赤らめて、たどたどしく声を詰まらせながら言ったのであろう。

　照れた彼女の面影が、その場の全員の脳裏に浮かぶ。

「ええ、ええ……！」

　震える指で、カチュアは煤すすけた人形を握りしめて。

　涙の滴る頬に当てながら、腕の中の愛いとしい娘を抱きしめて。

「約束するわ、セリカ。次に目覚めたその時は、きっと……」

　笑顔に、なるから。

「だから今だけは……少し、泣くわね……？」

　汚染され、焼け焦げた廃はい墟きよのただ中で。

　暴風の渦中、眠り姫を抱きしめながら、灼しやく髪はつの姫騎士は娘を想おもい、涙を流した。





●エピローグ




「あの『第13区画動乱』から、一週間が経たちました。……この地球上にわずか一千万、貴重な人類のうち三千もの犠牲を払った悲劇に、責任を強く感じています……！」

　しめやかに執り行われた追悼式典の模様が中継されている。

　端末に映しだされた大講堂、閉鎖された隔壁を背景に、黒いヴェールで目元を隠した統括生徒会長、グラン・マリアが壇上に立ち、制服の袖そでにつけた喪章を強く握りしめる。

「この怒り、この痛みをどこにぶつけたらいいのでしょうか？　この人類存亡の危機に、隣人を友とせず逆に傷つけるような輩やからを……民族、文化、地球上のすべてを統合させて、人類再生機構の民衆として平等となったこの時代にありながら、なぜ……！」

　強くカメラを見据えながら、指導者は聴衆に語りかける。

　群衆の多くが涙ぐみ、それぞれの教えに基づく祈りを捧ささげる中、グラン・マリアの演説は、哀かなしみと怒りと憂いに満ちて、耳を傾ける者すべての心に迫せまってゆく。

「なぜ、テロを行うのですか？　なぜ家族を傷つけるのですか？　なぜ隣人を殺し、前途ある若者たちの暮らす場を汚染するのですか？　この区画の閉鎖が解かれる日がいつか、その見通しすら経っていません。ただの悪意と呼ぶには、あまりにも悍おぞましい……！」

　グラン・マリアの傍そばに侍はべるは《ヘブンリー・ロウズ》。全員が喪章をつけ、錬核武装をまとって剣を掲げながら、彼らは絶対の指導者の言葉を受けて、昂たかぶる義憤に震えている。

「我々はひとつになるべきです。人類は統合され、旧来の文化や因習ではなく、人類再生の大義と理想のもと、ひとつの家族として結ばれるでしょう。それを脅かすテロリスト、陰謀を巡らせるすべての人に告げます。どうか、もう止めてくださいと……！」

　さもなくば、と言葉を切り、鶴つるのような顎あごを軽く上げて。

「──さもなくば、私達たちは戦うでしょう。貴方あなた方を同じ人類と認めず、人類再生の大義を脅かす敵として、さらなる血を流してでも……！　ですが、それは本意ではありません。どうか冷静になり、話し合いのテーブルについてくれることを、切に願います……！」




　──ワアッ……!!




　観衆が拍手し、起立する。それが再生される端末を止めると、教室に静寂が満ちた。

　放課後、父兄や生徒が退席して空になった部屋。誰だれもが追悼式典に赴おもむく中で。




「……ウチらは出なくて済んで助かったっスね。ヘタしたらあのステージに上げられて、統一だか何だかの旗頭に祭り上げられてたとこっスよ。うへー」

「芝居がかってはいるが、必要な措置だ。人類再生機構の創立以降、内部に直接汚染が発生したのは初めてだからな。……座して手をこまねいていては、秩序に関かかわるだろう」

　机に肘ひじをつきながらうんざりと言う黒くろ子こに、冬とう真まは端末を仕し舞まいながら答えた。

「統括生徒会長としては、即座に対策を打ち出さねば収まらない。我々人類はとうの昔に地球の支配者の座からこぼれ落ち、ほそぼそと生きる絶滅危き惧ぐ種しゆに過ぎないのだから」

「……怖いです」

　自らの肩を抱くように、アレイナが怯おびえながら呟つぶやいた。

「いつか戦争に行くことはわかってました。……けど本当の戦いは、あんなに……簡単にはじまって、友達や大切な人が突然、いなくなってしまうんですね……！」

「ああ。ここはそういう世界だ。君の両親はきっと、前線に君を送らせないために、絶技や錬核武装の秘匿を命じたんだろう。──我が子だけでも生き残って欲しい、と」

「……嫌です。そんなの！」

「なら、強くなれ。明日消えるのは君や俺かもしれない。だから悲しんでいる時間はない。限られた時間を精一杯楽しめ。思いっきり、生きるんだ。いいな？」

　言い聞かせるような言葉を受け止めるように、すっと席を立つのは──雪ゆき奈な。

「お父様。雪奈は……《ヘブンリー・ロウズ》に入ります」

「えっ!?　だって、お父さんとの時間がなくなるから嫌だったんじゃないんですか!?」

「雪奈の力だけじゃ……世界は救えない。雪奈が生き残るだけじゃ、だめ、ですから」

　強い眼まな差ざしで冬真を見据える娘は、短い間にひどく大人びたような顔になったと思う。

　冬真はそんな想おもいを抱きながら、同意を示すように小さく頷うなずいた。

「そうだな。……俺だけが生き残っても意味がない。雪奈だけが生き残っても、もちろん駄目だ。世界最強の個人に意味はない。種族と社会の安全を守り、維持すること……それが俺達たちの役割であり、そして──」

　言いながら、教室の窓を開く。広々としたグラウンド、遠くかすんで見えるビルの彼方かなたにそびえる閉鎖区画の巨大な隔壁。統括生徒会本部ビル。

「──この世界で何を為なし、どう生きるか。次の世代の大人である、君達が決めるんだ」

「はい。……雪ゆき奈なは、世界の理想のために、がんばります。セリカさんの目指した、立派な魔法騎士を、目指します。でも……」

　雪奈は面を伏せて、窺うかがうようにこう言った。

「たまには、甘えたい……です。そのときはまた、可愛かわいがってくれますか？」

「もちろんだ。世界最強だろうと、《ヘブンリー・ロウズ》の一員だろうと、どんなときでも変わらず、俺は雪奈の父親なのだから」

　抱きしめた娘の体が少し震えていることに、冬とう真まは気づかないふりをしてただ抱きしめ続けていた。





　　　　†






　そして、雪奈とアレイナと黒くろ子この背中を押して、教室に送り出した後──。

「────準備はいいな？」

　一瞬の沈黙は、部隊を表す秘密の暗号。

「当然よ。セリカの仇かたきだけじゃない。あの娘たちの未来を、日常を」

「守らないわけにゃ、いかねえよな。……少しでも先に生きてる、先輩としちゃあな」

　それを受け、これまで沈黙していた二人が立ち上がる。

　励起した錬素で髪を輝かせた女騎士が、ハッカ入りのチューブをくわえた軍服姿の男が、おどけたしぐさに深い戦意をこめて。軍靴が高く床を蹴けり、三人は窓を背に並び立つ。

「……雪奈ちゃんの診察結果、どうだった？」

「変異率37パーセント。強引な術式使用、重汚染地域での十分な装備なしでの長時間行動、強い戦場ストレス──それらの複合によるメンタル負荷が数値を挙げた原因だ」

　それはすべてに隠された秘密。知る者は十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい、軍部首脳、そしてこの名さえも隠された人類の守護者、最後の砦とりでとでも言うべき数人のみ。

　37パーセント。その数字が示す意味は。




「雪奈ちゃんが人類史上最大最悪の胞子獣に成り果てて──世界を滅亡させるまで、残り６３パーセントってワケだ」




　皮肉に顔をしかめて、髪をボリボリかき乱して、ロンメルは吐き捨てるように言う。

「誰だれにも言えねえわな。胞子獣ベノムスダームと魔法騎士に、大した差なんざねえってことは」

「完全に結界が施された内部とはいえ、あまり口に出さないでください、先輩」

　胞子獣ベノムスダーム──生物が汚染物質に浸食されて誕生する新生物の総称。

　では、その汚染物質とは何なのか。




　──錬素である。




　地球上のあらゆる記憶を保存する錬素、それが長い時を経て、圧縮と膨張を繰り返した結果に起きた情報爆発。つまり、人類が積み上げた圧倒的な情報に地球が耐えられなくなったために制御を失い、暴走したカタチが、汚染であり、胞子獣であり。

　そして魔法騎士とは、錬素を自らの体内に受け入れ、操るに至った人類進化の象徴だ。

　どちらも錬素をその身に受けている。その両者の違いは、錬素に支配されるか、あるいは錬素を支配するか、ただそれだけだ。死や精神不安によって体内錬素のコントロールを失った場合、特に高位の魔法騎士であれば──それは高い確率で胞子獣へと変異を遂げる。

「ステージ５の胞子獣なんざ、自然環境下じゃほぼ発生しねえ。そこまで錬素を溜ためる前に、器の方が耐え切れずに崩壊しちまうからな。……Ｓランクの魔法騎士でもねえと」

「その情報は秘匿されていたはずだ。だが、今回の事件はそれを覆した」

「……黒くろ子この戦闘記録は見たわ。あの教主が使った術式はステージ４の胞子獣を産む仮想構築──。単純に錬素で再現したコピーを召喚するだけの攻撃手段に過ぎない」

「ああ。ステージ５……『[image: ]れん獄ごく蝶ちよう』の出現は──」

「ええ。セリカよ」

　沈ちん鬱うつな面持ちで頷うなずきながら、カチュアはピンと立てた親指の爪つめをきつく噛かむ。

「Ｓランク魔法騎士は全員、要観察対象。だからアタシや冬とう真まが一番近くにいた。なのにこんなことになるなんて……アタシは、失格ね」

「君のせいじゃない。そもそもＳランク魔法騎士が殺されるなどという事態、普通は絶対にありえない。Ａランク以下の騎士が束になったところで敵かなわない相手なのだから」

「ええ。でもその考えは今後改めなくちゃいけない。セリカを殺した奴やつらはＳランク殺しの術を入念に研究していた。ステージ５の誕生に、確信を得ていたのよ……！」

「機密が漏れている。そう判断すべきだ。それも評議会議員級のクリアランスを超えて、絶対に知られてはいけない情報を漏らした裏切者が、今回のテロの首謀者だ」

「許さない」

「当然だろ。──さて、ブチのめしてやろうぜ。なあ、知ってるか、お前ら？」

　短く戦意を伝えるカチュアと冬真に、おどけたしぐさでロンメルが微笑ほほえみかける。

「魔法騎士ガルムってのは、旧時代の神話じゃ、犬の名前なんだとさ。世界が滅びる神話の戦いの真っ最中に解き放たれて、軍神の首を噛み千切る獰どう猛もうなヤツだ」

「犬ね。いいじゃない。鎖に繋つながれた犬だって、尻尾しつぽを踏まれりゃ怒るのよ……！」

　バチバチと火花を散らす灼しやく髪はつを揺らし、カチュアは復ふく讐しゆうに燃える眼めで天井を睨にらむ。その胸に隠されたのは小さなフィギュア──愛する姪めいの遺言が眠る小さな人形。

「先輩。テロリストどもの拠点は割れましたか？」

「一週間もあるんだぜ？　当然、バッチリよ。つーか評議会の許可を得る方が手間だった。とはいえ情報が漏れてる以上、評議会の承認をギリギリ通る議員の印しか取ってねえ」

「ほぼ非合法活動じゃない。いいの、冬とう真ま。……あんたの制約に反するんじゃないの？」

「襲撃と同時に議会で認可を得れば問題ない。あちら側に肩入れしている議員が反発したとしても、一度通った命令に異議を唱えて止めるには最低丸一日はかかるからな」

「その前にケリをつけちまえばいい、ってわけだ。……まーた、綱渡りだな？」

　三人はフッと笑い、ほぼ同時に窓から離れる。

　振り向いた眼めに映る封鎖区画。そこで犠牲になった人々にわずかな黙もく祷とうを捧ささげ、教室を出て歩きながら、彼らはこれから始まる戦いの予感に熱く血を滾たぎらせていた。

「セリカ。ごめんね。……アンタには、情けない姿しか見せられなくて」

　カチュアの独白を聞きながら、男達たちは沈黙する。わかるよ。俺たちがついてる。そんな陳腐な言葉が慰めになる段階はとっくの昔に過ぎ去った、ここにいるのは古参兵のみ。

　だからこそ、慰めはいらない。あるのはただ、戦う覚悟のみ──。




「そこから、見ていてちょうだい。アタシの──アタシたちの戦争カツコイイところをね」





















電子書籍特典　書き下ろし短編『戦場の赤ちゃん』





「では、補給を頼む」【補給：おっぱい】

「出ないわよ、バカ!!」

　カーキ色の密閉テント。穢れた獣の闊歩する廃都の拠点に、怒声が響いた。

「無知ですまない。……母乳とは、女性の乳房から分泌されるものではないのか？」

　来歴不明のポッドから苦労の末に救出したばかりの乳幼児を抱え、白銀冬真は懇願する。

　だがその相手、戦友たるカチュア・ヴェルミオーネは羞恥に頬を赤くして、

「無茶言わないでよ、このクソバカ。あのね、ふつう、女の子は母乳とか……！」

「妊娠しないと出ねーんだよ。ま、学校の性教育は遅れてっから無理もねえけど」

「ロンメル先輩。……補給要請は、どうでした？」

　密閉テントのハッチを開き、現れた装甲服の男。

　ふたりの悪友にして戦友、ロンメル・スチュワートは、冬真の質問に肩をすくめる。

「臨時は無理だわ。医療班のいる後方までおよそ１００キロ、ステージ３がゾロゾロいる中を、医者だのオムツだの粉ミルクだのを大急ぎで運んでこいってのは厳しいぜ」

「最悪、オムツは装甲服の簡易トイレを調整すれば対応できますが……」

「食い物はなー……。この歳じゃ離乳食もキツいし、どうしたもんだか」

　あまりにも柔らかく小さな体。ふわふわとしたマシュマロのような女の赤ん坊。

　幸いにも一般的な幼児と違い、ほとんど泣きもせず、朗らかに笑っているが──。

「ポッドの方、調べてみたが何も出ねえ。前線キャンプの設備じゃ無理だわ」

「出所は不明か……。とにかく、この子の生命と健康を維持しなくては」

「でも、どうするの？」

　心配そうに赤ん坊を見るカチュアに、冬真は考えを告げる。

「問題ない。非常手段として、以前開発した術式の応用で、俺の血液を変成する」

「は!?　どういうことよ、それ……!?」

「以前、俺が老廃物を錬素化する緊急式を編んだのを覚えているか？」

「あー、『小便リサイクル式』な？」

「……その直接的極まりない名前はやめてください、先輩。これを応用して血液を母乳に変成、血管から抜いて与えれば問題ないでしょう」

「で、その式の完成まで何日くらいかかる？」

「三日もあれば」

「……お前な、赤ちゃんが絶食で何日もつか知ってんのか？」

「軍の医療マニュアルには無いですね。もちませんか、やはり……」

　大真面目に検討する男たちに、カチュアは頭痛をこらえるように額を押さえた。

「ダメすぎる発想は捨てなさい。父親のお乳で育ったとかトラウマものよ」

「カチュアが協力してくれれば、恐らく研究期間は短縮できると思う。すまないが胸部を少々調査させてくれ、触診による構造のスキャンで……」

「……却下!!　いいわ、アタシの私物を提供するわよ！」

　彼女が差し出したのは、赤いラベルのついたコンデンスミルクの缶詰だった。

「コーヒーに混ぜるやつだけど、お湯で伸ばせば使えるわ。補給まではもつと思う」

「いいのか？　……すまない、相応の対価は支払う」

　ほっとした様子で缶をとる冬真。だが、カチュアは柔らかに微笑んで、首を振る。

「いいわよ、そんなの。……だって。アンタが父親なら、母親は……その……」

「あー、ママンと呼ぶにゃ年季が足りねえよ小娘。30過ぎてから出直してこいって」

「……うっさいわねこの年増好き!!　アンタには聞いてないわよ!!」

　茶化すロンメルに怒るカチュア。

　そんな光景を眺め、ほっとした様子で代用ミルクを作りながら……。

「……大丈夫だ。必ず俺が……俺たちが、守ってやる」

　あどけない赤ん坊を抱きかかえ、己に言い聞かせるように、白銀冬真はそう言った。




　これは十四年前の物語。

　地上、最前線。廃都の戦場で過ぎ去った戦場の、ひとコマだった。
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